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法
華
経
と
『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
古
来
、
沢
山
な
学
者
に
よ
っ
て
研
究
が
さ
れ
来
っ
て
い
る
。
『
大
智
度
論
』
は
竜
樹

造
、
鳩
摩
羅
什
訳
出
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
対
す
る
逐
語
訳
の
型
を
と
っ
て
い
る
が
、
『
大
智
度
論
』
が
そ
の

ま
ま
す
べ
て
、
竜
樹
に
よ
っ
て
櫓
か
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
さ
え
、
疑
問
が
持
た
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
干
潟
竜
祥
教
授
は
『
大
智
度
論
』
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
Ａ
、
竜
樹
の
言
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
。
仰
明
か
に
竜
樹

の
言
で
は
な
く
、
訳
者
羅
什
の
言
と
思
わ
れ
る
も
の
、
側
「
明
か
に
」
と
ま
で
は
云
え
な
く
と
も
、
「
恐
ら
く
」
竜
樹
の
言
で
は
な
く
羅

什
の
言
と
思
わ
れ
る
も
の
。
Ｂ
、
こ
こ
は
竜
樹
の
言
に
相
違
な
い
と
い
う
特
色
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
で
、
竜
樹
以
外
の
者
少
く
も

印
度
外
の
羅
什
の
如
き
者
の
言
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
。
Ｃ
、
こ
れ
は
Ａ
で
は
な
い
、
然
し
Ｂ
と
す
べ
き
特
色
も
見
ら
れ
な
い
部
分
、
即

ち
何
れ
と
も
特
色
の
明
か
で
な
い
部
分
、
こ
こ
は
致
し
方
な
い
か
ら
伝
の
通
り
竜
樹
の
も
の
と
し
て
お
か
ざ
る
を
得
な
い
も
の
ｏ
と
い
う

（
■
且
）

よ
う
に
分
類
し
、
漢
訳
に
際
し
羅
什
が
加
筆
し
た
部
分
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
、
な
ど
で
あ
る
。

（
２
）

『
大
智
度
論
』
を
訳
出
し
た
翌
年
に
『
妙
法
華
経
』
を
訳
出
し
た
羅
什
の
態
度
と
し
て
は
、
こ
の
両
者
に
対
す
る
関
連
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、
竜
樹
と
法
華
経
と
い
う
関
連
で
は
一
考
を
要
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
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『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

（
毎
画
）

『
大
智
度
論
』
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
法
華
経
の
語
句
の
引
用
に
つ
い
て
の
研
究
は
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
は
、
こ
の
両
者
の
関
連
を
し
ら
べ
、
更
に
梵
文
法
華
経
に
お
け
る
表
現
を
摘
し
、
そ
れ
に
よ
り
『
大
智
度
論
』
が
見
た
法
華
経
、
法
華

経
の
説
示
を
ど
の
よ
う
に
『
大
智
度
論
』
が
と
ら
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑩
『
大
智
度
論
』
巻
七
に
は
、

復
次
有
下
諸
仏
無
二
人
請
者
一
ｏ
便
入
一
連
樂
一
而
不
中
説
法
上
。
如
二
法
華
経
中
多
宝
世
尊
一
。
無
二
人
請
一
故
便
入
一
迫
藥
一
。
後
化
仏
身
及
七

（
■
ａ
）

宝
塔
。
証
し
説
二
法
華
経
一
故
。
一
時
出
現
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
大
品
般
若
経
』
の
「
能
請
無
量
諸
仏
」
の
句
を
釈
し
た
も
の
で
、
請
う
の
に
は
二
種
が
あ
る
と
し
、
一
は
仏
の
初
成

道
の
時
で
、
一
辰
諸
仏
が
無
量
の
寿
命
を
捨
て
て
浬
梁
に
入
ら
ん
と
欲
し
た
時
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
諸
仏
が
目
前
に
い
る
時
は
請
え

る
が
目
に
見
え
な
い
時
は
請
え
な
い
と
し
、
諸
仏
の
法
は
必
ず
応
に
説
法
し
て
広
く
衆
生
を
度
す
べ
し
、
請
う
と
請
わ
ざ
る
と
に
せ
よ
、

?暑
－

へへ
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干
潟
竜
祥
「
大
智
度
論
の
作
者
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
ノ
ー
）
１
１
２
。
こ
の
外
塚
本
啓
祥
教
授
は
、
そ
の
論
文
の
中
で
、
ラ

モ
ッ
ト
教
授
の
説
を
詳
細
に
一
且
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。
「
大
智
度
論
と
法
華
経
」
（
坂
本
幸
男
編
『
法
華
経
の
中
国
的
展
開
』
）
六
四
○
’
六
五
七
。

『
大
智
度
論
』
訳
出
は
後
泰
弘
始
四
’
七
年
、
『
妙
法
華
経
』
訳
出
は
挑
秦
弘
始
八
年
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
大
智
度
論
』
と
法
華
経
に
関
し
て
の
論
究
と
し
て
、
山
川
智
応
『
法
華
思
想
史
上
の
日
蓮
聖
人
』
四
三
七
’
四
四
四
、
勝
呂
信
静
「
イ
ン
ド
に

お
け
る
法
華
経
の
注
釈
的
研
究
」
（
金
倉
円
照
編
『
法
華
経
の
成
立
と
展
開
』
）
三
六
五
’
三
七
四
塚
本
啓
祥
「
大
智
度
論
と
法
華
経
」
（
坂
本

幸
男
編
『
法
華
経
の
中
国
的
展
開
』
）
六
二
’
六
六
○
、
等
が
あ
る
。

2

（2）



（
獅
子
座
に
坐
り
、
足
を
く
為
四
肢
は
干
か
ら
び
、
全
身
は
不
散
で
、
禅
定
に
入
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
）

で
あ
っ
た
と
し
て
、
法
華
経
が
説
か
れ
る
時
、
そ
の
時
に
多
宝
塔
が
出
現
し
、
善
哉
と
証
明
し
、
諸
仏
が
多
宝
如
来
の
身
体
を
四
衆
に
示

（
⑤
Ｊ
）

そ
う
と
欲
す
る
時
に
は
、
十
方
世
界
の
如
来
の
分
身
冒
菩
凹
魑
苗
‐
ぐ
毎
画
富
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
て
、
四
肢
が
干
か
ら
び
全
身
不
散
で
あ
る
と
い
う
時
、
そ
れ
は
全
身
の
舎
利
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
減
度
し
た
仏
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
『
大
智
度
論
』
に
よ
り
「
便
入
浬
梁
」
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
華
経
が
説
か
れ
る
時
、
浬
梁
の
後
で
あ
っ

て
も
、
誓
願
に
よ
っ
て
出
現
し
証
明
法
華
経
す
る
と
い
う
か
ら
、
多
宝
如
来
は
入
浬
薬
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
塔
の
中
か
ら
音
声
を

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

ん
と
す
る
時
、
そ
の
時
（

関
し
て
、
多
宝
如
来
は
、

（
２
）

『
大
智
度
論
』
の
多
宝
如
来
へ
の
言
及
は
要
旨
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
妙
法
華
経
に
よ
る
と
、
多
宝
如
来
は
、

（
②
》
）

於
二
宝
塔
中
一
坐
二
師
子
座
一
。
全
身
不
散
如
レ
入
二
禅
定
一

と
表
現
さ
れ
、
仏
と
成
り
減
度
し
た
後
、
十
方
の
国
土
に
お
い
て
法
華
経
を
説
く
処
あ
ら
ぱ
、
わ
が
塔
廟
は
こ
の
経
を
聴
か
ん
が
た
め
の

（
△
誰
）

故
に
涌
現
し
て
、
た
め
に
証
明
を
な
し
て
讃
め
て
善
哉
と
い
わ
ん
、
と
の
誓
願
日
昌
号
習
画
を
作
し
、
多
宝
如
来
の
身
体
を
人
に
示
さ

（
Ｅ
ｕ
）

ん
と
す
る
時
、
そ
の
時
の
仏
は
分
身
仏
を
十
方
世
界
か
ら
集
め
よ
、
と
の
誓
願
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
梵
文
法
華
経
は
こ
れ
に

法
と
し
て
自
ら
応
に
繭
る
べ
し
、
何
を
以
て
か
請
う
を
須
た
ん
や
、
と
の
質
問
に
対
し
て
、
諸
仏
は
必
ず
説
法
し
、
人
の
請
を
待
た
ず
と

雌
も
、
請
う
者
は
亦
応
に
福
を
得
く
し
、
請
う
者
な
き
場
合
は
浬
藥
に
入
る
と
語
っ
て
多
宝
如
来
甸
冒
ｇ
ｇ
冒
国
目
色
‐
冨
昏
画
隠
冨
に
言

及
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
大
智
度
論
』
の
極

段
昌
彦
邸
の
画
ロ
・
ロ
四
ぐ
厨
冨
毎
℃
脚
吋
望
で
）

冨
叶
昏
倒
の
四
目
身
ご
鼻
の
閏
巨
画
一

℃
肖
箇
鼻
餌
冒
冨
＆
冒
乱
冒
景
屋
の
菌
‐
魁
司
農
８
日
召
墨
圃
‐
圃
冒
旨
昏
倒
の
四
目
且
冨
‐
の
四
日
ｇ
四
回
目
の

１
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『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

（
⑪
。
）

放
っ
て
大
衆
に
呼
び
か
け
て
い
る
か
ら
、
現
在
し
て
い
る
仏
陀
で
あ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
滅
度
之
後
」
と
妙
法
華
経
が
訳
出
し
て

い
る
の
に
対
し
、
梵
文
法
華
経
は
前
世
に
お
い
て
菩
薩
行
を
修
行
し
た
が
、
教
菩
薩
法
仏
所
護
念
の
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
聞
か
な
い
間

（
＠
Ｊ
）

は
、
決
し
て
無
上
等
正
覚
に
達
し
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
か
ら
、
妙
法
華
経
、
「
便
入
浬
藥
」
と
し
た
『
大
智
度
論
』
と
は
異
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
干
か
ら
び
全
身
不
散
と
い
う
時
、
実
質
的
に
は
浬
桑
を
意
味
す
る
か
ら
、
妙
法
華
経
が
い
う
誓
願
力
、
梵
文
法
華
経
の
い

う
法
華
経
を
聞
く
ま
で
、
と
い
う
働
き
が
現
在
し
て
い
る
仏
と
い
う
意
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
活
動
せ
ず
し
て
、
し
か

も
現
在
し
て
い
る
仏
、
法
身
仏
た
る
多
宝
如
来
を
表
現
し
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
妙
・
梵
両
法
華
経
と
も
法
身

仏
の
何
た
る
か
、
多
宝
如
来
が
法
身
仏
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
言
明
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
大
智
度
論
』
は
、
仏
法
は
等
し
く
衆
生
を
観
て
、
貴
な
く
賎
な
く
、
軽
な
く
重
な
く
、
人
の
請
う
者
あ
ら
ぱ
、
そ
の
請
の
た
め
の
故

に
、
便
ち
た
め
に
法
を
説
く
と
し
、

（
ｍ
）

錐
三
衆
生
不
し
面
二
請
仏
一
。
仏
常
見
二
其
心
一
亦
聞
二
彼
請
一
。
仮
令
諸
仏
不
レ
聞
不
レ
見
・
請
レ
仏
亦
有
二
福
徳
一
。

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
法
が
請
に
応
じ
て
法
を
説
く
こ
と
あ
る
を
示
し
て
い
る
が
、
仏
法
が
法
を
説
く
こ
と
そ
れ
は
法
身
仏
の
説

法
で
あ
り
、
多
宝
如
来
が
そ
の
よ
う
に
理
解
せ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
衆
生
は
目
前
に
仏
を
見
な
く
と
も
、
仏

に
説
法
を
請
う
心
が
大
切
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
仏
が
法
と
し
て
遍
在
す
る
こ
と
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

③
『
大
智
度
論
』
巻
九
は
、

如
二
大
月
氏
西
仏
肉
髻
住
処
国
一
・
一
仏
図
中
有
二
人
頼
風
病
一
・
来
二
至
遍
吉
菩
薩
像
辺
一
・
一
心
自
帰
二
念
遍
吉
菩
薩
功
徳
一
。
願
除
二
此

病
一
。
是
遍
吉
菩
薩
像
。
即
以
二
右
手
宝
渠
光
明
一
。
摩
二
其
身
一
病
即
除
愈
。
復
一
国
中
有
二
一
阿
蘭
若
比
丘
一
。
大
読
二
摩
訶
術
一
。
其
国
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す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
見
仏
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
見
仏
に
関
し
『
大
智
度
論
』
は
、
普
賢
菩
薩
の
功
徳
と
来

至
の
挿
話
を
使
用
し
て
答
え
た
こ
と
に
な
る
。

遍
吉
の
訳
語
は
の
四
日
目
菌
ｇ
“
骨
“
普
賢
の
訳
で
あ
る
輪
）
妙
法
華
経
は
、
「
有
人
癩
風
病
」
等
に
関
し
て
、
若
し
後
の
世
に
於
て
、

是
の
経
典
を
受
持
読
調
せ
ぱ
…
…
所
願
虚
し
か
ら
ざ
ら
ん
…
…

兎
）

若
復
見
下
受
二
持
是
経
一
者
上
。
出
二
其
過
悪
一
。
若
実
若
不
実
。
此
人
現
世
得
二
白
願
病
一
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

と
述
べ
て
い
る
。

王
常
布
し
髪
令
二
箔
し
上
而
過
一
。
有
二
一
比
丘
一
語
し
王
言
。
此
人
摩
訶
羅
不
二
多
読
Ｐ
経
。
何
以
大
供
養
如
し
是
。
王
言
我
一
日
夜
半
欲
し
見
二

此
比
丘
一
。
即
往
二
到
其
住
処
一
。
見
二
此
比
丘
一
在
二
窟
中
一
読
二
法
華
経
一
。
見
下
一
金
色
光
明
人
騎
二
白
象
一
合
し
手
供
養
上
。
我
転
近
便
滅
。

我
即
問
二
大
徳
一
以
二
我
来
一
故
。
金
色
光
明
入
滅
。
比
丘
言
。
此
即
遍
吉
菩
薩
。
遍
吉
菩
薩
自
言
。
若
有
レ
人
請
二
読
法
華
経
一
者
。
我
当
下

ａ
）

乗
二
白
象
一
来
教
中
導
之
上
。
我
諏
二
法
華
経
一
故
遍
吉
自
来
。

と
法
華
経
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
、
此
の
衆
生
は
多
く
三
悪
道
の
中
に
堕
つ
。
若
し
十
方
無
鐙
無
辺
の
諸
仏
及
び
諸
菩
薩
あ
ら

ぱ
、
何
を
以
て
か
来
ら
ず
や
。
と
の
質
問
に
対
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
大
智
度
論
』
は
、
衆
生
は
罪
重
き
が
故
に
諸
仏
菩
薩

が
来
る
と
錐
も
見
ず
。
又
、
法
身
仏
は
常
に
光
明
を
放
ち
常
に
説
法
し
て
も
、
罪
を
以
て
の
故
に
見
ず
聞
か
ず
、
と
し
て
、
衆
生
の
心
清

浄
な
ら
ば
、
則
ち
仏
を
見
、
若
し
心
不
浄
な
ら
ぱ
則
ち
仏
を
見
ず
。
今
実
に
、
十
方
の
仏
及
び
菩
薩
あ
り
て
、
来
り
衆
生
を
度
す
と
錐

う

も
、
而
も
、
見
る
こ
と
を
得
ず
、
と
し
更
に
、
十
方
の
仏
が
来
ら
ず
は
、
衆
生
は
罪
垢
深
重
で
見
仏
の
功
徳
を
種
え
ざ
る
を
以
て
、
で
あ

り
、
一
切
衆
生
の
善
根
が
熟
し
結
使
が
薄
ら
ぐ
を
知
っ
て
、
然
し
て
後
に
来
り
度
す
と
の
べ
、
そ
の
上
で
前
掲
の
よ
う
に
法
華
経
に
言
及

し
た
上
で
、
人
あ
り
て
罪
垢
の
結
薄
く
、
一
心
に
仏
を
念
じ
、
信
が
浄
く
疑
わ
ざ
れ
ぱ
必
ず
見
仏
を
得
て
、
終
に
虚
し
か
ら
ざ
る
な
り
、
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側
『
大
智
度
論
』
巻
十
は
、
若
し
皆
東
方
の
諸
仏
を
供
養
せ
ぱ
、
諸
仏
は
甚
多
し
、
何
の
時
か
当
に
記
っ
て
此
の
間
に
来
る
ぺ
き
や
、
と

の
質
問
に
対
し
て
、
諸
の
菩
薩
は
人
天
の
法
に
よ
る
供
養
を
す
る
の
で
は
な
く
、
菩
薩
の
供
養
の
法
を
行
ず
、
そ
れ
は
、
身
禅
定
に
入
っ

て
、
其
の
身
を
直
進
し
、
其
の
身
辺
よ
り
無
量
身
を
出
し
、
種
々
な
供
養
の
物
を
化
作
し
て
諸
仏
の
世
界
に
満
た
す
、
の
だ
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
更
に
、
此
の
諸
の
菩
薩
は
釈
迦
牟
尼
仏
に
詣
ん
と
欲
す
、
何
を
以
っ
て
か
中
道
で
諸
仏
を
供
養
す
る
の
か
、
と
の
間
に
対

し
、
諸
仏
は
第
一
の
福
田
な
り
、
若
し
供
養
せ
ぱ
大
果
報
を
得
る
、
こ
の
故
に
供
養
す
る
の
だ
し
、
菩
薩
は
常
に
仏
を
敬
い
重
ん
ず
る
こ

と
、
人
の
父
母
を
敬
い
重
ん
ず
る
が
如
く
で
、
菩
薩
は
仏
の
説
法
を
う
け
三
昧
・
陀
羅
尼
・
神
力
を
得
て
い
る
の
だ
か
ら
、
恩
を
知
る
が

故
に
広
く
供
養
す
る
の
だ
、
と
し
て
法
華
経
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

と
述
べ
て
、
こ
の
法
門
か
ら
一
句
、
一
字
で
も
見
落
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
六
牙
の
王
侯
の
よ
う
な
白
象
に
乗
り
法
師
の
前
に
あ
ら

わ
れ
て
、
こ
の
法
門
を
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
発
声
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
か
の
法
師
は
私
の
姿
を
見
て
、
こ
の
法
門
を
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く

私
か
ら
聞
き
、
満
足
し
悦
び
歓
喜
し
極
喜
し
欣
喜
と
憶
悦
を
生
じ
、
こ
の
法
門
に
十
分
に
精
進
を
お
こ
す
で
し
ょ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
妙
梵
両
法
華
経
倶
に
、
後
者
に
関
し
て
は
普
賢
菩
薩
の
行
願
と
し
て
法
華
経
の
法
師
に
対
し
て
の
守
護
を
述
べ
、
前
者
は
、

普
賢
の
言
葉
を
聞
い
た
釈
尊
が
法
華
経
を
受
持
す
る
者
を
そ
し
る
人
が
受
け
る
報
い
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
大
智

度
論
』
は
、
普
賢
（
遍
吉
）
菩
薩
が
そ
の
（
行
願
に
よ
っ
て
）
法
華
経
を
読
調
す
る
人
の
と
こ
ろ
へ
、
金
色
光
明
の
身
を
も
っ
て
自
ら
現

わ
れ
、
又
、
癩
風
を
病
め
る
人
が
、
遍
吉
菩
薩
に
帰
依
を
し
念
じ
た
と
こ
ろ
病
除
却
し
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
表
現
は
法
華
経
が
示
す

も
の
よ
り
も
一
層
積
極
的
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
見
仏
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
の
実
在
を
信

ず
る
心
、
心
の
あ
り
方
を
示
す
た
め
に
、
法
華
経
に
対
す
る
受
持
の
姿
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（7）



と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
仏
を
供
養
す
れ
ば
無
量
の
利
を
得
、
こ
の
故
に
菩
薩
は
仏
を
供
養
す
る
の
だ
、
と
し
て
い
る
。

（
鴫
）

塚
本
啓
祥
博
士
に
よ
る
と
、
こ
の
部
分
は
法
華
経
の
直
接
引
用
の
状
況
で
、
妙
法
華
経
と
は
部
分
的
相
応
関
係
を
示
す
、
と
さ
れ
て
い

る
が
、
妙
法
華
経
は
『
大
智
度
論
』
の
文
章
よ
り
も
、
は
る
か
に
詳
述
し
て
お
り
、
梵
文
法
華
経
は
更
に
詳
し
い
。
今
、
紙
数
の
関
係
も

あ
り
、
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
要
を
と
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

法
華
経
に
よ
る
と
、
こ
の
箇
所
は
薬
王
菩
薩
の
前
生
、
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
ぴ
胃
ぐ
画
の
ｇ
尊
画
官
営
且
胃
雷
目
の
焼
身
供
養
の
場
面
で
あ

り
、
こ
の
菩
薩
が
現
一
切
色
身
三
昧
綴
弓
胃
目
“
切
眉
目
臥
自
画
‐
８
日
且
嵐
を
得
た
の
は
「
皆
是
得
し
聞
二
法
華
経
一
力
」
目
眉
留
＆
‐

冨
吋
日
砦
巨
急
目
百
日
農
胃
日
９
画
ｑ
“
冒
日
働
隠
日
冒
（
こ
の
妙
法
蓮
華
の
法
門
の
故
に
）
で
あ
る
か
ら
、
日
月
浄
明
徳
仏
○
自
身
‐

“
”
胃
冒
乱
目
鳥
胃
号
薗
の
画
留
と
法
華
経
に
供
養
し
よ
う
と
し
て
三
昧
に
入
っ
た
。
す
る
と
虚
空
目
誌
肖
涛
粗
（
空
中
）
か
ら
華
の
雨
が

ふ
り
、
三
昧
か
ら
立
ち
上
っ
た
菩
薩
は
、
身
を
以
っ
て
供
養
す
る
に
如
か
ず
、
と
し
て
、
香
を
食
し
千
二
百
年
間
牙
且
画
留
（
十
二
年
）

も
香
油
を
の
ゑ
火
を
つ
け
た
。
そ
の
光
明
は
八
十
億
恒
河
の
世
界
思
晟
‐
の
ｇ
魁
１
回
四
日
‐
＆
房
甲
の
四
日
画
（
八
十
恒
河
沙
と
同
じ
）
を
照

し
た
。
こ
の
供
養
は
第
一
の
施
、
於
諸
施
中
最
尊
最
上
ぐ
墜
篭
喝
画
く
画
国
頁
画
く
四
国
日
画
包
蔵
号
胃
日
画
‐
９
両
（
最
勝
、
最
高
、
最

上
、
最
善
、
上
妙
な
法
供
養
）
で
、
国
城
・
妻
子
を
布
施
す
る
よ
り
も
勝
れ
た
も
の
で
、
そ
の
身
体
は
千
二
百
才
号
且
鼠
色
ぐ
胃
溜
‐

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

如
二
法
華
経
中
薬
王
菩
薩
一
。
従
し
仏
得
二
一
切
変
現
色
身
三
昧
一
・
作
二
是
思
惟
一
我
当
三
云
何
供
二
養
仏
及
法
華
三
味
一
・
即
時
飛
到
二
天
上
一
。

以
二
三
昧
力
一
雨
二
七
宝
華
香
幡
蓋
一
供
二
養
於
仏
一
。
出
二
三
昧
一
已
意
猶
不
レ
足
。
於
二
千
二
百
歳
一
。
服
二
食
衆
香
一
飲
二
諸
香
油
一
。
然
後
以
二

天
白
畳
一
縄
し
身
而
焼
。
自
作
二
誓
言
一
。
使
三
我
身
光
明
照
二
八
十
恒
河
沙
等
仏
世
界
一
。
是
八
十
恒
河
沙
等
世
界
中
。
諸
仏
讃
言
。
善
哉

善
哉
善
男
子
。
以
レ
身
供
養
是
為
二
等
一
勝
一
。
以
二
国
城
妻
子
一
供
養
百
千
万
倍
。
不
し
可
下
以
二
響
喰
一
為
も
比
。
於
二
千
二
百
歳
一
身
燃
不
レ

（
Ⅳ
）

減
。
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側
『
大
智
度
論
』
は
巻
二
十
六
の
中
で
、
仏
の
滅
度
に
ふ
れ
て
、
若
し
仏
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
し
て
未
だ
息
ま
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か
浬

藥
に
入
る
や
、
と
の
間
を
設
け
、
そ
の
答
と
し
て
、
衆
生
を
度
す
に
二
種
あ
り
、
或
は
現
前
の
得
度
あ
り
、
或
は
滅
後
の
得
度
あ
り
、
と

し
て
、
法
華
経
の
説
示
を
例
証
に
挙
げ
、

如
二
法
華
経
中
説
一
・
薬
師
為
二
諸
子
一
合
し
薬
与
し
之
而
捨
。
是
故
入
一
迫
藥
一
。
復
次
有
二
衆
生
一
鈍
根
徳
薄
故
。
不
し
能
し
成
一
天
事
一
。
但

可
レ
種
二
福
徳
因
縁
一
。
是
故
入
二
浬
鈴
申

と
述
べ
て
い
る
。
仏
の
現
前
の
得
度
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
を
挙
げ
た
の
は
滅
後
の
得
度
に
関
す
る
も
の
で
、
薬
師
云
な

の
語
は
如
来
寿
量
品
の
説
示
の
良
医
の
響
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
妙
法
華
経
は
、
父
（
良
医
）
の
留
守
中
に
誤
っ
て
毒
薬
を
服
し

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

曾
函
己
（
千
二
百
生

容
を
示
し
て
い
る
。

而
し
て
『
大
智
度
論
』
の
表
現
は
、
法
華
経
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
法
華
経
が
仏
と
法
華
経
に
対
す
る
供
養

と
し
て
い
る
の
に
、
論
が
法
華
三
昧
に
対
す
る
供
養
と
な
し
た
理
由
は
解
ら
な
い
。
法
華
経
は
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
が
仏
と
法
華
経
の
た

め
に
焼
身
供
養
を
な
し
、
そ
の
供
養
が
諸
施
の
中
で
最
尊
最
上
で
あ
る
か
ら
、
薬
王
菩
薩
と
し
て
現
世
に
出
現
し
た
こ
と
を
説
示
し
て
い

（
別
）

る
。
『
大
智
度
論
』
が
、
薬
王
菩
薩
の
焼
身
供
養
を
語
り
、
「
如
レ
是
供
二
養
仏
一
得
二
種
種
無
量
利
一
。
以
レ
是
故
諸
菩
薩
供
二
養
仏
一
」
と
い

う
時
、
仏
に
対
す
る
供
養
の
心
が
如
何
な
る
も
の
か
を
示
さ
ん
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
釈
尊
に
至
ら
ん
と
欲
す
の
に
、
何

故
に
中
道
で
諸
仏
を
供
養
す
る
の
か
と
の
間
に
対
す
る
答
え
で
も
あ
り
、
菩
薩
は
諸
仏
を
見
て
供
養
す
れ
ば
仏
た
る
果
報
を
得
る
と
な
す

か
ら
、
釈
尊
と
諸
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
釈
尊
の
中
に
諸
仏
が
含
承
こ
ま
れ
る
の
か
、
ど
う
か
は
考
え
て
ゑ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
閲
）

（
千
二
百
年
）
燃
え
続
け
て
消
え
た
、
と
。
す
な
わ
ち
、
妙
。
梵
両
法
華
経
は
数
字
の
差
こ
そ
一
部
に
は
あ
れ
、
大
よ
そ
同
一
内

（9）



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

た
子
等
が
、
父
の
調
合
せ
る
色
香
美
味
の
薬
を
見
て
、
不
失
心
者
は
服
し
た
が
、
失
心
者
は
服
し
な
か
っ
た
の
で
、
薬
を
留
め
て
旅
に
出

て
方
便
を
以
て
父
は
死
す
と
告
げ
さ
せ
る
、
こ
れ
を
聞
き
失
心
者
も
父
の
言
葉
を
う
け
薬
を
服
し
癒
え
た
り
、
と
い
う
話
を
記
し
、
父
が

（
錘
）

仏
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
梵
文
法
華
経
も
同
様
の
意
を
伝
え
て
い
る
が
、
失
心
者
に
つ
い
て
、
急
冨
凰
冨
‐
笛
冒
蔵
冒
冒
（
意
識
の

顛
倒
）
と
い
う
語
を
使
っ
て
お
り
、
偶
文
の
「
令
顛
倒
衆
生
」
に
つ
い
て
は
、
急
ご
胃
冒
‐
盲
目
言
８
口
凹
働
ぐ
冒
画
舎
響
（
理
性
が
顛

倒
し
愚
か
な
人
々
は
）
と
し
て
い
る
。
の
四
日
意
甘
冒
呂
匡
の
顛
倒
者
は
父
（
仏
）
が
滅
度
の
後
に
し
か
飲
薬
し
な
か
っ
た
（
不
見
）
の

罰
）

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
々
は
愚
か
な
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
父
は
、
「
良
医
智
慧
聡
達
。
明
練
二
方

（
理
）

薬
一
善
治
二
衆
病
こ
（
§
昼
冒
‐
宮
日
名
９
ｍ
ぐ
９
冒
昼
８
ぐ
冒
胃
◎
日
＆
富
剴
切
ロ
百
世
農
の
“
ｇ
“
‐
ご
目
冨
‐
胃
鼠
妙
目
自
習
“
（
賢

明
で
明
蜥
で
知
的
で
立
派
で
全
て
の
病
を
癒
す
良
医
が
い
る
と
し
よ
う
）
と
せ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
失
心
者
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ

る
。
『
大
智
度
論
』
が
、
鈍
根
に
し
て
徳
薄
き
と
称
し
た
の
は
、
ま
さ
に
失
心
者
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
故
に
こ
そ
福
徳
の
因
縁
を
種
え

る
た
め
に
仏
は
浬
梁
に
入
る
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

側
『
大
智
度
論
』
巻
三
十
に
は
、
阿
修
羅
は
天
に
非
ず
人
に
非
ず
、
地
獄
の
苦
多
く
畜
生
の
形
と
異
な
る
と
し
、
五
道
の
摂
す
る
と
こ
ろ

だ
と
し
、
更
に
、
経
に
は
五
道
あ
り
と
説
く
、
云
何
な
れ
ば
六
道
と
い
う
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
仏
去
っ
て
か
ら
久
し
く
経
の
流
れ
遠

し
、
法
伝
わ
っ
て
五
百
年
の
後
、
多
く
別
異
あ
り
部
を
同
じ
か
ら
ず
、
或
は
五
道
と
い
い
、
或
は
六
道
と
い
う
、
若
く
は
五
と
説
く
者
は

仏
の
経
に
お
い
て
文
を
廻
し
て
五
と
説
き
、
若
く
は
六
と
説
く
者
は
仏
の
経
に
お
い
て
文
を
廻
し
て
六
と
説
く
の
だ
と
し
、

（
篭
）

摩
訶
桁
中
法
華
経
説
し
有
二
六
趣
衆
生
一
。
観
二
諸
義
旨
一
応
し
有
二
六
道
一
・

と
述
べ
て
、
六
道
説
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
句
は
説
示
の
ご
と
く
法
華
経
序
品
の

（〃）



如
二
法
華
経
説
一
・
醤
嶮
三
千
大
千
世
界
地
及
諸
山
末
以
為
し
塵
。
東
方
過
二
千
世
界
一
下
一
二
塵
一
。
如
レ
是
過
一
手
世
界
一
復
下
二
一
塵
一
・

如
レ
是
尽
二
三
千
世
界
諸
塵
一
。
仏
告
二
比
丘
一
是
微
塵
数
世
界
算
涛
量
可
レ
得
し
知
不
。
諸
比
丘
言
。
不
し
可
し
得
し
知
。
仏
言
。
所
下
可
レ
著
一

微
塵
一
不
し
著
中
微
塵
上
諸
国
。
尽
皆
末
以
為
し
塵
。
大
通
慧
仏
出
世
已
来
劫
数
如
し
是
。
如
レ
是
無
鎧
恒
河
沙
等
世
界
微
塵
。
仏
大
菩
薩
皆

（
鴎
）

悉
能
知
。
何
況
一
恒
河
沙
等
世
界
ｃ

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
善
法
の
果
報
を
楽
し
む
者
の
た
め
に
仏
は
大
神
力
を
示
し
た
も
の
で
、
法
華
経
化
城
嶮
品
の
大
通
智

勝
如
来
の
三
千
塵
点
劫
の
説
示
を
、
そ
の
こ
と
を
証
す
る
た
め
に
引
用
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

㈲
『
大
智
度
論
』
巻
三
十
二
に
は
、
経
の
三
千
大
千
世
界
の
大
地
、
諸
山
、
微
塵
数
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ぱ
、
般
若
波
羅
蜜
を
学
す
べ
し
、

の
語
を
う
け
て
、
仏
は
何
故
に
六
度
等
の
諸
の
功
徳
を
讃
歎
せ
ず
、
大
力
を
讃
歎
す
る
の
か
の
質
問
を
設
け
、
衆
生
に
は
善
法
を
楽
し
む

者
と
善
法
の
果
報
を
楽
し
む
者
の
二
種
が
あ
る
と
し
、
前
者
に
は
諸
の
功
徳
を
讃
歎
し
後
者
に
は
大
神
力
を
讃
歎
す
る
心
が
あ
る
の
だ
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
石
土
の
微
塵
す
ら
尚
数
う
べ
き
こ
と
難
し
、
何
に
況
ん
や
三
千
大
千
世
界
の
地
、
及
び
諸
山
の
微
塵
の
数
を

や
、
と
の
質
問
に
対
し
、
声
聞
辞
支
仏
の
智
慧
、
尚
知
る
こ
と
能
わ
ず
、
何
に
況
ん
や
凡
夫
を
や
。
是
の
事
は
諸
仏
及
び
大
菩
薩
の
承
知

や
、
と
の
》

る
所
な
り
、

（
坊
）

於
一
庇
世
界
一
。
尽
見
二
彼
土
六
趣
衆
生
一
。

命
）

望
①
Ｏ
脚
討
普
ず
巨
邑
・
彦
画
１
斤
淵
貫
①
豐
秘
官
ｍ
ｐ
ｍ
画
建
智
の
騨
弓
倒
昏
の
四
目
ぐ
鹿
ご
色
目
８
閏
目
色
扇
の
ｍ
円
く
①
。
＄
淵
恒
画
の
画
昌
身
９
脚
口
蔚
関
口
画

（
こ
の
仏
国
土
で
六
趣
の
人
々
が
知
ら
れ
、
彼
等
は
一
切
す
べ
て
見
ら
れ
た
）

を
う
け
た
も
の
で
、
法
華
経
に
よ
り
六
道
説
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
し
、

（皿）



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

妙
法
華
経
と
梵
文
法
華
経
と
が
、
大
通
智
勝
如
来
富
農
ｇ
ｇ
圏
蔵
習
号
冨
ず
ぱ
甲
菌
号
針
、
国
の
寿
命
に
つ
い
て
述
べ
る
表
現
は
、

翁
）

お
お
む
ね
『
大
智
度
論
』
の
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
似
て
い
る
が
、
た
だ
引
用
の
後
半
の
「
尽
皆
末
以
為
し
塵
」
の
箇
所
は
、
妙
法
華
経
に

お
い
て
は
「
尽
末
為
し
塵
一
塵
一
劫
」
と
し
て
塵
点
劫
が
示
さ
れ
て
お
り
、
梵
文
法
華
経
で
は
尿
農
胃
昌
宮
口
胃
ｇ
涛
留
ぐ
尉
蔚
協
昌

冒
冨
‐
号
騨
目
画
ョ
冨
息
‐
・
画
”
目
鼻
の
ｇ
箇
恩
箇
冨
‐
目
呂
平
日
騨
尉
急
菌
胴
息
目
図
曽
ｇ
ご
§
８
箆
巨
胴
目
言
昌
篇
普

乱
冒
凰
爾
巷
融
巳
団
己
冨
忌
日
営
巨
点
里
四
日
留
滞
普
乱
呂
冨
昌
恵
ｇ
蔽
巳
（
比
丘
た
ち
よ
、
そ
れ
ら
の
最
も
微
細
な
塵
が
お
か
れ
た

り
、
お
か
れ
な
か
っ
た
り
し
た
そ
れ
ら
の
世
界
を
、
誰
か
数
学
者
か
大
算
者
が
計
算
に
よ
っ
て
、
正
し
く
つ
く
し
知
る
こ
と
が
出
来
る
だ

ろ
う
か
）
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
『
大
智
度
論
』
の
引
用
に
近
い
。
そ
し
て
引
用
末
尾
の
如
来
の
寿
命
を
悉
知
し
て
い
る
と
す
る
と
こ

ろ
は
、
妙
法
華
経
は
「
如
来
知
見
力
」
を
以
て
の
故
に
と
し
て
お
り
、
梵
文
法
華
経
は
、
「
８
９
画
隠
薗
‐
蔵
習
甲
烏
詠
自
甲
冨
毎
号
習
画

（
如
来
の
知
見
力
を
執
す
る
こ
と
）
」
と
な
し
て
い
る
か
ら
、
塵
点
劫
を
知
る
た
め
に
は
如
来
の
知
見
力
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
が
三
千
塵
点
の
数
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ぱ
、
般
若
波
羅
蜜
を
学
す
べ
し
と
い
い
、
そ
の
よ
う
な
数
が
算
せ
ら
れ
る

わ
け
が
な
い
の
で
不
可
信
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
法
華
経
の
説
示
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
夫
の
智
か
ら
如
来
の
知
見
力
へ
の

転
換
と
し
て
般
若
波
羅
蜜
を
捉
ら
え
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

切
又
、
『
大
智
度
論
』
巻
三
十
二
は
、
経
の
菩
薩
摩
訶
薩
は
一
毛
を
も
っ
て
三
千
大
千
世
界
中
の
諸
の
須
弥
山
王
を
挙
げ
、
他
方
無
量
の

世
界
に
郷
げ
る
と
こ
ろ
を
と
り
あ
げ
て
、
菩
薩
は
何
を
以
っ
て
の
故
に
須
弥
山
及
び
諸
山
を
挙
げ
て
他
方
の
世
界
に
過
着
す
る
の
か
と
の

質
問
を
設
け
、
菩
薩
の
力
は
能
く
之
を
挙
げ
る
こ
と
を
明
す
の
象
で
、
菩
薩
は
仏
が
当
に
説
法
を
な
す
が
故
に
、
先
ず
三
千
大
千
世
界
を

荘
厳
し
、
諸
山
を
除
い
て
地
を
平
整
な
ら
し
む
、
の
だ
と
し
、

如
一
法
華
経
中
説
一
・
仏
欲
し
集
二
諸
化
仏
一
故
先
平
二
治
地
一
。

(12)



（
詞
）

無
二
大
海
江
河
及
目
真
隣
陀
山
摩
訶
目
真
隣
陀
山
咲
囲
山
大
鉄
囲
山
須
弥
山
等
諸
山
王
一
。
通
為
二
一
仏
土
一
。
宝
地
平
正
。

と
し
て
、
諸
山
が
な
く
通
一
仏
土
で
宝
地
平
正
だ
と
し
て
い
る
。
梵
文
法
華
経
は
屍
凹
色
．
冨
匡
＆
旨
９
．
冨
画
薗
日
巨
昌
目
目
・
○
鳥
圖
‐

ぐ
且
“
》
冨
鼻
風
８
胃
画
く
豊
騨
．
留
日
の
旨
の
山
盈
が
な
く
、
川
も
天
・
人
・
阿
修
羅
・
地
獄
日
圖
冒
畜
生
蒔
冨
喝
◎
己
や
ヤ
マ
冒
日
画

（
割
）

も
な
く
整
え
ら
れ
、
仏
国
土
は
瑠
離
か
ら
な
り
云
云
と
続
け
ら
れ
て
、
平
正
・
平
治
地
に
あ
た
る
語
は
な
い
。
し
か
し
五
百
弟
子
受
記
品

（
鋪
）
（
鈴
）

の
「
地
平
如
レ
掌
」
に
お
い
て
は
、
の
画
自
画
巳
鳳
凰
‐
薗
旨
‐
蔵
薗
目
（
手
の
平
の
よ
う
に
平
で
）
と
し
て
仏
国
土
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
、

仏
国
土
は
地
平
正
と
い
う
の
は
定
着
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
平
正
は
仏
の
説
法
の
現
場
面
を
表
現
す
る
た
め
に

示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
示
し
、
そ
の
た
め
に
法
華
経
が
引
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

及
し
て
い
る
。

側
『
大
智
度
論
』
三
十
三
巻
は
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
一
切
の
声
聞
辞
支
仏
の
前
に
あ
る
こ
と
、
諸
仏
に
給
侍
す
る
こ
と
、
諸
仏
の
内
春
属

た
る
こ
と
、
大
春
属
を
得
る
こ
と
、
菩
薩
の
春
属
を
得
る
こ
と
、
浄
報
大
施
を
得
る
こ
と
を
欲
せ
ぱ
、
般
若
波
羅
蜜
を
学
す
べ
し
と
の
経

の
語
を
う
け
て
、
若
し
菩
薩
は
未
だ
漏
尽
を
得
ず
ん
ぱ
、
云
何
ぞ
漏
尽
の
聖
人
の
前
に
在
る
や
、
と
の
質
問
を
設
け
、
菩
薩
に
つ
い
て
言

着
さ
せ
る
の
に
対
し
、

金
）

と
法
華
経
に
関
説
し
、
希
有
の
事
を
現
じ
衆
生
を
し
て
見
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
の
だ
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
化
仏
（
分
身
仏
）
来
集
は
、
法
華
経
見
宝
塔
品
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
妙
・
梵
両
法
華
経
と
も
に
「
平
二
治
地
一
」
と
い
わ
れ

た
娑
婆
世
界
の
あ
り
さ
ま
を
、
細
か
く
具
体
的
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
大
智
度
論
』
の
須
弥
山
等
の
諸
山
を
他
方
の
世
界
に
過

即
ち
、
菩
薩
は
功
徳
智
慧
大
な
る
が
故
に
、
初
発
意
の
時
す
で
に
一
切
衆
生
の
前
に
あ
り
、
世
交
に
常
に
大
い
に
声
聞
辞
支
仏
を
利
益

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

(13)



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

す
と
し
、
衆
生
は
菩
薩
の
恩
を
知
る
が
故
に
ど
こ
に
て
も
尊
重
し
、
菩
薩
は
ど
の
よ
う
な
場
に
て
も
衆
生
を
利
益
す
と
し
、
舎
利
弗
・
目

腱
連
等
の
聖
人
、
弥
勒
・
文
殊
師
利
等
の
菩
薩
は
大
春
属
で
あ
り
、
更
に
、
仏
に
は
無
量
無
辺
阿
僧
祇
の
一
生
補
処
の
菩
薩
が
前
に
在
っ

て
導
き
、
後
に
従
っ
て
出
ず
と
し
て
、

（
訂
）

又
如
一
法
華
経
説
一
・
従
し
地
踊
出
菩
薩
等
皆
是
内
巻
属
大
春
属
。

と
述
べ
て
い
る
。
従
地
涌
出
は
明
ら
か
に
従
地
涌
出
品
の
説
示
を
意
味
し
て
い
る
。
妙
梵
両
法
華
経
は
、
出
現
に
関
し
て
、

娑
婆
世
界
三
千
大
千
国
土
地
皆
震
裂
。
而
於
一
真
中
一
有
二
無
量
千
万
億
菩
薩
摩
訶
薩
一
同
時
踊
出

］
冨
昌
闇
冨
‐
旨
冨
‐
昏
騨
目
留
日
“
昌
騨
ｇ
冒
宮
融
急
呂
冨
昌
薗
ず
ぽ
昇
蔚
ず
ぽ
制
の
８
８
９
毎
口
厨
３
９
首
ず
呂
冒
』
９
号
Ｔ

（
詔
）

闇
詳
自
失
畠
‐
邑
昌
巨
圃
‐
綴
薗
あ
農
閉
融
昌
昌
蔚
吾
目
蔚
の
９
画

（
こ
の
娑
婆
世
界
は
一
面
に
裂
け
開
い
て
、
そ
の
裂
け
目
か
ら
百
千
万
億
那
由
佗
と
い
う
沢
山
な
菩
薩
が
出
現
し
た
）

と
し
て
お
り
、
こ
の
菩
薩
た
ち
が
釈
尊
と
旧
知
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
弥
勒
菩
薩
等
は
、
地
涌
菩
薩
を
昔
よ
り
已
来
、
見
ず
聞
か
ず

（
且
靭
冨
も
胃
冒
》
脚
野
巨
冨
も
胃
菌
）
と
質
問
し
、
釈
尊
は
地
涌
の
菩
薩
は
私
が
教
化
し
た
も
の
だ
と
し
、

我
今
説
一
美
語
一
汝
等
一
心
信
我
従
二
久
遠
一
来
教
二
化
是
等
衆
一

画
風
の
国
乱
ず
ぽ
画
冨
ご
色
目
目
評
乱
＆
陣
屋
営
尊
脚
闇
弓
の
目
凹
自
画
か
恩
＆
且
冒
且
蔵
ぐ
画
昌
一
①
箇
昌
９
日
目
耳
目
薗
目
亀
画
・
喝
甲

（
鉛
）

ず
８
冨
冨
国
風
ｇ
団
恥
＆
忌
日
畠
勘
箇
箇
目
且
一

（
こ
の
浄
ら
か
で
真
実
の
私
の
言
葉
を
聞
い
て
、
一
切
私
を
信
ぜ
よ
、
こ
の
よ
う
に
私
が
最
高
の
覚
り
を
得
た
の
は
遠
い
以
前
だ
、
一

切
の
も
の
を
私
が
成
熟
さ
せ
た
）

と
し
て
い
る
。
遠
い
以
前
、
久
遠
蜂

久
遠
は
如
来
寿
量
品
に
お
け
る
久
遠
実
成
に
展
開
す
る
も
の
だ
が
、
久
遠
実
成
の
生
命
の
流
れ
の
中
に
お
い

(I4)



法
華
経
の
中
で
眼
等
の
六
根
に
ふ
れ
て
い
る
の
は
法
師
功
徳
品
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
法
華
経
を
受
持
・
読
・
調
・
解
説
・
書
写
す
る
人

は
、
八
百
眼
功
徳
・
千
二
百
耳
功
徳
・
八
百
鼻
功
徳
・
千
二
百
舌
功
徳
・
八
百
身
功
徳
・
千
二
百
意
功
徳
を
得
、
六
根
を
荘
厳
し
皆
清
浄

（
伽
）

な
ら
ん
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
法
華
経
に
対
す
る
五
種
法
師
の
行
が
六
根
を
し
て
荘
厳
し
清
浄
な
ら
し
め
る
と
し
て
い
る
こ
と
が

明
白
で
あ
る
が
、
『
大
智
度
論
』
は
前
述
の
引
用
文
に
続
い
て
、
命
根
は
老
病
等
の
た
め
に
悩
ま
さ
れ
ず
安
隠
に
楽
を
受
く
、
是
を
命
根

の
利
と
な
す
、
と
利
な
る
こ
と
を
種
を
挙
げ
、
利
と
相
違
す
る
が
故
に
鈍
な
り
、
と
し
て
い
る
か
ら
、
「
眼
等
六
根
如
法
華
経
説
」
で
表

現
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

⑩
そ
し
て
叉
、
巻
三
十
八
は
、
い
か
な
る
を
劫
と
名
づ
く
る
や
の
質
問
に
対
し
、
百
由
旬
四
方
の
城
と
芥
子
、
百
由
旬
四
方
の
石
を
磨
す

故
話
を
挙
げ
、
時
の
中
の
最
小
な
る
は
六
十
念
中
の
一
念
、
大
い
な
る
時
を
劫
と
名
づ
く
と
し
、
劫
に
は
大
劫
小
劫
の
二
種
が
あ
る
と

し
、
法
華
経
に
関
説
し
た
有
人
の
説
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

側
『
大
智
度
論
』
巻
三
十
八
は
、
鈍
根
と
は
二
十
二
根
の
中
の
何
者
か
是
な
る
、
と
の
質
問
に
対
し
、
慧
根
能
く
諸
法
を
観
ず
る
も
久
し

く
禅
味
を
受
著
す
る
を
以
っ
て
の
故
に
鈍
な
り
、
信
等
の
五
根
は
皆
道
法
を
助
成
す
る
も
受
報
著
味
を
以
っ
て
の
故
に
鈍
な
り
、
菩
薩
は

清
浄
の
福
徳
智
慧
の
因
縁
の
故
に
十
八
根
皆
利
な
る
も
罪
の
故
に
則
ち
鈍
な
り
、
と
有
人
の
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
照
介
し
た
上
で
、

堀
）

眼
等
六
根
如
二
法
華
経
説
一

て
、
地
涌
菩
薩
が
教
化
さ
れ
た
も
の
で
、
八
十
年
と
い
う
有
限
な
中
で
は
な
い
こ
と
を
法
華
経
は
示
し
て
い
る
。
『
大
智
度
論
』
が
地
涌

菩
薩
は
内
春
属
・
大
春
属
だ
と
い
う
の
は
、
久
遠
実
成
の
中
で
考
え
る
時
に
、
認
め
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。

（お）



劫
続
く
で
あ
ろ
う
）

と
し
て
い
る
か
ら
、
元

解
る
。
尚
、
正
法
華
唾

と
し
て
い
る
か
ら
、
正

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

時
節
歳
数
名
為
二
小
劫
一
。
如
二
法
華
経
中
説
一
・
舎
利
弗
作
仏
時
正
法
住
し
世
二
十
小
劫
。
像
法
住
し
世
二
十
小
劫
。
仏
従
一
三
昧
一
起
。

（
他
）

於
二
六
十
小
劫
中
一
説
二
法
華
経
一
。
是
衆
小
劫
合
名
為
二
大
劫
一
・

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
有
人
の
説
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
『
大
智
度
論
』
の
説
示
と
は
出
来
な
い
が
、
妙
法
華
経
は

（
蝿
）

華
光
仏
寿
十
二
小
劫
…
…
正
法
住
し
世
三
十
二
小
劫
。
像
法
住
し
世
亦
三
十
二
小
劫
。

と
し
、
梵
文
法
華
経
は

法
・
像
法
の
続
く
劫
数
に
関
し
、
『
大
智
度
論
』
と
妙
梵
両
法
華
経
の
表
現
と
で
は
非
常
に
異
っ
て
い
る
こ
と
が

（
妬
）

解
る
。
尚
、
正
法
華
経
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
「
正
法
像
法
住
二
十
中
劫
」
と
し
て
華
光
如
来
の
寿
命
を
除
い
た
劫
数
で
は
、
『
大
智
度
論
』

の
表
現
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
解
ら
な
い
が
、
仏
が
六
十
小
劫
の
中
に
お
い
て
法
華
経
を
説
く
と

（
妬
）

い
う
『
大
智
度
論
』
の
説
示
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
序
品
第
一
の
表
現
と
合
一
し
て
い
る
。
又
、
『
大
智
度
論
』
は
劫
に
は
大
小

の
二
劫
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
正
・
梵
両
法
華
経
は
中
自
国
圃
劫
と
し
妙
法
華
経
の
み
小
劫
と
し
て
一
致
し
て
い
る
の
も
疑
問
で
あ

ろ
う
。

弔
画
・
日
四
℃
吋
画
ず
毎
画
切
望
凹
み
胃
彦
画
ぬ
ぃ
薗
印
昌
画
・
ぐ
画
・
脚
織
冒
冨
吊
色
ｌ
穴
巴
己
四
四
望
烏
１
℃
崎
関
口
騨
掴
凹
昌
…
…
』
ぐ
騨
凰
日
留
Ｑ
１
口
目
冨
吋
胸
ｌ
丙
巴
口
画
目
の
ｍ
Ｑ
Ｑ
１

寄
画
『
計
昌
四
壱
“
念
底
凹
の
喝
四
感
一
命
“
計
画
の
奇
画
の
喫
凹
計
画
の
門
口
戸
口
印
画
ｑ
・
底
画
刷
片
口
口
Ｉ
宍
禺
ロ
の
Ｑ
ぐ
”
舜
吋
冒
己
の
ｍ
Ｑ
１
ｍ
ｐ
症
、
吋
画
ｌ
丙
“
一
口
四
回
印
画
Ｑ
Ｑ
ぽ
ぃ
吋
再
己
四
固
吋
脚
唾
Ｈ
１

●

●
●

（
“
）

ロ
ロ
画
丙
凹
昏
の
匪
匿
”
の
］
色
感

（
華
光
妙
来
の
寿
命
は
十
二
中
劫
…
…
正
法
は
三
十
二
中
劫
続
く
で
あ
ろ
う
、
正
法
滅
尽
の
後
、
像
法
（
正
法
に
似
た
）
は
三
十
二
中

(26)



こ
れ
は
大
乗
と
一
切
智
に
言
及
し
そ
こ
に
お
け
る
菩
薩
の
心
の
あ
り
方
に
ふ
れ
た
も
の
だ
が
、
六
十
小
劫
と
い
う
長
い
時
間
も
従
日
至

食
と
思
わ
れ
た
と
い
う
記
述
は
、
法
華
経
で
は
序
品
の
中
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
月
灯
明
如
来
は
三
昧
よ
り
起
ち
妙
光
菩
薩
に
よ

せ
て
大
乗
経
の
妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法
仏
所
護
念
と
名
づ
く
る
を
説
き
、
六
十
小
劫
座
を
立
た
ず
、

《
錫
）

時
会
聴
者
亦
坐
一
二
処
一
・
六
十
小
劫
身
心
不
し
動
。
聴
一
仏
所
説
一
謂
レ
如
二
食
頃
一

時
会
聴
者
亦
坐
一
二
処
一
・
六
十

８
８
８
弓
倒
ぐ
凹
威
己
肖
如
且
①
丙
画
間
口
の
凰
肋
自
国
凹
融
ロ
租
心
ご
出
口
ｇ
３
Ｉ
丙
巳
風
の
冨
磐
四
ず
ぽ
凋
昌
胃
。
ご
建
汽
圏
旦
彦
肖
目
目
】

（
栂
）

か
君
ｏ
感
の
日
旦
口
画
８
厨
⑳
鼠
冒
己
胃
秘
旦
昌
鼻
甲
閏
＃
菌
印
怠
凰
恩
冨
‐
匡
色
日
国
昏
◎
・
陣
己
目
目
８
９
算
甲
匡
騨
日
四
号
農

（
す
べ
て
の
集
っ
た
人
盈
は
同
一
の
坐
に
て
六
十
中
劫
の
間
、
こ
の
世
尊
の
法
を
面
前
で
聞
い
た
、
か
の
集
っ
た
人
盈
の
中
で
は
一
人

と
し
て
身
体
の
疲
労
や
心
の
疲
労
が
な
か
っ
た
。
）

と
の
べ
て
、
従
日
至
食
、
謂
如
食
頃
を
心
の
疲
労
。
詳
冨
‐
匡
画
日
脚
昏
凹
が
な
か
っ
た
と
抽
象
的
に
の
ぺ
て
い
る
。
心
の
疲
労
が
な
い
と
は

『
大
智
度
競
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

⑪
『
大
智
度
論
』
巻
五
十
は
、
仏
す
で
に
須
菩
提
の
所
問
を
知
る
、
今
何
を
以
っ
て
更
に
称
し
て
答
う
か
、
と
の
質
問
に
対
し
、
こ
の
摩

訶
般
若
波
羅
蜜
経
は
十
万
偶
・
三
百
二
十
万
言
あ
り
、
四
阿
含
と
等
し
き
な
り
。
こ
れ
は
一
坐
に
説
き
尽
す
に
非
ず
と
し
、
二
事
は
時
を

異
に
し
日
を
異
に
す
と
し
、
声
聞
法
の
中
に
は
不
可
思
議
の
事
あ
る
こ
と
な
く
、
一
日
一
坐
の
中
に
説
き
尽
す
こ
と
を
得
ず
、
と
の
有
人

の
言
に
対
し
、
仏
は
無
腰
解
脱
あ
り
、
菩
薩
は
不
可
思
議
三
昧
あ
り
能
く
多
時
を
し
て
少
時
と
作
さ
し
め
、
少
時
を
多
時
と
作
し
、
亦
能

く
大
色
を
以
て
小
に
入
れ
小
色
を
大
と
作
す
と
し
、
法
華
経
に
関
説
し

（
抑
）

又
如
下
六
十
小
劫
説
二
法
華
経
一
人
謂
中
従
し
日
至
乞
食

と
の
ぺ
て
お
り
、
梵
文
法
華
経
は

と
答
え
て
い
る
。

(〃）



仏
亦
名
為
し
宝
。
亦
名
為
一
蕪
上
福
田
一
。
若
人
従
し
仏
種
一
書
根
一
。
必
以
二
三
乗
法
一
入
二
浬
梁
一
不
し
虚
。
如
二
法
華
中
説
一
・
有
し
人
或
以
二

一
華
一
或
以
二
少
香
一
供
一
養
於
仏
一
。
乃
至
一
称
二
南
無
仏
一
。
如
レ
是
等
人
皆
当
一
作
仏
一
。

と
し
て
、
有
人
の
但
五
波
羅
蜜
を
行
じ
作
仏
せ
ん
と
欲
す
る
時
、
乃
ち
空
を
観
ず
、
何
ぞ
用
い
て
常
に
般
若
波
羅
蜜
の
知
り
難
く
得
難
き

空
行
を
行
ぜ
ん
や
、
と
の
質
問
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
の
答
は
、
要
ず
三
乗
を
得
て
浬
藥
に
入
る
と
も
、
ま
さ
に
了
了
に
六
波

節
）

羅
蜜
を
行
ず
べ
し
、
一
切
種
智
を
了
了
に
行
ず
る
が
故
に
疾
く
仏
道
を
得
る
の
だ
と
な
し
て
い
る
。

羅
蜜
を
行
ず
べ
し
、
一

法
華
経
の
方
便
品
は

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

心
が
緊
張
し
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
か
ら
、
短
い
時
間
に
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
差
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
法
華
経
は
こ
れ
を
説

法
の
場
面
に
使
用
し
て
い
る
の
に
、
『
大
智
度
論
』
は
経
典
に
対
す
る
菩
薩
の
不
可
思
議
三
昧
の
力
の
説
明
に
使
用
し
て
い
る
。

是
故
舎
利
弗
我
為
設
二
方
便
一
説
二
諸
尽
苦
道
一
示
し
之
以
二
浬
藥
一
我
錐
レ
説
二
浬
樂
一
是
亦
非
二
真
滅
一
諸
法
従
し
本
来
常
自
寂

滅
相
仏
子
行
道
已
来
世
得
二
作
仏
一
我
有
二
方
便
力
一
開
二
示
三
乗
法
一
一
切
諸
世
尊
皆
説
二
一
乗
道
一
…
…

と
説
示
し
、
更
に
若
し
人
が
塔
廟
・
宝
像
及
び
画
像
に
お
い
て
華
香
幡
蓋
を
以
っ
て
敬
心
に
供
養
す
、
若
し
人
散
乱
の
心
乃
至
一
華
を
以

っ
て
画
像
に
供
養
せ
ば
漸
く
無
数
の
仏
を
見
る
、
塔
廟
の
中
に
お
い
て
一
た
び
南
無
仏
と
称
う
れ
ば
皆
已
に
仏
道
を
成
弗
零
念
と
示
し
て

⑫
『
大
智
度
論
』
巻
七
十
九
は
、

い
る
。
梵
文
法
華
経
は

月
掛
目
昏
画
目
闘
凰
呂
薗
匡
冨
冒
日
ぐ
”
忌
昌
旦
暑
喜
儲
冒
冨
８
房
“
ｇ
ｇ
昌
一
合
算
胃
目
閻
弓
昼
冒
身
淫
菌
閏
雰
習

●

●

●

●
■
Ⅱ

口
月
ぐ
ｇ
ｍ
冨
酎
管
冨
屋
冒
目
腺
画
望
習
昌
一
－
２
脚
日
８
ず
ぽ
倒
掛
口
昌
い
ぼ
口
凰
ご
甲
口
胃
弓
薗
倒
昌
胃
恩
四
目
威
営
昌
閻
弓
且
冨
目
ロ
響
一

●
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⑬
『
大
智
度
論
』
巻
八
十
四
は
、
曽
っ
て
仏
の
功
徳
の
能
く
人
の
老
病
死
の
苦
を
度
す
る
を
聞
き
、
若
く
は
多
く
若
く
は
少
く
供
養

し
、
及
び
名
字
を
称
す
れ
ば
、
無
量
の
福
を
得
、
亦
苦
を
畢
っ
て
尽
き
ざ
る
に
至
る
と
し
た
上
で
、
須
菩
提
の
世
尊
よ
、
若
し
諸
法
実
相

は
壊
す
る
こ
と
無
き
が
故
に
二
仏
異
な
る
こ
と
無
し
と
せ
ば
、
今
仏
分
別
し
て
諸
法
は
是
れ
色
、
是
れ
受
想
行
識
、
乃
至
是
れ
有
、
是
れ

無
為
法
な
り
と
説
く
は
、
ま
さ
に
諸
法
の
相
を
壊
す
る
こ
と
無
き
や
、
と
の
質
問
を
挙
げ
て
、
仏
は
種
盈
に
分
別
し
て
諸
法
を
説
く
と
錐

も
、
但
、
言
説
を
以
っ
て
衆
生
を
し
て
解
を
得
、
心
に
所
著
す
る
こ
と
無
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
若
し
二
仏
共
に
語
る
も
諸
法
の
名
字
を

説
く
べ
か
ら
ず
。
衆
生
は
仏
に
及
ぶ
者
な
く
牽
引
し
て
解
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
を
以
っ
て
の
故
に
是
は
善
、
是
は
悪
と
説
く
の
み
、
と
答

８
ｑ
四
日
８
罠
。
固
胃
画
冨
ぴ
巨
・
Ｑ
旨
脚
も
ｇ
８
脚
ロ
倒
顕
画
芯
垈
房
ぐ
倒
口
ご
旨
。
ウ
彦
画
乱
遇
胃
ニ
ロ
ロ
”
昌
画
Ｉ
丙
画
巨
留
辱
色
目
目
昌
勘
ぐ
画
１
３
℃
口
昌

昆
）

冒
昇
尉
巨
鼠
口
習
曽
§
且
肖
留
乱
日
こ
の
冨
昌
目
昌
習
皆
目
ロ
畠
鼠
８
の
厨
の
園
。
ご
煙
昌
号
留
同
国
ご
農
習
目
一
一

（
舎
利
弗
よ
、
私
は
彼
等
に
苦
を
減
せ
よ
と
方
便
を
語
り
、
苦
に
遭
っ
て
い
る
衆
生
ら
を
見
て
滅
度
を
見
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
切
の

法
は
最
初
か
ら
寂
静
で
常
に
減
度
し
て
い
る
と
私
は
語
る
。
仏
の
息
子
ら
は
行
を
み
た
し
未
来
世
に
ジ
ナ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
三
乗
を

現
わ
す
の
は
私
の
善
巧
方
便
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
に
一
乗
で
あ
り
、
道
理
は
一
つ
で
あ
り
、
指
導
者
の
教
え
も
一
つ
で
あ
る
）

と
し
、
乱
れ
た
心
で
あ
っ
て
も
一
本
の
花
を
捧
げ
絵
像
に
供
養
し
て
も
幾
万
の
仏
に
順
次
に
お
会
い
出
来
、
一
度
だ
け
で
も
南
無
仏
と
唱

え
れ
ば
最
高
の
菩
提
に
到
達
す
る
、
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
が
質
問
の
中
で
引
用
し
た
法
華
経
説
は
、
三
乗
を
説
い
て
来
た
が
実
は
一
仏
乗
だ
け
で
あ
る
と
す
る
説
示
に

お
け
る
表
現
の
象
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

え
、
更
に

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

(I9)



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

如
三
法
華
経
説
二
火
宅
一
以
二
三
乗
一
引
二
出
諸
子
一
。
但
以
二
名
相
一
説
二
諸
法
一
不
し
壊
二
第
一
義
一
。

と
し
、
名
相
を
以
っ
て
衆
生
の
た
め
に
説
く
と
錐
も
実
事
有
る
こ
と
無
く
ん
ぱ
、
ま
さ
に
虚
妄
な
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
、
と
の
質
問
に
対

し
、
聖
人
は
世
俗
に
随
っ
て
言
説
す
る
も
、
中
に
お
い
て
名
相
に
著
す
る
処
有
る
こ
と
無
し
、
仏
は
此
の
中
に
自
ら
因
縁
を
説
く
、
凡
夫

（
閃
）

の
如
き
は
苦
を
説
か
ば
名
に
著
し
相
を
取
る
、
諸
仏
及
び
弟
子
は
口
に
苦
く
説
い
て
心
に
著
せ
ず
等
と
答
え
て
い
る
。

二
仏
と
は
真
仏
・
化
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
供
養
等
を
な
す
も
の
は
倶
に
無
堂
の
福
を
得
、
仏
の
説
法
は
種
々
に
分
別
し
て
説
か
れ
る
も

倶
に
第
一
義
の
た
め
の
故
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
証
す
る
た
め
に
法
華
経
の
警
喰
品
の
説
示
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

は
な
い
）

と
し
て
、
」

妄
一
。
初
説
二
三
乗
罰

と
し
、
梵
文
法
華
経
は

厨
旦
当
ｇ
ｇ
凰
口
四
日
固
の
閏
管
目
国
薗
豊
画
己
目
巨
租
昌
四
口
脚
目
『
秘
‐
ぐ
且
◎
ず
彦
脚
ｑ
８
蔚
昌
脚
計
国
営
乱
ロ
冒
昌
巨
冒
目
詠
画
筥
冒
倒

扇
掛
巳
歸
日
巨
胃
画
丙
営
脚
日
①
丙
働
日
①
く
い
昌
国
屋
甲
再
幽
ロ
凹
召
切
目
ぐ
①
融
日
・
口
騨
眉
の
眉
冨
‐
国
自
画
‐
日
凹
望
画
召
の
閏
ぐ
堅
目
爵
畔
画
Ｉ
ぐ
ご
彦
甲

●
●

●

普
画
日
の
暦
‐
ぐ
閏
９
ｓ
の
ぐ
９
脚
”
と
目
働
目
の
ぐ
画
の
閂
ぐ
の
箇
日
画
曾
“
当
自
画
日
の
ぐ
胸
。
ｇ
冨
昌
ｇ
画
く
ｇ

（
た
と
え
ば
、
舎
利
弗
よ
、
か
の
人
が
三
乗
を
示
し
な
が
ら
、
か
の
子
供
ら
す
べ
て
に
唯
一
の
大
乗
を
与
え
た
。
七
宝
づ
く
り
で
す
べ

て
の
装
飾
で
か
ざ
ら
れ
、
同
じ
色
の
素
晴
ら
し
い
乗
、
す
べ
て
に
最
高
の
乗
を
与
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
か
の
人
に
嘘
言
が
あ
る
の
で

如
下
彼
長
者
初
以
二
三
車
一
誘
二
引
諸
子
一
・
然
後
但
与
二
大
車
宝
物
荘
厳
安
隠
第
二
ｏ
無
中
虚
妄
之
各
上
。
如
来
亦
復
如
し
是
。
無
し
有
二
虚

（
鰹
）

妄
一
。
初
説
二
三
乗
一
引
二
導
衆
生
一
。
然
後
但
以
二
大
乗
一
而
度
二
脱
之
一
。

妙
法
華
経
は
こ
の
箇
所
で
、

馬
）

如
来
は
方
便
に
よ
っ
て
三
乗
を
示
し
な
が
ら
大
乗
に
よ
っ
て
衆
生
等
を
浬
梁
さ
せ
た
と
し
て
も
嘘
言
者
で
は
な
い
と
し
て
い

（”）



⑭
『
大
智
度
論
』
巻
八
十
八
に
は
、
若
し
衆
生
あ
り
菩
薩
を
割
赦
し
、
或
は
そ
の
肉
を
食
わ
ぱ
当
に
罪
あ
る
べ
し
、
云
何
ぞ
得
度
せ
ん

や
、
と
の
質
問
に
対
し
て
、
こ
の
菩
薩
に
は
本
願
あ
り
、
若
し
衆
生
有
っ
て
我
が
肉
を
嗽
わ
ぱ
当
に
得
度
せ
し
む
く
し
と
。
経
中
に
説
く

が
如
し
。
衆
生
菩
薩
の
肉
を
食
わ
ぱ
則
ち
慈
心
生
ず
。
…
…
肉
を
嗽
う
を
以
っ
て
の
故
に
得
度
す
る
に
非
ず
、
慈
心
を
起
発
す
る
を
以
っ

て
の
故
に
畜
生
を
免
る
る
を
得
、
善
処
に
生
じ
仏
に
値
い
得
度
す
。
菩
薩
有
り
無
量
阿
僧
祇
劫
に
お
い
て
深
く
慈
心
を
行
じ
、
外
物
を
衆

生
に
給
施
す
る
も
意
な
お
満
た
ず
、
並
に
自
ら
身
を
以
っ
て
布
施
す
、
と
し
て

品
）

如
二
法
華
経
中
一
。
薬
王
菩
薩
外
物
珍
宝
供
一
蕊
仏
一
。
意
猶
不
し
満
。
以
レ
身
為
し
灯
供
一
謹
於
仏
一
。
爾
乃
足
し
満
。

と
、
薬
王
菩
薩
本
事
品
の
説
示
を
と
り
あ
げ
て
関
説
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
法
華
経
は
、
薬
王
菩
薩
の
本
生
た
る
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩

の
閏
ぐ
開
騨
尊
号
凰
望
且
胃
か
自
画
の
故
事
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
菩
薩
が
楽
っ
て
苦
行
を
な
し
、
仏
を
供
養
し
た
上
で
、

我
雌
下
以
二
神
カ
ー
供
二
養
仏
玉
。
不
し
如
二
以
レ
身
供
養
一
。

と
考
え
、
自
ら
身
を
灯
し
た
時
に
諸
仏
が
、
善
哉
善
哉
、
こ
れ
真
の
精
進
な
り
と
し
、

以
二
…
如
レ
是
等
種
種
諸
物
一
供
養
。
所
し
不
し
能
し
及
・
仮
使
国
城
妻
子
布
施
亦
所
レ
不
し
及
。
善
男
子
。
是
名
二
第
一
之
施
一
於
一
諾
施
中
一
最

厨
）

尊
最
上
。
以
レ
法
供
二
菱
諸
如
来
一
故
。

す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
で
第
一
義
と
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
華
経
で
は
大
乗
目
農
甲
噌
習
届
の
こ
と
で
あ
り
、
不
壊
は
虚
妄
目
？

愚
‐
乱
忌
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
解
り
、
と
も
に
仏
の
広
大
無
辺
な
力
、
は
か
ら
い
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

ｚ
》
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）
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『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法

と
し
て
お
り
、
梵
文
法
華
経
も
ま
た

に
お
け
る
法

（
神
通
力
の
奇
跡
を
示
し
て
世
尊
へ
の
供
養
を
し
た
と
し
て
も
、
自
分
の
身
体
を
捨
て
る
に
は
及
ば
な
い
と
。
…
…
善
男
子
よ
、
こ
れ

は
最
高
の
布
施
で
あ
り
、
王
位
を
捨
て
て
布
施
し
て
も
、
愛
す
る
息
子
や
妻
を
捨
て
て
布
施
し
て
も
及
ば
な
い
。
亦
、
善
男
子
よ
、
自

分
の
身
体
を
捨
て
る
こ
と
は
、
最
勝
最
高
、
最
妙
、
上
妙
の
法
供
養
で
あ
る
。
）

と
し
て
お
り
、
同
様
の
意
味
を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
が
外
物
の
珍
宝
と
な
し
て
い
る
の
は
、
単
に
珍
宝
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
身
体
以
外
の
愛
妻
・
愛
子
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
が
、
人
間
が
本
当
に
愛
す
る
も
の
は
自
分
の
生
命
だ
と
い
う
こ
と
を
暗
示

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
大
智
度
論
』
は
布
施
に
二
つ
あ
り
と
し
、
外
物
の
布
施
と
身
を
以
っ
て
の
布
施
と
し
て
、
後
者
が
勝
れ
て
い
る

こ
と
を
説
く
の
は
論
を
待
た
な
い
が
、
こ
の
捨
身
供
養
は
菩
薩
の
本
願
慈
心
に
よ
る
と
す
る
が
、
薬
王
菩
薩
の
本
生
の
生
き
ざ
ま
が
影
響

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑮
『
大
智
度
論
』
巻
九
十
三
は
、

翁
）

一
切
仏
若
人
好
心
聞
レ
名
皆
当
し
至
レ
仏
。
如
二
法
華
経
中
説
一
・
福
徳
若
大
若
小
皆
当
一
作
仏
一
。

と
の
質
問
を
挙
げ
て
い
る
。
妙
法
華
経
の
方
便
品
に
は

ロ
騨
冒
昏
秒
ａ
目
宇
冒
騨
嘗
閏
冒
３
９
烏
詠
目
９
脚
目
撹
豊
目
鳥
目
蔵
再
融
ｇ
豊
島
冒
昏
画
寓
目
冒
習
“
‐
冨
凰
ご
樹
ｇ
竪
一

…
箇
画
昌
薗
寸
丙
巳
脚
も
匡
曾
億
国
も
国
尉
口
脚
目
ロ
四
国
昏
倒
風
ご
甲
息
凰
ご
爵
甲
烏
口
画
昌
ロ
画
面
Ｈ
昌
脚
も
昌
愚
さ
毒
幽
昌
甲
冒
匙
ご
甲

鴇
‐
忌
目
目
｜
ご
“
昌
己
目
農
丙
巳
甲
冒
胃
画
乱
鯉
禦
侭
風
菌
働
胃
留
日
四
目
眉
風
呂
閏
目
甲
自
蔵
旨
、
樹
目
算
日
号
冨
§
‐

ぬ
ぃ
１
旦
凹
ロ
四
門
目
一
（
閉
）

温
風
ご
碕
居
一

華
経
の
把
握
（
望
月
）

（22）



⑯
同
じ
巻
九
十
三
は
、
上
の
阿
稗
践
致
品
の
中
に
如
是
相
を
説
く
、
こ
れ
阿
稗
践
致
な
り
、
如
是
相
は
阿
稗
駿
致
に
非
ず
、
阿
稗
賊
致
は

即
ち
こ
れ
畢
定
な
り
、
須
菩
提
、
今
何
を
以
っ
て
か
更
に
問
う
と
の
質
問
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
答
の
中
に
、
般
若
波
羅
蜜

に
は
種
を
間
あ
り
、
阿
稗
駿
致
は
こ
れ
一
門
の
中
の
説
な
り
、
今
畢
定
を
問
い
更
に
異
門
を
問
う
と
し
、
仏
心
の
中
に
は
一
切
衆
生
、
一

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
蜜
一
月
）

と
な
さ
れ
て
、
と
も
に
六
波
羅
蜜
を
行
じ
福
徳
を
積
ん
だ
も
の
が
仏
道
（
菩
提
岸
員
昏
己
を
成
ず
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大

智
度
論
』
の
若
大
若
小
の
表
現
と
は
相
異
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
華
経
は
経
巻
に
対
す
る
受
持
読
調
解
説
書
写
等
を
強
く
指
摘

し
、
一
句
一
偶
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
る
場
合
で
も
福
徳
を
積
む
こ
と
が
出
来
、
仏
道
を
成
じ
う
る
こ
と
を
各
所
で
説
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
若
大
若
小
皆
当
作
仏
と
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
根
本
の
真
仏
は
大
小
の
異
を
分
別
す
る
こ
と
あ
る
こ
と
な

品
）
い
か
ら
で
あ
る
。

若
聞
レ
法
布
施
或
持
戒
詞

と
あ
り
、
梵
文
法
華
経
に
は

或
持
戒
忍

胃
＆
豆
留
詳
乱
の
薗
冨
蔚
笛
８
日
目
烏
冨
日
野
目
箇
口
建
号
胃
日
曾
恒
鼻
冨
乱
脅
昇
習
旨
島
一
愚
息
ョ
８
烏
再
目
］
８
塁
冨
冒

８
酸
尽
日
厨
ｇ
ご
脚
８
闇
昌
Ｂ
ａ
厨
の
胃
§
‐
８
昌
馨
一
言
吋
淵
８
・
底
乱
蔚
８
再
威
Ｑ
冨
丙
胃
讐
胃
旦
倒
冒
乱
○
冒
陣
菌
①
匪

圃
）

号
胃
目
鼻
一
ぐ
冨
号
画
風
己
眉
怠
凰
再
圃
凰
胃
巨
蔚
の
胃
ａ
ｇ
Ｑ
嵩
冒
号
目
凰
圃
冒
旨
農
一
一

（
彼
等
の
面
前
で
法
を
説
き
、
或
は
聞
い
た
衆
生
等
は
、
布
施
を
施
し
、
戒
を
持
ち
、
忍
辱
の
行
、
一
切
の
行
を
成
就
し
た
。
精
進
、

禅
定
へ
の
努
力
を
な
し
、
般
若
に
よ
っ
て
法
が
思
惟
さ
れ
、
種
盈
な
福
徳
が
な
さ
れ
た
。
彼
等
の
一
切
は
菩
提
を
得
る
も
の
と
な
っ

た
。
）

辱
精
進
禅
智
等
種
種
修
二
福
徳
一
如
し
是
諸
人
等
皆
已
成
二
仏
勤
）
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『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

切
法
は
皆
畢
定
な
り
云
云
と
の
べ
た
後
に
お
い
て
、

聞
二
法
華
経
中
説
一
・
於
二
仏
所
作
少
功
徳
一
。
乃
至
戯
笑
一
称
二
南
無
仏
一
。
漸
な
必
当
二
作
仏
一
。
又
聞
言
一
阿
稗
賊
致
品
中
有
二
退
不
退
一
。

又
復
聞
雪
声
聞
人
皆
当
二
作
仏
一
。
若
爾
者
不
レ
応
し
有
し
退
。
如
言
一
法
華
経
中
説
一
畢
定
一
。
余
経
説
蓉
一
有
し
退
有
二
不
退
一
。
是
故
今
問
為
一
畢

侭
）

と
し
て
、
そ
の
上
で
、
菩
薩
は
畢
定
な
り
、
不
畢
定
は
二
乗
な
り
但
だ
大
乗
の
中
に
お
い
て
畢
定
な
り
、
畢
定
と
は
必
当
作
仏
な
り
と
な

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
阿
稗
駿
致
品
や
余
経
は
退
不
退
（
畢
定
不
畢
定
）
を
説
く
が
法
華
経
は
畢
定
だ
け
を
説
き
必
当
作

仏
を
説
く
と
い
う
こ
と
で
迷
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
法
華
経
の
方
便
品
は
、

乃
至
童
子
戯
聚
レ
沙
為
二
仏
塔
一
如
し
是
諸
人
等
皆
已
成
二
仏
道
一
…
…
如
し
是
諸
人
等
漸
漸
積
二
功
徳
一
具
一
足
大
悲
心
一
皆
已

園
）

成
二
仏
道
一

と
示
し
、
梵
．梵
文

で
あ
り
、
妙
法
華
経
と
梵
文
法
華
経
と
で
は
微
妙
な
相
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大
意
に
お
い
て
は
大
差
な
く
、
僅
か
な
功
徳
で
も
成
仏
道

定
一
為
一
示
畢
定
一
。

段
冨
薗
‐
日
亀
脚
口
ぐ
色
冒
愚
冨
窟
再
弓
倒
胃
庸
‐
ｏ
箆
匡
＆
泳
冒
冒
倒
冒
胃
号
習
ｌ
丙
昌
鼠
愚
丙
農
胃
曇
嘗
冨
陣
画
冨
《
目
蔚

の
胃
乱
ｇ
号
ご
画
号
目
凰
圃
昏
旨
島
一
言
冨
昌
嘗
冒
目
渦
８
丙
日
ロ
胃
四
恩
乱
闇
弓
①
８
蔚
恩
目
恒
涛
働
呂
目
§
且
閻
弓
の

●

（
鯖
）

・
凰
蔚
式
胃
画
嵐
胃
幽
樫
‐
冒
這
ｇ
ｇ
Ｂ
豊
昌
涌
口
融
冨
昏
屋
‐
ｇ
Ｑ
冨
閏
騨
魚
宮
一
一

（
又
、
幼
児
ら
が
遊
び
に
お
い
て
そ
こ
こ
こ
に
ジ
ナ
の
た
め
に
砂
づ
く
り
の
塔
を
つ
く
る
、
彼
等
の
一
切
は
菩
提
を
得
る
も
の
と
な
っ

た
。
大
人
で
も
幼
児
で
も
壁
に
（
像
を
か
け
ば
）
一
切
の
彼
等
は
慈
悲
あ
る
も
の
と
な
り
、
幾
千
万
の
生
命
あ
る
も
の
を
救
い
、
沢
山

な
菩
薩
た
ち
を
導
い
た
）

法
華
経
は

（24）



⑰
更
に
巻
九
十
三
は
、
菩
薩
は
退
し
て
不
畢
定
と
い
い
、
あ
る
時
に
は
菩
薩
は
畢
定
し
て
不
退
な
り
と
仏
は
い
う
が
、
何
れ
が
実
で
あ
る

か
と
の
間
に
対
し
、
二
事
承
な
実
な
り
と
し
、
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
僻
怠
し
牢
固
な
ら
ざ
る
者
、
か
く
の
如
き
人
は
声
聞
道
に
従
っ

て
得
度
し
、
而
も
声
聞
を
求
め
ず
久
し
く
生
死
の
中
に
お
い
て
苦
を
受
く
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
発
心
す
る
も
の
は
恒
河
沙
の
如
き
も
、
阿

稗
賊
致
を
得
る
も
の
は
若
は
一
若
は
二
と
説
き
、
大
悲
心
薄
く
自
ら
身
を
愛
し
重
ん
ず
、
こ
の
人
は
仏
は
得
が
た
く
多
く
退
す
る
者
あ
り

と
聞
い
て
、
我
は
仏
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
と
思
う
人
の
た
め
に
、

（
鴎
）

為
一
是
人
一
故
説
一
二
切
菩
薩
乃
至
初
発
心
皆
畢
定
一
。
如
二
法
華
経
中
説
一
・

と
な
し
て
い
る
。
こ
の
法
華
経
中
説
に
関
し
、
妙
法
華
経
の
序
品
の
末
偶
の

（
的
）

諸
人
今
当
し
知
合
掌
一
心
待
…
…
諸
求
二
三
乗
一
人
若
有
二
疑
悔
者
一
仏
当
三
為
除
断
令
二
尽
無
吾
有
レ
余

（
開
）

の
句
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
梵
文
法
華
経
は
、

頁
畠
画
風
の
宮
島
薗
冒
豊
胃
冨
再
威
昼
目
ｇ
瀞
毎
ｇ
の
旨
冨
‐
冨
団
自
慰
日
凰
一
…
…
胃
留
日
８
の
瞥
且
①
富
１
恩
威
ゞ
冨
恩
‐

⑥
冨
昌
①
の
凹
伺
綴
曽
蝕
弓
”
乱
９
画
筋
画
丙
甲
凰
丘
ぐ
］
凹
む
画
ロ
①
遇
脚
８
函
乱
旦
匡
吋
騨
日
脚
両
目
画
昌
昌
①
す
。
Ｑ
嵐
の
凹
騨
ぐ
倒
濠
脚
ご
○
旦
巨
‐
胃
“
の
？

と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
皆
已
成
仏
道
は
一
仏
乗
の
開
顕
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
が
、
『
大
智
度
論
』
が
ふ
れ
る
法
華
経
中
の

説
は
そ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
よ
き
心
で
自
制
し
、
合
掌
せ
よ
、
世
間
の
た
め
に
慈
悲
深
き
人
は
（
法
を
）
説
く
。
…
…
何
か
菩
提
に
む
か
う
菩
薩
た
ち
が
、
こ
の

世
で
不
確
実
で
疑
い
や
惑
い
が
あ
る
な
ら
ば
、
賢
者
は
自
分
の
子
供
ら
の
た
め
に
と
り
除
く
で
あ
ろ
う
。
）

『
大
智
度
齢
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

（
的
）

冒
涛
画
唇
一
一

（お）



⑱
同
じ
巻
九
十
三
は
更
に
、
阿
函

す
る
や
、
と
の
質
問
に
対
し
て
、

得
二
阿
羅
漢
一
時
。
三
界
諸
漏
｛

聞
二
法
華
経
一
具
二
足
仏
道
一
。

三
界
諸
漏
因

阿
羅

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

と
な
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
仏
を
一
心
合
掌
す
る
人
々
に
対
し
て
仏
が
疑
惑
等
を
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
表

現
が
『
大
智
度
論
』
が
法
華
経
中
説
と
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
示
し
て
い
る
。
こ
の
文
の
後
半
の
と
こ
ろ
が
法
華
経
の
説
示
と
な
さ
れ
て
い
る
が
、
化
城
喰
品
は
、
こ
の
諸
の
衆
生
に
し
て
今
、
声
聞

地
に
住
す
る
こ
と
あ
る
者
に
、
我
常
に
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
教
化
す
。
こ
の
諸
人
等
は
ま
さ
に
こ
の
法
を
以
っ
て
漸
く
仏
道
に
入
る

と
し
て
、
一
切
衆
生
を
し
て
作
仏
さ
せ
る
こ
と
を
の
ぺ
て
い
る
。
梵
文
法
華
経
は
、
声
聞
の
地
位
に
い
る
も
の
が
、
無
上
等
正
覚
に
向
っ

て
成
熟
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、

瀞
８
日
餌
自
画
己
凰
昌
凰
斡
開
忌
愚
彊
蔚
、
目
自
己
”
働
く
農
帥
ｇ
ｇ
一
選
ｇ
感
ず
只
旨
闇
詳
§
‐
ｇ
ご
“
日
８
ｍ
３
選
目
感
冒

く
し
、
と
し
た
上
で
、

我
滅
度
後
。
復
有
一

国
一
作
仏
。
更
有
邑

復
有
一

詞
）

当
二
作
仏
｝
。

（
狐
）

減
度
一
・

弟
子
一
不
し
聞
二
是
経
一
。
不
し
知
壱
一
不
し
覚
一
善
薩
所
行
一
。
自
於
一
所
得
功
徳
一
生
一
滅
度
想
一
。
当
し
入
一
迫
藥
一
。
我
於
二
余

更
有
一
異
名
一
。
是
人
錐
下
生
一
減
度
之
想
一
入
中
於
浬
梁
上
。
而
於
二
彼
土
一
求
二
仏
智
慧
一
。
得
し
聞
二
是
経
一
。
唯
以
二
仏
乗
一
而
得
二

縁
尽
。
更
不
毒
一
復
生
一
三
界
一
有
二
浄
仏
土
一
出
二
於
三
界
一
。
乃
至
無
一
煩
悩
之
名
一
。
於
一
是
国
土
仏
所
一
。

に
仏
道
一
。
如
二
法
華
経
説
一
・
有
一
羅
漢
一
若
不
レ
聞
一
法
華
経
一
自
謂
レ
得
一
滅
度
一
。
我
於
二
余
国
一
為
説
一
是
事
一
。
汝
皆

漢
の
先
世
の
因
縁
に
て
受
く
る
所
の
身
は
必
ず
ま
さ
に
減
す
べ
し
、
何
処
に
か
住
在
し
て
仏
道
を
具
足
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以
上
は
『
大
智
度
論
』
の
記
述
中
に
法
華
経
の
説
示
が
引
用
さ
れ
る
か
、
そ
の
句
の
要
旨
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

の
外
、
三
箇
所
に
お
い
て
法
華
経
に
つ
い
て
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
。

⑲
『
大
智
度
論
』
巻
五
十
七
の
中
に
、
無
疑
と
決
了
と
何
の
異
り
か
あ
る
や
と
の
問
に
対
し
、
三
宝
を
信
ず
る
が
故
に
是
れ
無
疑
、
智
慧

究
寛
の
故
に
是
れ
決
了
な
り
、
と
し
て
、
経
の
発
心
し
て
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
行
じ
、
菩
薩
道
を
行
ず
る
も
、
是
の
衆
生
は
般
若

波
羅
蜜
の
方
便
力
を
遠
離
す
る
が
故
に
、
若
は
一
若
は
二
、
阿
稗
践
地
に
住
し
、
多
く
は
声
聞
辞
支
仏
地
に
堕
す
、
…
…
諸
余
の
善
法
も

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

＆
ぐ
ぃ
ｇ
ｏ
冨
冒
員
①
ｇ
ｇ
厨
脚
罫
乱
ぐ
脚
冒
目
匿
一
宮
骨
＆
豆
５
９
巖
豊
島
の
胃
ぐ
の
冨
昌
ロ
胃
冨
ご
囚
‐
、
眉
冨
口
農
冨
凰
巳
弓
勝

習
脚
具
二
国
凰
目
丙
画
画
旨
己
屋
ロ
脚
吋
ず
富
厨
画
く
。
昌
四
Ｑ
画
冨
関
口
脚
冒
昌
肝
巨
旨
丙
画
１
旦
昏
牌
馬
ぐ
四
口
〕
○
口
］
凰
儲
邑
倒
目
“
旦
置
①
望
凰
吋
乱
昏
胃
倒
凰

厨
吋
画
蔚
己
屋
ロ
四
門
巨
計
ロ
画
蔚
昌
画
口
蔚
冨
註
壷
画
胴
脚
冒
１
画
脚
口
脚
召
口
脚
吋
昌
①
秘
日
脚
唇
幽
の
厨
薄
口
Ｏ
脚
８
己
屋
目
画
埼
⑦
ぐ
勧
団
召
丙
尉
ご
脚
昌
欝
息
望
ｌ

（
花
）

自
蔚
｜
の
冒
昌
の
ぐ
画
冒
菩
筒
胃
目
営
む
胃
旨
胃
乱
忌
日
息
の
ご
自
冒
Ｑ
Ｑ
ａ
葛
画
日
冒
冨
匡
尉
凰
ｑ
９
画
目
一

（
私
が
浬
藥
に
入
っ
た
未
来
の
世
に
お
い
て
声
聞
ら
が
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
彼
等
は
菩
薩
の
行
を
聞
い
て
も
、
我
倉
が
菩
薩
な
の
だ
と

覚
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
比
丘
た
ち
よ
彼
等
の
一
切
は
浬
藥
の
想
い
を
い
だ
き
、
浬
藥
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
に

叉
、
比
丘
た
ち
よ
、
私
は
他
の
世
界
に
お
い
て
異
っ
た
名
前
で
住
む
時
、
彼
等
は
如
来
の
智
を
求
め
て
そ
こ
に
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
叉
、
彼
等
は
こ
れ
を
聞
く
で
あ
ろ
う
。
如
来
た
ち
の
浬
薬
は
一
つ
で
あ
り
、
他
に
第
二
の
滅
度
は
存
在
し
な
い
、
と
。
）

と
し
て
、
口
閏
目
門
司
厨
以
外
は
真
の
浬
梁
で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
が
求
め
ら
る
べ
き
仏
の
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
声

門
の
ま
ま
で
減
度
し
た
者
の
た
め
に
は
、
仏
が
異
名
を
も
っ
て
そ
の
国
に
生
じ
作
仏
を
得
せ
し
め
よ
う
と
い
う
の
が
法
華
経
の
説
く
と
こ

ろ
で
あ
り
、
『
大
智
度
論
』
の
説
示
も
そ
れ
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
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と
し
て
い
る
。
即
ち
、
経
に
い
う
諸
余
善
法
と
は
諸
余
の
経
で
、
法
華
経
も
そ
の
中
に
入
り
、
こ
と
さ
ら
般
若
波
羅
蜜
と
い
わ
ず
と
も
義

理
は
同
一
な
の
だ
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
妙
法
華
経
の
分
別
功
徳
品
は
、
一
念
信
解
の
功
徳
を
の
べ
る
に
際
し
、
寿
命
長
遠
を
聞

き
一
念
信
解
を
す
る
人
の
功
徳
は
限
量
あ
る
こ
と
な
く
、

於
二
八
十
万
億
那
由
他
劫
一
。
行
二
五
波
羅
蜜
一
…
…
除
一
駿
若
波
羅
蜜
一
。

詞
）

こ
の
功
徳
を
も
っ
て
先
の
功
徳
に
比
べ
て
も
、
百
分
千
分
百
千
万
億
分
の
一
に
も
及
ば
な
い
、
と
し
て
、
一
念
信
解
に
対
す
る
功
徳
を
賞

徳
）

讃
し
て
い
る
が
、
梵
文
法
華
経
も
同
様
で
あ
る
。

（
花
）

》
」
こ
で
何
故
に
法
華
経
が
除
般
若
波
羅
蜜
、
島
農
騨
島
冒
旦
圏
‐
忌
国
且
冨
乱
と
な
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
詳
論
を
さ
け
る
が
、
施

護
訳
の
『
仏
母
出
世
三
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
は
、

於
二
此
般
若
波
羅
蜜
多
一
発
二
信
解
心
一
。
自
当
下
受
持
読
調
記
念
。
後
為
二
他
人
一
広
説
二
流
布
一
。
普
令
二
衆
生
一
得
一
天
善
利
一
。
使
二
其
正

（
”
）

法
一
久
中
住
世
間
上
。
…
…
此
善
男
子
善
女
人
得
一
橋
甚
多
一
。

と
あ
り
、
『
八
千
頚
般
若
経
』
少
雲
路
豐
閉
房
９
国
笥
曾
胃
閏
凰
融
Ｉ
呂
胃
画
唇
に
は
、

］
卸
旨
国
昌
己
吋
旦
副
ロ
閂
閏
凰
函
自
画
ワ
冨
脅
四
口
・
回
・
旨
四
・
四
ぐ
画
丙
巴
固
四
昌
画
ご
匿
い
旦
毎
葺
昌
色
。
］
四
頁
固
の
画
昌
自
画
ｌ
凰
算
◎
ず
○
○
冨
画
畳
画
凰
詳
閏
昌

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

て
般
若
波
羅
蜜
の
中
に
入
る
、
を
う
け
て
、

諸
余
善
法
入
一
般
若
波
羅
蜜
一
者
是
諸
余
経
。
所
謂
法
華
経
密
迩
経
等
。
十
二
部
経
中
義
同
一
駿
若
一
者
。
雛
し
不
三
名
為
一
般
若
波
羅
蜜
経
一
。

冠
）

然
義
理
即
同
一
般
若
波
羅
蜜
一
。

（
沼
）

巨
斤
ロ
脚
い
ぼ
画
：
。
。
：

（
こ
の
般
若
波
羅
蜜
を
信
じ
て
信
頼
し
、
信
解
し
て
心
に
浄
信
し
、
覚
り
へ
の
心
を
お
こ
し
…
…
）
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鋤
『
大
智
度
論
』
巻
百
に
は
二
箇
所
に
わ
た
り
法
華
経
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
一
は
般
若
波
羅
蜜
を
も
っ
て
仏
が
阿
難
に
嘱
累
し
た
と

す
る
経
の
説
示
を
と
り
あ
げ
て
、
阿
難
は
声
聞
人
で
あ
る
の
に
、
阿
難
に
般
若
波
羅
蜜
を
嘱
累
し
弥
勒
等
の
大
菩
薩
に
し
な
か
っ
た
の
は

何
故
か
と
の
質
問
を
設
け
、
阿
難
は
常
に
仏
に
侍
し
聞
持
陀
羅
尼
を
得
て
、
一
度
聞
け
ば
失
わ
ず
、
六
神
通
三
明
に
し
て
共
解
脱
し
、
五

百
の
阿
羅
漢
の
師
で
利
益
す
る
こ
と
多
き
が
故
に
嘱
累
し
た
の
で
あ
り
、
諸
大
菩
薩
は
仏
滅
後
は
各
地
に
分
散
し
、
随
所
に
度
す
べ
き
衆

生
国
土
に
至
り
、
深
く
般
若
波
羅
蜜
力
を
知
る
を
以
っ
て
苦
し
ん
で
嘱
累
す
る
こ
と
を
須
い
な
い
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
更
に
、
若

し
繭
ら
ぱ
法
華
経
、
諸
余
の
方
等
経
は
何
を
以
っ
て
か
喜
王
諸
菩
薩
等
に
嘱
累
す
る
や
の
問
を
設
け
、

有
人
言
。
是
時
仏
説
二
甚
深
難
信
之
法
一
。
声
聞
人
不
レ
在
。
又
如
三
仏
説
二
不
可
思
議
解
脱
経
一
・
五
百
阿
羅
漢
錐
し
在
二
仏
辺
一
而
不
レ
聞
。

或
時
得
し
聞
而
不
し
能
し
用
。
是
故
嘱
二
累
諸
菩
薩
一
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

と
あ
り
、
更
に
、
宗
教
的
な
心
で
般
若
波
羅
蜜
を
聞
き
、
習
い
、
覚
え
、
唱
え
、
理
解
し
、
宣
く
、
説
き
、
述
べ
、
教
示
し
、
読
誘
し
、

他
人
の
た
め
に
解
説
す
る
な
ら
ば
、
実
に
沢
山
な
福
徳
を
得
る
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
分
別
功
徳
品
が
い
う
如
来
寿

命
長
遠
（
法
華
経
）
に
対
す
る
一
念
信
解
、
更
に
は
五
種
法
師
に
対
す
る
あ
り
方
と
同
一
意
趣
が
、
般
若
波
羅
蜜
に
対
し
て
の
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
分
別
功
徳
品
が
一
念
信
解
の
功
徳
を
の
べ
る
に
際
し
、
五
波
羅
蜜
の
功
徳
と
対
比
し
な
が
ら
、
般

若
波
羅
蜜
を
除
外
し
た
の
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
対
す
る
行
と
、
如
来
寿
命
長
遠
に
対
す
る
行
と
が
異
趣
の
も
の
と
は
捉
ら
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
、
同
一
意
趣
の
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
『
大
智
度
論
』
は
、
諸
余
の
善
法
と
は
諸
余
の
経

で
あ
り
、
法
華
経
密
通
経
等
の
十
二
部
経
の
中
の
義
は
、
般
若
に
同
ず
る
も
の
で
名
づ
け
て
般
若
波
羅
蜜
と
な
さ
ず
と
錐
も
、
然
も
義
理

は
即
ち
般
若
波
羅
蜜
と
同
じ
、
と
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

と
し
、
何
法
か
甚
深
に
し
て
般
若
に
勝
れ
る
者
あ
る
か
、
般
若
を
以
っ
て
阿
難
に
嘱
累
し
余
の
経
を
菩
薩
に
嘱
累
せ
る
や
、
と
の
間
に
対

（
禰
）

般
若
波
羅
蜜
非
一
秘
密
法
一
・
而
法
華
等
諸
経
説
一
阿
羅
漢
受
決
作
仏
一
。
大
菩
薩
能
受
持
用
。
警
如
一
天
薬
師
能
以
レ
毒
為
Ｐ
薬
。

と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
般
若
に
は
共
声
聞
説
と
、
十
方
の
十
地
に
住
せ
る
大
菩
薩
の
た
め
に
説
く
も
の
と
の
二
種
が
あ
る
た
め
だ
と
い

（
釦
）

法
華
経
が
こ
の
法
は
難
解
難
入
阻
日
９
吋
“
ョ
色
目
身
咋
目
】
目
埼
自
号
。
昌
旨
目
（
深
く
見
が
た
く
解
し
が
た
い
）
で
あ
り
、
甚
深
奥

少
し
有
二
能
信
者
一
、
目
漂
国
＆
且
冨
冒
冒
の
８
掛
昌
号
騨
◎
・
号
凹
ぐ
旨
ご
畏
画
（
指
導
者
よ
、
彼
等
の
信
じ
難
い
も
の
が
今
日
説
か
れ

薊
）
た
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
随
所
に
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
方
便
品
で
は
仏
が
法
華
経
を
説
示
し
よ
う
と
し
た

（
錘
）

時
、
座
に
あ
っ
た
五
千
人
の
増
上
慢
が
座
を
起
ち
退
去
し
た
こ
と
を
す
ら
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
叉
、
声
聞
ら
に
授
記
し
た
こ
と
も
知
ら

（
鱒
）

れ
て
い
る
か
ら
、
『
大
智
度
論
』
は
、
こ
の
よ
う
な
法
華
経
の
あ
り
方
を
捉
ら
え
て
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
巻
百
の
末
に
近
く
『
大
智
度
論
』
は
、
仏
が
阿
難
に
こ
の
般
若
波
羅
蜜
を
嘱
累
せ
ぱ
、
仏
の
般
浬
梁
の
後
に
阿
難
は
大
迦
葉
と
共

に
三
蔵
を
結
集
す
る
に
、
こ
の
中
に
何
を
以
っ
て
か
説
か
ざ
り
し
や
、
と
の
質
問
を
挙
げ
、
摩
訶
術
は
甚
深
に
し
て
難
信
難
解
で
あ
り
、

三
蔵
は
三
十
万
偶
、
摩
訶
術
は
無
撞
無
限
、
法
華
経
等
の
諸
大
経
は
無
量
無
辺
に
し
て
大
海
の
中
の
宝
の
如
し
、
云
何
ん
ぞ
三
蔵
の
中
に

入
る
べ
け
ん
や
、
小
物
は
ま
さ
に
大
の
中
に
あ
る
べ
し
、
大
物
は
小
に
入
る
る
こ
と
を
得
ず
。
若
し
問
わ
ん
と
欲
せ
ぱ
ま
さ
に
言
う
べ

（
鴎
）

し
。
小
乗
は
何
を
以
っ
て
か
摩
訶
行
の
中
に
在
ら
ざ
る
や
と
。
摩
訶
術
は
能
く
小
乗
の
法
を
兼
ね
る
が
故
な
り
、
と
な
し
て
い
る
。

こ
れ
は
小
乗
と
大
乗
と
の
比
較
の
中
に
お
い
て
、
諸
大
乗
経
の
名
を
挙
げ
た
も
の
で
、
法
華
経
も
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
挙
名
さ
れ
た

属
ノ
。

し
て
、

も
の
で
あ
る
。

（”）
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4 3 2 1
ｰ習嘗一

同
二
十
五
・
一
三

同
・
二
四
九
中
下

同
ロ
踞
忌
１
ｍ

大
正
二
十
五
・
一
三
○
中
下

塚
本
啓
祥
「
大
智
度
論
と
法
華
経
」
（
前
掲
番
）
六
一
九
’
六
二
○
参
照

大
正
九
・
五
三
上
中
、
の
且
障
局
．
Ｐ
合
切
１
台
“

同
二
十
五
・
一
三
○
下

大
正
九
・
六
二
上

同
・
六
一
上

の
四
・
且
彦
画
。
ロ
。
蝉
“
画

・
六
一
上
中

同
・
一
二
六
下
’
二
一
七
上

塚
本
啓
祥
・
前
掲
雷
。
六
一
六

印
画
Ｑ
Ｑ
ｐ
画
。
。
。
凹
凸
○
り
く
画
心
樗

大
正
二
十
五
・
一
○
九
下

の
“
』
Ｑ
屋
画
。
己
・
画
心
惇
，
く
い

平
川
彰
「
大
乗
仏
教
の
成
立
と
法
華
経
の
関
係
」
（
塚
本
啓
祥
縞
『
法
華
経
の
文
化
と
基
盤
』
）
三
二

同
。
三
二
下
「
作
二
大
誓
願
一
。
若
我
成
仏
。
域
度
之
後
。
於
二
十
方
国
土
一
。
有
下
説
二
法
華
経
一
処
上
。
我
之
塔
廟
為
し
聴
二
是
経
一
故
。
踊
二
現
其

前
一
為
作
二
証
明
一
。
讃
言
二
善
哉
一
。
」

同
。
一
一
三
下
「
其
有
し
欲
下
以
二
我
身
一
示
中
四
衆
上
者
。
彼
仏
分
身
諸
仏
。
在
二
於
十
方
世
界
一
説
し
法
。
尽
還
集
二
一
処
一
。
然
後
我
身
乃
出
現

耳
。
」

国
．
黒
の
『
目
向
．
ｚ
“
昌
一
。
》
、
且
呂
胃
目
９
厘
且
画
副
冨
‐
ｍ
ｇ
３
い
ち
（
以
下
留
呂
菌
．
と
略
す
）

大
正
九
・
三
三
中

大
正
二
十
五
・
一
○
九
中

塚
本
啓
祥
「
大
智
度
論
と
法
華
経
」
（
坂
本
幸
男
編
『
法
華
経
の
中
国
的
展
開
』
）
・
六
一
四

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

(3I)
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（
躯
）
大
正
二
十
五
・
三

（
鍋
）
同
九
・
三
三
上

（
鯉
）
の
色
殿
屋
Ｐ
ロ
胸
亀

（
調
）
大
正
九
・
二
七
下

（
記
）
の
四
口
ロ
ゴ
Ｐ
Ｐ
画
冨

（
訂
）
大
正
二
十
五
・
三
一

（
詔
）
同
九
・
三
九
下

（
調
）
同
・
四
一
中

（
釦
）
同
二
十
五
・
三

（
虹
）
同
九
・
四
七
下

（
妃
）
同
二
十
五
・
三

（
蛤
）
同
九
・
一
一
上

（
“
）
の
画
貸
房
Ｐ
ｐ
の
？

の
四
口
ロ
ゴ
画
．
ロ
。
画
。
⑮

大
正
二
十
五
・
三
○

の
四
・
・
昏
画
。
ロ
・
の
、
１

九
・
四
七
下

・
四
一
中
、

二
十
五
・
三

大
正
九
・
四
三
上
中

の
且
目
Ｐ
Ｐ
“
圏
Ｉ
駕
“

大
正
九
・
四
三
上
留
島

同
二
十
五
・
二
八
○
上

同
二
十
五
・

の
脚
色
○

の
脚
Ｑ
Ｑ
ｐ
脚
。
口
。
、

大
正
二
十
五
・
二
九
九
中

同
九
・
二
二
上
中

同
九
・

同
九
・
二
中

の
脚
Ｑ
Ｑ
ロ
脚
。
ロ
壷

厨
昌
旨
弄
遇
煙
冒
旦
画
包
の
宍

大
正
二
十
五
・
三
○
○
中

の
画
且
旦
彦
画
。

三
上
中

同
九
・
三
九
下
’
四
○
上
、
留
登
富
．
ロ
圏
？
＆

同
・
四
〒
項
留
呂
毒
Ｐ
回
曽
っ

留
具

、

し
か
し
偶
の
中
に
は
、
弓
◎
ざ
胃
‐
農
騨
恩
巨
ｇ
画
く
①
冨
薗
⑩
巨
忌
召
、
巨
吋
ｇ
ｏ
胃
の
冒
胃
質
愚
曾
忌
黒
二
目
冨
伺
冨
吋
詳
乱
口
騨
斡
切
①
粗
冨
切

り

冨
冒
旨
冨
冒
冒
§
号
冨
言
画
Ｉ
溌
扇
隠
厨
８
－
房
画
呂
冒
．
ロ
』
圏
と
あ
り
、
一
塵
一
劫
の
意
を
伝
え
て
い
る
。

ｔ
⑤
『

『
大
智
度
諭
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

、
ｇ
＆
面
Ｐ
己
画
農

二
十
五
・
三
三
九
中
Ｉ
下

三
九
上

己
。
』
、
『

面
囚
。

己
。
“
画
。

（32）



（
妬
）
大
正
九
・
七
四

（
妬
）
塚
本
啓
祥
・
前

（
幻
）
大
正
二
十
五
・

（
躯
）
同
九
・
四
上

（
鍋
）
の
四
・
Ｑ
写
四
・
ロ
圏

（
副
）
大
正
二
十
五
・

（
団
）
同
九
・
八
下

（
艶
）
の
画
Ｑ
Ｑ
彦
呼
己
杢

（
記
）
大
正
二
十
五
・

（
認
）
同
九
・
一
三
下

（
弱
）
の
ｍ
Ｑ
Ｑ
ｐ
色
．
Ｐ
の

（
弱
）
大
正
二
十
五
・

（
師
）
同
九
・
五
三

（
詔
）
の
四
・
口
匡
画
．
で
延
一

（
卵
）
大
正
二
十
五
・
↑

（
釦
）
同
九
・
八
下

（
“
）
の
四
・
・
唇
脚
．
ロ
ム

（
“
）
大
正
二
十
五
・
・

（
“
）
同
。
．

（
“
）
同
九
・
八
下
．

（
妬
）
の
ｍ
Ｑ
Ｑ
冒
曾
Ｐ
望

（
飴
）
大
正
二
十
五
・
・

（
師
）
同
九
・
五
中

（
“
）
塚
本
啓
祥
・
前
』

塚
本
啓
祥
・
前
掲

同

。

七

大
正
二
十
五
・
七

大
正
二
十
五
・
七

の
四
・
口
匡
画
．
で
。
《
○

の
ｍ
Ｑ
Ｑ
ｐ
色
．
己
。
、

同
九
・
五
三
中

同
九
・
八
下

大
正
二
十
五
・

の
四
・
Ｑ
写
四
・
ロ
画
樗

大
正
二
十
五
・

塚
本
啓
祥
・
前

大
正
九
・
七
四

己
・
』

書
、
六
三
二

一三

同
九
・
八
下
’
九
上

の
“
＆
旨
．
Ｐ
ｇ
ｌ
臼一
三
下
’
七
一
四
上

一
二
中

同
・
七
一
三
中
下

の
Ｊ
１
』
つ
い

大
正
二
十
五
・
七
一
二
・
中

函

大
正
二
十
五
・
六
八
二
上
中

，

の
画
Ｑ
Ｑ
彦
煙
．
己
・
《
の六
四
八
中
下

六
一
九
中

同
九
・
八
下
’
九
上

掲
喪
六
二
六
に
、
こ
れ
に
関
説
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

大
正
二
十
五
・
四
二
○
中

中

『
大
智
度
飴
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

の

（”）



以
上
、
『
大
智
度
論
』
に
引
用
さ
れ
る
法
華
経
の
文
節
に
つ
い
て
、
妙
・
梵
両
法
華
経
と
の
対
比
に
お
い
て
検
討
を
試
み
た
が
、
以
下
、

こ
れ
を
更
に
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

仙
巻
七
。
〔
質
疑
〕
諸
仏
の
法
は
法
と
し
て
自
ら
応
に
爾
る
べ
し
、
何
を
以
っ
て
請
う
べ
し
、
諸
仏
が
現
前
せ
ぱ
請
え
て
も
、
現
前
せ
ざ

れ
ば
ど
う
し
て
請
う
の
か
。
〔
答
〕
諸
仏
は
説
法
す
る
に
人
の
請
を
待
た
ず
と
錐
も
請
う
者
は
福
を
得
等
と
語
り
、
請
う
人
な
け
れ
ば
諸

へへへへへへへへへへへへへへへへ

8483828180797877767574737271"69
ｰｰ嘗一一一一讐一嘗一画一嘗一一

『
大
智
度
論
』

ｍ
四
口
。
ぱ
い
．
己
・
唖
、

い
い
邑
邑
ロ
ｍ
ｏ
ｐ
・
樗
函
の

大
正
二
十
五
・
四
五
六
中
，
く
四
六
六
中

シ
鶏
尉
豐
勝
凰
恩
．
８
．
ｇ

大
正
二
十
五
・
七
五
四
上
中

同
九
・
五
中
、
の
且
旨
Ｐ

同
・
十
二
上
、
同
。
”

同
・
七
上
、
同
・
鍋

同
・
十
一
中
、
二
十
中

大
正
二
十
五
・
七
五
六
上
中

の
色
・
・
岸
伽
。

①
色
。
ケ
望

二
十
中

大
正
二
十
五
・
七
一
四
中

の
色
Ｑ
Ｑ
ｐ
画
。
己
。
四
四
四
，
’
四
“
四

拙
論
「
四
信
五
品
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
）
一
○
九
一
’
二
一
八
参
照

拙
論
「
四
信
五
品
を

同
九
・
二
五
下

大
正
八
・
五
九
六
下

同
九
・
四
四
下

に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

己
。
画
の

勺
。
伊
。

’
二
十
一
下
等
、

3

く
い
冨
員
脚
。
国
匡
邑
己
冨
牌
い
い
口
⑩
丙
臥
舜
弓
の
制
苛
。
ｚ
○
今
ロ
。
『
ご
四
目
ぬ
ぽ
い
。
后
ｇ
ｏ
“
』

蟹
筐
彦
Ｐ
ｐ
ｇ
，
晨
や
ム
段
等

（34）



仏
は
渥
桑
に
入
り
説
法
し
な
い
者
あ
り
、
と
多
宝
如
来
を
挙
げ
て
い
る
。
〔
注
記
〕
多
宝
如
来
へ
の
言
及
は
干
か
ら
び
全
身
不
散
、
滅
度

後
に
関
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
証
明
法
華
の
誓
願
の
故
に
法
を
請
え
ば
（
説
法
華
）
出
現
し
証
明
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
仏
は
現
前
の
有
無
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
も
の
で
は
な
く
、
誓
願
力
を
持
つ
故
に
説
示
を
請
う
姿
勢
が
肝
要
で
あ
る
こ
と

を
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
巻
九
。
〔
質
疑
〕
衆
生
ら
が
三
悪
道
に
堕
ち
て
い
る
の
に
、
何
故
に
諸
仏
菩
薩
は
来
な
い
の
か
。
〔
答
〕
衆
生
は
罪
重
き
故
に
見
ず
聞

か
ず
、
と
し
、
見
仏
の
あ
り
方
と
し
て
普
賢
菩
薩
の
功
徳
と
来
至
と
を
挙
げ
た
も
の
。
〔
注
記
〕
法
華
経
を
受
持
す
る
者
に
は
衰
患
を
除

か
ん
と
の
普
賢
菩
薩
の
語
と
、
普
賢
を
念
ず
れ
ば
六
牙
の
白
象
王
に
乗
っ
て
来
り
導
く
と
の
説
示
を
う
け
た
も
の
で
、
一
心
に
仏
を
念
ず

る
こ
と
の
肝
要
を
示
す
た
め
に
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

側
巻
十
。
〔
質
疑
〕
東
方
の
諸
仏
多
し
、
ど
う
し
て
菩
薩
は
中
間
で
仏
を
供
養
し
来
る
か
。
〔
答
〕
菩
薩
は
常
に
仏
を
敬
う
、
諸
仏
は
第

一
の
福
田
な
れ
ば
供
養
す
。
〔
注
記
〕
供
養
の
あ
り
方
の
第
一
な
る
も
の
と
し
て
、
薬
王
菩
薩
の
焼
身
供
養
が
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
供

謹
と
は
一
心
な
る
も
の
に
発
す
べ
き
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

仙
巻
二
十
六
。
〔
質
疑
〕
仏
は
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
し
息
ま
ざ
る
な
ら
何
を
以
っ
て
か
浬
梁
に
入
る
や
。
〔
答
〕
仏
が
衆
生
を
度
す
う
ち

の
第
二
の
滅
後
の
得
度
の
た
め
で
、
福
徳
の
因
縁
を
種
え
し
め
る
た
め
。
〔
注
記
〕
寿
量
品
の
良
医
の
善
は
、
仏
の
救
済
が
広
大
無
辺
な

る
こ
と
を
示
さ
ん
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

佃
巻
三
十
。
〔
質
疑
〕
六
道
を
説
く
理
由
。
〔
答
〕
五
道
も
六
道
も
文
を
廻
し
た
も
の
で
他
意
は
な
い
。
〔
注
記
〕
法
華
経
は
五
・
六
道

の
う
ち
、
六
道
を
説
い
た
経
典
と
し
て
引
用
し
た
も
の
。

佃
巻
三
十
二
。
〔
質
疑
〕
六
波
羅
蜜
の
功
徳
を
讃
歎
せ
ず
、
大
力
を
讃
え
る
の
は
何
故
か
。
〔
答
〕
善
法
の
果
報
を
楽
し
む
者
が
あ
る
た

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）
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『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

め
、
仏
は
大
神
力
を
示
し
た
。
〔
注
記
〕
仏
の
大
神
力
を
示
す
た
め
に
、
三
千
塵
点
劫
の
説
示
を
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

切
巻
三
十
二
。
〔
質
疑
〕
菩
薩
は
何
故
に
須
弥
山
等
を
他
界
に
郷
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
〔
答
〕
菩
薩
は
力
あ
り
仏
の
説
法
の
た
め

に
中
界
を
荘
厳
し
、
地
を
平
正
な
ら
し
め
る
た
め
。
〔
注
記
〕
見
宝
塔
品
の
遍
為
三
仏
土
一
宝
地
平
正
の
語
は
、
こ
の
こ
と
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

佃
巻
三
十
三
。
〔
質
疑
〕
菩
薩
は
未
だ
漏
尽
を
得
て
い
な
い
の
に
、
漏
尽
の
聖
人
の
前
に
あ
る
の
は
。
〔
答
〕
菩
薩
は
功
徳
智
慧
大
な
れ

ば
、
初
発
意
の
時
す
で
に
一
切
衆
生
の
前
に
あ
り
、
一
切
を
利
益
す
、
故
に
菩
薩
は
常
に
仏
の
前
に
あ
り
導
き
、
後
に
従
っ
て
出
ず
。

〔
注
記
〕
従
し
後
而
出
を
証
す
る
た
め
に
、
従
地
涌
出
品
の
菩
薩
を
挙
げ
、
内
・
大
春
属
と
し
て
、
仏
と
菩
薩
と
の
関
連
を
示
そ
う
と
し

〔
注
記
〕
従
し
後
而

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

側
巻
三
十
八
。
震

側
巻
三
十
八
。
〔
質
疑
〕
鈍
根
は
二
十
二
根
中
の
何
か
。
〔
答
〕
利
と
相
違
す
る
か
ら
。
〔
注
記
〕
利
で
あ
る
た
め
に
は
老
病
等
に
悩
ま

さ
れ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
、
そ
れ
を
示
す
た
め
に
法
師
功
徳
品
の
六
根
清
浄
の
あ
り
方
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑩
巻
三
十
八
。
〔
質
疑
〕
い
か
な
る
を
劫
と
名
づ
く
や
。
〔
答
〕
時
の
小
な
る
は
六
十
念
中
の
一
念
、
妓
大
な
る
が
劫
。
〔
注
記
〕
こ
の

劫
の
説
明
に
華
光
如
来
の
仏
寿
の
劫
を
挙
げ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
有
人
の
説
と
し
て
い
る
。

⑪
巻
五
十
。
〔
質
疑
〕
仏
は
須
菩
提
の
、
是
の
乗
は
何
処
よ
り
出
で
何
処
に
住
す
る
か
の
質
問
を
知
る
、
何
を
以
っ
て
答
え
る
の
か
。

〔
答
〕
仏
は
無
硬
解
脱
あ
り
、
菩
薩
は
不
可
思
議
三
昧
あ
り
、
多
時
を
小
時
に
小
時
を
多
時
と
な
す
。
〔
注
訳
〕
仏
菩
薩
の
力
は
多
時
を

少
時
と
感
ぜ
さ
せ
る
こ
と
を
示
す
の
に
従
日
至
食
の
法
華
経
の
説
示
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⑫
巻
七
十
九
。
〔
質
疑
〕
方
便
品
に
は
南
無
仏
と
称
え
る
だ
け
で
も
作
仏
す
等
と
あ
る
、
難
知
・
難
得
の
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
〔
答
〕
般
若
に
は
利
益
力
功
徳
あ
る
が
故
に
、
当
に
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
ぺ
し
。
〔
注
記
〕
こ
こ
で
は
質
問
の
中
で
法
華
経
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が
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
法
華
経
の
得
脱
の
即
時
性
に
対
し
、
般
若
の
功
徳
も
甚
大
な
る
を
説
い
た
も
の
で
、
般
若
の
行
と
法
華
の
信
と

の
同
意
性
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

⑬
巻
八
十
四
。
〔
質
疑
〕
諸
法
を
色
受
想
行
識
等
と
説
く
は
諸
法
の
相
を
壌
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
〔
答
〕
衆
生
は
仏
に
及
ぶ
者
で

な
い
の
で
、
牽
引
し
て
解
せ
し
め
る
た
め
に
善
悪
を
説
く
の
み
。
〔
注
記
〕
仏
は
真
実
の
あ
り
の
ま
ま
を
得
せ
し
め
る
た
め
に
方
便
を
説

く
も
の
で
、
臂
喰
品
の
三
車
火
宅
の
喰
は
そ
れ
を
証
す
る
た
め
に
引
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑭
巻
八
十
八
。
〔
質
疑
〕
衆
生
が
菩
薩
を
割
裁
し
肉
を
食
わ
ぱ
、
罪
で
得
度
し
な
い
の
で
は
。
〔
答
〕
肉
を
食
う
か
ら
得
度
す
る
の
で
は

な
く
、
肉
を
食
わ
せ
る
菩
薩
に
本
願
あ
る
が
故
に
、
食
し
た
も
の
に
慈
心
が
生
じ
得
度
す
る
。
〔
注
記
〕
菩
薩
の
捨
身
供
養
は
本
願
に
よ

る
も
の
と
し
て
、
薬
王
菩
薩
品
の
本
生
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑮
巻
九
十
三
。
〔
質
疑
〕
人
は
好
心
あ
り
仏
の
名
を
聞
け
ば
作
仏
す
る
と
法
華
経
に
は
説
か
れ
る
が
何
故
に
浄
国
の
仏
の
承
を
説
く
の

か
。
〔
答
〕
仏
は
無
量
無
辺
の
光
明
あ
り
、
音
声
は
十
方
に
満
つ
、
故
に
す
べ
て
は
同
一
で
あ
る
。
〔
注
記
〕
仏
に
は
差
異
の
な
い
こ
と

を
示
す
た
め
に
、
方
便
品
の
法
を
聞
き
福
徳
を
修
め
た
も
の
は
す
べ
て
成
仏
道
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
。

⑯
巻
九
十
三
。
〔
質
疑
〕
阿
稗
賊
致
は
畢
定
な
り
や
否
や
。
〔
答
〕
阿
稗
賊
致
は
一
門
の
中
の
説
、
仏
心
の
中
で
は
一
切
の
衆
生
・
法
は

ぶ
な
畢
定
な
り
。
〔
注
記
〕
方
便
品
が
漸
盈
積
功
徳
を
説
き
、
阿
稗
駁
致
品
が
退
不
退
を
説
く
故
に
、
こ
の
質
問
と
な
っ
た
も
の
だ
が
、

法
華
経
は
畢
定
を
説
く
の
が
本
来
で
、
す
べ
て
は
作
仏
す
る
と
、
法
華
経
が
再
説
せ
ら
れ
た
も
の
。

⑰
巻
九
十
三
。
〔
質
疑
〕
菩
薩
の
退
不
退
の
何
れ
が
実
で
あ
る
の
か
。
〔
答
〕
二
事
み
な
実
な
り
。
仏
の
所
説
は
す
べ
て
実
な
り
。
〔
注

記
〕
仏
は
所
聞
の
人
の
根
に
従
っ
て
説
法
す
、
そ
れ
故
、
仏
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
早
く
浬
藥
を
と
楽
う
者
の
た
め
に
、
序
品
の
説
を
挙
げ

て
令
一
尽
無
穆
有
レ
余
と
し
畢
定
を
説
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
）
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法
華
経
の
把
握
（
望
月
）

⑱
巻
九
十
三
。
〔
質
疑
〕
阿
羅
漢
が
先
世
に
う
け
し
身
は
必
ず
減
す
、
何
処
に
住
し
て
仏
道
を
具
足
す
る
の
か
。
〔
答
〕
阿
羅
漢
は
三
界

の
因
縁
つ
き
て
再
び
三
界
に
生
ぜ
ざ
る
も
浄
仏
土
に
あ
り
、
こ
の
仏
所
で
仏
道
を
具
足
す
。
〔
注
記
〕
阿
羅
漢
が
仏
道
を
成
ず
る
の
は
浄

仏
土
で
法
華
経
を
聞
く
か
ら
だ
と
し
て
、
化
城
喰
品
の
説
示
を
挙
げ
て
説
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

卿
巻
五
十
七
。
〔
質
疑
〕
無
疑
と
決
了
と
に
何
の
異
あ
る
や
。
〔
答
〕
三
宝
を
信
ず
る
が
無
疑
、
智
慧
究
寛
が
決
了
。
〔
注
記
〕
諸
余
の

善
法
を
も
っ
て
般
若
波
羅
蜜
に
入
る
も
の
あ
る
と
し
、
法
華
経
の
名
を
密
通
経
等
と
列
挙
し
た
も
の
。

”
巻
百
。
〔
質
疑
〕
阿
難
に
般
若
波
羅
蜜
を
嘱
累
し
、
弥
勒
等
に
嘱
累
し
な
か
っ
た
の
は
。
〔
答
〕
阿
難
は
仏
に
常
随
給
仕
し
た
か
ら

で
、
弥
勒
等
は
仏
滅
後
に
随
所
で
説
く
か
ら
で
あ
る
。
〔
注
記
〕
し
か
ら
ぱ
法
華
経
等
は
何
故
に
菩
薩
に
嘱
累
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
問

を
挙
げ
、
甚
深
難
信
の
法
で
あ
り
、
声
聞
人
は
い
な
か
っ
た
し
、
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
般
若
波
羅
蜜
は
秘
密
の
法
で
は
な

い
が
、
法
華
経
等
は
阿
羅
漢
に
決
を
授
け
作
仏
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
仏
乗
で
あ
る
た
め
、
す

べ
て
が
作
仏
す
る
と
な
す
法
華
経
の
説
示
の
上
に
立
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
㈱
巻
三
十
で
示
さ
れ
る
六
道
を
説
い
た
と
す
る
部
分
、
⑩
巻
三
十
八
で
劫
に
関
す
る
所
で
、
法
華
経
に
そ
の
言
葉
が
示
さ

れ
る
と
し
た
点
を
除
い
て
は
、
法
華
経
説
示
の
内
容
に
関
し
て
ふ
れ
、
『
大
智
度
論
』
の
説
示
の
展
開
に
際
し
て
法
華
経
の
説
示
が
使
用

（
勺
上
）

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
『
大
智
度
論
』
の
作
者
が
竜
樹
に
比
定
さ
れ
る
や
否
や
に
か
か
わ
ら
ず
、
作
者
が
法
華
経

を
充
分
に
知
り
得
て
お
り
、
論
の
展
開
の
上
に
お
い
て
、
そ
れ
を
利
用
し
た
こ
と
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
。

〔
註
記
〕

（
１
）
塚
本
啓
祥
「
大
智
度
論
と
法
華
経
」
（
『
法
華
経
の
文
化
と
基
盤
』
）
六
三
五
、
に
は
、
直
接
引
用
は
四
回
（
内
二
回
は
部
分
的
）
、
要
旨
の
引

用
は
九
回
、
内
容
の
指
摘
は
九
回
に
わ
た
っ
て
い
る
、
と
あ
る
。

（38）



（
勺
＆
）

『
朝
師
御
書
見
聞
』
所
収
の
「
本
尊
抄
私
記
（
五
巻
）
・
見
聞
（
三
巻
）
」
に
つ
い
て
、
『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
の
編
者
は
、
全
八
巻

ノ

ノ

中
第
一
か
ら
第
五
ま
で
を
逸
す
る
が
ゆ
え
に
、
身
延
山
所
蔵
の
「
補
施
集
観
心
事
五
帖
内
日
朝
」
と
記
す
も
の
を
「
私
記
」
五
巻

と
し
て
、
第
六
・
七
・
八
の
三
巻
は
正
本
が
散
逸
す
る
に
よ
っ
て
、
立
正
大
学
図
書
館
蔵
の
小
林
日
董
師
の
写
本
を
以
て
充
て
る
と
こ
ろ

倉
）

の
も
の
を
「
見
聞
」
三
巻
と
し
て
、
別
本
と
称
す
る
、
と
の
言
で
あ
る
。

そ
し
て
、
執
筆
の
時
期
及
び
場
所
に
つ
い
て
は
、
「
私
記
」
五
巻
は
不
明
、
「
見
聞
」
三
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
第
六
が

§
）

「
文
明
第
八
丙
申
正
月
二
十
三
日
於
身
延
山
久
遠
寺
大
坊
害
之
」
、
第
七
が
「
文
明
第
八
丙
申
二
月
九
日
於
身
延
山
久
遠
寺
大
坊
書

で
）
胃
）

之
」
、
第
八
が
「
文
明
第
八
丙
申
三
月
十
四
日
於
身
延
山
久
遠
寺
大
坊
書
之
」
と
あ
る
。
と
す
る
と
、
『
朝
師
御
害
見
聞
』
の
執
筆
時

ノ
（
屋
凹
）

期
を
通
観
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
ま
ず
日
朝
は
宗
祖
自
ら
が
「
此
事
日
蓮
当
身
大
事
」
と
名
づ
け
る
『
観
心
本
尊
抄
』
か
ら
、
遺
文
の
注

釈
と
い
う
浄
業
を
手
懸
け
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
後
年
の
執
筆
の
主
場
所
と
な
る
行
学
院
は
こ
の
時
分
未
だ
竣
成
し
て
い
な

か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
條
）

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討

Ｂ
は
じ
め
に

ｌ
数
法
相
配
釈
に
つ
い
て
Ｉ

中
條
暁
秀

（”）



（
ｄ
）
「
私
記
」
（
五
巻
）
・
「
見
聞
」
（
三
巻
）
に
引
用
さ
れ
る
経
論
疏
釈
は
港
大
な
量
に
上
る
。
特
に
中
古
天
台
文
献
が
極
め
て

（
皿
）

豊
富
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

等
倉
の
考
察
を
試
承
た
の
で
、
今
は
、
「
私
記
・
見
聞
」
八
巻
中
に
展
開
さ
れ
る
「
数
法
相
配
釈
」
を
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
、
か
か
る

問
題
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
Ｃ
）
日
朝（《

こ
と
に
つ
い
て
日
朝

数
法
相
配
釈
は
、
中
国
が
そ
の
起
源
と
さ
れ
、
特
に
北
魏
曇
靖
の
撰
に
な
る
『
提
謂
波
利
経
』
（
『
提
謂
経
』
と
略
称
さ
れ
て
い
る
）

（
、
）

は
、
数
法
相
釈
を
主
張
す
る
疑
偽
経
で
、
現
在
散
逸
し
て
伝
わ
ら
ぬ
が
、
後
の
諸
論
書
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
点
か
ら
見

て
、
か
か
る
配
釈
の
象
徴
的
経
典
と
目
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
智
顔
説
・
潅
頂
撰
と
さ
れ
る
『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』
巻
第
二
は
、

『
提
謂
経
』
の
説
を
引
い
て
、
「
提
謂
波
利
等
間
仏
。
何
不
為
我
説
四
六
戒
。
仏
答
。
五
者
天
下
之
大
数
。
在
天
為
五
星
。
在
地
為
五
縁
。

さ
て
、
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」

（
ａ
）
日
朝
の
伝
と
著
述
に
つ
い（
⑤

（
ｂ
）
朝
師
御
書
見
聞
に
つ
い
て

は
最
古
の
科
文
と
い
わ
れ
る
五
段
の
大
科
に
則
っ
て
、
『
本
尊
抄
』
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う

（
Ｑ
》
）

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
條
）

「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
を
検
す
る
と
様
常
な
問
題
が
存
す
る
が
、

（
”
０
）

日
朝
の
伝
と
著
述
に
つ
い
て
（
○
．
）

。
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討

ｌ
数
法
相
配
釈
に
つ
い
て
Ｉ

１
、
数
法
相
配
釈
に
つ
い
て

既
に

（40）



２
、
空
海
と
数
法
相
配
釈

キ
メ
ム
ノ
ヲ
（
お
）

日
本
に
来
っ
て
の
『
提
謂
経
』
は
、
空
海
の
『
応
し
改
二
定
得
度
者
受
戒
一
官
符
』
中
に
そ
の
名
が
見
え
、
『
十
住
心
論
』
第
二
の
愚
童
持

斎
心
の
解
説
部
分
に
、
「
夫
五
戒
同
雪
一
於
外
書
有
二
五
常
之
教
一
。
．
．
・
・
・
在
し
天
為
一
孟
緯
一
。
在
し
地
為
一
孟
嶽
一
。
。
。
・
・
・
在
し
人

（
お
）

為
一
孟
臓
一
。
在
し
物
為
一
孟
行
一
。
持
レ
之
為
二
五
戒
一
。
」
と
、
『
提
謂
経
』
の
数
法
相
配
釈
を
下
敷
と
し
た
一
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な

お
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
真
言
教
学
は
数
法
相
配
釈
に
よ
っ
て
為
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
数
法
相

配
釈
は
真
言
の
影
響
下
、
特
に
安
然
以
降
の
台
密
諸
家
の
教
学
中
に
混
入
し
て
、
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
一
翼
を
担
う
ま
で
に

（
Ⅳ
）

成
長
す
る
の
で
丸
〃
る
。

（
肥
）

在
人
為
五
臓
。
在
陰
陽
為
五
行
。
在
王
為
五
帝
。
在
世
為
五
徳
。
在
色
為
五
色
。
在
法
為
五
戒
。
」
と
述
べ
、
ま
た
、
『
摩
訶
止
観
』
巻

第
六
上
に
は
、
「
若
深
識
一
世
法
一
即
是
仏
法
。
何
以
故
。
束
一
浸
十
善
一
即
是
五
戒
。
深
知
一
孟
常
五
行
一
義
亦
似
二
五
戒
一
。
：
：
・
・

（
肥
）

五
行
似
二
五
戒
一
。
・
・
・
：
五
経
似
二
五
経
一
。
」
と
説
か
れ
、
さ
ら
に
湛
然
は
か
か
る
一
文
を
『
提
謂
経
』
か
ら
の
援
引
で
あ
る
と

し
て
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
六
之
二
に
、
「
深
識
一
笹
法
一
即
出
世
法
。
。
・
・
・
・
世
即
出
世
。
故
引
二
五
行
五
常
及
十
善
法
一
。

（
Ｍ
）

即
是
五
戒
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
言
二
五
常
似
五
戒
一
者
。
如
一
提
謂
経
中
一
長
者
問
し
仏
。
」
と
注
し
て
い
る
。

中
古
天
台
本
覚
思
想
を
高
揚
す
る
書
物
と
い
わ
れ
、
恵
心
流
の
筆
作
の
中
で
も
初
期
の
著
作
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
『
修
禅
寺
決
』
に

《

は
、
中
古
天
台
で
い
う
典
型
的
な
数
法
相
の
配
釈
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
止
観
』
の
五
略
を
五
仏
・
五
智
に
結
び
つ
け
「
五
略
是

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
條
）

３
、
中
古
天
台
文
献
と
数
法
相
配
釈

(4I)



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
條
）

ノ
〃
全
聖
ス
ノ
プ
ヲ
ク
卜
（
期
）
ノ

秘
教
所
説
。
五
仏
五
智
也
。
」
と
説
き
、
さ
ら
に
五
智
と
五
時
と
を
「
具
二
五
智
奥
徳
一
。
是
名
二
五
時
一
・
」
と
い
い
、
加
え
て
「
仏
智
内

毎
ス
ヲ
チ
ナ
リ
モ

ノ
ユ
タ
ノ
ト

《
チ
（
釦
）

徳
具
二
五
眼
一
即
五
字
。
五
時
亦
五
重
玄
故
。
名
二
仏
智
五
重
玄
一
。
亦
五
眼
即
五
智
也
。
」
と
、
妙
法
五
字
と
五
重
玄
・
五
眼
・
五
智
と
を

（
皿
）

結
び
つ
け
て
の
説
示
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
、
数
法
相
配
釈
は
そ
の
濃
度
を
増
し
、
例
え
ば
『
法
華
肝
要
略
注
秀
句
集
』
・
『
文

（
理
）

句
略
大
綱
私
見
聞
』
等
に
お
い
て
は
、
五
大
・
五
形
・
五
智
・
五
臓
と
妙
法
五
字
、
皮
肉
骨
の
三
と
法
報
応
の
三
身
と
が
結
び
つ
け
ら
れ

て
、
極
め
て
恋
意
的
な
程
ま
で
に
自
由
奔
放
な
相
配
が
、
本
覚
思
想
の
所
産
と
し
て
無
遠
慮
な
ま
で
に
鼠
入
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で

（
鱒
）

あ
る
。

数
法
相
配
釈
の
い
わ
ば
典
拠
と
い
う
べ
き
『
提
謂
経
』
は
、
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
・
『
随
自
意
御
書
』
・
『
戒
法
門
』
等
に
そ
の
列

ス

（
劃
）

名
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
大
石
寺
に
真
蹟
の
現
存
す
る
『
随
自
意
御
書
』
は
、
「
提
謂
経
と
申
経
は
人
天
の
事
を
と
け
り
」
と
。
真
撰
と
見

（
弱
）

て
差
し
支
え
な
い
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
は
、
『
提
謂
経
』
乃
至
『
弘
決
』
の
文
を
恋
意
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
筆
勢
は
全
く
な
く
、

（
郡
）

た
だ
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
を
引
用
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
定
遺
三
巻
続
編
所
収
の
『
戒
法
門
』
は
、
例
え
ば
五
戒
に

つ
い
て
い
え
ば
、
「
三
千
世
界
も
五
戒
を
以
て
作
れ
る
な
り
。
・
・
・
・
・
（
中
略
）
・
・
・
・
・
五
戒
破
れ
て
世
間
の
五
穀
損
す
れ
ば
、

身
の
五
臓
も
よ
は
く
成
り
、
五
神
も
栖
を
失
輪
）
」
等
を
自
由
奔
放
な
展
開
を
試
承
た
上
で
、
「
上
の
五
戒
の
名
目
は
、
提
謂
経
に
出
た

（
認
）

り
。
」
と
、
説
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
雷
）

次
に
、
数
法
相
配
釈
の
見
ら
れ
る
遺
文
を
列
挙
す
る
と
、
前
述
の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
、
真
蹟
の
現
存
す
る
図
録
の
『
戒
之
事
』
、

（
釦
）
（
弧
）
（
鍵
）
（
認
）

真
偽
未
決
と
の
論
の
あ
る
『
総
在
一
念
抄
』
・
『
阿
仏
房
御
書
』
・
『
妙
法
尼
御
前
御
返
事
』
・
『
三
世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃
立
』
、
偽

４
、
日
蓮
遺
文
と
数
法
相
配
釈

（42）



５
、
日
朝
と
数
法
相
配
釈

フ
ハ

ス

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
全
八
巻
中
に
は
「
尋
云
五
大
即
五
行
卜
云
者
如
何
可
二
相
配
一
耶
」
の
項
を
は
じ
め
と
す
る
数
法
相
配

驚
、
九
箇
睡
一
且
っ
て
注
さ
れ
て
い
る
．
今
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
、
主
た
る
も
の
を
淳
る
と
、
豐
大
と
五
行
畠
薑
と
四
大

側
五
大
及
び
五
臓
と
五
智
・
五
仏
性
・
五
果
い
序
品
の
五
瑞
と
六
大
佃
五
大
と
五
尊
仙
四
菩
薩
と
四
大
等
盈
の
相
配
が
確
認
さ

れ
る
。
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
で
い
う
と
こ
ろ
の
典
型
的
な
数
法
相
配
釈
と
、
何
ら
撰
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
と
同
種

ノ
や
”
）

の
も
の
に
「
本
地
垂
迩
口
伝
」
（
『
本
尊
論
資
料
』
所
収
）
の
〈
相
配
事
〉
が
あ
る
。
な
お
筆
者
読
書
範
囲
の
日
朝
関
連
著
作
に
は
、
前

述
の
『
法
華
肝
要
略
注
秀
句
集
』
・
『
文
句
略
大
綱
私
見
聞
』
等
に
有
名
な
、
周
知
の
五
大
・
五
輪
・
五
智
・
五
仏
と
妙
法
五
字
、
皮
肉

り
〆
ハ

ノ

骨
と
法
報
応
の
三
身
、
等
の
相
配
は
見
ら
れ
な
い
。
が
、
し
か
し
、
日
朝
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
我
等
衆
生
五
尺
形
骸
全
体
五
輪
塔
婆
形
貌

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
條
）

（
割
）
（
郷
）
（
釘
）
（
鍋
）

撰
の
『
襄
門
』
・
『
色
心
二
法
抄
』
・
『
一
念
二
法
嘩
・
『
十
如
是
事
』
・
『
此
経
難
持
十
言
秘
訣
』
・
『
成
仏
法
華
肝
心
ロ

（
釣
）
（
㈹
）
（
机
）
（
他
）

伝
身
造
抄
』
・
『
無
作
三
身
口
伝
抄
』
・
『
十
八
円
満
抄
』
・
『
御
義
口
伝
』
等
を
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
遺
文
を
通
観
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
⑩
濃
厚
な
数
法
相
配
釈
の
見
ら
れ
る
遺
文
は
、
偽
書
乃
至
真
偽
未
決
と
の
論

の
あ
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
側
宗
祖
も
一
時
期
、
か
か
る
配
釈
に
か
な
り
の
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
建
長
六
年
に
系
年
さ
れ
る
『
戒
之
事
』
中
に
、
五
戒
を
五
行
・
四
季
・
五
味
・
五
色
・
方
位
・
五
龍
・
五
雲
・
五
仏
・
十
干
十
二

（
網
）

支
・
五
星
・
五
常
に
配
当
し
た
も
の
の
真
蹟
の
断
片
が
、
三
島
本
覚
寺
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
側
宗
祖
は
純
粋
法
華
教
学
を
樹
立
す
る

上
に
お
い
て
、
か
か
る
問
題
は
所
詮
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
初
期
の
遺
文
に
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
最
終
的

に
は
除
去
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
等
で
あ
ろ
う
。
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日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
條
）

（
妬
）
（
碗
）
（
幅
）

也
」
と
の
言
を
見
る
と
、
『
阿
仏
房
御
書
』
・
『
御
義
口
伝
』
等
で
説
示
さ
れ
る
五
大
思
想
に
根
拠
を
置
い
て
、
宝
塔
と
衆
生
と
の
同
等

関
係
を
説
き
、
父
母
所
生
の
肉
身
を
以
て
宝
塔
と
断
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
想
起
さ
せ
る
に
充
分
で
、
か
つ
そ
の
基
調
を
同
じ
う
す
る
も

の
で
は
な
い
か
、
と
案
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

案
じ
ら
れ
る
。

ノ
ハ

（
２
）
日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
中
に
は
、
数
法
相
配
釈
が
色
濃
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
「
我
等
衆
生
五
尺
形
骸
全

ノ

体
五
輪
塔
婆
形
貌
也
」
と
の
言
を
見
る
と
、
『
阿
仏
房
御
書
』
・
『
御
義
口
伝
』
等
と
そ
の
基
調
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
、

（
制
Ｌ
）

ら
れ
た
。

（
⑨
色
）

髪
に
現
在
の
自
己
の
所
信
の
一
端
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
識
者
の
ご
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

極
め
て
荒
い
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
締
め
く
く
り
と
し
て
拙
論
の
要
点
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

宗
祖
も
一
時
期
興
味
を
持
た
れ
た
数
法
相
配
釈
で
は
あ
る
が
、
所
詮
は
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
最
終
的
に
は
斥
け

㈲
む
す
び

へ

了
一

（“）



〔
斗
痙
〕
（
令
Ｌ
〕

（
ワ
】
）

（
、
○
）

（
ん
詮
）

（
↑
⑨
）

（
《
、
）

（
句
Ｉ
）

（
Ｑ
）
）

（
Ｑ
》
）

（
咽
）
伝
全
五
’
九
二

（
四
）
参
－
一
二

ク
ー
一
二

へへへ

171615
嘗一一

へへへへへ

1413121110
ｰｰ曹一ン

参
一
’
一
八
三

田
村
芳
朗
氏
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
（
四
○
三
’
四
七
四
）
、
「
鎌
倉
新
仏
教
と
日
蓮
思
想
」
（
二
八
○
’
二
八
八
『
日
蓮
聖
人
研
究
』

所
収
）
、
日
本
思
想
大
系
９
『
天
台
本
覚
論
』
（
四
七
七
’
五
四
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
拙
稿
は
か
か
る
論
稿
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ

文
が
あ
る
。

注
（
９
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

仏
書
解
説
大
辞
典
七
巻
（
五
一

大
正
蔵
経
三
三
’
二
六
○
今

〃
四
六
’
七
七
（
中
）

〃
〃
’
三
四
一
令 へ

下
へ一

下
-

る
。

弘
全
五
’
五
五
一九

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
條
）

拙
稿
「
朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
１
１
安
国
論
私
抄
に
つ
い
て
ｌ
」
（
一
九
’
二
一
『
棲
神
』
五
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
（
７
）
の
二
一
’
二
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿
「
朝
師
御
窃
見
聞
の
一
考
察
１
１
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
に
つ
い
て
ｌ
」
（
三
八
二
’
三
八
三
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
二
’
一
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
六
巻
三
一
二

〃
″
三
三
八

〃
″
三
七
八

宗
全
一
五
巻
「
例
言
」
（
五
’
六
）
及
び
宗
全
一
六
巻
（
三
七
八
）
の
末
注
「
編
者
云
ク
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

啓
蒙
等
が
い
う
「
別
本
朝
抄
」
の
問
題
は
後
日
に
譲
る
も
の
と
す
る
。

定
遺
七
二
一

曹

,-ノ三
一、

ま
た
、
三
四
二
（
上
）
に
も
「
故
提
謂
経
云
・
・
・
・
・
」
・
「
又
与
二
提
謂
一
対
義
・
・
・
・
・
」
と
の
一

を
、
ま
た
、
牧
田
諦
亮
氏
『
疑
経
の
研
究
』
（
一
四
八
’
二
二
）
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。
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へへへへ

232221"
一誉一一

へへ

2524
ｰｰ

へへへへへへへへへ

343332313029282726
曹一嘗嘗シレーー軍

へへへへへへ

403938373635
ｰｰゞ一一一

台
本
覚
論
』
（

定
遺
一
六
一
○

〃
’
二
九
三

大
日
本
仏
教
全
書
一
八
’
一
六
二
、
な
お
法
華
経
方
便
品
の
三
如
是
を
報
法
応
の
三
身
に
配
当
し
て
い
る
箇
所
（
四
六
）
等
も
あ
る
。

浅
井
要
麟
氏
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
（
三
一
五
’
三
三
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
中
古
天
台
文
献
の
成
立
年
代
の
表
が
、
前
掲
の
『
天

台
本
覚
論
』
（
五
四
○
’
五
四
一
）
に
あ
る
。

定
遺
三

本
番
は
偽
書
・
疑
雷
（
真
偽
未
決
）
説
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
録
内
（
三
九
）
に
編
入
さ
れ
、
か
つ
『
祐
師
目
録
』
（
定
遺
二
七
三
八
）
、
日

全
の
『
法
華
問
答
正
義
抄
』
（
一
六
巻
二
左
〈
写
本
立
正
大
学
図
譜
館
蔵
〉
）
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
の
で
、
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

も
の
で
あ
る
。

定
遺
一
九
四
七

″
二
○
三
四

〃
一
六
九
七

注
（
”
）
。
（
記
）
参
照
、

″
’
’
一
二
二
ハ

〃
一
九

〃
一
九

〃
二
二

〃
八
五

〃
一
一

〃
一
五

〃
一
六

一
九

一一 一
九

〃
二
○
三
○

″
二
○
六
九

〃
二
一
○
四
・
二
一
○
七
’
八

〃
二
一
一
二

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
條
）

四
二

一
一
一
一
一
一
一
一

四
五

一
五
二
七

四
一
’
一
九
四
二

な
お
本
書
は
五
戒
・
五
山
・
五
色
・
五
味
・
五
方
・
五
体
・
五
臓
・
五
根
・
五
智
等
な
の
数
法
相
配
釈
に
終
始
し
た

（46）



〈
追
記
〉

（
１
）
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遺
、
『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
は
宗
全
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
は
伝
全
、

『
弘
法
大
師
全
集
』
は
弘
全
、
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

（
２
）
拙
論
は
去
る
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
八
日
（
金
）
・
二
十
九
日
（
土
）
立
正
大
学
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
た
、
第
三
十
六
回
日
蓮
宗
教
学
研
究

発
表
大
会
の
と
き
、
「
朝
師
御
書
見
聞
」
考
Ｉ
本
尊
抄
私
記
・
同
見
聞
に
つ
い
て
ｌ
と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
の
一
部
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。

へへへへへへへへ

4847464544434241
ｰｰ嘗一一軍軍曹

宗
全
一
六
巻
二
八
一

注
（
瓢
）
参
照

注
（
妃
）
参
照

ク
ニ
六
一
五
・
二
六
二
○

『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻

宗
全
一
六
巻
一
三
八
・
一
四
○
・

六
四
’
六
六

〃
二
一
四
一

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
肘
（
中
條
）

（
三
四
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
九
一
・
二
一
七
・
二
八
○
・
二
八
一
・
二
八
二
・
三
二
九
・
三
五
二

（47）



§
）

年
の
こ
と
で
あ
る
。

「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
、
仏
使
の
使
命
を
果
す
べ
く
、
不
惜
身
命
の
生
涯
を
貫
き
通
し
、
迫
害
法
難
の
法
華
経
色
読
を
体
験
さ
れ

た
あ
と
、
晩
年
を
静
か
に
す
ご
し
た
日
蓮
聖
人
も
、
い
よ
い
よ
入
滅
の
時
期
が
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
。
身
延
山
で
の
八
年
四
か
月
は
聖
人
の

生
涯
に
と
っ
て
、
最
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
推
察
に
堅
い
も
の
が
あ
る
。

弘
安
五
年
の
夏
は
、
聖
人
に
と
っ
て
今
生
岐
後
の
思
い
出
と
な
ら
れ
た
一
時
期
で
あ
っ
た
。
身
延
山
で
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
寂
な
境

界
も
、
す
で
に
終
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
は
北
条
時
宗
が
円
覚
寺
を
創
建
し
、
戦
没
者
を
供
養
し
て
、
無
学
祖

Ｔ
）

元
を
開
山
と
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
聖
人
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
世
を
去
っ
た
人
の
中
に
は
、
東
大
寺
別
当
を
歴
任
し
た
定
済

が
、
聖
人
よ
り
十
日
前
の
十
月
三
日
に
遷
化
し
て
お
り
、
ま
た
台
密
の
人
で
『
悉
曇
正
音
義
』
の
著
者
と
し
て
名
高
い
極
楽
房
承
澄
は
、

聖
人
よ
り
九
日
遅
れ
て
、
十
月
二
十
二
日
に
遷
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
年
の
十
二
月
に
は
、
興
福
寺
の
僧
徒
ら
が
強
訴
を
行
う
な

（
⑪
色
）

ど
、
多
様
な
動
き
の
中
で
明
け
暮
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
徒
然
草
』
で
著
名
な
卜
部
兼
好
が
誕
生
し
た
の
は
、
つ
い
こ
の
翌

西
谷
の
聖
人
は
、
昨
秋
新
装
成
っ
た
久
遠
寺
妙
法
華
院
で
、
病
身
を
推
し
な
が
ら
、
門
下
檀
越
の
教
化
に
力
を
注
い
で
い
た
。
し
か
し

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人

一

、

上
田
本
昌

（49）



身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

筆
を
執
る
こ
と
が
次
第
に
困
難
と
な
り
、
書
簡
等
の
数
も
こ
の
時
期
激
減
し
て
い
る
。
即
ち
、
三
月
中
旬
頃
か
ら
八
月
の
中
旬
に
至
る
ま

で
、
五
か
月
間
は
、
他
の
月
に
例
を
象
な
い
程
、
ほ
と
ん
ど
筆
を
執
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
四
月
十
三
日
付
の
断
簡
一
通

で
）

が
承
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
「
あ
な
が
ち
に
申
さ
せ
給
へ
」
と
い
う
一
紙
は
、
大
阪
の
正
法
寺
に
真
蹟
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
「
人
を
御

返
事
」
と
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
特
定
の
個
人
宛
で
は
な
く
、
複
数
の
対
告
衆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
い
筆
を
敢
て
執
る
に
至

っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
檀
越
に
対
し
あ
な
が
ち
に
申
し
伝
え
て
お
く
べ
き
必
要
を
感
じ
、
病
身
を
顧
り
承
ず
執
筆
し
た
も
の
と
い

必
え
』
‐
生
月
も

こ
の
間
、
各
地
の
門
下
・
檀
越
か
ら
、
病
状
を
気
過
っ
て
な
に
く
れ
と
な
く
見
舞
い
の
来
訪
が
あ
り
、
ご
供
養
も
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
が
、
い
つ
も
な
ら
必
ず
記
し
て
い
た
「
ご
返
事
」
を
、
必
要
や
む
を
え
な
い
も
の
以
外
は
、
全
く
書
い
て
い
な
い
点
か
ら
承
て
、

病
状
の
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

春
を
送
り
、
夏
を
迎
え
て
、
初
秋
に
至
り
、
わ
ず
か
に
気
力
を
得
ら
れ
た
頃
、
上
野
殿
か
ら
使
者
が
や
っ
て
き
た
。
屋
形
造
り
を
行
っ

た
の
で
、
棟
札
を
聖
人
に
依
頼
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
御
返
事
が
八
月
十
八
日
付
で
記
さ
れ
て
い
る
。
延
山
本
の
写
本
が
伝
わ
っ

て
い
る
が
、
縮
冊
遺
文
で
は
建
治
元
年
に
配
し
て
い
る
。
或
い
は
重
い
病
状
か
ら
推
し
て
、
こ
の
頃
に
配
す
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
か

と
考
え
、
建
治
元
年
に
当
て
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
『
境
妙
庵
御
書
目
録
』
の
中
で
も
、
本
書
を
次
の
身
延
山
御

書
と
倶
に
、
弘
安
五
年
の
八
月
に
配
当
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
書
だ
け
で
考
え
る
よ
り
も
、
同
月
二
十
一
日
付
と
な

っ
て
い
る
次
の
『
身
延
山
御
書
』
と
関
連
を
持
ち
な
が
ら
、
考
察
し
て
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
つ
り
わ
た
ま
し
シ
シ
ノ
リ
キ

さ
て
、
こ
の
上
野
殿
御
書
に
よ
れ
ば
、
「
屋
形
造
之
由
目
出
度
こ
そ
候
へ
。
何
か
参
候
て
移
従
申
候
は
ぱ
や
。
一
棟
札
事
承
候
。
書
候

ま
い
ら
（
５
）

て
此
伯
耆
公
に
進
せ
侯
。
」
と
あ
る
。
家
屋
の
建
造
を
お
祝
い
す
る
と
同
時
に
、
い
つ
か
折
り
を
み
て
お
伺
い
し
よ
う
と
し
て
い
た
意
志

（”）



の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
移
従
」
は
「
渡
座
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
、
転
居
・
転
宅
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
新
建
造
を
機
会

を
ゑ
て
訪
問
し
た
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
希
望
を
そ
の
ま
ま
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

依
頼
の
あ
っ
た
棟
札
を
、
伯
耆
公
に
托
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
富
士
方
面
で
活
躍
し
て
い
た
日
興
が
使
者
と
し
て
、
こ
れ
を
届

シ
ク

シ
メ

け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
末
文
に
は
「
委
は
此
御
房
に
申
含
て
候
・
」
と
あ
る
の
で
、
法
門
に
関
す
る
詳
細
は
と
て
も
体
力
的
に
も
書
き
尽

し
難
い
の
で
、
伯
耆
公
御
房
に
お
尋
ね
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
で
わ
か
る
こ
と
は
、
日
興
ら
の
主
な
弟
子
ら
は
、
折
り
折
り
に
西
谷
を
訪
れ
聖
人
の
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
、
法
門
に
つ
い
て
の

教
化
に
浴
し
、
さ
ら
に
檀
越
へ
の
弘
法
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
使
者
と
し
て
の
役
目
も
果
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
必
ず
し
も
日
興
の

ゑ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
富
士
と
い
う
身
延
と
近
い
所
に
教
線
を
持
っ
て
い
た
日
興
に
し
て
み
る
と
、
他
の
弟
子
等
よ
り
往
復
は

便
利
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
西
谷
へ
の
出
入
り
も
数
し
げ
く
で
き
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
上
野
氏
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
信
仰
上
も
深
く
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
後
年
、
聖
人
滅
後
、
波
木
井
氏
が
身
延
の
山

主
に
日
向
を
推
戴
し
た
こ
と
か
ら
、
日
興
は
下
山
し
て
富
士
に
退
い
た
が
、
上
野
氏
は
一
寺
を
建
立
し
、
日
興
を
迎
え
て
大
石
寺
と
称
し

た
程
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
日
興
を
使
者
と
し
、
依
頼
の
あ
っ
た
棟
札
を
持
た
せ
た
。
聖
人
の
代
理
と
し
て
、
又
は
使
者
と
し
て
弟
子
達

が
、
病
身
の
聖
人
を
補
佐
し
な
が
ら
、
教
化
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

（
昼
Ｕ
）

尚
、
本
書
に
つ
い
て
は
真
蹟
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
廷
山
本
の
写
本
が
あ
り
、
一
説
に
は
系
年
を
建
治
元
年
に
配
し
て
い
る
。

さ
て
、
八
月
も
下
旬
に
入
っ
た
二
十
一
日
に
、
聖
人
は
『
身
延
山
御
書
』
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
書
は
入
滅
前
五
十
余
日
の
執
筆
と
い

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

一
一
、

（”）



身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

う
こ
と
に
な
る
。
現
存
の
遺
文
中
で
は
、
最
後
の
部
に
属
す
る
書
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
真
蹟
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
京
都
妙
伝
寺

に
日
意
の
写
本
が
あ
り
、
平
賀
本
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
聖
人
滅
後
百
年
頃
に
集
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
録
内
御
書
』
に
早
く
も
収

め
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
文
献
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

古
来
、
こ
の
御
書
は
建
治
元
年
八
月
廿
一
日
の
述
作
で
あ
る
と
す
る
説
と
、
弘
安
五
年
と
す
る
説
と
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
日
諦
の
『
祖

（
句
Ｊ
）
（
。
⑨
）

書
目
次
』
に
は
「
身
延
記
」
と
あ
り
、
日
明
の
『
祖
書
目
次
』
に
は
「
身
延
山
記
」
と
あ
っ
て
、
共
に
建
治
元
年
の
部
に
配
し
て
い
る
。

（
９
）

ま
た
日
騰
の
『
新
定
祖
書
目
録
孜
異
』
に
も
「
身
延
山
記
」
と
し
て
建
治
元
年
に
当
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
日
通
の
『
境
妙
庵
御
書
目

録
』
で
は
、
「
身
延
山
抄
」
と
し
て
、
弘
安
五
年
に
し
て
い
る
。
近
年
鈴
木
一
成
教
授
は
、
こ
の
弘
安
五
年
と
す
る
立
場
を
支
持
し
、
身

（
ｍ
）

延
霊
山
説
の
展
開
に
ふ
れ
な
が
ら
、
そ
の
完
成
し
た
御
書
と
す
る
見
方
を
し
て
い
る
。

キ

「
誠
に
身
延
山
之
栖
は
、
ち
は
や
ふ
る
神
も
め
ぐ
み
を
垂
れ
天
下
り
ま
し
ま
す
ら
ん
。
無
し
心
し
づ
の
男
し
づ
の
女
ま
で
も
心
を
留
め

と
い
う
名
文
に
よ
っ
て
始
ま
る
こ
の
御
書
は
、
そ
の
文
学
的
表
現
上
か
ら
い
っ
て
も
、
わ
が
国
の
古
典
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
、
高
く

評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

へ

「
か
入
る
卿
な
れ
ば
、
庵
の
内
に
は
昼
は
終
日
に
一
乗
妙
典
の
御
法
を
論
談
し
、
夜
は
寛
夜
要
文
調
持
の
声
の
み
す
。
伝
聞
く
釈
尊
の

ｒ
、
ヒ

キ

住
給
け
ん
鷲
峰
を
我
朝
此
翻
に
移
し
置
ぬ
。
」

と
あ
り
、
法
華
経
の
読
諦
・
解
説
が
昼
夜
を
わ
か
た
ず
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
入
山
以
来
ひ
た
す
ら
に
門
下
の
教
育
、
檀

越
の
教
化
を
実
施
さ
れ
て
き
た
聖
人
の
九
年
間
が
、
最
も
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
一
文
と
い
え
よ
う
。
晩
年
の
こ
の
頃
は
、
特
に
病
身
で
、

起
居
も
思
う
よ
う
に
ま
か
せ
ぬ
面
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
気
分
の
よ
い
時
は
、
少
し
の
間
も
論
談
・
諦
持
の
日
課
を
欠
か
せ

（
ｕ
）

ぬ
く
し
Ｏ
」

（”）



寿
量
品
に
「
常
住
し
此
説
し
法
、
我
常
住
二
於
此
こ
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
時
我
及
衆
僧
、
倶
出
一
霊
鷲
山
一
、
我
時
語
二
衆
生
一
、
常
在
し
此
不
し

（
Ｍ
）

減
」
と
あ
る
霊
鷲
山
は
、
「
我
朝
此
砲
り
」
即
ち
身
延
山
た
る
こ
と
を
証
得
さ
れ
た
聖
人
の
心
境
は
、
ま
さ
に
円
熟
の
境
界
に
入
ら
れ
た

宗
教
者
の
独
自
な
領
域
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
身
延
山
御
書
』
は
そ
う
し
た
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
詮
な
す
こ
命
）

と
が
で
き
る
。
鈴
木
一
成
教
授
も
ま
た
「
身
延
霊
山
説
」
が
、
最
も
高
ま
っ
た
時
期
の
作
と
家
な
し
、
弘
安
五
年
説
を
支
持
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
面
に
お
い
て
聖
人
の
健
康
状
態
か
ら
推
し
て
桑
る
と
き
、
一
抹
の
疑
点
が
残
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
頃
病

状
が
悪
化
し
、
ほ
と
ん
ど
二
月
以
降
筆
を
と
っ
て
お
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
二
月
廿
八
日
に
『
法
華
証
明
紗
』
九
紙
を
著

述
さ
れ
た
あ
と
は
、
三
月
上
旬
に
『
莚
三
枚
御
書
』
四
紙
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
前
書
の
八
月
十
八
日
の
『
上
野
殿
御
書
』
ま
で
約
五
か

月
間
、
絶
え
て
書
簡
を
出
し
て
い
な
い
。
在
山
中
に
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
は
事
情
が
許
す
限
り
に
お
い
て
、

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

ず
、
励
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

へ

。
。
、
ヒ

キ

し
た
が
っ
て
、
聖
人
に
と
り
身
延
山
は
、
「
伝
聞
く
釈
尊
の
住
給
け
ん
鷲
峰
を
我
朝
此
卿
に
移
し
置
ぬ
。
」
と
い
う
実
感
と
し
て
、
受

け
と
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
ん
に
観
念
的
な
霊
鷲
山
と
い
う
の
で
は
な
く
、
法
華
経
を
色
読
体
験
さ
れ
た
よ
う
に
、

鷲
峰
山
を
肌
で
感
じ
と
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

法
華
経
の
行
者
の
住
処
を
、
浄
土
と
思
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
聖
人
の
立
場
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
昼
夜
に
霊
山
へ
往
詣
し
恥
）
三
仏

（
鯛
）

の
顔
貌
を
拝
見
す
る
と
い
う
宗
教
的
な
観
点
か
ら
考
え
て
も
、
本
師
釈
尊
常
住
の
浄
土
た
る
鷲
峰
を
、
こ
の
身
延
の
峰
に
移
し
置
い
た
も

の
と
す
る
聖
人
の
立
場
は
、
ま
さ
に
末
法
仏
使
と
し
て
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
聖
人
の
純
粋
な
法
華

経
体
験
か
ら
生
れ
た
「
霊
鷲
山
即
身
延
山
」
と
い
う
考
え
は
、
時
空
を
越
え
た
宗
教
の
世
界
に
お
け
る
一
つ
の
開
悟
で
あ
る
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
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身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

檀
越
へ
の
謹
簡
を
記
し
、
文
書
に
よ
る
教
化
を
絶
や
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
五
か
月
も
の
間
、
一
番
も
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
い
か
に
病
状
が
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
こ
の
期
間
を
除
い
て
他
に
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
こ
の
御
書
の
前
後
は
、
す
べ
て
短
文
で
あ
り
、
三
月
の
『
莚
三
枚
御
書
』
は
四
紙
で
あ
り
、
前
書
の
『
上
野
殿
御
書
』
も
、
こ
れ
と

ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
ま
た
す
ぐ
後
の
『
波
木
井
殿
御
報
』
も
同
様
の
短
文
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
に
は
さ
ま
っ
て
、
本
書
は
約
八
～
九
倍

ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
ま
た
｛

の
長
さ
に
わ
た
っ
て
い
る
。

も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
前
書
は
棟
判

る
御
礼
で
、
し
か
も
代
筆
で
あ
る
。

シ
メ

前
書
『
上
野
殿
御
書
』
の
項
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
末
文
が
「
委
は
此
御
房
に
申
含
て
候
」
と
あ
る
点
か
ら
ゑ
て
も
、
詳
し
く
述
べ
た

い
が
病
身
の
た
め
、
伯
耆
公
に
詳
細
は
申
し
て
あ
る
の
で
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た

ら
、
そ
の
同
じ
月
、
わ
ず
か
三
日
後
に
、
比
較
的
長
文
の
御
書
が
記
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
余
程
に
気
分
が
勝
れ
て
い
た
日
で
あ
っ
た
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
書
の
前
後
の
御
書
は
、
そ
の
上
、
必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
ど
う
し
て
も
記
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
前
書
は
棟
札
を
依
頼
さ
れ
て
、
こ
と
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
後
書
は
波
木
井
公
に
対
す

ラ

〃
上
（
確
岬
）

仏
に
成
ん
事
不
レ
可
し
有
し
疑
。
」

と
述
べ
て
、
信
心
為
本
の
立
場

信
心
為
本
の
立
場
を

こ
う
し
た
諸
点
か
ら
考
え
る
と
、
必
ず
し
も
病
身
を
押
し
て
、
こ
こ
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
必
然
性
の

問
題
も
出
て
く
る
。
果
し
て
そ
の
必
用
性
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
或
い
は
も
う
少
し
前
に
、
病
状
の
軽

い
頃
の
作
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
も
推
察
で
き
よ
う
。
そ
う
な
れ
ば
一
層
納
得
の
い
く
自
然
な
理
解
を
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ラ
シ
こ

う

「
た
の
し
く
し
て
若
干
の
財
を
布
施
す
と
も
、
信
心
よ
は
く
ぱ
仏
に
成
ん
事
難
レ
叶
・
縦
ひ
貧
な
り
と
も
信
心
強
し
て
志
深
か
ら
ん
は

明
示
し
、
も
っ
て
一
抄
の
結
論
へ
導
き
入
れ
て
い
る
。
「
志
深
か
ら
ん
は
」
と
あ
り
、
「
志
」
を
重
視

（54）



し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
建
治
二
年
の
述
作
た
る
『
事
理
供
養
御
書
』
で
、
す
で
に
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
が
凡
夫
に
と
っ
て
は
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
わ
た
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
「
帰
命
」
の
説
明
を
す
る
中
で
、
聖
賢
は
「
命
を
仏
に
ま
い
ら
せ
て
仏
に
は

（
Ⅳ
）
上

な
り
侯
な
り
」
と
不
惜
身
命
の
信
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
「
此
等
は
賢
人
聖
人
の
事
な
れ
ば
我
等
は
叶
が
た
き
事
に
て
候
」
と
正
像
二
時

代
の
賢
聖
の
立
場
と
、
わ
れ
ら
末
法
の
衆
生
と
の
立
場
を
あ
げ
、
末
世
凡
夫
の
叶
ひ
が
た
き
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。ス

そ
れ
で
は
末
世
の
衆
生
は
何
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
の
か
と
い
う
に
、
「
た
だ
し
仏
に
成
り
候
事
は
、
凡
夫
は
志
ざ
し
と
申
文
字
を
心
へ

て
仏
に
な
り
候
な
り
。
」
と
あ
る
。
「
志
ざ
し
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、

ツ

「
委
細
に
か
ん
が
へ
て
侯
へ
ぱ
、
観
心
の
法
門
な
り
、
観
心
の
法
門
と
申
ス
は
な
に
事
ぞ
と
た
づ
ね
候
へ
ぱ
、
た
壁
一
き
て
候
衣
を
法

華
経
に
ま
い
ら
せ
侯
が
、
身
の
か
わ
を
は
ぐ
に
て
候
ぞ
。
飢
た
る
世
に
、
こ
れ
は
な
し
て
は
、
け
う
の
命
を
つ
ぐ
べ
き
物
も
な
き

に
、
た
だ
ひ
と
つ
候
御
料
を
仏
に
ま
い
ら
せ
候
が
、
身
命
を
仏
に
ま
い
ら
せ
侯
に
て
候
ぞ
。
こ
れ
は
薬
王
の
ひ
ぢ
を
や
き
、
雪
山
童

子
の
身
を
鬼
に
た
び
て
候
に
も
あ
い
を
と
ら
ぬ
功
徳
に
て
候
」

と
あ
る
ご
と
く
、
成
仏
の
要
件
は
凡
夫
の
「
志
ざ
し
」
に
あ
る
と
し
、
そ
の
「
志
ざ
し
」
は
「
観
心
」
の
法
門
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は

た
っ
た
一
つ
の
衣
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
仏
に
奉
る
と
い
う
精
神
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
を
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
純
粋
な

「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
心
は
薬
王
菩
薩
が
、
己
の
肱
を
と
も
し
て
仏
に
奉
っ
た
と
い
う
行
為
に
劣
ら
ぬ
功
徳
を
も
っ
た
も
の

「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
で
あ
っ
て
、
声
‐

『
身
延
山
御
書
』
に
お
け
る
「
志
深
か
ら
ん
」
と
い
う
場
も
、
全
く
同
様
で
あ
っ
て
、
供
養
す
る
物
の
多
少
・
大
小
に
は
こ
だ
わ
ら

ず
、
そ
の
時
の
供
養
す
る
者
が
、
ど
の
よ
う
な
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
を
持
っ
て
供
養
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
、
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
が
か
か
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
御
書
』
で
は
、
こ
の
文
の
あ
と
に
、
無
勝
・
徳
勝
の
例
を
あ
げ
、
土
の
餅
を
仏
に
供
養
し
、
そ
の
功

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

（
肥
）

と
し
て
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
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身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

徳
に
よ
っ
て
阿
育
大
王
と
生
れ
、
つ
い
に
菩
提
を
と
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
記
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
末
文
に
、

「
観
念
の
淋
の
上
に
夢
を
結
べ
ば
、
妻
恋
鹿
の
音
に
目
を
さ
ま
し
、
我
身
の
内
に
三
諦
即
二
心
三
観
の
月
曇
り
無
く
澄
け
る
を
、
無

ル

ヒ

明
深
重
の
雲
引
覆
つ
つ
、
昔
よ
り
今
に
至
ま
で
生
死
の
九
界
に
輪
廻
す
る
事
、
此
嗣
に
し
ら
れ
つ
つ
自
か
く
ぞ
思
つ
づ
け
け
る
。
立

（
贈
）

わ
た
る
身
の
う
き
雲
も
晴
ぬ
く
し
た
え
ぬ
御
法
の
鷲
の
山
風
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
冒
頭
の
一
文
と
共
通
し
た
一
面
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
や
や
理
観
の
ま
さ
っ
た
趣
も
あ
り
、
台
家
の
流
れ
に
添
っ
た
表
現

と
な
っ
て
い
る
点
、
い
さ
さ
か
疑
問
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
妻
恋
鹿
の
音
に
目
を
さ
ま
し
」
と
い
う
の
は
、
身
延
山

に
野
生
の
鹿
が
多
く
、
現
在
で
も
時
折
り
民
家
の
近
く
に
現
れ
、
た
ま
に
軒
先
を
通
っ
て
餌
を
求
め
て
く
る
こ
と
も
あ
る
程
で
あ
る
。
日

本
に
古
く
か
ら
棲
息
し
て
い
る
一
一
ホ
ン
ジ
ヵ
は
、
肩
の
高
さ
が
八
一
乃
至
九
十
セ
ン
チ
位
で
、
夏
毛
は
ク
リ
色
で
、
美
し
い
白
斑
を
持
っ

て
い
る
が
、
冬
毛
は
暗
褐
色
で
無
避
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
尻
に
は
夏
冬
を
と
わ
ず
白
避
が
顕
著
に
あ
り
、
主
と
し
て
森
林

に
群
生
し
、
十
月
か
ら
十
一
月
頃
、
交
尾
期
に
入
る
と
さ
れ
、
こ
の
頃
は
「
ミ
ュ
ー
、
ミ
ュ
ー
」
と
い
っ
た
声
で
盛
ん
に
鳴
く
と
も
い
わ

（
釦
）

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
妻
を
恋
う
鹿
の
声
に
目
を
覚
ま
し
た
と
い
う
一
文
が
実
写
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
『
身
延
山
御
書
』
の
成
立

レ

は
、
十
月
頃
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
ま
た
最
初
の
部
分
「
哀
を
催
す
秋
の
幕
」
と
述
べ
、
「
草
の
庵
に
露
深
く
」
「
紅
葉
い
つ

し
か
色
深
し
て
」
と
い
っ
た
描
写
か
ら
し
て
、
秋
も
深
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
頃
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

俳
譜
で
は
旧
暦
を
依
所
と
し
て
季
節
を
分
け
て
い
る
の
で
、
「
秋
」
の
部
と
い
え
ば
、
八
月
七
日
頃
の
「
立
秋
」
以
降
は
、
す
べ
て
秋

季
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
現
代
で
は
八
月
が
夏
の
真
盛
り
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
暦
や
俳
句
の
季
語
で
は
、
立
秋
以
後
は

「
残
暑
」
で
あ
り
、
「
初
秋
」
の
候
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
「
鹿
の
音
」
や
「
秋
の
暮
」
「
露
深
く
」
「
紅
葉

・
色
深
し
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
は
、
や
は
り
秋
の
深
ま
り
を
覚
え
さ
せ
る
に
充
分
な
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。
「
初
秋
」
の
域
を
越
え
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こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
身
延
山
御
書
』
は
文
中
の
季
節
感
か
ら
推
し
て
、
仲
秋
頃
の
執
筆
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
も
考
え
ら
れ

よ
う
。
も
し
こ
の
推
察
に
立
つ
と
す
れ
ば
、
本
書
の
成
立
は
、
弘
安
五
年
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
仲
秋
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
一

説
に
建
治
元
年
と
す
る
系
年
も
あ
る
が
、
あ
る
い
は
そ
の
頃
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
え
て
も
う
一
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
ゑ
る
な
ら
ば
、
右
の
自
然
描
写
に
続
い
て
、

「
か
か
る
卿
な
れ
ば
、
庵
の
内
に
は
昼
は
終
日
に
一
乗
妙
典
の
御
法
を
論
談
し
、
夜
は
寛
夜
要
文
調
持
の
声
の
ゑ
す
。
」

と
あ
る
一
文
か
ら
考
え
る
と
き
、
弘
安
五
年
の
八
月
は
、
聖
人
の
病
状
が
重
く
な
り
、
と
て
も
来
る
べ
き
冬
は
、
身
延
の
厳
し
い
寒
波
に

耐
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
憂
慮
さ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
健
康
な
日
常
、
叉
は
健
康
に
近
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
終
日
の
論
談
も

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

き
た
感
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。

た
「
仲
秋
」
か
ら
「
晩
秋
」
の
頃
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

西
谷
の
御
草
庵
は
鵬
取
山
の
根
元
で
あ
り
、
特
に
夏
が
短
か
く
、
秋
が
早
や
足
で
訪
れ
て
来
て
い
た
と
し
て
も
、
な
お
か
つ
右
の
語
句

か
ら
推
す
と
、
八
月
二
十
一
日
の
執
筆
と
し
て
は
、
や
や
季
節
的
に
み
て
多
少
問
題
が
残
り
そ
う
な
気
配
が
し
な
い
で
も
な
い
。
「
梢
に

一
乗
の
蕊
ぞ
結
び
」
と
い
う
表
現
か
ら
い
っ
て
も
、
「
実
相
真
如
の
月
浮
び
」
「
法
性
の
空
に
雲
も
な
し
」
と
い
う
記
述
か
ら
い
っ
て
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
必
ず
し
も
実
写
で
は
な
く
、
警
嶮
的
．
ま
た
は
象
徴
的
に
、
教
理
を
あ
て
は
め
つ
つ
、
文
学
的
な
表
現
を
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
文
一
句
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
下
枝
に
鳴
く
蝉
の
音
滋
く
」
「
湯
湯
た
る
流
水
湛
て
」

と
い
っ
た
表
現
に
は
、
写
実
的
な
実
感
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
場
合
の
蝉
は
、
も
ち
ろ
ん
「
秋
蝉
」
で
あ
る
が
、
身
延
山
で
は
現
在
、
九
月
の
下
旬
頃
ま
で
秋
蝉
の
鳴
く
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
。
油
蝉
・
法
師
蝉
か
ら
始
っ
て
、
鯛
に
至
る
ま
で
、
身
延
で
は
何
種
類
か
の
蝉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
蝿
が
鳴
く
と
秋
も
進
ん
で
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身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

夜
も
す
が
ら
の
読
諦
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
果
し
て
こ
の
時
期
、
こ
う
し
た
昼
夜
を
わ
か
た
ぬ
講
説
・
諦
持
が
で
き
る
状

態
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
気
が
か
り
な
点
で
も
あ
る
。
翌
九
月
八
日
身
延
を
下
山
さ
れ
た
聖
人
は
、
同
月
十
八
日
に
池
上
へ
到
着
さ
れ
て

い
る
が
、
旅
の
疲
れ
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
直
接
筆
を
執
ら
れ
る
元
気
さ
え
も
な
い
程
に
病
弱
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

病
状
の
こ
の
時
期
、
ど
う
し
て
も
筆
を
執
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
人
以
外
の
書
状
は
、
す
べ
て
休
ん
で
お
ら
れ
た
聖
人
が
、
敢
て
こ
の
病

状
の
時
期
に
、
比
較
的
長
文
の
本
書
を
執
筆
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
も
出
て
こ
よ
う
。

弘
安
五
年
よ
り
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
の
方
が
、
あ
る
い
は
自
然
の
考
え
方
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
九
月
に
入
っ
た
聖
人
は
、
病
状
ま
す
ま
す
進
承
、
門
下
や
檀
越
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
常
陸
の
湯
へ
治
療
を
か
ね
、
静
養
に
出
か

け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
聖
人
自
身
の
記
述
は
な
い
が
、
身
延
日
朝
の
『
元
祖
化
導
記
』
に
よ
れ
ば
、
或
記
に
云
く
と
し
て
、

ノ
ヲ
テ
《

ノ
ニ

ノ

「
弘
安
五
年
壬
午
九
月
八
日
午
刻
身
延
沢
出
御
有
其
日
下
山
兵
衛
四
郎
所
一
宿
、
九
日
大
井
庄
司
入
道
、
十
日
曽
根
次
郎
、
十
一
日
黒

セ
キ
モ
ト

ノ
二

駒
、
十
二
日
河
口
、
十
三
日
ク
レ
ジ
、
十
四
日
竹
下
、
十
五
日
関
下
、
十
六
日
平
塚
、
十
七
日
瀬
野
、
十
八
日
午
尅
武
蔵
国
荏
原
郡

駒
、
十
二
日
河
口
、
十
三

と
身
延
か
ら
池
上
ま
で
の
道
程
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
別
頭
統
記
』
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
を
も
っ
て
聖
人
の
身
延
下
山
か
ら
池
上
ま

で
の
コ
ー
ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
即
ち
、

テ
ニ
シ
ヲ

カ
ニ

ノ

ノ

ノ

ノ
ナ
ル

「
九
月
八
日
午
斉
烟
罷
既
発
二
身
延
一
舎
二
子
下
山
兵
庫
舘
一
九
日
大
井
荘
司
十
日
曽
根
某
十
一
日
黒
駒
某
十
二
日
河
口
上
房
者
十
三
日
呉

地
遠
山
氏
、
十
四
日
駿
州
竹
下
鈴
木
氏
十
五
日
相
州
関
本
下
田
氏
蕊
大
土
製
込
榔
苧
別
室
鍵
鯉
鑑
篭
篭
之
雨
路
乳
一
旧

ノ

ノ

ノ

”
一
玉
上
武
（
皿
）

千
束
郷
池
上
村
着
了
。
」

一

一

一

、
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ワ

ヲ

ノ
ワ
カ

ヲ

シ
テ
ニ
タ
リ

ノ

好
一
暗
告
二
長
訣
一
結
一
最
後
因
一
受
一
乏
供
養
一
示
一
乏
法
要
一
諸
子
侍
レ
駕
粛
盈
如
、
十
六
日
平
塚
駅
長
谷
氏
出
迎
一
族
相
会
高
祖
説
法
論

メ

ト

シ

導
信
伏
受
戒
若
干
人
鶴
若
太
夫
藤
次
等
亦
改
レ
宗
是
地
為
し
寺
今
之
松
雲
山
要
法
寺
是
也
、
長
谷
川
鶴
若
迄
し
今
繁
盛
為
一
等
之
檀
越
一
、

ノ

シ
テ
ワ

（
錘
）

十
七
日
瀬
谷
一
精
舎
、
十
八
日
至
一
池
上
一
、
十
九
日
裁
レ
書
謝
二
波
木
井
氏
一
。
」

前
の
『
元
祖
化
導
記
』
よ
り
も
、
や
や
詳
細
な
記
述
で
あ
る
が
、
日
程
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
り
、
聖
人
が
、
こ
の
コ
ー
ス
で
池
上
ま
で

向
か
わ
れ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
『
註
画
讃
』
を
見
る
と
、

ノ
ノ

ノ

『
一

二

二

一
一

二

「
弘
安
五
年
壬
午
九
月
八
日
午
刻
出
二
身
延
沢
一
宿
二
下
山
一
、
九
日
大
井
、
十
日
曽
祢
、
十
一
日
黒
駒
、
十
二
日
河
口
、
十
三
日
呉
地
、

ユ

ユ

ロ
ー

ー
ー

ニ

力
壺
一
（
唖
“
）

十
四
竹
下
、
十
五
日
関
本
、
十
六
日
平
塚
、
十
七
日
瀬
谷
、
十
八
日
入
一
子
武
蔵
国
荏
原
郡
千
束
郷
池
上
村
右
衛
門
大
夫
宗
仲
屋
一
・
」

と
簡
潔
な
が
ら
、
同
様
の
日
程
・
コ
ー
ス
が
認
め
ら
れ
る
。
『
蓮
公
行
状
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
九
日
の
大
井
に

勇
）

つ
い
て
、
「
日
興
の
御
父
大
井
の
庄
司
入
道
の
所
に
御
入
」
と
あ
る
の
で
、
大
井
と
い
う
の
は
現
在
の
鰍
沢
町
に
あ
っ
た
日
興
の
生
地
を

指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
『
高
祖
年
譜
』
も
ま
た
同
様
の
日
程
・
コ
ー
ス
を
示
し
て
い
る
。
『
孜
異
』
で
は
つ
ぶ
さ
に
地
名
を
探
り
、

（
あ
）

宿
舎
に
当
て
ら
れ
た
人
物
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
。

右
に
掲
げ
た
『
元
祖
化
導
記
』
や
『
註
画
讃
』
等
の
説
か
ら
考
え
、
さ
ら
に
道
程
か
ら
調
べ
て
み
る
と
き
、
病
身
の
聖
人
が
、
こ
う
し

た
日
程
の
中
で
、
最
後
の
旅
を
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
難
儀
の
中
に
も
大
事
を
と
っ
て
の
旅
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

か
く
し
て
、
九
月
十
八
日
に
池
上
宗
仲
の
舘
に
到
着
し
た
聖
人
は
、
十
一
日
間
に
及
ぶ
長
途
の
旅
で
、
疲
労
は
な
は
だ
し
く
、
床
に
着

か
れ
る
に
至
っ
た
が
、
翌
十
九
日
、
送
っ
て
来
た
波
木
井
氏
の
公
達
ら
が
帰
る
に
当
り
、
一
書
を
も
っ
て
お
礼
の
言
葉
と
、
さ
ら
に
遺
言

状
の
意
味
を
も
こ
め
た
も
の
を
送
っ
て
い
る
。
即
ち
、
『
波
木
井
殿
御
書
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

す
で
に
自
身
で
筆
を
執
る
こ
と
が
で
き
ず
、
門
人
日
興
に
代
筆
せ
し
め
た
の
で
、
真
蹟
で
は
な
い
が
、
枕
頭
に
侍
し
て
聖
人
の
意
に
従

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

（”）



る
。

シ

（
溺
）

「
畏
申
候
。
み
ち
の
ほ
ど
く
ち
事
候
は
で
、
い
け
が
み
ま
で
つ
き
て
候
・
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
る
こ
の
御
報
は
、
身
延
か
ら
池
上
ま

で
の
道
中
が
、
難
所
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
公
達
に
守
ら
れ
て
無
事
に
到
着
し
た
旨
を
述
べ
、
御
礼
の
意
を
表
し
て
い
る
。
「
さ
て

は
や
が
て
か
へ
り
ま
い
り
候
は
ん
ず
る
道
に
て
候
へ
ど
も
、
所
ら
う
の
象
に
て
候
へ
ぱ
、
不
ぢ
や
う
な
る
事
も
候
は
ん
ず
ら
ん
。
」
と
あ

り
、
帰
る
つ
も
り
の
あ
る
こ
と
、
所
労
の
た
め
不
定
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
暗
に
入
滅
の
近
い
こ
と
を
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
。
二
度
と

一
一

再
び
生
き
て
帰
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
知
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
い
づ
く
に
て
死
候
と
も
、

墓
を
ぱ
ゑ
の
ぶ
の
沢
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
。
」
と
遺
言
状
の
形
を
と
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
明
確

に
死
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
墓
に
つ
い
て
も
身
延
に
と
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
、
聖
人
が
い
か
に
身
延
の

山
を
大
事
に
取
扱
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
単
な
る
感
傷
や
、
思
い
つ
き
で
「
墓
を
ぱ
身
延
の
沢
に
」
と
決
め
ら
れ
た
の
で
は
な

く
、
平
素
か
ら
こ
の
山
が
自
分
の
墓
所
に
ふ
さ
わ
し
い
処
と
し
て
、
深
く
心
中
に
念
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。

前
書
の
『
身
延
山
御
書
』
で
、
「
神
も
め
ぐ
承
を
垂
れ
」
給
う
霊
山
で
あ
り
、
「
釈
尊
の
住
み
給
ひ
け
ん
鷲
峰
を
我
朝
此
卿
に
移
し
置

き
い
」
と
い
う
心
境
か
ら
、
当
然
の
結
果
と
し
て
定
め
ら
れ
た
遺
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
聖
人
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
一
代
の

し
め
く
く
り
を
し
た
霊
山
で
あ
り
、
生
涯
の
総
括
に
相
当
す
る
処
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
人
生
の
最
後
、
留
魂
の
地
と
し
て
身
延
の
山
を
選

定
し
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
至
当
の
こ
と
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
、
本
文
で
は
波
木
井
氏
が
聖
人
の
た
め
に
「
く
り
か
げ
の
馬
」
を
贈
ら
れ
た
が
、
「
い
つ
ま
で
も
う
し
な
ふ
ま
じ
く
候
」
と
述

べ
、
こ
の
馬
を
「
お
も
し
ろ
く
を
ぼ
へ
侯
」
と
、
気
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
馬
に
つ
い
て
は
前
に
も
ふ
れ
た
通
り
、
聖
人
は
こ

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

っ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
蹟
と
同
様
の
扱
い
と
な
っ
て
い
た
。
日
興
代
筆
本
は
、
曽
て
身
延
山
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

（“）



と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
下
野
の
塩
原
温
泉
へ
湯
治
に
出
か
け
、
三
日
間
逗
留
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
本
化
別
頭
高
祖
伝
』
で
も
、

（
魂
）

ほ
ぼ
同
様
の
説
を
あ
げ
、
下
総
塩
原
へ
三
日
間
行
っ
て
き
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
常
陸
の
温
泉
で
は
な
く
、
下
野
の
塩
原
だ
と
す
る
点

に
も
疑
問
が
あ
る
が
、
湯
治
を
済
ま
せ
た
あ
と
、
二
十
七
日
に
池
上
へ
帰
着
し
、
波
木
井
氏
に
書
を
送
っ
て
告
別
を
な
し
た
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
記
述
は
、
『
元
祖
化
導
記
』
に
も
、
『
註
画
讃
』
に
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
か
ら
推
し
て
、
は
な
は
だ
疑
問
と
す
べ

魯
）

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
英
修
博
士
が
、
「
波
木
井
殿
御
報
常
陸
の
湯
に
つ
い
て
」
の
論
考
を
発
表
し
、

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

宿
一
子
宇
都
宮
一
。

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、

し
か
し
、
現
実
に
は
右
の
通
り
、
筆
を
握
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
考
え
、
常
陸
の
温
泉
ま
で
歩
を
伸
ば
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
い
え
よ
う
。
聖
人
は
も
ち
ろ
ん
常
陸
へ
行
っ
た
こ
と
を
記
し
た
文
書
を
遺
し
て
い
な
い
が
、
後
世
の

文
書
の
中
に
は
、
聖
人
が
池
上
へ
到
着
さ
れ
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
三
日
間
程
、
塩
原
の
温
泉
へ
湯
治
に
出
か
け
ら
れ
た
と
す
る
説
も

出
て
い
る
。
即
ち
、
『
別
頭
統
紀
』
に
よ
れ
ば
、

ノ

ニ
タ
マ
ヘ
ヲ
フ
モ

「
有
し
人
告
日
下
野
塩
原
温
泉
最
善
二
中
風
一
諸
試
験
し
之
諸
子
以
誘
高
祖
雌
二
自
知
移
不
レ
起
而
亦
不
レ
拒
レ
之
往
浴
二
温
泉
一
居
し
之
三
日
帰
路

二
（
”
卸
）

と
の
ほ
か
関
心
の
強
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
予
定
通
り
に
常
陸
の
湯
ま
で
ひ
か
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
若
し
も
人
に

と
ら
れ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
の
と
、
「
い
た
は
し
く
を
ぼ
へ
ぱ
」
湯
か
ら
帰
る
ま
で
、
「
上
総
の
も
ば
ら
殿
」
の
も
と
に
あ
ず
け
る
こ

と
に
し
た
と
も
記
し
て
い
る
。
わ
が
身
が
疲
労
し
て
、
筆
も
執
れ
な
い
状
態
な
が
ら
、
乗
っ
て
き
た
馬
の
上
に
ま
で
心
を
配
り
、
慈
愛
の

情
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
さ
す
が
に
聖
人
の
人
徳
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
湯
よ
り
か
へ
り
候
は
ん
ほ
ど
、
上
総
の
も
ば
ら
殿
も

〃

と
に
あ
づ
け
を
き
た
て
ま
つ
る
べ
く
候
」
と
あ
る
の
で
、
聖
人
は
こ
の
時
点
で
は
、
あ
く
ま
で
常
陸
の
湯
へ
行
く
目
的
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

L一
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身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

常
陸
を
選
ん
だ
理
由
、
及
び
湯
治
に
行
っ
た
と
す
る
説
が
生
れ
て
き
た
原
因
等
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
譲

る
こ
と
に
し
た
。

か
く
し
て
、
聖
人
は
池
上
に
お
け
る
最
後
の
生
活
に
入
り
、
病
床
の
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
四
月
以
来
、
次
の
通
り
四
幅
の
曼
茶

羅
本
尊
を
染
筆
し
て
い
る
。
即
ち
、
沙
門
天
目
に
授
与
さ
れ
た
卯
月
の
曼
茶
羅
で
、
こ
れ
は
京
都
の
本
隆
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
次
は

同
じ
く
四
月
の
書
写
で
、
「
俗
藤
三
郎
日
金
授
与
之
」
と
あ
り
、
堺
市
の
妙
国
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
首
題
は
大
き
く
力
強
い

も
の
が
あ
る
が
、
後
者
は
諸
尊
が
大
部
省
略
さ
れ
て
お
り
、
中
央
部
が
簡
素
化
し
て
い
る
。
ま
た
四
天
王
も
な
く
、
前
者
は
「
広
」
、
後

者
は
「
略
」
と
い
っ
た
感
が
す
る
。

次
は
六
月
に
入
っ
て
、
最
後
の
二
幅
が
あ
る
。
曼
茶
羅
本
尊
の
絶
筆
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
は
茂
原
の
鷲
山
寺
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
や
や
墨
の
鮮
明
度
を
欠
き
、
判
然
と
し
な
い
部
分
も
承
ら
れ
る
。
四
天
王
や
諸
尊
も
備
わ
っ
て
い
る

が
、
や
は
り
病
身
の
た
め
か
、
他
の
曼
茶
羅
と
比
較
し
て
、
い
く
分
力
の
入
り
工
合
に
相
違
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

も
う
一
幅
は
、
京
都
の
本
圀
寺
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
墨
蹟
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
首
題
は
や
や
小
型
化
し
、
全
体
に

筆
勢
が
お
と
な
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
六
月
染
筆
の
二
幅
が
、
聖
人
に
お
け
る
曼
茶
羅
の
最
後
の
も
の
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
遺
文
に
お
け
る
最
後
は
、
前
述
の
『
波
木
井
殿
御
報
』
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
十
月
七
日
付
の
『
波
木
井
殿
御
書
』
が
あ
る
。

真
蹟
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
本
満
寺
本
の
写
本
が
あ
る
が
、
古
来
真
偽
説
の
伝
わ
っ
て
い
る
御
書
で
あ
る
た
め
、
一
概
に
信
用
す
る
わ
け

四
、

（62）



入
山
の
当
初
か
ら
、
中
期
を
経
て
次
第
に
数
を
増
し
た
御
書
も
、
後
期
に
至
る
に
従
っ
て
、
御
書
の
数
も
減
少
し
、
特
に
最
後
の
年
に

は
、
十
一
編
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
、
系
年
に
異
説
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
建
治
三
年
五
十
六
歳
の
頃
か
ら
比
較

す
る
と
、
三
分
の
一
以
下
に
な
っ
て
お
り
、
病
身
の
聖
人
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

を
中
心
に
し
て
探
っ
て
き
た
。

真
偽
説
の
あ
る
御
書
で
あ
る
こ
と
を
、
考
慮
の
中
に
入
れ
て
染
て
も
、
尚
か
つ
、
他
の
御
書
と
の
関
連
か
ら
推
し
て
、
右
に
あ
げ
た
よ

う
な
諸
点
は
、
聖
人
最
後
の
真
意
を
、
多
分
に
伝
え
て
い
る
点
が
あ
り
う
る
も
の
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

に
は
行
か
な
い
。
し
か
し
、
前
書
の
『
波
木
井
殿
御
報
』
と
、
意
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
特
に
身
延
山
を
墓
所
と
定
め
ら
れ
て

い
る
点
、
波
木
井
氏
の
外
護
に
対
す
る
謝
礼
の
意
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
全
く
同
様
の
趣
を
記
し
て
お
り
、
聖
人
の
最
後
の
言

葉
と
し
て
、
充
分
に
納
得
の
い
く
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
先
の
『
身
延
山
御
書
』
と
の
関
連
を
た
ど
る
時
、
「
身
延
霊
山
説
」
も
共
通
し
た
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
我
此
山

ノ

ク

ク

は
天
竺
霊
山
に
も
勝
れ
、
日
域
の
比
叡
山
に
も
勝
れ
た
り
。
然
れ
ば
吹
風
も
、
ゆ
る
ぐ
草
木
も
、
流
る
る
水
の
音
ま
で
も
、
此
山
に
は
妙

フ

（
釦
）

法
の
五
字
を
唱
へ
ず
と
云
こ
と
な
し
。
日
蓮
が
弟
子
檀
那
等
は
此
山
を
本
と
し
て
参
る
べ
し
。
此
則
霊
山
の
契
也
。
」
と
あ
る
が
、
自
身

の
墓
所
と
し
て
定
め
た
地
だ
け
に
、
身
延
霊
山
と
い
う
こ
と
も
、
身
延
を
根
本
の
地
と
さ
れ
た
こ
と
も
、
難
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

』
え
レ
ム
員
ノ
。

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
足
跡
を
、
遺
文
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
曼
茶
羅
や
他
の
文
献
を
参
考
に
し
つ
つ
、
在
山
九
年
間
の
動
向

五
、

（63）



身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

入
山
の
第
一
書
た
る
『
富
木
殿
御
書
』
か
ら
始
り
、
最
後
の
『
波
木
井
殿
御
書
』
ま
で
、
一
貫
し
て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
よ
り
多
少
な
り
と
も
、
身
延
山
に
お
け
る
聖
人
の
動
向
が
握
め
た
と
し
た
ら
、
筆
者
の
幸
せ
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

法
華
信
仰
の
徒
に
と
っ
て
、
身
延
は
ま
こ
と
に
根
本
の
霊
山
で
あ
り
、
祖
山
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
は
な
い
も
の
と
い
え
る
。
日
蓮
聖

人
を
真
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
身
延
山
に
お
け
る
九
年
間
の
上
記
生
活
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
生
涯
に
お
け
る
思
想
・
信
仰
・
教
義
を
し
め
く
く
っ
た
拠
点
で
あ
り
、
棲
神
の
地
と
し
て
、
今
後
も
依
り
所
と
な
っ
て
行
く
こ

と
で
あ
ろ
う
ｏ
晩
年
の
九
年
間
を
、
じ
っ
く
り
す
ご
し
た
身
延
の
日
蓮
聖
人
を
知
る
こ
と
は
、
真
の
聖
人
を
理
解
し
て
行
く
上
の
、
大
切

な
要
件
と
な
っ
て
行
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

愚へヘヘヘヘヘヘハヘヘヘヘ

1211109 8 7 654321
ｰｰ軍曹一一一嘗一警建ノー

『
仏
教
史
年
表
』

「
世
界
史
年
表
」

『
日
本
文
学
史
』

断
簡
一
七
四

上
野
殿
御
書

縮
冊
遺
文
を
参
照

『
祖
書
目
次
』
（
日
諦
）
定
遺

『
祖
書
目
次
』
（
日
明
）
同

『
新
定
祖
書
目
録
孜
異
』
（
日
騰
）
同

『
大
崎
学
報
』
二
○
号
参
照

身
延
山
御
番
定
遺

最
蓮
房
御
返
事
同

（
笠
原
一
男
監
修
）
二
○
二
頁

（
『
世
界
大
百
科
辞
典
』
平
凡
社
）
三
十
一
巻
二
十
一
頁

（
田
中
重
太
郎
監
修
）
八
三
頁

定
遺
二
五
三
二
頁

同
一
九
一
四
頁

二
八
一
七
頁

二
八
二
九
頁

二
八
三
七
頁

一
九
一
五
頁

六
二
五
頁

（“）



る
。
一
四
二
頁
参
照
。

（
鋤
）
波
木
井
殿
御
書

（
過
）
観
心
本
尊
抄
定
遺
七
二
一
頁

（
皿
）
寿
赴
品
（
大
正
蔵
九
’
四
三
中
）

（
巧
）
『
大
崎
学
報
』
二
○
号
参
照

（
妬
）
身
延
山
御
書
定
遺
一
九
二
三
頁

（
Ⅳ
）
事
理
供
養
御
害
同
二
一
六
二
頁

（
超
）
『
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
法
華
仏
教
の
展
開
』
（
拙
著
）
四
八
頁
参
照

（
四
）
身
延
山
御
醤
定
遺
一
九
二
三
頁

（
釦
）
『
世
界
大
百
科
事
典
』
（
平
凡
社
）
一
二
巻
四
七
○
頁

（
皿
）
『
元
祖
化
導
記
』
四
一
頁

（
配
）
『
別
頭
統
記
』
八
’
一
九

（
鯛
）
『
註
画
讃
』
五
’
一
二

（
型
）
『
蓮
公
行
状
』
五
七

（
蛎
）
『
高
祖
年
譜
孜
異
』
下
’
四
六

（
記
）
波
木
井
殿
御
報
定
遺
一
九
二
四
頁

（
”
）
『
別
頭
統
紀
』
八
’
二
○

（
鯛
）
『
本
化
別
頭
高
祖
伝
』
下
’
三
五

（
調
）
『
大
崎
学
報
』
第
一
二
五
・
六
合
併
号
二
一
三
頁
以
降
を
参
照
。
九
月
十
八
日
池
上
到
着
し
た
聖
人
が
、
二
・
三
日
休
憩
し
た
あ
と
、
常
陸
の
湯

や
其
の
他
塩
原
の
湯
等
へ
出
か
け
た
と
す
る
説
が
生
れ
た
の
は
、
も
と
八
品
派
の
僧
で
あ
っ
た
舜
統
院
真
逼
の
非
難
を
会
通
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
常
陸
の
湯
を
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
、
南
部
氏
の
常
陸
移
住
に
つ
い
て
の
関
連
か
ら
論
究
し
て
い

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

定
遺
一
九
三
一
頁

（“.）



。
ハ
キ
ス
タ
ン
の
あ
ら
ゆ
る
博
物
館
を
尋
ね
歩
い
て
い
る
う
ち
、
一
つ
の
興
味
あ
る
問
題
に
目
が
と
ま
っ
た
。
そ
れ
は
広
い
意
味
の
ガ
ン

（
令
込
）

ダ
ー
ラ
と
称
せ
ら
れ
る
地
域
の
中
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
と
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
側
と
で
は
異
っ
た
傾
向
が
あ
る
こ
と
だ
。
か
つ
て
ア
フ
ガ
’
一

ス
タ
ン
の
カ
ー
ブ
ル
博
物
館
を
尋
ね
、
モ
タ
メ
デ
ィ
館
長
の
好
意
で
全
仏
像
の
写
真
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
見
過
し
て
来
た
も

の
、
即
ち
浬
藥
図
と
燃
灯
仏
の
彫
刻
を
。
ハ
キ
ス
タ
ン
側
の
も
の
と
比
較
し
て
見
て
大
き
な
差
の
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

伽
ま
ず
浬
藥
図
か
ら
考
え
て
承
よ
う
。
即
ち
中
央
に
横
た
わ
る
釈
尊
を
か
こ
ん
で
前
と
後
ろ
に
手
を
挙
げ
た
り
、
頭
を
た
た
い
た
り
、

胸
を
打
っ
た
り
、
或
は
身
を
投
げ
出
し
た
り
、
或
は
頭
髪
を
か
き
む
し
っ
て
悲
し
む
姿
が
如
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
摩
訶
摩
耶

（
ワ
“
）

経
の
「
或
有
宛
転
干
地
、
或
有
牽
絶
衣
服
婆
路
、
或
抜
頭
髪
、
槌
胸
大
叫
」
の
記
述
に
そ
っ
く
り
な
表
現
で
あ
る
。

私
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
山
寺
を
歩
き
な
が
ら
、
こ
の
地
で
成
立
し
た
大
乗
仏
教
の
基
盤
を
表
わ
す
一
特
徴
と
し
て
「
火
」
と
「
光
」
と

「
水
」
を
考
え
て
来
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
「
火
」
と
「
光
」
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

火
と
光
（
高
橘
）

火

と

光

（
仏
身
観
の
変
遷
）

㈲
「
火
」

高
橋
堯
昭

（67）



こ
う
し
た
多
く
の
悲
し
む
人
為
の
中
に
あ
っ
て
ど
う
し
た
こ
と
か
一

人
が
淋
前
で
じ
っ
と
坐
っ
て
い
る
。
百
二
十
才
で
釈
尊
入
滅
の
直
前
、

最
後
の
弟
子
と
な
っ
た
ス
バ
ド
ラ
だ
。
長
年
バ
ラ
モ
ン
の
修
業
を
積
ん

で
生
死
を
超
越
し
て
い
る
せ
い
か
端
然
と
し
て
禅
定
に
入
っ
て
い
る
。

こ
の
対
比
が
又
面
白
い
。
こ
の
ス
バ
ド
ラ
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
も
又
イ
ン

ド
で
も
共
に
躰
前
で
禅
定
に
入
っ
て
い
る
姿
で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
で
は
少
々
変
化
し
て
い
る
。
即
ち
バ
ー
ミ

ャ
ン
の
壁
画
で
は
ど
う
し
た
わ
け
か
火
炎
が
肩
か
ら
出
、
又
火
に
包
ま

（
ｑ
“
）
（
４
笹
）

れ
て
坐
っ
て
い
る
。
法
顕
訳
大
般
浬
藥
経
や
玄
奨
の
大
唐
西
域
記
、
そ

し
て
大
智
度
論
に
「
須
政
陀
梵
志
仏
前
に
在
っ
て
結
珈
跣
坐
し
、
自
ら

（
５
）

神
力
を
も
っ
て
身
中
よ
り
火
を
出
し
、
身
を
焼
い
て
滅
度
を
と
る
」
と

あ
る
よ
う
に
大
乗
系
の
経
典
の
出
現
に
至
っ
て
、
こ
の
火
炎
の
表
現
が

出
て
来
る
の
は
興
味
深
い
。

私
は
か
つ
て
何
回
か
バ
ー
ミ
ヤ
ン
を
尋
ね
、
こ
の
壁
画
を
カ
メ
ラ
に

う
つ
し
判
別
出
来
る
よ
う
努
力
を
重
ね
た
が
、
余
り
に
も
剥
落
が
ひ
ど

く
、
肉
眼
で
は
ど
う
や
ら
区
別
出
来
る
の
だ
が
フ
ィ
ル
ム
で
は
ど
う
努

力
し
て
も
判
別
出
来
な
か
っ
た
。
思
う
に
目
は
立
体
的
に
物
を
と
ら
え

火
と
光
（
高
橋
）

1，ディール博物館
｡

(この類型はベルシャワ博物館数体、大英博物館一体、その他多数）
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鱗患

火
と
光
嵩
瞳

ゾ
典
幹

ｒ

輯零

2、バーミヤンK洞（第330窟）浬藥図（京都大学調査隊による）

得
る
が
、
カ
メ
ラ
は
平
面
的
に
物
を
う
つ
す
か
ら
だ
と
思
っ
た
。

為
に
京
大
隊
報
告
書
ス
ー
ミ
ャ
ン
」
の
第
三
三
○
窟
（
写
真

２
参
照
）
や
名
古
屋
大
学
隊
の
宮
治
昭
氏
（
仏
芸
一
四
七
号
）

を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
釈
尊
の
躰
前
に
端
坐
す
る
ス
雫
ハ
ド
ラ
の
肩

か
ら
は
火
炎
が
立
ち
登
っ
て
い
る
の
が
分
る
。
同
じ
浬
梁
図
で

あ
り
な
が
ら
・
ハ
キ
ス
タ
ン
側
の
も
の
に
は
な
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
側
の
も
の
に
こ
の
よ
う
な
火
炎
が
あ
る
の
は
ど
う
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
浬
樂
図
は
ク
シ
ャ
ン
の
盛
期
、

カ
ニ
シ
ヵ
一
世
の
頃
か
ら
作
り
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
Ａ
・
Ｄ
二

・
三
世
紀
の
も
の
も
あ
る
。
一
方
や
ハ
ー
ミ
ャ
ン
は
グ
プ
タ
様
式

で
あ
る
か
ら
Ａ
・
Ｄ
五
・
六
世
紀
の
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て

か
く
時
間
差
が
あ
る
の
で
比
較
に
な
ら
な
い
と
い
う
論
議
も
当

然
出
て
来
る
。
従
っ
て
他
の
面
、
即
ち
燃
灯
仏
の
彫
刻
か
ら
こ

れ
を
考
え
て
承
よ
う
。

⑧
燃
灯
仏
で
有
名
な
の
は
現
在
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
内
に
復
元

さ
れ
て
い
る
シ
ク
リ
の
ス
ト
ゥ
ー
。
〈
の
も
の
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫

（69）



刻
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
大
体
Ａ
・
Ｄ
二
・

三
世
紀
に
も
さ
か
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
写
真
３
）
こ

れ
と
似
た
図
柄
の
彫
刻
は
パ
キ
ス
タ
ン
各
地
の
博
物
館
に
数
多

く
展
示
さ
れ
、
且
つ
又
全
世
界
に
わ
た
っ
て
各
種
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中
に
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
程
こ
の
燃
灯
仏
の
形

式
は
類
似
し
て
い
る
。
然
し
こ
れ
が
ア
フ
ガ
｝
一
ス
タ
ン
サ
ィ
ド

に
な
る
と
「
火
炎
」
を
背
か
ら
出
し
て
い
る
の
が
十
体
程
出
土

し
て
い
る
Ｏ

即
ち
カ
ー
ブ
ル
東
北
に
位
置
す
る
、
か
つ
て
の
ク
シ
ャ
ン
の

夏
の
都
カ
ピ
シ
．
．
《
へ
グ
ラ
ム
近
郊
か
ら
出
土
し
た
も
の
に
は

仏
の
肩
に
炎
が
あ
る
。
（
写
真
４
）
こ
れ
ら
は
パ
リ
の
ギ
メ
ー

博
物
館
に
一
体
、
そ
れ
以
外
は
カ
ー
ブ
ル
博
物
館
に
か
つ
て
展

示
し
て
あ
っ
た
。
然
し
て
こ
れ
ら
は
ロ
ー
ラ
ン
ド
達
に
よ
っ

て
、
そ
の
形
態
が
ロ
ー
カ
ル
的
、
所
謂
「
あ
か
ぬ
け
な
い
」
と

い
う
点
か
ら
洗
練
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
影
響
が
年
代
と
共

に
薄
れ
て
行
っ
た
後
期
の
も
の
、
Ａ
・
Ｄ
五
・
六
世
紀
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
来
た
。

火
と
光
（
高
橋
）

3、ラホール博物館シクリの仏塔より

（70）



然
し
最
近
の
研
究
で
は

や
は
り
こ
の
〃
あ
か
ぬ
け

な
い
〃
点
か
ら
後
期
の
も

の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
来

た
ス
ワ
ッ
ト
の
デ
ィ
ー
ル

地
方
の
仏
像
が
、
そ
の
ロ

ー
カ
ル
性
の
故
に
ギ
リ
シ

ャ
芸
術
の
堕
落
で
は
な
く

そ
の
地
方
そ
の
地
方
の
特

殊
性
を
失
わ
な
い
で
ギ
リ

シ
ャ
彫
刻
の
手
法
を
と
り

入
れ
た
時
代
の
も
の
と
し

て
、
む
し
ろ
最
初
期
の
も

３
）

の
即
ち
Ａ
・
Ｄ
三
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
し
て
考
え
る
方
向
に
進
ん
で
来
た
。
従
っ
て
こ
の
カ
ピ
シ
・
ベ
グ
ラ
ム
近
郊
の
出
土

？
）

の
燃
灯
仏
も
、
む
し
ろ
こ
の
〃
あ
か
ぬ
け
な
さ
″
の
故
に
早
い
時
機
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
三
・
四
世
紀
に
さ

か
の
ぼ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の
カ
ピ
シ
．
、
へ
グ
ラ
ム
の
燃
灯
仏
も
シ
ク
リ
の
そ
れ
も
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
と
言
え

火
と
光
（
高
橋
）

4、在カーブル博物館カピシ・ペクラム出土、カ
ピシ・ベクラム出土の同型のもの数体（カープル
博物館）パリー・ギメー博物館一体

(71)



る
。
従
っ
て
一
方
が
火
炎
を
肩
に
し
、
他
は
こ
れ
が
全
然
な
い
と
い
う
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
類
型
が
私
に
は
興
味
を
さ
そ
う
。

尤
も
パ
キ
ス
タ
ン
側
に
こ
の
火
炎
仏
・
炎
肩
仏
が
全
然
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
極
め
て
稀
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
燃
灯
仏
で
は
な

い
が
肩
か
ら
火
を
出
す
も
の
と
し
て
た
っ
た
一
つ
ペ
シ
ャ
ワ
ル
博
物
館
に
あ
る
。
巾
十
セ
ン
チ
、
高
さ
三
十
セ
ン
チ
の
小
品
で
足
か
ら
水

を
出
し
て
い
る
双
神
変
像
が
あ
る
。
然
も
ガ
ン
ダ
ー
ラ
特
有
の
黒
色
片
岩
と
違
っ
て
青
っ
ぽ
い
黒
、
即
ち
ス
ワ
ッ
ト
地
方
の
も
の
で
あ
る

と
私
は
見
て
い
る
。

更
に
私
は
前
々
号
に
於
て
ク
シ
ャ
ン
の
コ
イ
ン
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
ヴ
ィ
ー
マ
ヵ
ド
フ
ィ
ー
セ
ス
王
の
肖
像
に
「
炎
」
が
現
れ
て
（
”
Ｊ
）

以
来
、
カ
ニ
シ
ヵ
、
フ
ゥ
ヴ
ィ
ジ
ヵ
等
の
諸
王
の
コ
イ
ン
に
ひ
き
継
が
れ
、
又
そ
の
裏
面
に
ミ
ン
ト
さ
れ
た
諸
神
に
も
火
が
作
ら
れ
た
。

そ
し
て
又
フ
ヴ
ィ
ジ
ヵ
や
バ
ス
デ
ー
パ
に
至
る
と
火
炎
の
代
り
に
太
陽
の
光
芒
を
示
す
円
環
が
諸
神
の
頭
の
後
ろ
に
現
れ
、
又
王
の
頭
に
胃
）

も
作
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
書
い
た
。
私
は
こ
の
円
環
（
光
背
）
も
火
炎
と
同
じ
く
、
人
間
の
王
で
は
な
く
、
「
大
王
・
諸
王
の
王
・
天
子
」

と
最
高
の
天
子
・
即
ち
天
の
子
と
い
う
超
能
力
を
そ
な
え
た
王
と
し
て
の
立
場
を
示
す
た
め
に
こ
れ
が
描
が
か
れ
た
。

同
様
に
釈
尊
も
生
身
の
も
の
で
は
な
く
久
遠
の
も
の
へ
の
起
越
を
示
す
手
段
と
し
て
釈
尊
の
上
に
「
炎
」
が
描
か
れ
る
に
至
っ
た
。
い

わ
ば
「
仏
身
観
」
の
展
開
発
展
が
こ
れ
で
示
さ
れ
る
と
私
は
考
え
る
。

Ｉ
ラ
後
期
の
も
の
、
郵

い
っ
た
こ
と
が
分
る
。

筆
者
は
こ
の
炎
肩
仏
・
双
神
変
像
に
興
味
を
も
ち
極
力
こ
れ
を
集
め
て
来
た
。
現
在
三
体
集
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
つ
は
明
ら
か
に

ス
ワ
ッ
ト
系
の
石
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
黒
色
片
岩
で
あ
り
、
マ
ル
ダ
ン
地
方
出
土
の
も
の
に
岩
質
は
似
て
い
る
が
、
然
し
こ
れ
を
取
扱

っ
た
現
地
商
人
は
ス
ワ
ッ
ト
の
農
夫
が
持
っ
て
来
た
と
証
言
し
て
い
る
か
ら
ス
ワ
ッ
ト
出
土
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
か
く
考
え
る
と
ガ
ン
ダ

ー
ラ
後
期
の
も
の
、
私
の
見
解
で
は
Ａ
・
Ｄ
四
・
五
世
紀
に
は
こ
の
よ
う
な
「
火
炎
」
を
も
っ
た
仏
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
北
辺
に
流
布
し
て

火
と
光
（
高
橋
）
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然
も
造
像
上
こ
の
こ
と
を
如
実
に
示
す
例
と
し
て
、
シ
ク
リ
の
燃
灯
仏
彫
刻
で
は
釈
尊
の
前
身
た
る
メ
ー
ガ
の
姿
が
、
大
き
さ
で
・
く
う

（
９
）

ン
ス
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
に
、
カ
ピ
シ
・
ベ
グ
ラ
ム
出
土
の
燃
灯
仏
像
は
メ
ー
ガ
に
対
し
て
余
り
に
も
巨
大
す
ぎ
る
。
（
写
真
４
参

照
）
こ
れ
こ
そ
仏
を
超
越
者
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
こ
れ
に
よ
み
と
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
く
仏
の
超
人
性
を
表
す
に
〃
火
炎
″
を
も
っ
て
す
る
手
法
は
ま
ず
ア
フ
ガ
ン
サ
イ
ド
で
起
り
、
そ
れ
が
時
代
と
共
に
パ
キ
ス
タ
ン
側

に
伝
わ
り
、
特
に
ス
ワ
ッ
ト
地
方
で
行
わ
れ
て
行
く
こ
と
が
、
こ
の
浬
梁
図
燃
灯
仏
の
比
較
で
考
証
さ
れ
る
と
思
う
。

愚（
１
）
襲
銭
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
タ
キ
シ
ラ
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ル
地
方
も
少
し
広
い
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ジ
ェ
ラ
ラ
●
ハ
ー
ド
・
ハ
ッ
ダ
を
含

む
私
は
広
い
意
味
で
カ
ピ
シ
・
ペ
グ
ラ
ム
地
方
を
含
め
て
考
え
て
い
る
。

へへへへへへへへ

98 7 6 5 4 3 2
画一一一画一一一

仏
芸
二
七
号
モ
タ
モ
デ
遥
子
氏
論
文
、
及
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
一
九
七
二
迦
畢
試
国
出
土
の
仏
教
彫
刻
の
製
作
年
代
に
つ
い
て

詞
◎
器
昌
蔚
匡
口
里
目
閉
建
。
鈩
鼻
島
民
５
ぽ
ぃ
口

門
口
“
毎
脚
吋
凶
一
画
の
望
脚
靴
画
一
“
建
刷
画
Ｑ
い
）
“
望
脚
旦
①
く
い
己
屋
拝
吋
画
の
望
四

足
元
に
伏
す
小
さ
な
メ
ー
ガ
に
対
し
て
巨
大
な
仏
↓
超
越
者
を
表
現

大
副
ｌ
地
上

大
溺
ｌ
団
上

大
１
１
狐
中
「
時
須
駿
陀
羅
即
於
仏
前
入
火
界
三
昧
而
般
浬
薬
」

２

大
胆
１
ｍ
上
１

火
と
光
（
高
橋
）

（73）



前
述
の
如
く
、
大
乗
仏
典
の
特
徴
は
仏
を
超
越
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
所
に
あ
る
。
即
ち
阿
含
経
等
に
現
れ
る
釈
尊
は
い
わ
ば
生
身

の
そ
れ
、
イ
ン
ド
に
生
れ
、
そ
こ
で
悟
り
法
を
説
い
た
仏
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
覚
者
で
あ
る
。
従
っ
て
阿
含
経
で
は
後
述
の
大
乗
経
典
が

仏
の
偉
大
さ
を
光
明
の
奇
蹟
で
表
現
す
る
よ
う
な
必
要
を
生
じ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
勿
論
釈
尊
が
河
の
底
を
通
っ
た
り
（
サ
ン
チ
ー
の

（
君
丞
）

彫
刻
）
又
大
迦
葉
を
帰
依
さ
せ
る
た
め
に
種
々
の
奇
蹟
を
行
っ
た
（
所
謂
ミ
ラ
ク
ル
・
オ
・
フ
・
ス
ラ
・
ハ
ス
テ
ィ
）
と
い
っ
た
も
の
も
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
然
し
自
ず
と
大
乗
経
典
の
中
に
現
れ
て
い
る
光
明
等
の
奇
蹟
と
は
根
本
的
に
異
り
、
前
述
の
如
き
「
仏
身
観
」
の
変
遷

わ
け
で
は
な
い
。
然
‐

私
は
か
つ
て
法
華
経
の
序
品
の
白
毫
相
か
ら
光
を
出
し
た
り
、
神
力
品
の
「
広
長
舌
を
出
し
て
上
梵
世
に
至
ら
し
め
一
切
の
毛
孔
よ
り

無
量
無
数
の
光
を
放
ち
…
…
、
宝
樹
下
の
師
子
座
上
の
諸
仏
も
亦
、
広
長
舌
を
出
し
て
無
量
の
光
を
放
ち
…
・
・
・
」
と
い
う
「
光
」
の
問
題

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

然
し
て
こ
の
釈
尊
の
放
光
の
奇
蹟
は
法
華
経
の
独
断
場
で
は
な
く
、
釈
尊
の
「
超
越
性
」
を
示
す
法
華
経
成
立
当
時
の
流
行
語
？
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
我
れ
な
が
ら
驚
い
て
い
る
。
即
ち
大
蔵
経
を
一
瞥
し
て
「
光
」
や
「
火
」
の
表
現
を
探
し
て
承
る
時

「
仏
が
授
記
を
与
え
る
時
口
中
か
ら
五
色
の
光
を
放
つ
」
と
い
う
の
が
常
套
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
っ
た
。

（
２
）

然
し
て
口
中
か
ら
種
々
の
光
を
出
し
た
と
い
う
場
面
を
参
考
の
為
に
詳
記
し
て
承
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

支
婁
迦
識
訳
の
道
行
般
若
経
に
五
ヶ
所
。
兜
沙
経
に
二
ヶ
所
、
阿
闇
世
経
に
一
ヶ
所
。
仏
説
無
量
清
浄
平
等
覚
経
に
十
ヶ
所
、
阿
閾
仏

国
経
に
三
ヶ
所
、
般
舟
三
昧
経
に
一
ヶ
所
出
て
い
た
。

を
考
え
て
み
た
。

火
と
光
（
高
橋
）

。
「
光
」

（74）



根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
、

二
と
巻
三
十
二
に
各
一
ヶ
所
。

表
現
も
あ
る
。
特
に

支
謙
訳
の
経
典
で
は
大
明
度
経
恒
娼
清
信
女
経
（
こ
れ
は
支
婁
迦
識
訳
の
道
行
般
若
経
の
異
訳
）
に
二
ヶ
所
。
菩
薩
本
業
経
（
こ
れ
は

支
婁
迦
識
訳
の
兜
沙
経
）
に
一
ヶ
所
、
私
舸
味
経
に
一
ヶ
所
。
仏
説
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人
道
経
（
支
婁
迦
識
沢
の
仏
説
無

量
清
浄
平
等
覚
経
）
の
巻
の
上
に
八
ヶ
所
以
上
、
巻
の
下
に
三
ヶ
所
あ
る
。
又
、
七
女
経
に
一
ヶ
所
。
竜
施
女
経
に
一
ヶ
所
。
仏
説
竜
施

菩
薩
本
起
経
に
一
ヶ
所
、
・
慧
印
三
昧
経
に
一
ヶ
所
あ
る
。

竺
法
護
訳
の
経
典
、
仏
説
心
明
経
、
梵
志
女
首
意
経
、
文
殊
師
利
現
宝
蔵
経
、
順
権
方
便
経
、
等
集
衆
徳
三
昧
経
、
弘
道
広
顕
三
昧

経
、
普
曜
経
等
々
に
夫
を
一
ヶ
所
、
文
殊
師
利
仏
土
厳
浄
経
に
は
三
ヶ
所
も
あ
る
。

支
耀
訳
に
は
成
具
光
明
定
意
経
に
一
ヶ
所
あ
る
。

羅
什
の
訳
と
し
て
は
集
一
切
福
徳
三
昧
経
に
一
ヶ
所
、
仏
説
阿
弥
陀
経
に
三
ヶ
所
あ
り
、
又
そ
こ
に
は
炎
肩
仏
の
「
火
」
に
つ
い
て
の

増
一
阿
含
の
第
三
十
六
に
三
ヶ
所
、
第
三
十
八
に
一
ヶ
所
。
四
分
律
第
五
十
一
に
一
ヶ
所
。

五
分
律
巻
三
に
一
ヶ
所
出
て
い
る
。
こ
れ
は
光
だ
け
で
は
な
く
、
火
と
水
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

●
●
●
●
●

以
上
経
典
に
光
と
火
の
出
て
い
る
も
の
を
抜
き
出
し
て
承
た
が
、
こ
れ
ら
の
色
の
種
類
や
出
入
の
場
所
に
関
し
て
は
参
考
の
別
表
を
承

康
僧
鎧
の
無
量
寿
経
で
は
「
光

そ
の
他
修
業
本
起
経
に
一
ヶ
所

又
大
乗
以
外
の
経
典
と
し
て
は 「

光

火
と
光
（
高
橋
）

」
が
三
ヶ
所
、
「
炎
」
が
二
ヶ
所
も
出
て
い
る
。

ヶ
所
、
仏
本
行
経
に
二
ヶ
所
、
仏
本
行
集
経
に
は
「
炎
」
や
「
光
」
と
「
火
」
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。

巻
九
に
二
ヶ
所
、
巻
三
十
八
、
巻
四
十
六
に
各
一
ヶ
所
。
薬
事
巻
二
、
巻
七
、
巻
八
に
各
一
、
雑
事
の
巻

（方）



私
は
こ
れ
ら
を
大
蔵
経
か
ら
ぬ
き
出
し
て
表
に
す
る
う
ち
一
つ
の
法
則
性
が
こ
こ
か
ら
読
染
と
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
光
（
火
は
ご
く
わ
ず
か
だ
が
、
時
に
は
並
記
さ
れ
て
い
る
）
の
出
て
い
る
経
典
を
訳
し
た
入
念
は
「
支
」
の
つ
い
た
国
、
所
謂
、

大
月
氏
出
身
の
人
で
あ
る
。
更
に
羅
什
も
ク
ッ
チ
ャ
の
人
だ
が
母
が
イ
ン
ド
人
で
カ
シ
ミ
ー
ル
に
遊
学
し
て
い
る
。
竺
法
護
も
「
竺
」
が

竺
高
座
の
弟
子
と
い
う
こ
と
で
つ
い
て
い
る
が
、
出
身
は
大
月
氏
で
あ
り
、
康
僧
鎧
も
康
国
即
ち
今
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
出
身
で
あ
り
、

大
月
氏
の
勢
力
範
囲
と
深
く
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
所
の
出
身
で
あ
る
。

又
大
乗
以
外
の
経
典
で
も
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
は
カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
か
け
て
基
盤
を
も
っ
て
い
た
有
部
の
律
で
あ

り
、
増
一
阿
含
も
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
地
名
や
川
の
名
が
よ
く
出
て
来
る
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
で
作
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
尤
も

阿
含
経
は
釈
尊
滅
後
か
ら
大
乗
の
成
立
し
た
後
ま
で
も
順
次
補
っ
て
作
ら
れ
続
け
て
来
た
か
ら
、
後
期
の
も
の
は
大
乗
の
影
響
が
な
か
っ

た
と
は
言
い
き
れ
ま
い
。
ち
な
み
に
四
分
律
第
五
十
一
、
増
一
阿
含
の
巻
三
十
六
、
巻
三
十
八
等
、
経
典
の
後
半
に
位
置
し
て
い
る
所
に

「
光
」
が
出
て
い
る
か
ら
、
大
乗
の
影
響
は
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
精
神
的
風
土
に
於
て
大
乗
経
典
と
同
じ
よ
う
な
環
境
の
上
で
こ
れ

ら
の
小
乗
経
典
も
生
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

か
く
考
え
て
来
る
と
、
こ
の
「
光
」
と
「
火
」
の
表
れ
て
い
る
経
典
を
訳
し
た
僧
は
大
月
氏
、
即
ち
ク
シ
ャ
ン
の
勢
力
範
囲
の
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
返
せ
ば
、
こ
の
経
典
の
成
立
し
た
ク
シ
ャ
ン
の
領
土
内
に
「
火
と
光
」
を
も
っ
て
釈
尊
を
超
越
者
と

し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
否
む
し
ろ
釈
尊
を
人
間
釈
尊
で
は
な
く
、
こ
の
「
火
と
光
」
を
か
り
て
超
越
者
と
し
て
考
え

る
思
考
方
法
、
即
ち
仏
身
観
の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

前
述
の
如
く
、
「
光
」
に
よ
っ
て
仏
の
荘
厳
さ
偉
大
さ
を
示
す
傾
向
心
情
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
釈
尊
が
人
間
で
は
な
く
超
人
的

火
と
光

て
い
た
だ
き
た
い
。
（
高
橘
）
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な
力
を
も
つ
仏
、
法
華
経
流
に
言
え
ば
「
生
身
の
釈
尊
か
ら
久
遠
の
本
仏
」
へ
の
立
場
の
飛
躍
。
こ
の
重
大
事
件
が
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で

行
わ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
が
小
乗
か
ら
大
乗
へ
の
宗
教
運
動
で
あ
り
、
然
も
こ
の
超
越
飛
躍
を
媒
介
す
る
も
の
が
こ
の
「
火
と
光
」

で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
こ
れ
が
叉
前
述
の
コ
イ
ン
の
太
陽
の
光
芒
を
思
わ
せ
る
円
環
光
背
の
リ
ン
グ
で
あ
り
、
又
王
や
神
の
肩
か
ら

炎
盈
と
も
え
上
る
炎
で
あ
っ
た
と
思
う
。

霞
琶

一
悶
團
幽
悶
一

局

？？蓬
一一

道
行
般
若
経
巻
六
（
大
８
１
四
五
八
上
）
仏
笑
口
中
金
色
光
出
優
婆
夷
即
持
金
華
．
．
…
・
不
堕
地

巻
八
（
大
８
１
四
六
八
中
）
口
中
出
若
干
色
其
明
至
十
方
仏
刹
悉
明
其
明
還
遥
仏
三
匝
従
頂
上
入

●

巻
九
（
大
８
１
四
七
一
中
）
身
有
金
色
身
放
十
億
光
炎

●

〃
（
大
８
１
四
七
三
中
）
於
上
虚
空
中
有
化
仏
身
有
三
十
二
相
紫
磨
金
色
身
有
千
億
光
耀
炎
出

巻
十
（
大
８
１
四
七
六
上
）
焔
三
味

兜
沙
経
（
六
十
華
厳
第
四
・
第
五
及
び
支
謙
訳
菩
薩
本
行
経
第
一
品
の
異
訳
）

（
大
皿
’
四
四
六
上
）
仏
放
光
明
先
従
足
下
出
照
一
仏
界
中
極
明
現
十
億
閻
浮
利
天
南

阿
閣
世
王
経
巻
上
（
大
晦
’
三
九
三
中
）
其
臂
者
二
毛
放
百
億
千
明
其
臂
上
毛
二
有
百
千
光
明
二
明
者
有
億
千
蓮
華
二
蓮
華
上
者
有
菩
薩

仏
説
無
量
清
浄
平
等
覚
経
（
大
阿
の
古
訳
・
支
謙
訳
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人
道
経
の
異
訳
）

第
一
（
大
胆
’
二
七
九
下
）
面
有
九
色
光
数
千
百
度
光
甚
大
明
面
色
光
明
乃
此
耳

●

●

ク
（
大
哩
’
二
八
○
上
）
焔
宝
光
…
…
紫
磨
金
焔

ペ
シ
ャ
ワ
ル
博
物
館
蔵
や
サ
ン
チ
ー
の
彫
刻

以
下
は
別
表
参
考

火
と
光
嵩
哲

（”）



｜
鬮
一

●

第
一
（
大
胆
’
二
八
○
中
）
如
是
之
焔
明

●

多
（
大
理
’
一
八
一
中
）
十
三
我
作
仏
時
令
我
光
明
勝
於
日
月
…
…
焔
無
数
天
下
窃
冥
之
所

参
（
大
胆
’
二
八
二
中
）
焔
照
十
方
仏
国

●

第
二
（
大
狸
’
二
八
八
中
）
此
数
光
従
口
出
遍
沼
諸
数
刹
則
廻
光
還
遜
仏
三
匝
已
従
頂
入

●

″
（
大
哩
’
二
九
○
上
）
頂
中
光
明
焔
照
他
方

●

第
三
（
大
哩
’
二
九
○
中
）
無
量
清
浄
仏
光
明
照
国
中
及
焔
照
他
方
仏
国

●

〃
（
大
胆
’
二
九
一
下
）
第
三
焔
天

第
四
（
大
胆
’
二
九
六
中
）
比
如
火
起
焼
人
（
こ
れ
と
同
じ
表
現
他
に
二
地
誌
群
に
あ
り
）

●

●

阿
閑
仏
国
経
第
三
（
大
皿
’
七
五
七
中
）
中
有
阿
羅
漢
身
中
自
出
火
還
焼
身
而
般
泥
恒

●

第
五
（
大
、
’
七
六
一
上
）
阿
閤
仏
身
中
出
火
還
焼
身
己
便
作
金
色

●

〃
（
大
ｕ
’
七
六
三
上
）
炎
照
他
方
世
界

般
舟
三
昧
経
巻
中
（
大
蝿
’
九
二
上
）
時
笑
仏
国
中
金
色
光
出
至
十
方
不
可
計
仏
国

大
明
度
経
恒
娼
滑
信
女
品
（
大
晦
’
三
九
三
中
）
仏
笑
口
中
金
光
出
清
信
女
即
持
金
華
散
仏
上
仏
威
神
故
不
堕
地

強
弱
品
（
大
晦
’
五
○
二
中
）
口
中
出
若
干
色
其
明
至
十
方
仏
国
悉
為
其
明

菩
薩
本
業
経
（
兜
沙
経
の
異
訳
）
（
大
加
’
四
四
七
上
）
仏
放
足
下
相
輪
光
明
悉
照
仏
異
小
国
土

私
阿
味
経
（
大
皿
’
八
一
三
中
）
仏
爾
時
便
笑
無
数
色
宇
…
・
・
従
口
出
光
照
無
央
数
仏
国
還
続
身
三
匝
於
頂
上
使
不
見

仏
説
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人
道
経
（
大
阿
）

●

巻
上
（
大
胆
’
二
九
九
上
）
第
一
仏
名
光
遠
招

？
三
○
○
上
）
面
有
九
色
光
数
千
百
変
光
●

？
三
○
○
下
）
頭
中
光
明
如
仏
光
明
所
焔
照
無
極

（
″
三
○
二
中
）
頂
中
皆
有
光
明

●

？
三
○
二
中
）
光
明
焔
照

火
と
光
（
高
橋
）
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一
鬮
一

慧
印
三
昧
経
（
大
晦
ｌ

ｌ
Ｍ
園
園
閏
一
（
除
正
法
華
）

成
具
光
明
定
意
経
（
大
晦
’
四
五
五
中
亀
溌
講
建
議
欝
詳
浮
輝

仏
説
心
明
経
（
大
虹
’
九
四
二
下
）
諸
仏
笑
法
皆
有
常
瑞
授
菩
薩
決
遍
照
十
方
光
従
頂
入

梵
志
女
首
意
経
（
大
皿
’
九
四
○
中
）
欲
五
色
青
黄
赤
白
索
光
従
口
而
出
甚
大
光
明
普
照
十
方
無
数
仏
国

文
珠
師
利
現
宝
蔵
経
（
大
皿
’
四
六
五
上
）
仏
便
笑
時
三
千
大
千
世
界
無
量
光
明
遍
満
其
中
…
…

順
権
方
便
経
（
大
“
’
四
三
○
中
）
無
央
数
色
従
仏
国
出
青
黄
白
黒
紫
紅
之
色
…
…

等
集
衆
徳
三
味
経
（
巻
中
）
（
大
瓢
’
九
八
一
上
）
於
時
世
尊
知
離
垢
威
菩
薩
所
念
尋
入
欣
入
五
色
光
従
口
光
照
十
方
無
数
仏
国
還
続
三
匝
従
頂
上
入

●

弘
道
広
顕
三
味
経
巻
四
（
大
晦
’
五
○
五
上
）
時
世
尊
笑
諸
仏
笑
法
口
出
五
色
蕃
耀
変
光
談
無
数

文
珠
師
利
仏
土
厳
浄
経
（
大
皿
’
八
九
二
中
）
時
仏
因
笑
無
数
光
色
従
其
口
出
照
於
十
方
無
量
世
界

（
大
皿
’
八
九
五
下
）
時
仏
欣
笑
口
中
五
色
光
照
十
方
還
邇
三
匝
従
頂
上
入

（
大
、
’
九
○
○
上
）
於
時
世
尊
尋
便
欣
笑
光
従
口
出
五
色
普
…
：
、

普
曜
経
巻
八
（
大
３
１
五
三
一
の
上
↓
中
）
仏
亦
出
烟
龍
大
願
怒
身
皆
火
出
、
仏
亦
現
神
身
出
火
光
…
…

？
三
○
二
の
中
↓
三
○
三
の
上
）
こ
の
間
多
く
の
光
明
の
表
現
あ
り

●

●

？
三
○
八
中
）
頂
中
光
焔
照
他
方
…
…
仏
光
明
照
国
中
及
談
照
他
方
仏
国
大
明

●

（
″
三
○
九
下
）
是
第
三
談
天

巻
下
？
三
一
○
中
）
但
見
其
光
明

？
三
二
下
）
自
然
成
五
光
五
光
乃
至
九
色

？
三
一
三
下
↓
三
一
四
中
）
比
若
劇
火
起
焼
人
身
人
能
自
於
中
（
三
回
）

七
女
経
（
大
皿
Ｉ
九
○
九
上
）
是
時
迦
葉
仏
笑
五
色
光
従
口
出
照
満
仏
刹
還
総
身
頂
上
入

竜
施
女
経
（
大
皿
’
九
一
○
上
）
時
仏
乃
笑
五
色
光
従
口
出
照
一
仏
刹
還
従
頂
入

仏
説
竜
施
菩
薩
業
起
経
（
大
皿
’
九
二
上
）
時
仏
来
詣
舎
眉
間
放
光
明

慧
印
三
昧
経
（
大
晦
’
四
六
四
下
）
若
干
種
光
色
色
各
異
従
口
出
青
黄
赤
白
遍
照
無
央
数
仏
刹
皆
覆
蔽
日
月
明
還
続
身
三
匝
便
従
頂
入

火
と
光
（
高
橘
）
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岡
開
凹
（
除
妙
法
華
）

一
鬮
一

一
鬮
一一

…

巻
九
（
大
羽
’
六
六
鯉

″
（
″
’
六
六
，

巻
三
十
八
？
’
八
三
一

巻
四
十
六
（
″
’
八
七
．

薬
事
巻
二
（
型
’
六
八
上
．

巻
七
（
型
’
二
九
万

（
大
羽
’
六
六
九

集
一
切
福
徳
三
昧
経
巻
中
（
大
胆
’
九
九
七
下
）
繭
時
世
尊
即
便
微
笑
若
干
百
千
青
黄
赤
白
紅
紫
等
光
従
面
門
出

仏
説
阿
弥
陀
経
（
大
胆
’
三
四
七
中
下
）
中
出
広
長
舌
相
…
…
大
談
肩
仏
…
…
談
肩
仏

●

（
大
哩
’
三
四
八
上
）
大
談
肩
仏

●

無
量
寿
経
（
大
胆
’
二
六
七
上
）
炎
光
・
炎
根

●

？
二
七
○
中
）
炎
業
光
仏

？
二
七
二
上
）
一
念
華
中
出
三
十
六
百
千
億
光
一
点
光
中
出
三
十
六
億
仏

？
二
七
三
上
）
口
出
無
数
光
遍
照
十
方
国
廻
光
囲
溌
身
三
匝
従
頂
入

修
行
本
起
経
（
大
３
１
四
六
二
中
）
仏
乃
踏
之
即
住
而
笑
口
出
五
色
光
出
離
口
七
尺
分
為
両
分

一
光
焼
仏
三
匝
光
照
三
千
大
千
刹
土
莫
不
得
所

還
従
頂
入
一
光
下
入
十
八
地
獄
苦
痛
一
時
得
安

●

●

仏
本
行
経
（
大
４
１
八
二
中
）
頭
上
火
炎
然
口
中
亦
吐
火
身
放
火
炎

？
ｌ
九
三
上
）
即
時
欣
笑
五
色
光
明
曜
出
従
口
出
若
干
彩
色

仏
本
行
集
経
五
十
三
（
大
３
１
八
九
七
上
及
八
九
八
上
）
身
或
放
烟
惑
於
炎
火
…
…
入
於
火
光
三
昧

火
と
光
（
高
橋
）

中
）
即
便
微
笑
口
中
出
五
色
光
或
時
下
照
或
復
上
昇
光
下
者
至
無
間
獄
機
余
地
歓
若
受
炎
熱
皆
得
清
涼

参
’
六
六
九
下
）
仏
世
尊
過
去
事
光
従
背
入
…
…
従
眉
間
入
（
そ
の
他
あ
り
）

（
〃
’
八
三
五
中
）
時
彼
光
明
遍
照
三
千
大
千
世
界
己
還
仏
所
光
従
背
胸
足
指
掌
入
…
…
光
従
眉
間
入
…
…
光
従
頂
入

？
’
八
七
九
上
）
世
尊
法
爾
若
微
笑
於
口
中
出
五
色
光
明

（
型
’
六
八
上
中
）
敷
座
而
坐
煕
恰
微
笑
口
出
五
色
光
或
時
下
照
…
…

（
型
’
二
九
下
）
於
微
笑
時
出
青
黄
白
等
光
従
如
来
口
分
三
道
…
…

（80）



こ
れ
ら
の
思
想
的
飛
躍
は
こ
の
ク
シ
ャ
ン
の
世
界
で
起
っ
た
。
口
に
出
て
来
る
沢
山
の
教
典
が
こ
こ
で
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
か

ら
ち
で
砦
の
る
。

で
あ
る
。

参
考
（
火
の
つ
く
仏
）

現
在
賢
劫
千
仏
名
経

十
方
千
五
百
仏
名
経

一
息
一

｜
…

●

四
分
律
五
一
（
大
翠
’
九
四
九
）
身
出
烟
談
猶
若
大
火

●
●

五
分
律
巻
三
（
大
翠
’
二
二
上
）
身
上
出
火
身
火
出
水

第
三
十
八
（
大
２
１
七
五
八
中
）
是
時
灯
光
仏
即
入
三
昧
定
健
彼
梵
志
見
其
二
相

是
時
灯
光
仏
復
出
広
長
舌
…
…
放
大
光
明
…
…●

●

第
三
十
六
（
大
２
１
七
五
○
下
）
身
飛
虚
空
作
大
八
変
化
或
行
或
坐
…
…
身
放
烟
火
踊
設
自
由
無
所
触
磯
…
…
或
出
水
火
遍
満
空
中

（
大
２
１
七
五
一
上
）
口
出
五
色
光

（
大
２
１
七
五
七
上
）
即
時
便
笑
口
出
五
色
光

巻
八
（
型
’
一
三
ハ
下
）
諸
仏
常
法
若
有
微
笑
即
放
青
赤
白
種
々
之
光
従
口
而
出

雑
事
巻
二
２
１
二
１
１
中
）
口
出
五
色
微
妙
光
明
或
時
下
照
或
復
上
昇

巻
三
十
二
（
理
’
三
六
七
下
）
遂
便
微
笑
口
出
五
色
微
妙
光
明
或
時
下
照
或
上
昇

火
と
光
（
高
橘
）

へへ

大大
1414

巻巻
一一

㈲
…
…
南
無
鮫
肩
仏
・
南
無
衆
鮫
仏
（
測
中
）
南
無
宝
火
仏
（
洲
下
）
南
無
鮫
織
仏
（
畑
中
）

…
…
火
炎
肩
仏
（
畑
中
）
宝
炎
仏
・
放
炎
仏
・
火
然
仏
以
上
（
細
中
）
通
炎
華
仏
（
鯛
上
）
綱
光
仏
・
火
相
仏
・
宝
火

仏
・
火
光
明
仏
・
火
相
仏
・
宝
火
仏
以
上
（
畑
中
下
）
炎
肩
仏
・
火
灯
王
仏
・
宝
火
仏
（
汕
中
）
火
目
仏
・
炎
光

仏
・
炎
味
仏
・
火
光
仏
（
狐
下
）

(8I)



然
し
て
更
に
Ｈ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
を
資
料
と
し
て
こ
れ
に
重
ね
合
せ
る
時
、
（
尤
も
彫
刻
で
は
光
の
表
現
は
む
つ
か
し
く
、
従
っ
て

光
背
や
火
の
表
現
に
重
点
が
む
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ｌ
こ
の
火
と
光
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
号
で
述
べ
る
つ
も
り
Ｉ
。
）
こ

の
火
が
最
初
は
パ
キ
ス
タ
ン
サ
イ
ド
に
は
出
ず
、
ア
フ
ガ
｝
一
ス
タ
ン
側
、
即
ち
西
方
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
リ
グ
・
ベ
ー
ダ
以
来
の

ア
グ
ニ
の
火
の
伝
統
で
あ
っ
た
ら
当
然
。
ハ
キ
ス
タ
ン
側
の
方
に
先
に
火
が
出
る
筈
で
あ
っ
た
が
。

然
し
て
こ
こ
に
１
’
－
１
ク
な
彫
刻
が
あ
る
。
そ
れ
は
カ
ラ
チ
博
物
館
に
あ
る
「
裸
行
行
者
の
信
者
で
あ
る
婚
家
の
家
族
の
中
で
孤
立
し

（
勺
且
）

て
い
る
ス
ラ
・
ハ
ス
テ
ィ
の
長
者
の
娘
の
た
め
に
、
仏
が
率
卒
天
か
ら
降
り
ら
れ
て
奇
蹟
を
行
じ
て
こ
れ
を
助
け
た
」
と
い
う
彫
刻
で
あ

る
。
横
六
十
セ
ン
チ
、
高
サ
三
十
セ
ン
チ
の
大
き
さ
だ
。
こ
の
彫
刻
に
は
仏
の
頭
は
な
い
が
、
肩
か
ら
火
足
か
ら
水
が
出
て
い
る
。
こ
れ

が
燃
灯
仏
で
有
名
な
シ
ク
リ
か
ら
出
土
し
て
い
る
所
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
年
代
は
ス
ト
ゥ
ー
。
ハ
の
燃
灯
仏
彫
刻
よ
り
少
し
年
代
が
下

っ
て
Ａ
・
Ｄ
四
・
五
世
紀
、
早
く
て
も
三
世
紀
の
後
半
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
火
の
出
て
い
な
い
燃
灯
仏
よ
り
、
さ
し

て
時
代
が
下
ら
な
い
頃
に
も
う
こ
の
彫
刻
の
よ
う
に
「
炎
」
の
つ
い
た
仏
像
が
、
然
も
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
中
心
た
る
こ
の
シ
ク
リ
に
出
て
い

勿
論
前
述
の
よ
う
に
力
’
一
シ
カ
コ
イ
ン
が
ク
シ
ャ
ン
全
域
に
流
通
し
て
い
る
か
ら
、
コ
イ
ン
の
炎
が
こ
の
彫
刻
に
影
響
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
未
だ
他
に
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
ペ
ル
シ
ャ
の
火
の
宗
教
が
そ
の
原
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
「
炎
」
を
も
っ
た
燃

灯
仏
の
出
土
し
た
カ
ピ
シ
・
ペ
グ
ラ
ム
か
ら
百
キ
ロ
北
方
の
地
点
に
ス
ル
フ
コ
タ
ル
と
い
う
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の

神
殿
が
あ
っ
た
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
ク
シ
ャ
ン
民
族
の
信
仰
で
あ
り
、
こ
こ
が
そ
の
総
本
山
の
役
割
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
カ
ニ
シ
ヵ

王
の
大
き
な
像
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
分
る
。
こ
の
宗
教
の
「
火
と
光
」
が
仏
教
に
影
響
し
、
そ
の
思
想
の
深
化
に
大
き
な
役
割
を
も
っ

た
こ
と
は
十
分
推
測
さ
れ
る
ｏ
一
歩
下
っ
て
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
火
を
重
ん
ず
る
ペ
ル
シ
ャ
等
西
方
の
信
仰
が
影

ス
》
。

火
と
光
（
高
橋
）
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響
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

か
く
考
え
る
と
大
乗
仏
教
は
東
西
文
化
の
総
合
、
特
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
イ
ン
ド
の
心
と
ギ
リ
シ
ャ
の
芸
術
、
そ

し
て
ペ
ル
シ
ャ
の
民
間
信
仰
等
の
交
流
が
も
た
ら
し
た
一
大
総
合
文
化
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
こ
の
彫
刻
は
左
右
の
図
板
に
連
絡
が
な
く
向
っ
て
左
半
分
は
異
っ
た
物
語
の
燃
灯
仏
を
く
っ
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

静
谷
正
雄
初
期
大
乗
仏
教
の
成
立
過
程

国
い
、
旨
画
目
弓
昏
①
固
く
◎
旨
蔑
◎
口
。
、
舜
昏
⑲
。
◎
ロ
。
の
胃
◎
、
念
画
の
国
。
Ｑ
言
印
側
詳
ぐ
ぃ

旨
い
ば
◎
冑
Ｑ
脚
口
且
彦
陣
３
口
Ｐ
鼻
旨
勺
卸
汽
雷
厨
口

屈
◎
器
具
獄
屋
ロ
唱
目
開
醸
⑥
少
尉
厨
昏
の
厨
房
底
“
易

京
都
大
学
隊
バ
ー
ミ
ャ
ン
ー
・
２
．
３
．
４

宮
治
昭
中
央
ア
ジ
ヤ
浬
藥
図
の
図
像
学
的
考
察
仏
芸
一
四
七
号

モ
タ
メ
デ
ィ
遙
子
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
土
の
燃
灯
仏
本
生
識
の
諸
遺
例
仏
芸
二
七
号

田
辺
勝
美
カ
ニ
シ
ュ
カ
一
世
金
貨
の
国
王
立
像
考
仏
芸
一
五
六
号

〃

迦
畢
試
国
出
土
の
仏
教
彫
刻
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
オ
リ
エ
ン
ト
（
昭
和
四
十
八
年
）

〃
岸
画
昌
四
回
固
い
。
丙
函
国
匡
邑
旦
昌
寸
画
①
句
旨
日
旨
い
四
口
Ｑ
誤
国
蔚
凰
口
函
国
巨
・
口
ロ
ロ
胃
日
画
い
①
旨
厨
巨
農
画
ご
勺
の
己
。
ｇ
ｏ
風
の
鼻
ぐ
巳
乞
曾

口
夢
の
昌
昏
吋
口
胃
閑
扇
彦
四
目
少
鳳
凰
ｏ
ｍ
ｐ
Ｑ
ロ
四
国

火
と
光
（
高
橋
）
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西
ド
イ
ツ
の
古
都
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
（
国
①
箆
堅
ｇ
『
巴
を
訪
れ
る
人
は
、
ネ
ッ
カ
ー
河
畔
の
美
し
い
風
光
と
と
も
に
、
そ
の
大
学
に

教
鞭
を
と
っ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ぞ
ハ
ー
教
授
（
一
九
○
三
年
退
官
名
誉
教
授
）
の
巨
大
な
思
想
的
業
績
に
心
を
寄
せ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

雪
①
蔚
吋
教
授
の
巨
大
な
業
綴
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
も
と
よ
り
、
わ
が
国
に
於
て
も
大
塚
久
雄
教
授
の
研
究
を
頂
点
と
し
て
、

（
ぞ
）

優
れ
た
研
究
論
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

（
註
１
）
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
が
旨
肖
急
の
胃
司
教
授
生
誕
百
年
に
相
当
し
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
軍
ツ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
・
ハ
ー
研
究
』
（
生
誕

百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
・
大
塚
久
雄
編
・
東
京
大
学
出
版
会
）
・
可
ツ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
パ
ー
研
究
』
（
大
塚
久
雄
・
安
藤
英
治
・
内
田
芳
明
・

住
谷
一
彦
・
岩
波
醤
店
）
の
刊
行
が
承
ら
れ
、
内
外
の
ヴ
ェ
ー
パ
ー
研
究
に
つ
い
て
は
、
梶
山
力
訳
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
蚕
本
主
義

の
精
神
』
（
有
斐
閣
刊
版
の
参
考
文
献
目
録
（
六
二
’
六
九
頁
）
或
は
梶
山
力
・
大
塚
久
雄
訳
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
演
本
主
義
の
精

神
』
（
岩
波
文
庫
上
巻
巻
末
に
所
職
さ
れ
る
文
献
目
録
）
並
び
に
経
済
学
大
系
Ⅲ
大
塚
久
雄
編
『
資
本
主
義
の
成
立
』
（
河
出
書
房
）
・
一
橋
大
学
新

聞
部
編
『
経
済
学
研
究
の
栞
』
（
春
秋
社
）
を
参
照
さ
れ
る
こ
と
で
、
ヴ
ェ
ー
・
ハ
ー
を
め
ぐ
る
論
争
史
の
理
解
は
得
ら
れ
よ
う
。

わ
け
て
も
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
ｅ
厨
卑
ｇ
①
の
厨
目
爵
。
胃
同
昏
涛
ロ
且
号
妙
Ｑ
陛
縣
食
の
⑰

「
禁
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
・
ハ
ー
冨
閏
言
呂
閏
に
於
け
る

「
禁
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て

一
は
じ
め
に

町
田
是
正
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忍
泰
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

周
画
口
罵
罠
の
日
巨
の
．
園
ロ
周
牌
岳
置
ゞ
后
呂
以
下
『
倫
理
』
と
略
記
す
る
）
は
、
教
授
の
代
表
的
著
作
で
あ
り
、
そ
の
思
想
を
知
る
う
え
で

最
も
適
し
た
論
文
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
知
の
よ
う
に
、
急
の
９
吋
教
授
は
本
論
文
に
お
い
て
、
近
代
西
欧
の
「
資
本
主
義
の
精

神
」
の
起
源
の
重
要
な
契
機
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
に
あ
る
こ
と
、
殊
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
ご
と
き
禁
欲
的
倫
理
に
あ
る
こ
と
を

論
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
実
は
近
代
経
済
史
を
播
き
ま
す
と
、
本
論
文
の
命
題
が
そ
の
ま
ま
近
代
資
本
主
義
文
化
の
誕
生
そ

。
、
Ｕ
ｆの
も
の
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
少
し
く
付
言
す
れ
ば
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
、
そ
れ
は
経
済
の
面
か
ら
云
え
ば
「
資
本
主
義
の
文
化
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

Ｐ

資
本
主
義
文
化
は
、
物
資
的
に
或
は
精
神
的
に
ど
ん
な
源
泉
か
ら
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
即
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
の
起

源
は
、
何
処
に
、
如
何
に
し
て
生
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
２
騨
豊
の
呂
目
‐

◎
胃
吋
届
麗
１
ｓ
ご
）
を
領
袖
と
す
る
新
歴
史
学
派
の
人
盈
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
生
活
の
歴
史
が
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
経
済
史

を
学
ぶ
人
の
よ
く
知
る
所
で
あ
り
ま
す
。
二
十
世
紀
初
頭
に
至
っ
て
、
資
本
主
義
精
神
の
起
源
は
如
何
に
と
い
う
問
題
を
も
っ
て
華
な
し

い
論
争
、
研
究
が
な
さ
れ
る
な
か
で
、
古
典
的
な
価
値
を
も
つ
の
が
葛
①
冨
獄
教
授
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義

い
論
争
、

こ
の
論
文
が
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
一
九
○
四
年
、
一
九
○
五
年
の
『
社
会
科
学
お
よ
び
社
会
政
策
雑
誌
』
Ｓ
吋
。
嵐
ぐ
埼
目

曾
国
巨
乱
脇
①
ロ
の
号
”
津
一
旨
。
曾
国
邑
冒
罵
涛
．
圏
声
亭
〆
弓
誌
上
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ゾ
ン
・
ハ
ル
卜
（
言
．
ｇ
Ｂ
ｇ
尋
）
・
プ

レ
ン
タ
ー
ノ
Ｐ
号
犀
曾
冨
昌
巳
な
ど
の
著
名
な
経
済
学
者
の
批
判
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
論
争
的
な
彪
大
な
脚
註
を
付
加
し
た
の
で

レ
ン
タ
ー
ノ

あ
り
ま
す
。

の
精
神
』

本
『
倫
理
』
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
経
済
倫
理
と
、
近
代
資
本
主
義
発
展
の
主
体
的
原

な
の
で
あ
り
ま
す
。
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マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
の
『
倫
理
』
な
る
論
文
は
、
教
授
の
社
会
科
学
の
方
法
ｌ
理
想
型
屋
①
巴
ご
月
の
に
よ
る
科
学
的
認
識

Ｉ
を
意
識
的
に
適
用
し
た
最
初
の
試
象
で
あ
り
、
そ
れ
が
見
事
に
結
実
し
た
極
め
て
注
目
す
べ
き
著
述
で
あ
り
、
後
に
与
え
た
影
響
を
考

え
ま
す
と
当
に
画
期
的
な
論
文
で
あ
り
ま
す
。

言
の
９
吋
教
授
が
本
書
に
於
て
用
い
て
い
る
種
々
の
概
念
ｌ
た
と
え
ば
資
本
主
義
の
精
神
、
世
俗
内
的
禁
欲
、
伝
統
主
義
、
職
業
倫
理
、

忍
率
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

動
力
で
あ
る
資
本
主
義
の
精
神
と
の
間
に
存
す
る
内
面
的
連
関
の
解
明
が
主
眼
と
な
っ
て
い
ま
す
。
や
や
具
体
的
に
付
言
し
ま
す
と
、
宗

教
改
革
者
ル
タ
ー
が
提
唱
し
、
更
に
カ
ル
ヴ
ィ
’
一
ズ
ム
の
ご
と
き
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
中
に
力
強
く
展
開
し
た
職
業
召
命

観
は
、
そ
れ
自
体
は
純
粋
な
信
仰
を
よ
び
覚
す
源
泉
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
、
世
俗
的
勤
労
を
積
極
的
に
肯
定
し
、

合
理
化
・
組
織
化
し
て
、
こ
れ
に
倫
理
的
性
格
を
賦
与
す
る
点
で
、
は
か
ら
ず
も
「
資
本
主
義
の
精
神
」
を
誕
生
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た

合
理
化
・
組
織
化
し
て
、

雰
陸
２
）

そ
し
て
筆
者
を
し
て
最
も
喚
起
さ
せ
る
問
題
は
、
ヨ
ー
ト
ス
」
（
固
昏
８
）
と
い
う
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
禁
欲
的
宗
教
倫
理
を

因
果
連
関
の
次
元
に
お
い
て
、
社
会
科
学
的
に
究
明
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
（
豊
富
な
資
料
と
該
博
な
知
識
を
駆
使
し
て
）
明
ら
か
に
し

た
こ
と
は
、
不
朽
の
業
績
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

と
云
う
の
で
あ
り
ま
す
。

（
註
２
）
エ
ー
ト
ス
（
固
昏
８
英
・
独
・
仏
・
希
）
各
文
化
に
独
自
な
慣
習
の
形
成
態
を
云
い
、
倫
理
的
性
格
・
生
活
の
仕
方
・
道
徳
的
品
性
と
、
意
訳
さ

れ
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
学
の
重
要
概
念
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
用
い
方
に
よ
れ
ば
、
行
為
の
悩
習
に
よ
っ
て
、
謹

魂
の
善
い
悪
い
と
い
う
性
格
が
養
成
さ
れ
る
と
説
い
た
が
、
今
で
は
社
会
集
団
に
於
け
る
道
徳
的
慣
習
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

二
禁
欲
鈩
禺
①
＄
の
意
味
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忍
示
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

カ
ル
ヴ
イ
｝
一
ズ
ム
の
倫
理
、
禁
欲
的
倫
理
、
カ
リ
ス
マ
、
予
定
説
、
エ
ー
ト
ス
な
ど
は
す
べ
て
理
想
型
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
理
想
型
の
構
成
の
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
科
学
の
研
究
の
目
的
は
、
経
験
的
事
象
の
中
か
ら
一
般
的
な

法
則
を
導
き
出
す
こ
と
で
は
な
く
て
、
個
性
的
な
す
が
た
を
も
つ
現
象
ｌ
歴
史
的
個
体
（
閏
の
８
国
ｇ
毒
＄
冒
昌
乱
目
巨
日
）
と
し
て
把
握

（
註
３
）

し
て
ｌ
と
し
て
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

第
二
章
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
職
業
倫
理
。
⑩
世
俗
内
的
禁
欲
の
宗
教
的
諸
基
盤
。
側
禁
欲
と
資
本
主
義
精
神
。

と
な
っ
て
い
て
、
本
論
文
で
は
近
代
資
本
主
義
文
化
の
誕
生
へ
の
源
泉
と
な
っ
た
も
の
が
、
禁
欲
的
職
業
倫
理
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
随
っ
て
筆
者
は
、
葛
８
関
教
授
が
特
徴
的
に
用
い
る
概
念
の
う
ち
、
と
り
わ
け
て
「
禁
欲
」
・
「
禁
欲
的
宗
教
倫

●
●

（
註
３
）
歴
史
的
個
体
（
理
想
型
）
の
意
味
を
理
解
す
る
と
は
、
一
例
と
し
て
ヴ
ェ
ー
や
ハ
ー
教
授
は
、
資
本
主
義
の
精
神
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

●
●

る
。
即
ち
「
こ
こ
で
資
本
主
義
の
精
神
と
い
う
概
念
を
用
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
独
自
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
場
合
資
本
主
義
と

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
代
資
本
主
義
の
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
こ
で
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
が
専
ら
そ
の
よ
う
な
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び

ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
で
あ
る
こ
と
は
、
問
題
の
立
て
方
に
照
し
て
自
明
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
資
本
主
義
は
中
国
に
も
イ
ン
ド
に
も
●
ハ
ピ
ロ
ン
に

も
、
ま
た
古
代
に
も
中
世
に
も
存
在
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
資
本
主
義
に
は
独
自
の
エ
ー
ト
ス
が
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
梶
山
・
大
塚
訳
『
倫

理
』
上
巻
岩
波
文
庫
四
四
頁
）
・
つ
ま
り
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
の
い
う
「
資
本
主
義
」
は
一
つ
の
歴
史
的
個
体
で
あ
っ
て
、
他
の
資
本
主
義
と
は
全
然
異

な
る
特
質
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
資
本
主
義
の
精
神
」
も
他
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
質

と
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
イ
ズ
ム
の
信
仰
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
職
業
倫
理
こ
そ
、
近
代
賓
本
主
義
の
箱
神
の
特
徴
的
要
素
だ
と
す
る
の
で
あ
り
ま

す
。

言
ｇ
閏
教
授
の
『
倫
理

第
一
章
問
題
の
提
起
胤

業
観
念
（
研
究
の
課
題
）

『
倫
理
』
を
播
い
て
み
ま
す
と
、

起
・
側
信
仰
と
社
会
（
信
仰
の
種
類
と
社
会
的
階
級
）
・
佃
資
本
主
義
の
「
精
神
」
に
つ
い
て
。
側
ル
ッ
タ
ー
の
職
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理
」
・
ヨ
ー
ト
ス
」
な
ど
に
焦
点
を
合
せ
、
資
本
主
義
の
精
神
の
内
的
な
関
連
を
明
か
に
し
て
、
近
代
化
の
意
味
を
考
え
て
承
た
い
。

●
●

急
の
胃
Ｈ
教
授
が
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
に
於
て
主
張
す
る
所
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
資
本
主
義

（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
イ
ズ
ム
）
（
禁
欲
的
職
業
倫
理
）

の
精
神
（
近
代
文
化
の
精
神
）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
欲
的
合
理
主
義
に
そ
の
源
泉
が
あ
る
と
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
学
説
は
す
で
に
学

界
の
財
産
的
定
説
と
も
な
っ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

筆
者
は
ま
ず
、
教
授
が
用
い
る
「
禁
欲
」
（
日
①
少
禺
①
３
）
の
言
葉
の
意
味
か
ら
理
解
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。
我
を
仏
教
徒
（
ア
ジ

ア
的
人
間
）
は
、
「
禁
欲
」
と
云
え
ば
、
直
に
沈
黙
・
黙
想
・
経
典
読
誘
・
忍
辱
・
服
従
な
ど
の
精
神
的
苦
行
と
、
或
は
独
身
生
活
（
貞

潔
）
・
断
食
・
沐
浴
・
粗
衣
粗
食
・
巡
礼
行
脚
・
森
林
生
活
・
肉
体
虐
使
な
ど
の
肉
体
的
苦
行
を
連
想
す
る
の
で
あ
っ
て
、
特
に
感
性
的

欲
望
を
悪
の
源
泉
と
考
え
、
或
は
悪
そ
れ
自
体
で
あ
る
と
し
て
、
人
間
的
な
徳
を
高
め
る
た
め
に
は
、
出
来
る
限
り
欲
望
を
抑
圧
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
道
徳
的
・
宗
教
的
な
理
想
が
実
現
す
る
と
考
え
が
ち
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
葛
①
冨
吋
教
授
が
指
摘
す
る
所
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
「
禁
欲
」
が
、
東
洋
的
な
難
行
苦
行
の
禁
欲
と
は
著
し
く
性
質

を
異
に
し
ま
す
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
を
知
る
者
に
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す
。
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
欲
、
そ
れ
は
信
仰
を

（
註
４
）

深
め
、
愛
を
高
め
る
た
め
の
精
神
的
修
行
を
重
ん
じ
る
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
。

（
註
４
）
忍
示
欲
」
の
語
源
と
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
画
禺
①
の
互
は
、
本
来
は
「
修
行
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
に
由
来
す
る
独
語
の

「
揖
禺
①
の
＆
も
「
精
進
」
の
意
味
が
強
い
の
で
あ
る
。
禁
欲
の
基
本
理
念
は
諸
盈
の
欲
望
を
切
り
捨
て
、
人
間
の
営
承
を
可
能
な
か
ぎ
り
宗
教
目
的

に
必
要
な
高
為
に
高
め
る
所
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
宗
教
生
活
を
、
目
的
の
達
成
に
向
っ
て
働
き
か
け
る
合
理
的
で
体
系
的
な
原
動
力
と
も
な
り
う
る

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
禁
欲
の
原
動
力
が
世
俗
の
領
域
に
働
き
か
け
る
場
合
、
世
俗
生
活
を
導
き
規
定
す
る
倫
理
と
な
り
ま
す
。
ヴ
ェ
ー
●
ハ
ー
教

授
は
、
そ
の
典
型
を
キ
リ
ス
ト
教
に
見
い
出
し
、
①
中
世
修
道
院
生
活
に
お
け
る
世
俗
外
的
禁
欲
が
教
会
組
織
や
荘
園
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
論
証

し
、
②
近
代
カ
ル
ヴ
ィ
｝
一
ズ
ム
に
承
ら
れ
る
世
俗
内
禁
欲
が
、
職
業
倫
理
と
資
本
主
義
精
神
の
形
成
に
与
え
た
役
割
に
つ
い
て
、
歴
史
的
に
、
社
会
的

忍
奉
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）
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忍
奉
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

に
、
経
済
的
・
文
化
的
の
関
わ
り
に
お
い
て
見
事
に
論
証
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
七
九
年
筆
者
は
、
西
ド
イ
ツ
の
「
聖
オ
ッ
テ
ィ
リ
ェ
ン
修
道
院
」
命
自
胃
○
雰
罠
呂
国
◎
騨
囚
）
に
於
て
三
ヶ
月
の
共
同
生
活

を
体
験
し
た
。
こ
の
修
道
院
は
ヴ
ェ
ネ
デ
イ
ク
ト
修
道
会
に
属
す
る
の
で
、
祈
り
・
働
き
、
読
書
を
修
道
の
信
条
と
な
し
、
従
順
、
貞

潔
、
清
貧
・
定
住
を
修
道
誓
願
と
し
て
い
る
。
修
道
戒
律
と
修
道
誓
願
の
徳
目
を
見
た
と
き
、
東
洋
的
な
禁
欲
修
道
を
想
起
す
る
で
あ
り

ま
し
ょ
う
が
、
筆
者
が
百
二
十
名
の
修
道
僧
と
共
同
生
活
を
し
た
体
験
に
基
い
て
云
え
ば
、
近
代
化
さ
れ
た
設
備
と
施
設
、
明
る
く
開
放

的
（
部
外
者
は
修
道
士
館
内
に
は
入
れ
な
い
）
で
、
彼
等
が
修
道
誓
願
の
達
成
を
目
指
し
て
、
祈
り
働
く
姿
は
愛
の
人
そ
の
も
の
で
あ

り
、
各
修
道
士
の
特
性
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
環
境
が
整
備
さ
れ
、
一
大
禁
欲
的
共
同
体
で
あ
り
な
が
ら
、
筆
者
は
重
苦
し
い
禁
欲
的
苦

行
を
覚
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
世
俗
外
的
修
道
僧
の
禁
欲
は
、
決
し
て
社
会
か
ら
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
世
俗
内
的
職
業

禁
欲
と
の
間
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
え
思
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

葛
の
ず
閏
教
授
は
『
倫
理
』
の
な
か
で
、

「
キ
リ
ス
ト
教
的
禁
欲
…
…
略
…
・
・
・
西
洋
で
は
す
で
に
中
世
に
お
い
て
そ
の
最
高
形
態
は
完
全
に
合
理
的
な
性
格
を
お
び
て
い
た
し
、

い
く
つ
か
の
現
象
に
つ
い
て
は
早
く
も
古
代
に
お
い
て
さ
え
、
そ
の
こ
と
が
見
ら
れ
た
。
東
洋
の
禁
欲
僧
生
活
に
対
比
し
て
、
西
洋
の

禁
欲
僧
生
活
の
も
つ
世
界
史
的
意
義
は
こ
の
点
に
あ
る
。
西
洋
的
禁
欲
は
、
聖
ヴ
ネ
デ
イ
ク
ト
ウ
ス
の
規
律
に
お
い
て
、
無
方
針
な
現

世
逃
避
と
練
達
し
た
苦
行
の
域
か
ら
原
理
上
す
で
に
脱
し
て
お
り
、
ク
リ
ュ
ー
ニ
ー
派
で
は
そ
の
傾
向
は
一
層
明
白
と
な
り
、
シ
ト
ー

派
で
は
さ
ら
に
顕
著
に
、
最
後
に
イ
エ
ズ
ス
会
派
で
は
ま
っ
た
く
決
定
的
と
な
っ
た
。
．
…
・
・
略
…
…
禁
欲
の
目
標
は
、
性
を
一
般
に
考

え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
は
異
な
っ
て
、
意
識
的
、
覚
醒
的
か
つ
明
徹
な
生
活
を
な
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
ｌ
無
軌
道
な
本
能

的
享
楽
を
絶
滅
す
る
こ
と
が
そ
の
当
面
の
課
題
と
な
り
Ｉ
こ
れ
に
従
う
人
と
の
生
活
態
度
に
秩
序
あ
ら
し
め
る
こ
と
が
そ
の
も
つ
と
も
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の
で
な
か
っ
た
意

紹
介
し
て
み
よ
う
。

と
の
べ
て
い
る
。
当
し
く
キ
リ
ス
ト
教
的
禁
欲
は
、
欲
望
を
減
し
去
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
て
、
職
業
召
命
観
を
誕
桑
出
し
た
と
す

る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
偶
盈
滞
留
し
た
修
道
院
に
於
て
、
三
ヵ
月
余
の
間
、
全
く
性
欲
ま
た
煩
悩
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
修
道
士

達
の
祈
り
の
儀
礼
に
参
列
し
、
労
働
に
参
加
し
、
研
究
活
動
を
続
け
る
間
、
実
に
不
思
議
な
く
ら
い
に
愛
の
た
め
の
生
活
訓
練
が
持
続
で

き
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
禁
欲
を
殊
更
に
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
日
常
の
愛
の
た
め
の
肉
体
的
訓
練
を
通
し
て
、
い
つ
し
か
欲
望
は
減

し
去
り
愛
の
人
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
、
こ
の
目
で
確
し
か
め
た
の
で
あ
っ
た
。

西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
欲
が
、
愛
の
た
め
の
訓
練
で
あ
り
、
職
業
倫
理
の
形
成
に
あ
ず
か
り
、
決
し
て
欲
望
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
の
も

（
駐
６
）

の
で
な
か
っ
た
一
例
と
し
て
、
中
世
末
期
の
ド
イ
ツ
の
説
教
家
タ
ウ
ラ
ー
（
弓
豊
］
閏
．
冒
彦
閏
昌
閉
園
９
１
届
臼
）
の
説
教
の
一
節
を

（
註
５
）
梶
山
力
・
大
塚
久
雄
訳
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
下
巻
七
三
頁
’
七
五
頁
。

或
る
入
念
は
間
う
て
い
う
「
現
在
の
状
態
に
あ
る
か
ぎ
り
、
欲
望
や
よ
ろ
こ
び
な
し
に
い
る
こ
と
が
ど
う
し
て
出
来
よ
う
。
飢
え
た
時

は
食
い
、
渇
い
た
時
は
飲
み
、
疲
れ
た
時
は
眠
り
、
寒
い
時
は
身
を
温
め
る
の
だ
、
肉
体
の
欲
を
充
た
す
な
ら
ば
肉
体
の
よ
ろ
こ
び
な

し
に
い
る
こ
と
は
決
し
て
出
来
な
い
。
肉
体
が
自
然
で
あ
る
限
り
、
こ
れ
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
。
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う

し
た
歓
び
、
安
易
、
満
足
、
愉
し
み
、
歓
喜
等
は
、
心
の
深
所
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
哀
な
る
生
活
の
一
部
分
と
な
っ

て
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ら
を
惹
起
し
た
事
物
と
共
に
過
ぎ
去
っ
て
、
汝
の
う
ち
に
踏
み
止
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら

忍
奉
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

重
要
な
手
段
と
な
っ
た
。
こ
の
決
定
的
に
重
要
な
観
点
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道
僧
生
活
の
規
律
に
も
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
信
徒
の
生
活

陸
（
５
）

上
の
原
則
に
も
、
す
べ
て
一
様
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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右
の
タ
ゥ
ラ
ー
の
思
想
が
、
宗
教
改
革
者
ル
ッ
タ
ー
（
冒
昏
胃
・
冒
閏
建
国
崖
麗
ｌ
］
鯉
ｅ
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
弓
①
冨
吋

（
註
８
）

教
授
が
指
摘
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

（
註
８
）
田
①
目
ど
の
語
を
「
職
業
」
の
意
味
に
壌
初
に
訳
し
て
使
用
し
た
の
は
ル
ッ
タ
ー
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
コ
滞
冒
ど
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、

中
世
末
の
タ
ウ
ラ
ー
の
思
想
の
な
か
に
す
で
に
「
神
か
ら
授
け
ら
れ
た
使
命
観
」
が
み
ら
れ
る
と
し
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

ま
す
。
即
ち
「
ど
ん
な
環
境
に
あ
っ
て
も
、
世
俗
内
的
義
務
の
遂
行
こ
そ
が
神
に
喜
ば
れ
る
唯
一
の
道
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
そ
し
て
こ
れ
の
承
が
神
の

意
志
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
正
当
な
職
業
は
す
べ
て
神
の
前
に
は
全
く
等
し
い
価
値
を
も
つ
」
（
梶
山
・
大
塚
訳
）
『
倫
理
』
（
岩
波
文
庫
上
巻
一

一
二
頁
）
と
論
じ
、
さ
ら
に
「
国
目
ど
の
語
が
世
俗
的
労
働
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
段
初
は
、
エ
ペ
ソ
書
簡
第
四
章
・
に
関
す
る
タ
ウ
ラ
ー
の
美

し
い
説
教
冨
由
堅
胃
シ
巨
凋
．
置
弓
』
に
見
ら
れ
る
「
施
肥
に
赴
く
」
農
民
が
「
実
直
に
自
ら
の
国
匡
露
に
励
む
な
ら
ば
、
自
ら
の
団
員
を
な
お
ざ
り

に
す
る
僧
侶
た
ち
よ
り
も
」
成
功
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

〔
註
６
〕
］
・
自
画
巳
⑦
門
ケ
ル
ン
大
学
に
学
び
、
・
ハ
ー
ゼ
ル
で
ド
ミ
’
一
コ
会
神
秘
思
想
団
体
の
中
心
人
物
と
し
て
活
蹴
、
シ
ユ
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
で
説
教
家
と
な

り
、
正
統
カ
ト
リ
ッ
ク
神
秘
思
想
及
び
ド
イ
ツ
語
の
発
達
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
。

〔
註
７
〕
切
葛
冒
弄
急
。
誹
辱
目
幽
昌
⑦
勝
匡
厭
四
目
の
日
日
ｏ
回
の
．
ｐ
圏
Ｃ
ｌ
圏
］
・
梶
山
力
訳
『
倫
理
』
（
二
八
’
二
九
頁
）
（
有
斐
閣
）
所
収
の
訳
者

序
言
中
の
引
用
よ
り
。

「
禁
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

に
溺
れ
る
の
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
来
る
と
往
く
と
に
委
せ
、
世
と
被
造
物
と
の
よ
ろ
こ
び
、
或
は
満
足
を
も
っ
て
所
有
の
思
い
に
休
息

し
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
こ
れ
ら
及
び
そ
の
ほ
か
一
切
の
性
向
は
、
よ
り
高
い
力
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
こ
と
が
成
就
さ
れ
な
い
間
は
、
幼
い
イ
エ
ス
の
生
命
を
窺
う
ヘ
ロ
デ
と
そ
の
僕
ら
の
よ
う
な
悪
魔
の
力
は
、
汝
の
う
ち
に
決
し
て

（
註
７
）

死
に
切
っ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ル
ッ
タ
ー
以
前
の
時
代
に
お
い
て
、
タ
ウ
ラ
ー
が
始
め
て
世
俗
の
職
業
角
ロ
。
と
僧
侶
の
そ
れ
と
を
同
じ
価
値
で
あ
る
と
認
め
た
。

（”）



即
ち
タ
ゥ
ラ
ー
の
神
秘
主
義
思
想
と
ル
ッ
タ
ー
と
は
、
ト
マ
ス
（
旬
盲
目
閉
鈩
告
旨
四
の
届
誤
ｌ
製
）
の
思
想
と
対
立
し
た
点
で
は
共
通

し
て
い
る
と
、
教
授
は
指
摘
し
て
い
る
（
大
塚
・
梶
山
訳
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
上
巻
二
五
頁
註
五
）
・
世
俗
外
的
禁
欲
の
考
え
方
を
、

世
俗
内
的
禁
欲
へ
と
移
し
換
え
、
か
え
っ
て
禁
欲
の
観
念
は
職
業
召
聖
観
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
っ
た
と
見
る
の
で
あ
り
ま
す
。
中
世
的
禁

欲
、
東
洋
的
禁
欲
は
、
修
道
院
の
内
部
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
運
動
以
降
は
、
そ
れ
は
世
俗

生
活
の
中
へ
移
入
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
九
七
九
年
の
東
西
霊
性
の
交
流
に
参
加
し
、
西
ド
イ
ツ
の
聖
オ
ッ
テ
イ
リ
エ
ン
修

道
院
内
の
生
活
を
か
え
り
ゑ
て
、
ヴ
ェ
ネ
デ
イ
ク
ト
戒
則
の
禁
欲
生
活
が
厳
重
に
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
が
、
し
か
し
東
洋
的
中

世
的
な
禁
欲
は
解
放
さ
れ
、
か
え
っ
て
修
道
誓
願
の
達
成
を
目
指
す
な
か
で
、
修
道
院
と
い
う
一
大
共
同
体
が
、
一
大
生
産
工
場
と
な

り
、
大
き
な
愛
の
砦
と
な
り
、
世
俗
に
対
し
て
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
現
実
を
見
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

言
号
の
門
教
授
が
、
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
と
云
う
の
は
、
ル
ッ
タ
ー
派
の
信
仰
思
想
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論
、

ル
ッ
タ
ー
の
信
仰
が
、
中
世
の
思
想
を
支
配
し
て
い
た
世
俗
生
活
へ
の
軽
視
を
粉
砕
し
た
点
に
つ
い
て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た

こ
と
は
認
め
て
い
る
。
例
え
ば
「
国
閏
昌
」
（
職
業
・
使
命
）
と
い
う
語
が
ル
ッ
タ
ー
の
聖
書
翻
訳
に
始
ま
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る

が
、
し
か
し
他
方
に
於
て
職
業
労
働
へ
の
刺
激
の
た
め
の
積
極
的
な
根
拠
は
、
ル
ッ
タ
ー
に
は
欠
け
て
い
た
。
か
え
っ
て
彼
は
「
信
仰
の

象
に
よ
る
義
認
」
を
強
調
し
、
そ
の
結
果
、
禁
欲
的
な
労
働
の
訓
練
を
「
行
為
主
義
」
と
し
て
排
斥
し
た
た
め
に
、
彼
の
職
業
観
念
は
次

（
註
９
）

第
に
保
守
的
・
消
極
的
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

（
９
註
）
大
塚
・
梶
山
訳
『
倫
理
』
上
巻
・
一
○
二
、
一
○
三
、
一
二
、
一
二
三
、
一
二
四
頁
に
わ
た
っ
て
示
さ
れ
る
「
註
３
」
の
ヴ
ェ
ー
・
ハ
ー
教
授
の

所
論
を
参
照
。

教
授
が
「
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
イ
ズ
ム
」
と
い
う
の
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
負
巴
乱
凰
の
日
巨
巴
・
メ
ソ
デ
イ
ス
ト
派
（
旨
①
‐

忍
丞
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）
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忍
不
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

ｇ
＆
騨
自
）
敬
虚
派
（
国
風
厨
８
口
）
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
（
国
§
陣
）
・
ク
エ
ー
カ
ー
（
ｐ
県
民
①
厨
英
）
等
の
信
仰
思
想
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
し
て
、
こ
れ
ら
諸
派
の
教
理
の
夫
盈
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
諸
派
の
教
理
が
、
信
徒
の
日
常
生
活
の
上
に
心
理
的
刺
激
を
与
え

（
註
加
）

る
源
泉
と
な
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
’
一
ズ
ム
の
信
仰
に
於
て
最
も
特
徴
的
な
教
義
は
「
恩
恵
に
よ
る
撰
び
の
教
説
」
（
予
定
説
勺
融
号
駕
冒
騨
ご
愚
行
‐

（
註
皿
）

宮
３
）
で
あ
る
と
な
し
、
こ
の
予
定
説
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
に
対
し
て
、
自
己
の
救
済
に
つ
い
て
の
確
信
を
得
よ
う
と
す
る
努
力
の
源
泉

と
な
っ
た
と
云
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
確
信
を
得
る
方
途
と
し
て
、
㈲
は
自
己
の
救
済
に
つ
い
て
疑
い
を
罪
悪
と
し
て
排
斥
す
る
こ
と

●
●
●
●

で
、
救
済
の
確
信
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
り
、
口
は
禁
欲
労
働
に
携
わ
る
こ
と
で
救
済
の
確
し
か
さ
（
§
言
讐
日
眉
保
証
）

（
註
蛇
）

を
得
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
先
の
㈲
に
見
た
「
救
済
に
対
す
る
疑
い
を
罪
悪
と
し
て
排
除
す
る
」
態
度
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
を
し
て
「
我
等
撰
ば
れ
た
り
」

と
す
る
強
い
特
権
的
な
、
貴
族
主
義
的
な
態
度
の
源
泉
と
な
り
ま
す
。
次
に
口
の
「
禁
欲
労
働
に
精
進
し
て
保
証
を
得
た
い
」
と
す
る
態

度
は
、
中
世
僧
侶
に
も
似
た
規
律
的
生
活
の
源
泉
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
は
、
ル
ッ
タ
ー
派
の
信
徒

と
異
な
っ
て
、
神
と
の
神
秘
的
一
致
で
は
な
く
、
行
為
に
よ
っ
て
、
救
い
の
確
信
を
得
よ
う
と
し
た
所
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

（
註
加
）
大
塚
・
梶
山
訳
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
下
巻
七
’
一
三
頁
。
カ
ル
ヴ
ィ
《
一
ズ
ム
諸
派
の
教
理
と
特
徴
に
関
す
る
論
証
は
、
敬
虚
主
義
に
つ
い
て
は
、

下
巻
九
七
’
一
三
○
頁
。
メ
ソ
デ
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
下
巻
一
三
一
’
一
三
八
頁
。
・
ハ
プ
テ
イ
ス
ト
に
つ
い
て
は
下
巻
一
三
九
’
一
六
二
頁
を
参
照

（
註
、
）
大
塚
・
梶
山
訳
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
下
巻
一
三
頁

（
註
哩
）
前
掲
訳
書
岩
波
文
庫
下
巻
三
五
’
三
六
頁
。
三
八
頁
の
（
註
１
）
・
四
○
頁
等
参
照
。
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口
救
済
の
確
し
か
さ
（
予
定
説
）
の
思
想
に
よ
っ
て
、
更
に
一
層
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

言
①
冨
吋
教
授
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
諸
派
ｌ
敬
虚
主
義
・
メ
ソ
デ
ィ
ズ
ム
・
・
ハ
プ
テ
ィ
ス
ト
・
ク
エ
ー
カ
ー
ｌ
の
教
理
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
諸
派
に
は
夫
々
独
自
の
教
理
と
違
い
は
承
ら
れ
て
も
、
「
救
済
の
確
か
さ
」
を
得
よ
う
と
す
る
努
力
を
通
し
て
、
禁
欲
的
生
活

へ
の
実
践
的
刺
激
を
生
ん
だ
こ
と
で
は
共
通
し
て
お
り
、
後
世
へ
の
影
響
の
点
で
も
、
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
諸
派
は
、
何
れ

（
註
胸
）

も
同
じ
結
果
を
生
じ
た
の
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
の
禁
欲
的
生
活
態
度
が
、
中
世
僧
侶
（
東
洋
的
苦
行
）
と
異
な
る
点
は

Ｈ
中
世
に
於
て
は
世
俗
外
に
向
っ
た
の
に
対
し
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
に
於
て
は
専
ら
世
俗
生
活
（
職
業
生
活
）
の
内
部
に
於
て
行
わ

（
註
過
）
ヴ
ェ
ー
・
ハ
ー
教
授
は
「
聖
徒
た
ち
の
特
別
な
生
活
は
、
も
は
や
世
俗
の
外
の
修
道
院
で
は
な
く
、
世
俗
と
そ
の
秩
序
の
只
中
に
於
て
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
来
世
を
目
指
し
つ
つ
世
俗
の
内
部
で
行
わ
れ
る
生
活
の
合
理
化
こ
そ
が
、
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
職
業
観
念

の
帰
結
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
（
大
塚
・
梶
山
訳
前
掲
書
・
岩
波
文
庫
下
巻
一
六
三
頁
）
と
の
べ
、
教
授
は
更
に
論
証
を
深
め
る
た
め
に
、
カ
ル
ヴ
ィ
’
一

ズ
ム
諸
派
の
う
ち
「
清
教
主
義
」
に
つ
い
て
見
て
い
る
。
そ
し
て
清
教
主
義
の
優
れ
た
牧
会
者
た
る
・
ハ
ク
ス
タ
ー
（
”
・
国
色
ｘ
蔚
吋
）
の
『
基
督
教
指
導

書
』
Ｓ
胃
厨
爵
国
目
３
．
８
ｑ
晟
囹
）
『
聖
徒
の
永
遠
の
憩
』
命
凹
冒
厨
図
の
邑
幽
昌
局
”
の
黒
．
岳
ら
１
９
）
を
考
察
の
中
心
と
な
し
、
そ
し
て
、

清
教
徒
が
合
理
的
禁
欲
的
生
活
態
度
を
も
っ
て
財
の
狸
得
に
専
念
し
た
と
す
る
。
清
教
徒
は
財
の
独
得
（
生
産
）
の
側
面
に
お
い
て
宗
教
的
信
仰
か
ら

強
い
刺
激
を
う
け
た
の
承
で
な
く
、
消
費
の
側
面
に
お
い
て
も
、
清
教
徒
は
人
生
の
快
楽
を
排
斥
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
箸
侈
的
（
不
合
理
）
な
消
費

を
抑
制
し
た
の
で
あ
る
と
な
し
、
ヴ
ェ
ー
響
ハ
ー
教
授
は
、
禁
欲
的
信
仰
に
よ
る
影
響
力
を
論
証
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
（
大
塚
・
梶
山
訳
『
倫
理
』
岩

波
文
庫
下
巻
一
六
八
頁
参
照
）
。

忍
不
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）
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言
ｇ
胃
教
授
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
ブ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
の
中
で
、
「
資
本
主
義
の
精
神
」
と

●
●

い
う
場
合
、
必
要
以
上
に
教
授
は
「
資
本
主
義
の
精
神
」
（
ｖ
（
瀞
一
解
八
号
の
丙
§
群
島
の
日
匡
巴
の
よ
う
に
、
と
く
に
「
精
神
」
ａ
ｇ
ｇ
）

に
重
き
を
お
い
て
い
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て
、
教
授
は
何
ら
説
明
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
本
書
に
於
て
用
ら
れ
て
い
る
「
精

（
註
皿
）

神
」
と
い
う
語
に
は
、
教
授
の
独
特
な
意
味
が
加
味
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

お
よ
そ
「
資
本
主
義
精
神
」
と
云
え
ば
、
近
代
以
前
、
近
代
と
い
う
時
代
を
問
わ
ず
、
資
本
家
た
ち
を
内
側
か
ら
絶
え
間
な
く
利
潤
の

追
求
に
駆
り
た
て
て
い
る
「
営
利
欲
」
（
厚
署
①
号
の
唱
周
）
を
指
し
て
お
り
、
人
間
の
生
来
的
な
貧
欲
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
し
か
る
に

●
●

言
の
９
吋
教
授
の
云
う
「
資
本
主
義
の
精
神
」
は
、
人
間
の
生
来
的
な
衝
動
的
な
欲
求
、
営
利
的
な
貧
欲
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
或

る
特
定
の
「
倫
理
」
を
意
味
し
て
お
り
、
人
常
を
内
側
か
ら
一
定
の
方
向
に
向
っ
て
押
し
動
か
し
て
い
く
「
倫
理
的
雰
囲
気
」
「
倫
理
的

性
格
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
教
授
が
好
ん
で
用
い
る
術
語
で
表
現
す
れ
ば
、
そ
れ
は
近
代
西
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
に
固
有
な
「
エ
ー
ト

（
註
Ｍ
）
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
は
本
論
文
に
於
て
、
例
え
ば
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ッ
ガ
ー
と
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
対
比
に
於
て
、
「
ヤ
ー
コ
プ
・
フ

ッ
ガ
ー
が
…
…
「
私
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
考
え
で
あ
り
、
で
き
る
あ
い
だ
は
儲
け
よ
う
と
思
う
」
と
答
え
た
と
い
う
が
、
こ
の
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ッ
ガ

ー
の
一
語
に
承
ら
れ
る
「
精
神
」
は
明
白
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
フ
ッ
ガ
ー
の
場
合
に
語
ら
れ
て
い
る
も
の
は
商
人
的
冒
険

心
と
個
人
的
な
、
道
徳
に
無
関
心
な
気
質
の
表
明
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
場
合
の
そ
れ
は
倫
理
的
な
色
彩
を
も
つ
生
活
の
原
則
と
い

う
性
格
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
資
本
主
義
の
精
神
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
独
自
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
場

合
資
本
主
義
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
代
資
本
主
義
の
こ
と
で
あ
る
。
…
…
「
安
本
主
義
」
は
中
国
に
も
イ
ン
ド
に
も
、
バ
ビ
ロ
ン
に
も
、
ま
た

古
代
に
も
中
世
に
も
存
在
し
た
。
し
か
し
…
…
そ
れ
ら
の
資
本
主
義
に
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
独
自
の
エ
ー
ト
ス
が
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
大
塚

・
梶
山
訳
。
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
上
巻
四
三
’
四
四
頁
）

「
禁
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

三
禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
（
胃
底
８
）

（％）



さ
て
葛
呂
の
吋
教
授
の
云
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
精
神
・
「
エ
ー
ト
ス
」
の
転
換
と
は
、
一
体
何
を
い
う
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
高
利
貸
の
経
済
観
念
（
倫
理
）
、
儲
け
る
だ
け
儲
け
る
と
い
う
営
利
欲
、
吝
畜
欲
は
す
べ
て
賎
民
的
資

本
主
義
、
旧
い
経
済
的
伝
統
主
義
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
代
っ
て
、
近
代
の
資
本
主
義
の
「
精
神
」
が
展
開
す
る

と
云
う
こ
と
は
、
正
に
精
神
的
転
換
で
あ
り
、
教
授
に
よ
れ
ば
、
決
定
的
な
エ
ー
ト
ス
の
転
換
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
精
神
的
転
換
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
（
禁
欲
的
倫
理
）
が
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
た
と
云
う
の
で
す
。
弓
①
９
吋
教
授
は

●
●

「
資
本
主
義
の
精
神
」
を
歴
史
的
に
独
自
の
ヨ
ー
ト
ス
」
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
禁
欲
倫

忍
示
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

ス
」
（
島
①
固
呂
◎
巴
な
の
で
あ
り
ま
す
。

教
授
が
『
本
論
文
』
の
な
か
で
特
徴
的
に
用
い
る
「
エ
ー
ト
ス
」
の
語
は
、
「
倫
理
的
性
格
」
、
「
倫
理
的
雰
囲
気
」
な
ど
と
訳
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
言
ｇ
①
旬
教
授
は
ヨ
ー
ト
ス
」
と
云
い
う
る
所
を
し
ば
し
ば
「
心
的
態
度
」
（
の
＄
冒
口
目
巴
、
「
倫
理
的
態
度
」

（
①
昌
留
富
男
聖
忌
巴
蔚
巳
、
「
生
活
の
仕
方
」
Ｓ
凰
号
『
Ｆ
８
の
ロ
”
冒
貝
目
巴
、
「
人
間
」
（
富
①
目
闇
昏
呂
冒
日
）
な
ど
と
云
い

換
え
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
「
エ
ー
ト
ス
」
に
関
連
し
て
「
倫
理
の
衣
服
を
ま
と
っ
た
一
定
の
生
活
型
式
」
「
経
営
者
の
魂
を
う

ご
か
し
て
い
る
精
神
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
倫
理
」
ａ
号
涛
）
と
い
う
語
が
す
ぐ
れ
て
規
範

を
意
味
し
、
教
義
と
関
連
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
エ
ー
ト
ス
」
と
い
う
語
の
概
念
構
成
に
お
い
て
は
、
人
為
の
内
に
や
ど

り
、
内
側
か
ら
一
定
方
向
に
押
し
う
ご
か
し
て
い
く
所
の
現
実
の
原
動
力
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
随
っ
て
「
倫
理
的
性
格
」
と

（
註
晦
）

か
「
倫
理
的
雰
囲
気
」
と
訳
さ
れ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
り
ま
す
。

（
註
晦
）
大
塚
久
雄
教
授
に
よ
る
解
説
参
照
（
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
上
巻
一
四
八
’
一
四
九
頁
）
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●
●

し
か
し
て
、
「
資
本
主
義
の
精
神
」
の
産
婆
役
と
し
て
、
そ
の
誕
生
を
見
守
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
特
有
の
倫
理
的
要
素
と
は
、

一
体
な
ん
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
こ
そ
、
尋
①
冨
吋
教
授
の
問
題
と
す
る
核
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
教

授
の
積
極
的
な
解
答
と
し
て
、
「
職
業
義
務
」
ａ
閂
昌
ｇ
胃
冒
）
と
い
う
観
念
（
世
俗
的
職
業
こ
そ
召
命
に
基
く
使
命
と
す
る
観
念
）
が

（
註
躯
）

示
さ
れ
、
こ
の
観
念
こ
そ
、
資
本
主
義
文
化
の
社
会
理
論
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
職
業
観
念
こ
そ
、

（
註
灯
）

社
会
経
済
倫
理
を
転
換
さ
せ
た
決
定
的
な
契
機
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

理
は
、
経
済
倫
理
の
画
期
鵠

た
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
て
、
前
期
的
資
本
主
義
の
精
神
に
お
い
て
、
利
潤
の
追
求
が
反
道
徳
的
と
さ
れ
て
い
た
観
念
が
、
ど
う
し
て
「
使
命
と
し
て
の

職
業
観
」
に
ま
で
昇
華
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
外
面
的
に
は
利
潤
の
痩
得
を
志
向
す
る
に
す
ぎ
な
い
活
動
が
、
個
人
の
義
務
と
し

て
意
識
さ
れ
て
、
「
使
命
と
し
て
の
職
業
」
と
い
う
範
畷
に
ま
で
構
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
い
か
な
る
観
念
の
世
界
に
そ

の
源
泉
を
も
つ
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

（
註
躯
）
大
塚
・
梶
山
訳
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
上
巻
）

（
註
Ⅳ
）
禁
欲
的
経
済
倫
理
と
の
対
比
に
お
い
て
、
前
期
的
資
本
主
義
（
賎
民
的
・
伝
統
主
義
）
に
み
ら
れ
る
職
業
観
に
つ
い
て
、
ヴ
ェ
ー
・
ハ
ー
教
授
は
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
貨
幣
の
護
得
を
人
間
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
自
己
目
的
、
す
な
わ
ち
使
命
た
る
職
業
と
承
る
よ
う
な
理
解
は
、
他
の
ど
の

時
代
の
道
徳
感
情
に
も
背
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
」
「
利
潤
の
追
求
を
「
冨
吋
凰
冨
き
」
（
卑
賎
）
と
よ
ん
だ
ト
マ
ス
の
考
え
の
う
ち
に
も
…
…
倫
理
上

容
認
さ
れ
る
利
潤
の
渡
得
さ
え
も
こ
の
よ
う
に
非
難
さ
れ
た
」
「
営
利
を
自
己
目
的
と
す
る
行
為
は
根
本
的
に
は
弓
巨
ｇ
昔
日
」
（
恥
辱
）
で
あ
り
」

「
資
本
主
義
営
利
の
精
神
を
「
冨
吋
豆
９
号
」
（
卑
賎
）
と
し
て
排
斥
し
て
お
り
、
」
「
ベ
ソ
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
よ
う
に
そ
れ
を
「
道
徳
的
」

と
見
る
よ
う
な
こ
と
は
、
お
よ
そ
考
え
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
（
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
上
巻
八
二
’
八
三
頁
）

「
禁
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

経
済
倫
理
の
画
期
的
な
転
換
の
契
機
と
な
り
、
近
代
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
本
主
義
の
精
神
の
形
成
に
多
大
の
倫
理
的
要
素
を
与
え

（98）



こ
の
職
業
観
念
は
、
東
洋
的
禁
欲
労
働
と
か
、
修
道
僧
的
禁
欲
を
、
世
俗
内
的
道
徳
よ
り
も
次
元
が
高
い
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
神

に
よ
ろ
こ
ば
れ
る
生
活
を
営
む
た
め
の
手
段
は
た
だ
一
つ
、
各
人
の
生
活
上
の
地
位
か
ら
生
ず
る
世
俗
内
的
義
務
の
遂
行
で
あ
っ
て
、
こ

れ
こ
そ
が
神
か
ら
授
与
さ
れ
た
使
命
で
あ
る
と
、
考
え
る
こ
と
が
「
国
閏
具
」
観
念
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
修
道
僧
的

禁
欲
労
働
よ
り
は
、
こ
の
世
俗
的
職
業
の
方
こ
そ
、
す
ぐ
れ
て
隣
人
愛
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
な
し
、
神
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る
途
は
、
修
道
院

忍
奉
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
國
岡
具
」
と
い
う
観
念
の
な
か
に
含
ま
れ
る
「
神
か
ら
授
与
さ
れ
た
使
命
観
」
を
も
っ
て
、
世
俗
的
日
常
労
働
を
尊
重
す
る
態

度
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
世
俗
的
職
業
に
於
け
る
義
務
の
履
行
お
よ
び
道
徳
的
実
践
の
最
高
の
内
容
と
し
て
重
要
視
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
の
観
念
が
必
然
の
結
果
と
し
て
、
世
俗
的
日
常
労
働
に
宗
教
的
意
義
を
認
め
る
思
想
を
生
糸
、
「
職
業
観
念
」
を
つ
く
り

弓
８
閏
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
資
本
主
義
の
精
神
」
の
揺
藍
に
際
し
産
婆
役
を
果
し
た
要
因
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
に
特

有
な
「
職
業
観
念
」
で
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
西
欧
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
聖
召
」
と
「
職
業
」
の
二
つ
の
意
味
内
容
を
も
つ
語
と
し
て

司
鼠
眼
副
（
８
匡
旨
函
英
）
と
い
う
特
有
な
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
語
の
基
調
に
は
「
職
業
こ
そ
聖
召
な
り
」
「
職
業
に
於
け

る
義
務
の
遂
行
こ
そ
最
高
の
道
徳
的
実
践
な
り
」
と
す
る
倫
理
観
（
神
か
ら
授
与
さ
れ
た
使
命
）
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
と
し
ま
す
。

（
註
岨
）
日
の
目
ご
な
る
観
念
と
用
語
法
は
ル
ッ
タ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
。
即
ち
ル
ッ
タ
ー
は
、
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
訳
に
当
っ
て
愛
蔵
し
て
い
た
旧
約
外
典

●
●

も
プ
ヂ
ユ
ア
ャ
ァ
ク

『
ペ
ン
・
シ
ラ
ー
の
智
慧
）
二
の
二
一
）
に
出
自
す
る
「
罪
人
の
業
に
敬
か
ず
、
主
に
信
頼
し
て
汝
の
労
働
に
止
ま
れ
」
の
「
労
働
」
（
七
十
人
訳

エ
ル
ゴ
ン

の
含
這
ミ
）
を
職
業
と
訳
し
て
い
る
。
ル
ッ
タ
ー
の
聖
番
翻
訳
以
前
に
は
ド
イ
ツ
語
の
（
国
周
回
ご
・
オ
ラ
ン
ダ
語
の
弓
９
８
互
・
英
語
の
「
８
‐

晨
口
巴
・
デ
ン
マ
ー
ク
語
房
堅
昌
・
ス
エ
ー
デ
ン
語
の
「
富
冒
涜
＆
な
ど
の
語
は
、
い
ず
れ
の
国
語
に
お
い
て
も
、
世
俗
的
な
意
味
に
は
使
用
し

て
い
な
い
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
は
、
ル
ッ
タ
ー
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
の
「
胃
昌
凸
が
純
粋
に
世
俗
的
な
意
味
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
最
初
と
し
ま
す
。

（
『
倫
理
』
岩
波
文
庫
上
巻
九
七
’
二
○
頁
）

（”）



さ
て
我
盈
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
問
題
は
、
我
を
一
人
一
人
の
胸
中
に
、
「
こ
の
私
は
果
し
て
撰
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」

「
私
は
い
か
に
し
た
な
ら
こ
の
撰
び
の
確
信
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
、
自
己
の
撰
び
の
確
信
を
満
足
さ
せ
る
信

仰
、
つ
ま
り
「
救
い
の
確
か
さ
」
が
こ
の
上
も
な
く
重
要
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
救
い
の
確
か
め
」
の
問
題
は
、
筆
者
が
滞
在
し
た
西
ド
イ
ツ
「
聖
オ
ッ
テ
ィ
リ
エ
ン
修
道
院
」
の
修
道
士
に
と
っ
て
も
、
大
き

な
問
題
で
あ
っ
た
。
旧
教
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
に
属
す
る
修
道
院
で
あ
る
か
ら
、
言
８
９
教
授
の
問
題
と
す
る
禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
の
視

点
か
ら
そ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
等
修
道
士
が
自
己
の
修
道
誓
願
の
達
成
を
秘
め
て
、
祈
り
・
働
き
・
読
書
を
生
活
信
条
と
し
て
、

日
夜
修
道
の
共
同
生
活
の
中
に
埋
没
し
て
い
く
姿
に
は
、
「
救
い
に
あ
ず
か
り
た
い
」
と
す
る
禁
欲
的
倫
理
・
生
活
浄
化
の
観
念
が
強
く

作
用
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
禁
欲
的
労
働
の
故
に
、
隣
人
愛
を
深
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
教
派
を
超
え
て
、

す
ぐ
れ
て
禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
の
醸
成
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

自
己
が
救
い
の
確
信
を
持
て
な
い
こ
と
は
、
信
仰
の
欠
如
の
結
果
で
あ
り
、
神
の
恩
寵
に
あ
ず
か
り
得
な
い
と
す
る
。
斯
く
し
て
、
自

己
に
対
す
る
召
命
に
「
確
く
立
て
」
と
な
し
、
日
盈
の
労
働
・
祈
り
・
精
進
に
よ
っ
て
、
自
己
の
撰
び
の
主
観
的
確
信
を
狸
得
し
て
い
く

の
で
あ
り
ま
す
。
言
８
日
教
授
は
、
こ
う
し
た
自
己
の
信
仰
、
撰
び
の
確
信
を
狸
得
す
る
最
善
の
方
法
と
し
て
、
「
絶
え
ま
な
い
職
業

「
禁
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

（
註
的
）

に
入
る
こ
と
で
は
な
く
、
い
か
な
る
環
境
に
於
て
も
世
俗
的
職
業
を
忠
実
に
遂
行
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

（
註
廻
）
世
俗
外
労
働
、
世
俗
的
職
業
の
遂
行
観
と
信
仰
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
筆
者
が
偶
を
体
験
し
た
西
ド
イ
ツ
「
聖
オ
ッ
テ
ィ
リ
エ
ン
修
道
院
」

共
同
生
活
、
ま
た
東
西
霊
性
交
流
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
各
地
の
修
道
院
滞
留
記
を
参
考
と
し
て
承
て
、
所
調
、
労
働

の
聖
召
観
は
、
修
道
士
た
ち
に
は
世
俗
、
世
俗
外
と
い
う
差
別
意
識
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
所
で
あ
り
、
修
道
士
は
只
ひ
た
す
ら
に
祈
り
、
働
き
、
学

び
、
愛
を
深
め
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
禁
欲
的
倫
理
を
超
え
た
信
仰
の
確
立
に
人
生
目
標
を
お
い
て
い
る
よ
う
に
承
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

(〃0）



禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
（
職
業
倫
理
）
が
、
自
己
の
信
仰
や
宗
教
的
煩
悶
の
解
毒
剤
と
な
る
こ
と
は
、
修
道
院
の
中
で
も
、
修
道
士
の
誓
願

の
達
成
へ
の
支
柱
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
筆
者
の
実
体
験
見
聞
し
た
所
で
あ
っ
た
。
「
ど
う
す
れ
ば
自
分
の
救
い
を
確
信
で
き
る
か
」

と
い
う
、
こ
の
問
題
こ
そ
宗
教
史
一
般
に
於
け
る
核
心
的
問
題
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
は
、
各
個
人
の
「
自
己
の
救
い
を
狸
得
す
る
た
め
の
手
段
」
「
自
己
の
救
い
を
確
し
か
め
る
手
段
」
か
ら
、
「
イ
エ

ス
に
奉
仕
す
る
仕
事
」
「
神
に
奉
献
す
る
職
業
労
働
」
へ
と
転
換
が
な
さ
れ
る
過
程
で
、
世
俗
内
に
於
て
も
、
或
は
世
俗
外
聖
域
に
於
て

も
、
特
殊
な
職
務
遂
行
の
意
識
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
が
、
修
道
院
か
ら
外
に
出
て
世
俗
に
対
し
て

カ
リ
ス
マ
的
志
向
を
も
っ
て
、
信
者
の
善
導
が
可
能
と
な
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
宗
教
の
果
す
社
会
的
役
割
は
大
き
な
も
の
と
云
え
ま
し
ょ

う
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
は
、
合
理
的
禁
欲
を
修
道
院
に
よ
る
原
理
か
ら
、
世
俗
そ
の
も
の
の
原
理
に
転
換
さ
せ
、
宗
教
改
革
の
支
柱
と
な
し

た
が
、
こ
れ
と
同
様
に
、
現
代
に
在
っ
て
も
、
修
道
僧
的
禁
欲
は
社
会
と
の
交
流
の
な
か
で
、
積
極
的
に
霊
性
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

（
弱
。
９
．
２
）

労
働
」
膏
研
匡
８
の
国
①
旨
貯
胃
冨
涛
）
が
厳
し
く
教
え
こ
ま
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま
り
職
業
労
働
に
よ
っ
て
の
承
、
宗
教
上
の
疑
惑

は
追
放
さ
れ
救
わ
れ
て
い
る
と
の
確
信
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
、
カ
ー
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
・
職
業
倫
理
を
強
調
し
て
い

（
柱
”
）

る
の
で
す
。

（
註
加
）
大
塚
・
梶
山
訳
前
掲
書
・
岩
波
文
庫
下
巻
五
○
頁
参
照
。

「
禁
欲
的
宗
教
倫
理
」
に
つ
い
て
（
町
田
）

(I")



日
本
武
道
学
会
会
報
第
二
十
号
で
羽
川
伍
郎
氏
（
同
学
会
事
務

局
長
）
が
現
代
柔
道
に
対
し
、
柔
道
が
世
界
に
ひ
ろ
が
り
柔
道
人

口
が
数
百
万
人
に
も
及
ん
だ
せ
い
か
昨
今
、
柔
道
の
祖
、
嘉
納
治

五
郎
と
い
う
名
前
を
知
ら
な
い
若
い
修
行
者
が
ふ
え
て
来
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
や
が
て
、
嘉
納
治
五
郎
も
架
空
の
人
物
に
な
っ
て
し

「
柔
道
の
精
神
」
に
つ
い
て
（
一
宮
）

一
、
は
じ
め
に

一
、

一
一
、

一
一
一
、

四
、
五
、

一
ハ
、

七
、

「
柔
道
の
精
神
」
に
っ

は
じ
め
に

語
義

道
と
は

術
と
は

柔
術
と
柔
道

講
道
館
柔
道
の
目
的

ま
と
め

「
精
力
善
用
自
他
共
栄
」
の
教
え
る
も
の

い

てま
う
。
試
合
重
視
の
柔
道
界
や
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
体
育
界
、
荒

れ
る
学
校
教
育
の
現
状
が
世
論
に
問
わ
れ
る
今
、
柔
道
の
根
底
を

知
り
、
そ
こ
に
流
れ
て
い
る
柔
道
の
精
神
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
道
徳
の
教
え
を
考
え
な
お
す
時
が
来
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
講
道
館
柔
道
の
真
の
教
え
と
は
何
か
、
私
な
り
に
卿

か
考
察
し
て
ゑ
た
い
。

二
、
語
義

講
道
館
柔
道
の
創
始
者
嘉
納
治
五
郎
師
範
（
万
延
元
年
。
一
九

六
○
～
昭
和
十
三
年
．
一
九
三
八
）
が
柔
道
人
修
業
の
目
標
は

「
精
力
善
用
、
自
他
共
栄
」
で
あ
る
と
唱
え
、
柔
道
は
心
身
の
力

を
最
も
有
効
に
活
用
す
る
道
と
し
て
今
日
ま
で
講
道
館
柔
道
が
発

展
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
精
力
善
用
、
自
他
共
栄
」

（
大
正
十
二
年
「
大
勢
」
誌
上
掲
戦
）
の
持
つ
言
葉
の
意
味
、
真

宮
嘉
孝

(〃3）



「
柔
道
の
精
神
」
に
つ
い
て
（
一
宮
）

の
教
え
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
ず
単
純
に
語
句
の
解
釈
を
試
み
て
承
る
。
ハ
メ
ヲ

「
精
力
」
と
は
、
漢
書
に
示
し
て
「
尤
精
力
過
絶
二
於
人
こ
（
尤

も
精
力
は
人
を
過
絶
す
。
）
・
〃
過
絶
す
．
は
る
か
に
過
ぎ
る
。
へ

だ
た
り
の
甚
を
し
き
こ
と
″
と
あ
る
。
精
力
は
人
よ
り
出
て
さ
い

げ
ん
の
な
い
も
の
で
あ
り
「
精
力
」
は
「
精
神
」
と
同
意
語
で
あ

《
ハ
シ

る
。
そ
こ
で
「
精
神
四
達
竝
無
一
流
所
Ｐ
不
し
極
、
上
際
二
干
天
一
、
下

ク
蟠
二
干
地
こ
（
精
神
四
達
は
竝
び
流
れ
る
所
を
極
め
ず
、
上
は
天

を
際
し
、
下
は
地
を
蹄
く
）
四
達
Ｉ
道
路
四
方
に
通
ず
る
こ
と
、

す
ゑ
ず
ぶ
ま
で
と
ど
く
、
天
際
Ⅱ
か
ぎ
り
な
い
の
意
、
と
あ
る
か

ら
「
精
神
」
は
す
ゑ
ず
ゑ
ま
で
ゆ
き
と
ど
き
つ
き
る
と
こ
ろ
が
な

い
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
上
は
天
、
下
は
地
ま
で
か
ぎ
り
な
い
も
の

ヲ

で
あ
る
。
又
「
君
其
省
一
思
慮
一
、
言
精
神
一
、
輔
以
一
医
薬
こ

（
君
其
の
思
慮
を
省
き
精
神
を
第
一
に
医
薬
は
そ
の
輔
に
す
ぎ
な

い
）
と
も
云
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
「
精
力
」
は
心
身
の
活
動

力
心
身
を
働
か
せ
る
も
と
と
な
る
力
で
あ
り
、
根
気
で
こ
れ
は
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
無
限
の
精
力
を

上
手
に
使
用
し
、
自
他
（
我
と
他
人
と
）
に
及
ぼ
し
、
人
生
社
会

す
べ
て
が
栄
え
さ
せ
よ
と
崇
高
な
理
想
を
掲
げ
た
の
が
「
柔
道
精

神
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
一
柔
道
の
修
業
に
と
ど
ま

ら
ず
、
柔
道
を
学
ぶ
者
は
人
間
的
に
も
社
会
的
に
も
精
神
を
四
達

さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
「
柔
道
」
す
な
わ
ち

「
道
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

柔
術
か
ら
柔
道
へ
「
術
か
ら
道
へ
」
と
呼
び
替
え
た
嘉
納
師
範

に
と
っ
て
、
な
ぜ
「
術
」
が
「
道
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
「
道
」
を
解
釈
し
て
み
る
。

道
と
は

一
、
人
の
往
来
す
べ
き
と
こ
ろ
、
通
う
べ
き
す
ぢ
、
か
よ
い
ぢ

こ
、
も
の
の
通
る
と
こ
ろ

三
、
地
方
、
国

四
、
途
中
、
半
途

こ
と
わ
り

五
、
人
の
ふ
み
行
な
う
べ
き
理
、
道
理
、
義
理

六
、
す
ぢ
、
修
理
、
秩
序

七
、
て
だ
て
、
方
法
、
手
段

八
、
教
え
、
教
義
、
教
法

九
、
道
理
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
。
分
別

十
、
そ
の
む
き
、
方
面

十
一
、
百
般
の
学
問
、
技
芸
の
方
法
、
業

十
二
、
道
程
の
略

辞
典
か
ら
拾
う
と
以
上
十
二
の
解
説
が
ゑ
ら
れ
る
。
こ
の
中
で

三
、
道
と
は

(〃4）



術
と
は

一
、
わ
ざ
、

二
、
方
法
、

一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
十
、
十
一
、
十
二
は
単
純
な
る
道

の
語
約
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
と
し
て
、
残
る
五
、
七
、
八
、
九

の
い
ず
れ
か
が
嘉
納
師
範
の
術
か
ら
道
へ
改
め
た
因
と
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
人
の
ふ
承
行
な
う
べ
き
理
、
道
理
、
義
理
な
の

か
、
て
だ
て
、
方
法
、
手
段
か
、
教
え
、
教
義
・
教
法
か
、
は
た

ま
た
道
理
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
、
分
別
で
あ
る
の
か
、
上
の
語
に

「
柔
」
を
つ
け
て
「
道
」
の
意
語
を
考
え
て
象
る
こ
と
に
す
る
。

嘉
納
師
範
は
自
か
ら
柔
術
諸
派
（
天
神
真
揚
流
・
起
倒
流
Ｉ
後

述
）
を
学
び
、
こ
れ
ら
柔
術
が
青
少
年
の
教
育
に
大
い
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
共
に
柔
術
を
基
礎
と
し
な
が
ら
柔
術

の
殻
か
ら
抜
け
出
し
、
修
身
の
法
と
し
て
の
技
術
、
道
の
修
行
を

本
旨
と
し
、
技
術
や
練
習
の
う
ち
に
流
れ
て
い
る
原
理
を
体
得

し
、
こ
れ
を
日
常
生
活
の
う
え
に
体
現
す
る
こ
と
を
最
も
重
視
し

た
。
（
老
松
信
一
著
柔
道
五
十
年
史
よ
り
）
と
あ
る
か
ら
、
先
の

五
、
七
、
八
、
九
す
べ
て
が
柔
道
の
「
道
」
の
意
語
で
あ
ろ
う
。

で
は
「
術
」
で
は
な
ぜ
本
意
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、
術
と
は

技
芸
、
学
問

て
だ
て
、
手
段
、
す
べ

「
柔
道
の
精
神
」
に
つ
い
て
（
一
宮
）

五
、
柔
術
と
柔
道

嘉
納
師
範
は
前
述
の
柔
術
諸
派
を
学
び
（
師
範
の
幼
少
の
頃
は

ひ
弱
な
身
体
で
あ
っ
た
た
め
柔
術
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
体
力
の
増

強
を
意
図
と
し
た
。
）
そ
の
諸
派
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り

師
範
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
の
新
ら
し
い
「
求
道
」
講
道
館
柔

ズ
ル
ヲ

や
が
た

道
、
「
講
し
道
館
」
（
道
を
講
ず
る
館
）
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

知
、
徳
、
体
育
、
全
て
人
生
百
般
に
通
ず
る
修
業
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
「
道
」
を
広
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

「
術
」
と
「
道
」
の
対
比
を
追
求
し
て
承
る
こ
と
と
す
る
。

武
術
か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
た
柔
術
の
「
柔
」
（
や
わ
ら
）
の
語

意
は
、
中
国
三
略
に
あ
る
「
柔
能
制
し
剛
、
弱
能
制
し
強
」
（
三
略

Ｉ
中
国
古
代
の
兵
書
で
六
籍
と
併
称
さ
れ
秦
の
隠
士
黄
石
公
が

三
、
は
か
り
ご
と
、
た
く
ら
承

四
、
ま
じ
な
い
の
方
法

学
問
を
術
（
わ
ざ
）
と
云
い
あ
て
る
以
外
「
術
」
は
唯
方
法
、

て
だ
て
、
す
べ
、
に
す
ぎ
ず
、
ひ
い
て
は
三
、
の
は
か
り
ご
と
、

た
く
ら
致
、
と
解
釈
さ
れ
る
に
至
っ
て
は
「
道
」
の
意
語
と
比
較

対
照
す
る
と
格
段
の
相
違
が
あ
る
の
に
気
ず
く
。
し
か
し
て
「
術
」

よ
り
「
道
」
が
人
生
へ
の
教
え
を
説
く
時
は
よ
り
適
切
で
本
意
で

あ
る
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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「
柔
道
の
精
神
」
に
つ
い
て
（
一
宮
）

前
漢
の
功
臣
張
良
に
授
け
た
兵
書
で
、
上
略
、
中
略
、
下
略
に
分

か
れ
て
い
る
の
で
三
略
と
称
す
。
）
※
張
良
Ⅱ
秦
の
始
皇
帝
の
狙

撃
を
図
る
が
失
敗
し
、
や
が
て
劉
邦
を
た
す
け
て
天
下
統
一
に
訓

功
あ
っ
た
人
。
（
柔
能
く
剛
を
制
し
、
弱
能
く
強
を
制
す
。
）
柔

は
徳
な
り
、
剛
は
賊
な
り
。
弱
は
人
の
助
く
る
所
。
強
は
怨
の
攻

む
る
所
。
の
文
中
か
ら
来
て
い
る
「
柔
」
で
あ
り
、
柔
こ
そ
宇
宙

大
法
自
然
の
理
法
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
「
柔
」
で
あ
る
。
こ
の

「
柔
」
の
理
想
を
あ
る
程
度
転
開
さ
せ
た
の
が
柔
術
諸
派
諸
流
で

あ
る
が
ま
っ
た
く
抽
象
的
な
表
現
に
と
ど
ま
り
、
あ
ま
り
奥
行
の

深
い
も
の
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
揚
心
流
柔
術
で
は

そ
の
心
得
と
し
て
、
歌
に
依
っ
て
自
得
す
べ
し
、
と
し
「
降
る
と

見
れ
ば
積
ら
ぬ
さ
き
に
打
払
え
、
風
あ
る
松
に
雪
折
れ
は
な
し
」

た
ん

「
乗
り
得
て
は
波
に
ゆ
ら
れ
る
蟹
小
船
、
た
だ
浦
々
の
風
に
ま
か

せ
て
」
と
し
て
単
に
柔
を
柳
に
風
の
如
く
と
ら
え
、
又
渋
川
流
で

は
、
柔
は
柔
順
、
の
意
味
だ
と
し
、
直
神
流
で
は
外
柔
、
内
剛
を

と
な
え
「
剛
中
有
し
柔
」
「
柔
中
有
し
剛
」
又
起
倒
流
は
「
弱
に
し

て
強
を
制
し
、
柔
に
し
て
剛
を
制
し
我
が
力
を
捨
て
、
敵
の
力
を

以
っ
て
勝
つ
」
天
神
真
揚
流
も
「
身
体
を
し
て
心
の
欲
す
る
所
に

柔
順
な
ら
し
む
」
と
主
張
し
、
総
じ
て
「
柔
」
は
「
総
て
相
手
の

力
に
逆
ら
わ
ず
し
て
順
応
し
な
が
ら
そ
の
力
を
利
用
し
て
勝
を
制

す
る
理
合
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

墨
色
柔
術
諸
派
系
図

揚
心
流
〈
錨
“
縮
瀧
川
搾
蝿
錨
恥
〉
輝
郵
錘
砿
翫
源
正
足

直
神
流
寺
田
満
英

起
倒
流
茨
木
俊
房

外
渋
川
流
竹
内
流
等
全
国
各
地
に
六
十
余
流
派
が
徳
川
時
代
末

期
に
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
。

講
道
館
柔
道
の
創
始
者
嘉
納
師
範
も
こ
れ
ら
「
柔
」
の
理
を
応

用
し
相
手
に
対
し
制
禦
す
る
技
術
を
練
習
会
得
し
、
そ
れ
を
人
事

百
般
に
つ
い
て
適
合
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

実
際
に
攻
撃
・
防
禦
の
両
面
で
も
「
柔
の
理
」
以
外
で
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
輩
出
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
新

し
い
目
的
と
方
法
を
備
え
た
講
道
館
柔
道
の
出
発
で
あ
る
。

講
道
館
柔
道
の
方
法
・
術
理
・
命
名
を
明
治
二
十
一
年
十
月
よ

り
講
道
館
発
行
の
雑
誌
「
国
士
」
に
連
戦
さ
れ
た
師
範
の
「
講
道

館
柔
道
講
義
」
〃
筆
記
″
か
ら
学
び
取
っ
て
み
た
い
。

柔
術
と
柔
道
の
相
違
に
つ
い
て
は
「
柔
術
」
は
修
業
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
種
を
身
体
四
肢
を
運
動
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
体
育
」
に

な
り
、
そ
の
た
め
に
心
を
練
り
、
勝
負
を
競
う
こ
と
に
よ
り
「
工

夫
」
、
「
掛
引
」
を
す
る
の
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
「
勇
気
」

六
、
講
道
館
柔
道
の
目
的

(〃6）



「
沈
着
」
等
人
生
に
貴
重
な
性
質
も
自
ず
と
酒
養
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
と
し
な
が
ら
も
あ
く
ま
で
も
柔
術
は
「
勝
負
の
法
」
を
体

得
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
こ
れ
に
附
随
し
て
「
間
接
的
」
に
体
育

や
錬
心
の
目
的
を
も
達
し
て
い
た
が
、
「
柔
道
」
は
先
ず
第
一
に

「
体
育
」
続
い
て
「
勝
負
」
「
修
心
」
の
三
つ
の
目
的
を
持
ち
な

が
ら
柔
道
の
修
業
し
、
修
業
す
る
こ
と
に
よ
り
体
育
も
出
来
勝
負

の
方
法
も
練
習
も
出
来
、
一
種
の
知
育
徳
育
も
出
来
る
と
し
た
の

で
あ
る
。

三
つ
の
目
的
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
体
育
の
目
的
は
「
有
益
ナ
能
力
ヲ
得
サ
セ
ル
」
に
あ
る
と
し

筋
肉
を
適
当
に
発
達
を
さ
せ
身
体
を
壮
健
に
し
、
力
を
強
く
身

体
四
肢
の
働
き
を
自
在
に
す
る
こ
と
に
よ
り
有
益
な
る
能
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
柔
道
の
修
業
を
行
な
う
の
で
あ
る
か
ら

勝
負
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
な
い
体
育
を
専
ら
と
し
て
の
修
業
に
つ

と
め
る
こ
と
を
第
一
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
側
と
し
て
「
何

程
善
イ
手
デ
モ
危
険
ノ
恐
レ
ァ
ル
ノ
ハ
悉
ク
省
キ
叉
成
ル
丈
ヶ

一
様
二
全
体
ノ
筋
肉
ヲ
働
カ
セ
ル
様
ニ
エ
夫
ス
ル
。
云
々
」
と

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
善
い
技
で
も
相
手
に
危
険
で
あ
れ
ば
そ
の

技
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
勝
負
の
法
、
勝
負
と
い
う
語
に
広
狭
二
義
が
あ
り
、
広
義
に

は
、
一
つ
の
目
的
を
達
し
よ
う
と
し
て
他
と
争
う
こ
と
に
あ
る

「
柔
道
の
精
神
」
に
つ
い
て
（
一
宮
）

と
す
れ
ば
「
柔
道
」
の
勝
負
法
と
云
う
語
義
は
狭
い
意
味
で
使

わ
れ
「
肉
体
上
デ
人
ヲ
制
シ
人
二
制
セ
ラ
レ
ザ
ル
技
の
練
習
」

で
あ
る
と
さ
れ
、
人
を
制
し
、
人
に
制
せ
ら
れ
ざ
る
為
に
練
習

す
る
そ
の
過
程
を
〃
勝
負
″
と
云
わ
し
め
た
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。

三
、
修
心
法
と
し
て
の
徳

１
人
に
対
し
て
の
徳

イ
気
風
の
高
尚
で
あ
る
こ
と
。

ロ
騎
著
の
風
を
嫌
う
こ
と
。

ハ
正
義
を
重
ん
ず
る
こ
と
。

二
道
の
為
に
は
銀
苦
を
厭
は
ず
容
易
に
身
命
を
も
郷
つ
覚

悟
あ
る
こ
と
。

ホ
公
正
な
る
こ
と
。

へ
礼
譲
を
守
る
こ
と
。

卜
信
実
な
る
こ
と
。
等
々
。

２
自
己
に
対
し
て
の
徳

イ
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

ロ
有
害
な
情
を
制
止
す
る
こ
と
。

ハ
難
苦
に
堪
え
る
習
慣
を
養
う
こ
と
。

’
一
耐
忍
の
力
を
強
く
す
る
こ
と
。

そ
の
他
勇
気
を
富
ま
せ
、
熟
慰
断
行
、
自
他
の
関
係
を

(〃7）
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「
柔
道
の
精
神
」
に
つ
い
て
（
一
宮
）

見
と
め
る
所
を
知
る
こ
と
。
等
を
。
柔
道
修
行
に
不
可

欠
な
自
己
の
酒
養
を
理
想
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
他
の
利
益
と
し
て
。

①
快
楽
②
護
身
③
健
康
④
筋
肉
使
用
自
在
①
制
他

⑥
交
際
、
以
上
を
掲
げ
「
柔
道
一
遜
並
ニ
其
教
育
上
ノ
価
値
」

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

●
●
●

以
上
に
掲
げ
た
如
く
、
術
と
道
は
「
柔
の
理
」
は
同
じ
で
も
底

に
流
れ
る
教
義
に
お
い
て
「
道
」
は
深
く
人
間
百
般
の
行
為
を
通

し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
「
大
道
」
１
教
え
・
教
義
・
教
法
・
で
あ

り
、
道
の
神
髄
を
体
得
す
る
こ
と
に
よ
り
「
己
」
を
完
成
し
、
世

を
「
補
益
」
す
る
、
す
な
わ
ち
「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」
の
精

神
こ
そ
「
柔
道
の
心
」
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

柔
道
精
神
を
理
解
す
る
に
は
そ
の
創
始
者
「
嘉
納
治
五
郎
」
の

人
と
な
り
を
知
る
こ
と
に
よ
り
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
師

と
の
あ
ま
り
に
も
偉
大
、
か
つ
他
種
多
方
面
に
寄
与
し
た
足
跡
を

つ
ぶ
さ
に
枚
挙
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
師
範
の
残
し

た
揮
毫
と
附
記
さ
れ
た
〃
号
″
に
そ
の
片
隣
を
の
ぞ
く
こ
と
を
す

る
。
全
国
の
道
場
等
に
残
さ
れ
た
揮
毫
は
二
百
六
十
余
枚
に
達
す

る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
主
な
揮
毫
を
摘
出
し
柔
道
精
神
の

七
、
ま
と
め

底
流
を
さ
ぐ
っ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

嘉
納
師
範
は
六
十
才
ま
で
は
「
甲
南
」
、
六
十
才
台
「
進
乎
斉
」

七
十
才
台
に
は
「
帰
一
斉
」
と
号
し
て
い
た
ら
し
い
。

甲
南
Ⅱ
師
範
の
生
地
、
兵
庫
県
甲
南
地
方
を
指
し
て
号
と
す

る
。

進
乎
斉
Ⅱ
荘
子
日
「
臣
之
所
し
好
者
道
也
、
進
二
乎
技
一
実
」
か
ら

引
用
す
る
。

帰
一
斉
Ⅱ
荷
子
日
「
百
王
之
法
不
レ
問
、
所
し
帰
者
一
也
」

揮
毫
の
語
旬
と
そ
の
枚
数
（
）

順
道
制
勝
（
八
十
一
枚
）
精
力
善
用
（
六
十
六
枚
）

力
必
達
（
二
十
一
）
心
身
自
在
（
十
二
）

精
力
最
善
活
用
（
五
）
成
己
益
世
（
八
）

娼
己
竣
成
（
五
）
自
他
共
栄
（
五
）

尽
力
（
十
一
）
修
己
治
人
（
三
）

（
講
道
館
発
行
「
嘉
納
治
五
郎
」
よ
り
。
）

以
上
は
仏
教
語
か
ら
引
用
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
嘉
納
師
範
の
造
語
で
あ
り
、
全
て
柔
道
精
神
を
云
い
得
て
妙

で
あ
る
。

最
後
に
講
道
館
柔
道
の
基
本
綱
領
を
掲
げ
て
承
る
と
、

一
、
精
力
の
最
善
活
用
は
自
己
完
成
の
要
訳
な
り
。

二
、
自
己
完
成
は
他
の
完
成
を
助
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
就
す

(〃8）



集
約
で
あ
る
。

る
。

一
二
、
倉
・
自

我
も
ま
た
こ
の
教
え
を
享
受
し
、
柔
道
の
修
業
を
通
し
、
も
っ

て
人
生
の
道
し
る
べ
と
し
た
い
。

己
完
成
は
人
類
共
栄
の
基
な
り
。

こ
の
綱
領
そ
の
も
の
が
「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」
の
教
え
の

参
考
文
献
講
道
館
発
行
「
嘉
納
治
五
郎
」
昭
和
三
十
九
年
十
月
十
日

発
行
五
、
六
、
七
、
参
照
文
と
す
る
。

「
柔
道
の
精
神
」
に
つ
い
て
（
一
宮
）

(〃9）
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○
該
記
録
は
、
身
延
山
三
十
三
世
遠
沽
院
日
亨
上
人
に
よ
る
正
徳
二
年
の
正
本
（
第
一
巻
一
○
六
丁
表
）
を
、
妙
俊
院
日
寿
上
人
が
嘉
永

七
年
に
写
し
た
（
第
一
巻
一
丁
表
）
事
に
始
ま
り
、
以
後
、
主
に
日
寿
上
人
に
よ
る
追
加
記
録
（
第
一
巻
二
丁
表
・
一
○
七
丁
表
）
で

あ
る
。
日
亨
上
人
に
よ
る
正
徳
二
年
の
自
筆
本
の
所
在
は
現
在
知
る
事
が
で
き
な
い
。

第
一
巻
は
、
前
述
の
嘉
永
七
年
二
月
の
写
本
と
、
日
寿
上
人
に
よ
る
補
足
・
追
加
の
記
録
で
、
主
と
し
て
文
政
年
中
の
火
災
以
前
の
状

○
該
記
録
の
体
裁
は
、
第
一
巻
は
、
縦
一
三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
二
十
行
罫
紙
の
袋
綴
、
板
心
の

表
側
に
丁
数
を
記
し
て
い
る
。
丁
附
は
一
四
二
で
あ
る
が
、
墨
付
一
四
○
丁
で
あ
る
。
第
二
巻
は
、
縦
一
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
一
五
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
十
八
行
罫
紙
の
袋
綴
、
板
心
に
項
目
を
記
し
、
そ
の
表
側
に
丁
数
を
記
し
て
い
る
。
丁
附
は
一
四
九

墨
付
は
一
四
一
丁
。
第
三
巻
は
、
縦
一
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
二
十
行
罫
紙
の
袋
綴
、
板
心
に

項
目
を
記
し
、
丁
附
は
板
心
の
表
側
の
欄
外
上
に
記
し
、
こ
の
巻
は
特
に
加
筆
を
見
込
ん
だ
白
紙
が
多
い
。
丁
附
は
二
○
一
、
墨
付
は

○
該
記
録
は
全
三
巻
三
冊
よ
り
な
り
、
第
一
巻
は
”
「
身
延
山
諸
堂
記
壱
」
鮠
「
身
延
山
諸
堂
塔
建
立
記
録
」
）
、
第
二
巻
は
“
「
身
延

山
再
建
諸
堂
記
弐
」
晶
鰯
唾
馳
再
建
立
記
録
」
）
、
第
三
巻
は
“
「
身
延
山
再
々
建
諸
堂
記
三
」
晶
愚
錘
郡
再
々
建
立
記
録
」
）
で

○
身
延
文
庫
所
蔵
の
写
本
「
身
延
山
諸
堂
記
」
「
身
延
山
再
建
諸
堂
記
」
「
身
延
山
再
を
建
諸
堂
記
」
に
よ
り
、
文
明
六
年
、
十
一
世
行

学
院
日
朝
上
人
の
代
、
西
谷
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
諸
堂
の
、
大
概
明
治
・
大
正
時
代
に
至
る
諸
堂
塔
変
遷
の
状
況
を
知
り
得
る
。

殊
に
、
文
政
七
年
・
明
治
八
年
の
諸
堂
焼
失
の
現
在
に
あ
っ
て
、
そ
の
時
女
の
荘
麗
な
る
寺
観
を
窺
う
に
欠
か
せ
ぬ
、
集
成
さ
れ
た
記

学
院
日
朝
上
人
の
代
、
西
谷
か
合

殊
に
、
文
政
七
年
・
明
治
八
年
（

あ
る
。

三
五
丁
。

録
と
し
て
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(I")



況
が
知
ら
れ
る
。
第
二
巻
は
、
安
政
四
年
三
月
に
記
録
を
編
集
し
た
も
の
で
、
文
政
年
中
の
再
建
か
ら
、
明
治
八
年
焼
失
の
堂
塔
が
中

心
の
記
録
で
あ
る
。
第
三
巻
は
、
明
治
八
年
一
月
よ
り
記
録
を
始
め
た
も
の
で
、
大
火
災
後
の
復
興
状
況
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
為
に
全

体
に
亘
っ
て
記
録
予
定
を
見
込
ん
だ
白
紙
が
多
い
。

妙
俊
院
日
寿
上
人
の
略
伝
は
、
「
身
延
山
史
」
三
四
三
頁
（
新
版
「
身
延
山
史
」
一
三
一
三
頁
）
に
あ
る
の
で
詳
述
を
避
け
る
が
、
終
生

身
延
に
て
生
活
し
、
明
治
大
火
災
後
の
諸
堂
宇
再
建
計
画
の
実
施
に
参
画
し
た
事
は
第
二
・
三
巻
中
に
見
え
る
所
で
、
「
身
延
山
史
」

の
編
纂
者
の
「
現
存
せ
る
祖
山
の
古
記
録
は
…
…
師
が
丹
精
の
賜
物
」
の
言
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
質
・
量
と
も
に
こ
の
三
巻
三
冊
の

記
録
は
、
身
延
山
史
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

○
日
亨
上
人
に
よ
る
正
本
が
正
徳
二
年
に
成
立
し
た
事
は
先
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
改
訂
本
も
存
在
し
た
。
そ
れ
は
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
の
写
本
界
郵
諸
堂
細
調
録
」
（
『
身
延
山
久
遠
寺
諸
堂
等
建
立
記
録
』
四
十
五
丁
と
『
身
延
山
御
歴
代
譜
』
の
二
部
よ
り
成
り
、

全
五
十
一
丁
、
一
冊
）
に
記
載
す
る
原
本
の
奥
書
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
改
訂
本
は
「
正
徳
三
竜
集
癸
巳
春
改
之
書
」
し
た
も
の
で
あ

書
陵
部
所
蔵
本
は
、
安
政
六
年
十
月
、
信
州
松
本
「
迦
葉
山
妙
福
寺
日
胎
聖
人
原
本
」
に
よ
る
錬
顎
上
人
の
写
本
で
あ
る
。

書
陵
部
所
蔵
本
の
堂
塔
記
戦
の
順
序
は
身
延
文
庫
所
蔵
本
と
異
な
る
が
、
目
次
に
丁
数
を
参
考
と
し
て
付
記
し
た
。
こ
の
写
本
の
全
文

は
「
御
本
尊
鑑
遠
沽
院
日
亨
上
人
」
（
藤
井
教
雄
編
・
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
刊
・
身
延
山
久
遠
寺
発
行
）
の
第
二
部
に
活
字
化
さ

れ
て
い
る
。
（
但
し
、
丁
付
は
な
い
。
）

○
諸
堂
の
旧
観
を
知
る
手
掛
り
と
し
て
、
数
多
く
の
地
誌
・
紀
行
な
ど
も
見
逃
せ
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の
点
の
詳
述
を
目
的
と
し
な
い
の

で
、
書
名
を
列
記
す
る
に
止
め
る
が
、
一
般
的
に
地
誌
の
類
に
諸
堂
等
の
記
述
が
詳
細
に
亘
る
の
は
、
〃
案
内
″
を
主
内
容
と
す
る
の

る
０

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）
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八
地
誌
Ｖ
「
久
遠
寺
参
詣
記
」
（
延
宝
九
年
刊
『
日
蓮
上
人
御
伝
記
』
巻
十
）
、
「
身
延
鑑
」
（
貞
享
・
元
禄
・
宝
暦
・
天
保
の
各
版
）
、

「
象
の
ぶ
山
ひ
と
り
案
内
」
（
安
永
九
年
刊
、
一
冊
、
北
沢
光
昭
蔵
）
、
金
子
日
徳
著
「
延
嶺
袖
鏡
順
詣
記
」
（
文
政
二
年
成
立
、
版
本
、

他
の
二
書
と
合
一
冊
、
無
窮
会
坤
蝿
蔵
）
、
村
上
某
著
「
甲
州
噺
」
（
享
保
七
年
成
立
）
、
鵜
鼠
子
著
「
裏
見
寒
話
」
（
宝
暦
二
年
序

文
）
、
大
森
快
庵
著
「
甲
斐
艘
記
」
（
前
輯
、
嘉
永
四
年
刊
）

八
紀
行
Ｖ
元
政
上
人
著
「
身
延
行
記
」
（
寛
文
三
年
刊
）
、
享
弁
（
法
住
院
日
義
上
人
）
著
「
萩
の
名
ご
り
」
（
延
享
四
年
成
立
）
、

篤
子
刀
自
著
「
安
永
身
延
紀
行
」
（
安
永
五
年
成
立
）
、
稲
懸
棟
隆
著
「
身
延
杖
」
（
同
年
成
立
）
、
喜
左
術
門
著
「
日
記
帳
」
（
安

永
九
年
成
立
、
鶴
岡
節
雄
校
注
「
十
返
舎
一
九
の
甲
州
道
中
記
」
所
収
）
、
佐
竹
邦
著
「
身
延
紀
行
」
（
寛
政
元
年
成
立
、
写
本
一
冊
、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
、
加
賀
屋
善
蔵
？
著
「
お
さ
な
車
」
（
寛
政
九
年
成
立
）
、
吉
沢
某
著
「
道
記
」
（
文
政
元
年
成
立
、
原
本
一
冊
、

最
首
雅
晴
氏
蔵
）
、
清
水
浜
臣
著
「
甲
斐
日
記
」
（
文
化
年
中
成
立
）
、
日
凝
上
人
著
「
延
山
紀
行
」
（
文
政
十
三
年
成
立
）
、
黒
川

春
村
著
「
並
山
日
記
」
（
嘉
永
三
年
成
立
）
、
松
亭
金
水
著
「
松
亭
身
延
紀
行
」
（
万
廷
元
年
成
立
、
写
本
一
冊
、
国
立
国
会
図
書
館

蔵
）
、
霞
江
庵
翠
風
著
「
甲
州
道
中
記
」
（
慶
応
二
年
成
立
）
、
「
承
の
ぶ
の
し
る
し
」
（
写
本
一
冊
、
九
州
大
学
蔵
）

右
著
作
中
、
そ
の
刊
本
・
写
本
等
の
所
蔵
先
を
明
示
し
な
い
も
の
は
、
先
人
の
紹
介
が
既
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
地
誌
・
紀
行
は
他

に
も
あ
り
、
文
芸
作
品
・
絵
図
・
錦
絵
な
ど
加
え
る
と
、
五
十
点
を
越
え
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

各
所
蔵
先
よ
り
資
料
の
御
提
供
を
受
け
、
鶴
岡
節
雄
氏
よ
り
は
種
を
御
教
示
を
受
け
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

○
全
文
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
次
の
様
に
し
た
。

で
当
然
で
あ
り
、

の
如
く
で
あ
る
。

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

他
方
、
紀
行
の
類
は
〃
実
感
″
が
中
心
で
あ
れ
ば
、
描
写
に
特
色
を
有
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
主
な
著
述
は
次
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・
丁
付
を
示
す
数
字
と
、
そ
の
丁
の
〃
表
″
を
「
オ
」
と
、
〃
裏
″
を
「
ウ
」
と
し
て
本
文
の
上
に
示
し
た
。

・
頁
と
丁
の
終
り
に
あ
た
る
部
分
は
雪
に
よ
り
示
し
、
行
末
は
ヨ
で
示
し
た
。

・
漢
字
は
、
旧
字
・
異
体
字
な
ど
、
ほ
ぼ
通
行
の
も
の
に
直
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
字
は
直
し
た
も
の
も
あ
る
。
宛
字
・
送
り
仮
名
な
ど
、
通
行
で
な
い
も
の
に
今
ご
と
付
し
た
。

・
項
目
毎
に
「
註
」
と
し
て
記
し
た
も
の
は
、
頭
註
・
脚
註
・
押
紙
で
あ
る
が
、
本
文
中
の
該
当
個
所
、
叉
は
近
い
個
所
を
以
て
い
②

等
と
示
し
た
。
朱
字
の
記
載
は
そ
の
旨
を
示
し
、
頭
註
・
脚
註
・
押
紙
の
別
は
最
後
に
示
し
た
。

・
該
記
録
原
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
特
殊
な
送
り
仮
名
「
可
」
・
「
ソ
」
・
「
く
」
「
雁
」
は
、
夫
全
に
「
コ
ト
」
・
「
シ
テ
」
・

「
ナ
リ
」
・
「
ト
モ
」
の
よ
う
に
改
め
た
。

○
今
回
は
第
二
巻
「
身
延
山
再
建
諸
堂
記
」
、
第
三
巻
「
身
延
山
再
を
建
諸
堂
記
」
の
全
文
を
翻
刻
す
る
。

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）
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目
次

・
堂
塔
の
下
の
漢
数
字
は
〃
巻
数
″
を
、
洋
数
字

は
〃
丁
数
″
を
示
す
。

。
（
）
内
の
数
字
は
、
書
陵
部
本
の
丁
数
を
示

す
。

惣
門
－
２
二
畑
（
胆
）

逢
島
ノ
祖
師
堂
－
２
－
剛
（
⑫
）

太
平
橋
－
３
－
側

稲
荷
大
明
神
社
・
拝
殿
－
３
（
昭
）

三
門
・
廊
門
－
４
二
釦
三
ｍ
（
９
）

に
門
常
唱
堂
・
頭
寮
・
香
積
・
結
衆
寮
－
８
（
胆
）

同
常
作
事
長
屋
－
８
（
胆
）

（
重
栄
梅
）
天
神
宮
・
雨
屋
－
９

（
聖
徳
）
太
子
堂
－
９

浴
室
－
９
（
ｕ
）

石
埴
－
９
一
切
（
過
）

二
天
門
妬
灯
銅
一
ｍ
二
副
二
噸
（
９
）

本
堂
灯
価

一
皿
二
瓢
二
噸
三
蛤
（
２
）

祖
師
堂
嘩
瀞
轌
繁
何
蝿
称
出
仕
ノ
ー
胆
一
別
一
溺
一
罫
－
２
二
侶

二
鯉
二
卵
二
卯
二
卵
三
２
（
３
）

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

八
本
院
之
分
Ｖ

中
門
鋤
咽
・
長
屋

課
大
門

璽
耐
下
馬
札

位
牌
堂
埴
輌
哩

一
蛎
二
坐
二
妬
二
”
（
５
）

本
地
塔
（
堂
）
一
妬
二
卯
（
５
）

二
重
宝
塔
一
猫
二
節
（
１
）

灯
主
堂
・
万
灯
室
一
四
二
”
（
５
）

鼓
楼
（
堂
）
灯
節

一
廻
二
泥
二
噸
（
８
）

円
師
堂
一
加
二
侭

椎
鐘
堂
・
番
部
屋
（
大
鐘
楼
）
一
瓢
二
拠
三
弱
（
７
）

舞
台
一
羽
二
澱
（
６
）

同
楽
屋
・
廊
下
一
瀦
二
測
（
６
）

普
請
所
長
小
屋
一
瀦
（
７
）

供
厨
（
御
供
所
）
一
誕
二
Ⅲ
（
７
）

通
本
橋
・
回
廊
唾
噸
噌

一
記
二
Ｗ
二
川
（
９
）

十
二
時
鐘
・
番
寮
一
”
三
詔
（
週
）

釈
迦
堂
三
”

納
骨
堂
土
蔵
三
閲

宝
物
館
三
鱒
に
入
紙

一一一

302929
一

171 139

へへへ

161616
ｰ曹曹
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塩
沢
口
（
札
）
一
釦
（
猫
）

会
合
所
・
玄
関
式
台
一
割
二
剛
（
鰹
）

厨
子
（
司
）
一
弘
二
皿
（
躯
）

対
面
所
・
次
間
一
弘
（
咽
）

小
方
丈
一
路
二
蝋
（
Ⅳ
）

大
方
丈
・
唐
門
・
浴
所
一
詑
二
Ⅷ
（
Ⅳ
）

蔵
経
堂
（
一
切
経
蔵
）
翻
悴
畔
璽
唾
一
訂
二
剛
二
噸
（
Ⅳ
）

（
真
骨
）
宝
蔵
一
如
二
川
三
皿
（
四
）

宝
蔵
中
央
・
廊
下
一
“
二
皿
三
四
（
皿
）

同
拝
殿
一
妬
二
川
三
蛆
（
瓢
）

奥
位
牌
堂
一
々
二
剛
三
鉈
（
躯
）

古
仏
堂
一
妃
二
剛
（
躯
）

霊
宝
蔵
・
拝
殿
一
別
（
配
）

東
土
蔵
一
砲
（
型
）

経
堂
前
ノ
庭
泉
水
等
一
認
（
型
）

廊
下
七
ヶ
所
一
記
（
型
）

（
奥
）
書
院
・
学
問
所
・
休
息
所
一
認
二
剛
（
型
）

料
理
所
一
弘
（
弱
）

湯
浴
所
一
別
（
溺
）

金
支
配
部
屋
一
別
（
妬
）

新
土
蔵
二
ｍ

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

八
従
上
之
山
通
至
奥
之
院
之
部
Ｖ

祈
祷
堂
・
番
寮
・
廊
下
一
弱
（
妬
）

願
主
堂
一
記
（
記
）

鐘
楼
堂
一
弱
（
”
）

影
現
七
面
大
明
神
・
幣
殿
・
拝
殿
・
鳥
居
一
帥
（
”
）

番
神
社
（
八
幡
宮
）
・
拝
殿
一
団
一
伽
（
幻
）

五
重
（
宝
）
塔
一
飽
二
鰯
（
記
）

刹
堂
（
十
如
房
）
一
鯉
一
剛

永
守
稲
荷
社
・
雨
屋

奥
書
院
・
山
主
ノ
居
間

大
書
院

小
書
院

講
究
所
・
玄
関
式
台

生
徒
寮
・
廊
下

仮
厨
司

受
附
所
・
内
玄
関
式
台

物
置
長
屋

普
請
会
所
等

法
喜
堂
（
厨
司
・
庫
裏
）

大
客
殿

一一一一一一一一一一一 ロ
ー一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一

565340393939383837363517#
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児
文
殊
宮
・
児
水
一
砺
一
剛
（
豹
）

宝
塔
一
髄
（
羽
）

莚
師
ノ
廟
堂
一
町

一
切
経
蔵
一
町
（
釦
）

経
蔵
側
廟
塔
鰯
雑
轡
一
鮨

丈
六
釈
迦
堂
一
的
（
釦
）

相
輪
塔
一
加

大
黒
堂
一
加
（
瓢
）

三
光
堂
・
拝
殿
・
番
僧
寮
・
大
光
坊
一
刀
一
皿
一
剛
（
瓢
）

金
仏
釈
尊
像
一
氾
（
銘
）

常
題
目
堂
（
堂
唱
堂
・
法
久
庵
）
・
衆
寮
一
沼
一
蝿
（
犯
）

東
照
大
権
現
宮
・
雨
屋
一
禰
一
伽
（
銘
）

妙
見
大
菩
薩
宮
一
脚
（
犯
）

水
屋
庵
鈍
琳
惣
一
洞
一
噸
（
詔
）

奥
院
祖
師
堂
・
拝
殿
一
汚
一
帥
一
剛
（
調
）

二
王
門
（
二
天
門
）
一
万
一
皿
（
妬
）

椎
鐘
堂
一
氾
一
剛
一
皿
（
弱
）

別
当
寮
（
孝
東
院
）
一
刃
一
脚
（
弱
）

篭
屋
一
ね
（
弱
）

御
供
所
一
ね

井
水
一
噸

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

八
西
谷
通
七
面
山
詣
Ｖ

朝
師
堂
（
騨
睡
一
別
一
面
（
妬
）

西
谷
檀
林
善
学
院
諸
堂
一
別
（
“
）

常
経
堂
・
衆
寮
・
食
堂
一
別
（
訂
）

廟
番
僧
寮
（
妙
福
庵
）
一
鍵
（
訂
）

収
骨
堂
一
別
（
釘
）

犬
ノ
塔
一
路
（
訂
）

釈
迦
堂
一
弱
一
剛
（
錨
）

祖
師
廟
堂
・
拝
殿
一
駈
一
皿
（
鉛
）

阿
仏
房
日
得
聖
人
ノ
塔
一
胡
（
訂
）

御
草
庵
旧
跡
三
鎚

卵
座
蔀
祖
師
堂
・
庵
（
妙
石
庵
）
・
妙
法
社

一
卯
一
伽
一
加
一
Ⅲ
（
銘
）

秘
之
息
ミ
ノ
寮
（
松
樹
庵
）
一
例
（
銘
）

追
分
ノ
寮
（
感
井
坊
）
一
瓢
一
川
（
記
）

十
万
部
一
別
（
釣
）

癖
妙
福
寺
一
躯
（
鋤
）

神
力
房
一
兜
（
調
）

蓮
華
房
一
鯛

鳥
居
一
“
（
伽
）
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唖
神
通
坊

彗
楠
安
住
房

肝
心
房

中
ノ
茶
屋
（
中
適
房
）

晴
雲
房

瀞
”
万
年
橋
・
羽
衣
橘

宗
悦
房

七
面
山
諸
堂
等

甲
州
七
面
山
鐘
銘
井
叙

七
面
山
神
祠
修
営
疏

七
面
山
神
祠
記

池
大
神
宮

影
向
石
ノ
社

波
木
井
日
円
之
古
地
・
廟
所

帝
釈
堂
金
行
睡

辰
師
堂
戯
仙
懸

興
師
堂
紬
率
職

妙
見
宮
爆
井
密

尊
賀
堂
晶
住
聡

二
十
三
夜
堂
研
搾
魎

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

二
肌

二
Ⅷ
二
噸
二
噸

二
噸
二
皿

一一一一一一一一一一一一一

lO6 105 103 102 1019696969695959594
一 一

l40 108 106

ll2

一
Ⅷ

（
伽
）

（
釦
）

へへへへへへへ

45444443424140
ｰ嘗曹嘗曹一一

松
尾
大
明
神
社
鐙
些
職

寿
量
院
社
（
磐
尉
）

地
神
宮
繍
栄
嘩

清
正
堂
（
逗
泉
坊
）

清
号
寺

小
植
林
教
場

祖
山
学
院

一一

一一

l97 195
三三三二

767663200

二
剛

(〃2）



(1ウ） (1オ）

本
堂
祖
師
堂
位
牌
堂
二
天
門
円
師
堂
鼓
楼
推

鐘
堂
井
番
所
ゴ
ー
重
塔
万
灯
室
灯
主
堂
舞
台
弁
楽
屋

水
鉢
雨
屋
御
供
所
二
会
所
作
事
小
屋
通
本
橋
弁
屋
根

祈
禰
堂
脱
師
堂
夏
鐘
堂
二
影
現
七
面
本
社
井
幣
殿
拝

殿
五
重
塔
莚
師
廟
堂
大
方
丈
水
鳴
楼
三
経
蔵
真

ノ骨
宝
蔵
中
央
廊
下
拝
殿
古
仏
堂
永
守
稲
荷
社
ご
奥

書
院
井
膳
所
大
庫
裏
寄
附
茶
ノ
間
玄
関
式
台
対
面

所
二
院
代
部
屋
弁
役
所
穀
倉
味
噌
倉
小
庫
裏
十
軒
部

屋
時
ノ
鐘
堂
井
ヨ
番
小
屋
了
）
廊
下
十
三
ヶ
所
手
水
場

十
ヶ
所
風
呂
場
三
ヶ
所
蝿
錘
二
四

明
治
八
乙
亥
戒
一
月
十
日
午
後
六
時
西
谷
本
菰
坊
ヨ
リ

出
火
賭
堂
宇
不
襲
類
焼
失
四
十
七
棟

文
久
四
甲
子
二
月
廿
日
正
九
シ
時
山
火
率
浦
正
堂
妙
正
堂
篭
錘
一
癖
”
焼
失

慶
応
元
乙
丑
十
二
月
十
四
日
昼
四
ッ
晶
蛎
議
識
籠
唾
巖
鵜
濯

焼
失

安
政
四
丁
巳
年
三
月
改
之
輯
之
写

第
二
之
巻
謝
蝿
細
再
建
立
記
録

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

（
朱
）
（
朱
）
（
朱
）

画
画
團

⑫ウ） (2オ）
〔
達（
１
）
雌
計
四
十
七
棟
〈
頭
註
・
朱
字
〉
（
２
）
朱
字

尊
賀
堂
琉
珀
稲
荷
社
辰
師
堂
興
師
堂
寺
中
拾
二
坊

町
三
軒
ヨ

ヮ
）棟
数
大
小
百
四
十
二
棟
焼
失
也
望

祖
師
堂
二
十
間
四
方
樺
各
二
間
宛

赫
ノ
祉
鰯
堂
謝
文
政
七
甲
箪
八
月
廿
七
同
車
／
下
刻
一
一
焼
失
Ｔ
）
回
一

二

第
五
十
五
世
日
暹
師
代
再
建
企
之

『
一

同
五
十
八
世
ご
日
環
師
代
上
棟

二

環
師
棟
札
文
政
十
三
年
庚
寅
歳
二
十
一
月
十
日
吉
辰
上
棟
同

ユ

裏
書
】

祖
師
堂
再
建
之
始
二

五
十
五
代
日
達
尊
師
驫
零
蔀
瀦
瀦
蝿
識
蕊
茎
雛
瀦
萩

叩
化
昌

五
十
六
代
日
晴
尊
師
時
之
院
代
太
遮
院
日
義
聖
人
天
保
八
丁
酉
五
月
二
且

五
十
七
代
日
舜
尊
師
驫
塞
謹
蔀
極
蜘
率
申
率
唖
“
文
政
十
二
己
丑
三
月
朔
日

六
十
三
歳
三

五
十
八
代
日
環
尊
師
愚
之
院
代
是
経
院
日
琳
皿
人
姦
永
七
甲
寅
八
月
五
日
村

是
中
院
日
考
聖
人
文
政
十
二
己
丑
九
月
二
十

銅
叱
化
】

(〃3）



祖
師
堂
再
建
元
方
東
都
下
谷
宗
廷
寺
隠
居
重
厚
院
日
実
聖
人
亟
垂
野
距

｛
ハ
ロ
再
一

同
本
所
本
仏
寺
隠
居
智
善
院
日
調
聖
人
總
醍
産
胆

罷
叶
鞆
十
五
日
ヨ甲
州
西
郡
一
ノ
瀬
妙
了
寺
現
住
太
研
院
日
梵
聖
人
娠
率
犀
拝

二
【
口
三

助
一
老
啓
運
院
日
修
聖
人
弘
化
二
乙
巳
五
月
廿
八
日

仕
院
代
是
翰
院
日
登
聖
人
安
政
六
己
未
七
月
十
一
日
下
谷
化
八
十
一
歳

三
老
海
寿
院
日
量
聖
人
天
保
三
壬
辰
十
月
五
日
五
十
五
哉

四
老
慈
善
院
日
躰
聖
人
安
政
二
乙
卯
八
月
並
ハ
日

、
／
五
老
教
智
院
日
行
聖
人
天
保
十
己
亥
十
二
月
十
七
日
六
十
四
鼠

壁
中
頭
本
浄
院
日
順
聖
人
嘉
永
五
壬
子
十
一
月
廿
八
日
七
十
九
戯

オ
番
頭
亮
玄
院
日
照
聖
人
天
保
五
里
九
月
四
日

３く勘
当
番
潮
養
院
日
範
聖
人
天
保
六
乙
未
五
月
廿
九
且

汗
海
運
院
日
随
聖
人
安
政
三
丙
辰
十
一
月
十
五
日
七
十
五
豊

⑫
顔
円
院
日
報
聖
人
安
政
三
丙
辰
四
月
十
五
日
六
十
四
畠

潮
解
院
日
明
聖
人
嘉
永
三
庚
戊
十
月
十
三
日
六
十
皇

勘
太
寿
院
日
永
聖
人
文
政
十
三
庚
寅
九
月
八
日
己

汗
太
量
院
日
考
聖
人
天
保
十
四
癸
卯
三
月
廿
旦

⑬
本
考
院
日
侃
聖
人
天
保
士
一
至
寅
十
二
月
廿
八
日
五
十
八
皇

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

助
普
請
奉
行

上
麓
房
三
十
世
潮
諦
院
日
解
聖
人
天
隆
一
至
辰
十
月
廿
七
日

財
岸
之
房
三
十
四
世
本
寿
院
日
光
聖
人
天
保
十
五
甲
辰
七
月
廿
一
日

く

常
栄
房
土
ハ
世
是
明
院
日
清
聖
人
天
保
九
戊
戌
八
月
六
日
四
十
八
鼠

Ｊ段
普
請
方
三

拝
智
寂
房
十
三
世
潮
運
院
日
恵
天
保
五
甲
午
八
月
十
九
日
昌

⑬
端
場
房
三
十
八
世
太
林
院
日
建
天
保
十
五
甲
辰
八
月
廿
六
日
四
十
七
皇

蓮
揖
篇
土
罹
太
堂
院
日
棟
惑
永
六
癸
丑
三
月
十
八
日
五
十
八
畠

光
積
房
六
世
学
翁
院
日
永
天
保
九
戊
戊
九
月
九
且

徹
之
團
一
千
世
太
運
院
日
勢
弘
化
四
丁
未
三
月
十
八
日
五
十
二
当

㈹
大
工
棟
梁
池
上
主
計
致
昆
識
根
睡
小
倉
両
右
衛
門
二

池
上
織
衛
玄
明
同
世
話
役
遠
藤
三
郎
兵
衛
二

東
都
彫
工
島
村
源
蔵
俊
矩
佐
野
繁
八
二

ａ
）

大
工
肝
煎
池
上
亀
之
亟
宗
忠
杣
杏
競
池
上
宗
右
衛
門
ヨ

（
④
⑨
）

池
上
万
吉
玄
宣
市
川
重
左
衛
門
呈

（
Ａ
君
）

池
上
新
之
亟
宗
員
同
世
話
役
橋
爪
太
次
郎
二

海
沼
浅
右
衛
門
宗
蔵
池
上
治
兵
衛
三

吉
野
忠
蔵
吉
純
望
月
儀
助
一

望
月
為
右
衛
門
嘉
治
小
倉
縫
之
亟
雪

Ｊオ“
古
谷
繁
右
衛
門
仲
澄
稚
山
寵
遠
藤
茂
七
三

(12J)



(4ウ）

奥
野
嘉
兵
衛
伴
幸
霊
篭
郵
船
橋
半
当

（
侭
凹
）

武
田
千
蔵
宗
武
永
野
治
平
二

深
沢
惣
吉
保
政
鼬
細
馳
唖
若
緑
伝
兵
衛
三

（
マ
マ
）

清
権
蔵
矩
徳
竹
下
利
助
］

池
上
幸
助
宗
美
密
購
鋤
望
月
久
四
郎
三

望
月
又
吉
宗
栄
同
苗
佐
四
郎
二

池
上
惣
兵
衛
敏
昭
佐
野
作
之
亟
ヨ

池
上
喜
十
郎
宗
利
宮
川
七
左
衛
門

以
上
棟
札
菖

祖
師
御
遷
座
天
保
二
辛
卯
四
月
二
日

（
マ
マ
》

御
堂
開
眼
呈
同
三
日
回
り
十
二
日
錨
千
部
法
用

《
マ
マ
）

御
宮
殿
開
眼
同
十
三
日
二
十
四
日
法
用
勤
之

同
年
九
月
廿
七
日
回
り
十
月
十
三
日
逹
宗
祖
二
五
百
五
十
遠
忌

（
マ
マ
）

万
部
法
用
勤
之
五
十
八
世
日
環
師
代
二

（
マ
マ
》

御
宮
殿
施
主
ハ
大
坂
識
塞
率
雰
マ
〉
も

御
宮
殿
ノ
内
二
左
右
掛
札
二
枚
有
之
又
明
細
施
入
ノ
巻
物
二
巻
箱
入
『
一
シ
テ

御
宮
殿
ノ
内
二
有
之
外
一
二
巻
御
蛭
机
ノ
引
出
シ
ニ
有
之
花
天
井
施
入
巻
物
一
粒
有

も
世
話
人
蟠
寺
偶
蝿
蕊
画
蕊
駕
鴎
灌
密
誌
鶏
馳

〈
マ
マ
》

人
ノ
性
名
御
宮
殿
ノ
外
左
右
ノ
戸
扉
二
有
之
二

法
橋
林
如
水
作
之

御
持
経
〈
如
来
神
力
品
】

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(5ウ） (5オ）

御
持
珠
数
天
竺
木
跡
辨
蔀
冴
白
赤
ナ
ム

御
戸
帳
跡
地
和
感
葵
雄
に
却
砺
唾
や
封
唯
壱
尺
五
寸
需
ｊ

御
施
主

戸
帳
謬
毒
騨
謝
鶴
鰯
御
代
納
４

戸
驫
讓
蕊
舗
殿
端
謝
鵜
難
井
桁
橘
紋
ニ
ッ
也

御
鍵
箱
葵
紋
附

御
施
主
一
シ
橋
大
奥
取
次
大
塁
盛
琶

同
台
文
化
四
年
丁
卯
年
八
月
江
戸
開
帳
ノ
勘
納
之
二

書
写
妙
経
開
結
共
拾
巻
］

御
施
主
御
本
丸
御
連
名
鮒
一
ノ
巻
ノ
終
二
有
皇

同
御
机
天
保
二
辛
卯
四
月
八
日
法
橋
林
如
水
工
卜
有
畠

ス
Ｌ

御
洗
米
入
錫
蓮
華
形
ご

施
主
江
戸
芝
ロ
河
内
屋
蕃
右
衛
門
］

同
台
引
出
シ
附
ヨ

御
手
箱
二

御
施
主
文
政
四
巳
年
八
月
十
六
日
様
］

御
書
棚
ヨ

御
経
机
ノ
台
ヨ

御
宮
殿
内
宝
蓋
ご

右
妙
日
尊
儀
御
位
牌
両
基
厨
子
入
御
宮
殴
ノ
内
左
右
二
有
島

(〃5）



⑯オ）(6ウ）(7オ）

左
妙
蓮
尊
儀
ウ
ラ
《
一
文
政
八
年
乙
酉
二
月
日
達
判
迄

大
檀
越
日
円
尊
儀
御
位
牌
御
宮
殿
ノ
外
津
二
有
皇

永
代
五
租
呑
料
金
五
拾
両
施
主
揃
漂
望
蹴
世
熟
鶏
識
昨
望

日
化
皇

永
代
常
経
金
五
十
両
蕊
催
謡
銅
弛
噌
皇

永
代
常
経
金
百
両
唾
龍
胡
融
繩
垂
計
鍾
騨
窄
十
噸
有
皇

永
代
常
経
施
圭
晶
磯
難
藤
癩
謂
輌
罐
妙
久
且

ノ
ノ
ノ

。
〃
〈

須
弥
上
天
井
竜
画
井
同
裏
張
附
蓮
華
画
甲
陽
雲
林
筆
二

後
門
十
六
羅
豊
画
麺
唖
毒
窄
函
琴
彰
雪

辮
球
金
百
両
窪
軸
奉
榊
榧
手
琳
識
鑑
代
納
壱

作
り
花
井
大
花
瓶
一
対
趣
輌
十
三
寅
八
Ｌ

（
マ
マ
）

施
主
東
都
身
延
御
花
構
中
永
代
隔
年
二
花
立
宣

／

木
花
蓮
華
井
大
花
瓶
一
対
府
金
天
保
二
卯
四
Ｌ

（
マ
マ
）

施
主
東
都
新
吉
原
構
中
皇

大
燭
台
一
対
真
錨
文
政
十
三
寅
七
Ｌ

施
主
江
府
駒
込
雨
瞬
唾
窪
蒋
衛
且

盛
物
台
一
対
須
弥
形
会
式
之
嗣
餅
ヲ
且

施
主
当
所
塩
沢
村
望
月
周
蔵
金
七
両
二
分
ナ
ム

百
味
供
檀
井
白
木
三
方
百
組
宗
祖
五
百
五
十
遠
忌
ノ
翼

施
主
万
灯
室
再
建
奉
加
ノ
内
発
麺
罐
院
日
命
聖
と

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(7ウ）⑱オ）

ｊ

開
帳
供
養
小
香
炉
本
餓
井
桁
機
紋
四
ッ
附
蓋
ニ
ー
ッ
型

施
主
江
戸
芝
ロ
拾
七
人
連
名
香
炉
二
有
る

燭
台
一
対
真
鰯
文
化
四
年
丁
卯
七
月
十
九
国

（
マ
マ
）

施
主
江
戸
小
網
町
構
中
ヨ

燭
台
一
対
真
銅
嘉
永
二
乙
酉
年
七
Ｌ

（
マ
マ
）

施
主
池
上
取
持
構
中
二

一
一

花
瓶
一
対
真
諭
澁
藷
肇
月
Ｌ

施
主
当

ノ

御
膳
供
養
時
小
香
炉
冥
雪

施
主
江
戸
深
川
細
町
田
中
宇
兵
衛
母
二

同
台
二施
主
取
次
大
嘩
雪

御
膳
台
三

施
主
越
後
国
糸
魚
川
八
木
三
郎
右
衛
門
ヨ

ノ

常
灯
明
灯
龍
両
基
真
蹴
台
朱
溌
文
政
十
三
庚
貿
七
且

施
主
江
戸
浅
艸
大
坂
屋
直
助
】

同
両
基
真
鎗
台
盛
政
十
三
庚
画
七
忠

施
主
江
戸
芝
田
町
二
丁
目
坂
本
屋
隠
居
弥
満
女
三

常
香
盤
蕊
桔
三
雛
七
噌
翌

施
主
江
戸
浅
草
馬
道
東
国
屋
恥
塞
誠
も

(126)



(8ウ）

朱
塗
大
常
香
盤
文
政
十
三
庚
寅
初
竺

施
主
二
代
目
中
村
芝
翫
鈴
駒
太
葺

黒
塗
大
常
香
盤
毒
癩
垂
軒
睡
畢
即
翻
象
儒
銅
識
轆
諏
ツ
ム

（
マ
マ
）

施
主
大
坂
身
延
年
参
描
中
ヨ

ノ

ノ

貫
主
礼
盤
井
香
華
台
婆
同
台
御
経
箱
ご

施
主
江
戸
芝
河
内
屋
善
右
衛
門
金
三
十
両
ノ
施
主
二
而
出
雪

ノ

貫
首
御
経
机
天
保
八
酉
七
＆
（
マ
マ
）

施
主
江
戸
深
川
常
盤
町
構
中
皇

御
経
ヨ

娩
経
（
垂
識
倉
百
記
也
尾
州
法
蓮
寺
判
発
願
人
妙
信
尼
難

（
マ
マ
）

ノ

明
治
六
癸
酉
六
月
開
開
六
百
年
嘉
会
掴
納
之
大
教
正
健

一
一

二

師
御
代
施
主
巻
毎
有
之
御
経
蓋
新
造
之

一
一

（
マ
マ
》

外
折
本
二
部
一
老
院
代
座
同
判
ナ
リ
赤
地
錦
表
紙
日
健

ユ

判
形
尾
州
信
者
中
寄
附
施
主
名
毎
巻
有
之

結
衆
御
経
三
十
六
部
同
机
共
蕊
蕊
離
轡
経
豊

施
主
当
国
教
来
石
駅
河
西
六
良
平
源
昌
里
ヨ
錘
極
秘
睡
輌
研
緬

吉
辰
取
次
遮
信
阿
智
徳
院
日
受
二

又
次
二
妙
経
三
十
六
部
纒
避
輌
雫
繧
桐
内
罐
認
詫
桓
誇
癖
嘩
径
当

脇
座
御
経
百
五
拾
部
同
机
共
瀧
轤
衷
紙
赤
抵
当

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(10"-) ⑲ウ） ⑲オ）

《
マ
マ
）

施
主
江
戸
八
丁
払
癖
鰕
鶴
盈
繼
塞
垂
耗
華
号
籔

猩
を
緋
唐
縫
大
水
引
曠
噌
五
間
譲
診
二

（
マ
マ
〉

施
主
長
崎
構
中
天
保
十
五
年
辰
六
且

（
マ
マ
）

葵
御
紋
附
金
繍
水
引
井
御
宮
殿
戸
帳
三

同
御
紋
附
紫
縮
緬
幕
四
張
二

（
毎
Ｊ
）

同
御
紋
附
祖
師
御
袈
裟
衣
井
衣
服
］

御
施
主
御
本
丸
大
奥
；
為
御
祈
祷
納
皇
潔
鮨
躍
瀦

零
袖
嬉
蝿
鶏
噌
墨

大
常
香
盤
塔
形
睡
華
詔
露
帽
麩
鰯
稲
垂
賊
麺
語
軸
擢
銅
紡
蛋

過
去
帳
拾
五
冊
各
二
日
宛
冊
毎
二
五
十
五
世
日
達
判
塗

施
主
江
戸
浅
艸
蔵
前
相
礒
勘
兵
衛
］
文
政
畜
申
午
育
且

大
過
去
帳
三
冊
各
十
日
宛
五
十
八
世
日
環
判
堅
蕊
瞬
姦
舞
踊
之

銅
鯖
鑑
識
鑑
彗

大
打
鳴
シ
同
台
井
蒲
団
二
枚
郷
転
金
糸
翌

（
マ
マ
）

施
主
江
戸
芝
蓮
台
構
中
天
保
十
四
卯
年
秋
江
戸
巡
脱
ノ
璽

大
打
鳴
シ
井
台
蒲
団
二
枚
撫
砿
台
率
永
二
酉
年
七
Ｊ

施
主
江
戸
新
吉
原
江
戸
町
一
丁
目
大
黒
屋
金
兵
衛
雪

常
経
場
小
打
鳴
シ
井
台
］

《
マ
マ
）

施
主
江
戸
大
伝
馬
町
御
神
酒
構
中
三

(〃7）



(10ウ）(11オ）

開
帳
場
鑿
井
台
開
鰻
ノ
殉
御
堂
番
沙
三

調
声
場
馨
井
台
翼
醜
纏
経
ノ
節
本
岡
声
ノ
仁
静
三

ノ

ー
老
座
馨
井
台
貫
主
ノ
代
姑
経
之
節
暑
幾
三

ス

大
鼓
差
渡
シ
迦
率
捻
認
唾
坤
“
略
］

《
マ
マ
）
（
マ
マ
）

施
主
江
戸
浅
艸
新
町
構
中
性
名
大
舷
二
有
皇

半
鐘
離
叛
涛
融
野
望
競
藤
取
次
蓮
瞳
匙

施
主
当
国
教
来
石
駅
河
西
六
郎
平
昌
里
ご

龍
机
朱
誼
帷
施
主
江
戸
神
田
描
中
喜
永
二
己
酉
七
月
納
之

（
マ
マ
）

明
治
六
癸
酉
年
修
復
本
願
主
平
井
安
右
衛
門
藤
原
侭
吉
法
号
長
寿
院
清
心
日
悟
俄
士

文
久
三
癸
亥
七
月
廿
六
日
六
十
七
歳
永
代
修
復
為
料
金
五
拾
両

（
９
）

誰
蝿
鰯
擬
唖
織
雷
二
舗
垂
鑑
蒲
顔
艫
瀧
潔
電

木
花
蓮
華
井
五
具
足
真
雪

施
主
江
戸
橘
虹
騨
嗽
唾
津
計
雫
率
麺
恥
蠅
蝿
垂
睡
輌
笛

七
五
一
一
爾
膳
蕊
鶚
午
騎
敲
聾
人
杉
山
多
右
斯
幽

願
主
東
谷
円
信
日
行
大
坂
屋
茂
兵
衛
太
田
屋
与
左
衛
門
三

七
五
一
一
弄
唾
鱗
詑
埜
壼
酉
畢
蹄
龍
蝉
伸
入
当

（
マ
マ
）

施
主
江
戸
桜
田
窪
町
七
五
三
構
中
呈

奏
銭
箱
樫
春
慶
塗
跡
施
主
填
郵
揃
郵
祀
調
警

節
）世
話
方
西
郡
大
師
邑
了
泉
寺
住
是
逢
院
日
聚
聖
人
慶
応
元
乙

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(11ウ）(12オ）

丑
十
月
廿
二
日
八
十
二
歳
化
ご

題
目
大
鼓
詳
台
共
蕪
蕊
認
溌
潮
当

施
主
江
戸
浅
草
新
町
丸
山
三
右
衛
門
罰
罎
噸
華
面
山
同
時
一
コ

同
大
鼓
井
台
文
化
十
四
丑
年
四
月
廿
八
Ｌ

施
主
鰍
沢
宿
両
国
屋
清
左
衛
門
皇

御
宝
前
畳
表
当

永
代
施
主
備
後
国
畳
表
捧
車
本
銅
嘩
率
払
輌
鞆
葺

御
拝
所
畳
表
替
廿
五
当

永
代
施
主
西
郡
西
南
胡
安
藤
三
右
衛
門
取
轆
雄
鑑
剛
同
璽

ノ
菊
花
天
井
ヨノ

御
宝
前
上
菊
八
シ
施
主
江
戸
花
川
戸
罐
鑛
も

〈
マ
マ
）

同
前
通
り
二
十
四
施
主
尾
州
構
中
ヨ

ノ

左
右
上
四
十
八
施
主
鍵
湖
痘
瑚
魑
説
等
ニ
テ
作
レ
ョ

ノ

須
弥
左
右
三
十
一
コ

須
弥
壇
朱
盆
金
具
共
天
保
十
五
甲
辰
年
迩
成
碗
二

施
主
扇
師
院
代
妙
信
院
日
法
鰻
上
人
罐
鯉
顎
蕊
認
瀧

ミ
ヨ

金
柱
塗
四
本
嘉
丞
臭
丑
年
塗
成
塾

施
主
当
国
内
船
村
近
藤
太
兵
衛
二
本
六
十
凰
原
田
源
右
衛
門

一
軍
静
四
条
幸
八
一
本
三
十
国

(〃8）



(13オ） (12ウ）

朱
塗
柱
］

（
マ
マ
）ノ

行
道
縁
擬
宝
珠
拾
四
シ
文
政
十
三
庚
寅
十
一
Ｌ

〔
マ
マ
》

施
主
江
戸
性
名
擬
宝
珠
有
之
］

御
拝
柱
四
本
ノ
金
具
井
上
リ
壇
隅
金
具
等
ハ
先
年
ヨ
東
都
二

住
ス
奥
州
岩
城
名
古
曽
関
隠
士
深
見
要
言
皇
七
面
山
ノ
麓

（
マ
マ
）

江
唐
金
ノ
鳥
居
造
立
有
之
右
鳥
居
破
当
壊
二
付
此
ノ
古
ル

ル
ワ

金
ヲ
以
テ
駿
州
江
尻
二
於
鋳
し
之
ゴ

釘
隠
シ
ご

（
マ
マ
》

施
主
越
中
国
銘
尽
性
名
釘
阻
二
有
畠

雨
落
縁
石
井
石
橋
］

山
内
中
老
若
大
衆
加
用
人
等
門
前
新
宿
］
塩
沢
迄
毎
日
門

（
マ
マ
》
ル
ヲ

経
修
行
二
而
前
道
リ
分
作
し
之
ヨ

ノ

御
拝
敷
石
ヨ

施
主
当
国
商
人
中
ゴ

シ
ス

御
拝
所
蓉
炉
鋤
金
喜
》
諏
画
鐸
郎
焼
香
可
し
罫

（
マ
マ
）

施
主
江
戸
末
広
撫
中
二

糠
祁
法
奮
請
者
嘩
季
逵
癖
跡
酔
鋤
銅
琿
師
迩

ナ
リ
ア
キ
ノ

水
戸
従
三
位
中
納
言
斉
昭
卿
御
筆
一
彫
難
縁
し
之
取
次
唾
鈩
識

醒
麩
》
樟
住
二

大
橦
旛
一
対
井
大
堕
対
大
打
敷
乏

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

対
井
大
堕
対
大
打
敷
一
枚
同
時
二
納
皇

(14オ） (13ウ）

施
主
御
本
丸
御
女
性
方
二
天
保
七
申
年
四
月
八
日
世
話

（
マ
マ
）

人
本
石
町
八
日
描
中
発
顧
糸
歴
米
当

猩
く
緋
大
旛
一
対
繧
酔
計
嘩
群
拒
趣
睡
奉
翻
納
も

施
主
長
崎
長
照
寺
檀
中
二

金
拾
両
祖
師
永
代
御
鱈
農
鰈
蕊
悪
認
之
助
預
，
田
地
皇
致
色

施
主
当
国
十
日
市
場
河
西
佐
右
衛
門
二

（
マ
マ
）

御
洗
米
餅
米
取
次
同
所
孫
左
衛
且

永
代
施
主
西
南
胡
邑
安
藤
三
右
衛
門
］

瓶
子
井
三
方
共
一
対
三

施
主
江
戸
本
郷
傘
谷
五
代
目
銅
壷
屋
仁
右
衛
門
二

同
一
対
三
方
豊

（
マ
マ
）

施
主
江
戸
本
所
立
川
二
シ
目
構
中
皇

同
一
対
三
方
共
嘉
永
二
己
酉
七
＆

（
マ
マ
）

施
主
江
戸
芝
題
目
構
中
二

御
鏡
一
面
井
台
天
保
第
八
丁
酉
九
月
日
潤
判
迄

施
主
江
戸
施
入
面
ｔ
家
運
繁
日
昌
発
願
人
銀
座
御
役
所
内

識
田
晒
ヨ

御
供
米
永
代
弐
俵
汁
宗
施
主
踏
津
雲
率
シ
蕊
瞬
峰
塞
癖
唾
癖
岬
噸
郭
季
嘩

八
斗
俵
ナ
リ
Ｖ
永
代
施
主
二

同
永
代
二
驫
涯
斗
謹
籟
稽
銅
懸
作
右
爾
型

(I29)



(14ウ）(15オ）(15ウ）

ラ

今
般
二
祖
師
堂
再
建
就
勧
化
信
心
之
施
入
不
レ
限
一
コ
多
少
一

此
ノ
帳
面
二
相
記
シ
当
酉
年
ヨ
リ
来
ル
卯
年
ご
祖
師
御
遠
忌

ヲ

迄
各
々
連
§
奉
納
之
心
得
二
而
当
被
し
抽
レ
志
候
様
希
者
也
二

（
印
か
）

身
延
口
二

老
僧
中
二

文
政
八
年
酉
三
月
日

当
番
中
二

諸
国
諸
檀
越
雪

今
般
三
祖
師
堂
御
再
建
御
助
金
井
御
香
莫
共
此
帳
面
一
コ
相

記
シ
当
酉
年
ヨ
リ
来
ル
卯
年
高
祖
五
百
五
拾
御
遠
］
忌
迄

一
一
連
く
奉
納
之
心
得
二
而
各
寺
御
請
印
形
之
上
ご
可
被
抽
丹

情
者
也
ご

（
印
か
）

身
延
口
二

老
僧
中
二

文
政
八
年
酉
三
月
日
当
番
中
二

諸
国
諸
末
寺
中
］

諸
寺
院
中
当

（
、
）祖
師
堂
再
建
大
本
願
人
ノ
掛
札
同
本
願
人
漁
型

鎚
宿
辨
宮
川
紋
蔵
、
曇
沢
村
折
居
文
右
衛
門
、
二

同
石
和
宿
早
川
半
兵
衛
嘩
、
鰍
沢
宿
小
河
内
常
右
衛
門
当

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

勧
化
帳
序
二

(16オ）(16ウ）

同
油
川
村
遠
藤
善
兵
衛
、
同
所
牧
野
紋
蔵
当

甲
府
町
名
取
作
右
衛
門
、
天
神
中
条
秋
山
久
左
衛
門
当

鰍
沢
宿
雨
宮
与
八
、
少
鮎
沢
村
北
村
彦
兵
衛
当

同
所
秋
山
政
七
、
長
沢
村
斉
藤
半
左
衛
門
当

同
所
中
込
清
左
衛
門
、
当
上
町
望
月
又
士
旦

春
米
村
小
林
小
太
郎
、
同
所
同
苗
政
左
衛
門
藝

同
所
土
屋
安
之
亟
、
同
狐
町
樋
口
勘
右
衛
門
、
二

西
南
胡
村
安
藤
三
五
右
衛
門
、
同
所
望
月
佐
兵
衛
ヨ

福
士
村
芦
沢
恒
蔵
、
同
中
町
深
沢
佐
次
兵
衛
二

同
所
望
月
五
兵
衛
同
池
上
弥
市
兵
衛
旦

大
崩
村
佐
野
八
良
左
衛
門
同
中
町
望
月
佐
蔵
二

当
所
上
町
池
上
重
兵
術
、
同
狐
町
若
尾
栄
助
当

同
上
町
佐
野
伊
兵
衛
、
同
下
町
鈴
木
文
左
衛
門
当

同
狐
町
阪
上
万
七
、
同
狐
町
井
水
治
良
兵
衛
当

同
狐
町
葉
山
十
之
亟
、
餓
穀
蝿
青
柳
喜
兵
重

下
山
宿
穂
坂
喜
代
平
、
狐
町
佐
野
長
右
衛
門
当

妓
勝
寺
村
志
村
好
之
助
、
手
打
沢
村
埜
村
彦
兵
衛
ご

（
胆
）

桃
園
村
相
原
甚
兵
衛
是
ヨ
リ
明
治
再
建
本
願
人

中
町
一
ノ
宮
与
右
衛
門
、
上
町
田
中
勘
一
三

狐
町
坂
上
市
蔵
同
遠
藤
佐
左
衛
門
呈

同
坂
上
良
之
助
中
町
古
谷
善
太
郎
］

(〃0）



(17ウ） (17オ）

塩
沢
望
月
吉
五
郎
、
同
松
木
半
右
衛
門
二

中
町
池
上
惣
右
衛
門
皇
同
海
沼
忠
八
郎
二

率
癖
融
土
橋
慎
一
言

（
拳
）

周
倒
閣
祖
師
堂
大
過
去
帳
叙
ヨ

レ

の
〆

夫
当
山
者
末
法
万
年
之
大
導
師
高
祖
大
菩
薩
草
創
也
二
自

シ
テ

キ

ワ

為
二
本
化
上
首
一
開
二
末
法
万
年
宗
門
本
基
道
場
於
身
延
山
一

（
マ
マ
〉
ノ
ニ
レ
《
ケ
イ
キ
ョ
ク
ハ

突
三
尽
未
来
際
聖
神
安
居
自
他
兼
済
本
土
也
良
以
荊
鰊

ス
ラ
ソ
ハ
ウ
【
一
ス
ク
ウ
ハ
ア
ラ
ス

ユ

テ

非
一
コ
鷲
鳳
之
所
レ
巣
一
小
池
匪
一
麗
竜
之
淵
一
焉
今
以
二
本
化

ヲ
ニ
ル
ル
ゴ
ト
ヲ

リ

之
開
關
．
偏
此
土
知
レ
為
一
霊
地
一
其
地
勢
也
四
山
四
方
環
珠

レ
イ
ロ
ウ
シ
テ
シ
ヲ

プ
ワ

ノ
夕

樹
玲
鰯
三
囲
一
鏡
梵
台
一
依
報
正
報
唱
二
妙
法
一
霊
鷲
山
之
貌
ヨ

タ
リ
ニ

イ
サ
キ
ヨ
ク
シ
テ

ト

髻
一
髭
眼
前
一
四
河
水
潔
阿
縛
達
池
之
流
浮
二
天
月
．
吾
宗

ノ

ニ
シ
テ

法
水
流
布
之
根
源
宗
門
興
起
本
基
道
場
而
】
普
天
之
支
流

画
９

シ
ス
ロ
リ
ノ

ノ

流
二
於
此
一
率
土
之
縄
田
生
一
於
此
一
笑
真
霊
山
二
事
寂
光
土
也

二
ノ

ノ

ニ
シ
ヒ
ス
ル
ノ

故
高
祖
日
運
し
歩
之
輩
無
始
罪
障
一
時
二
消
滅
一
度
往
一
詣
此

二
キ
ヲ
ニ
ヤ

道
場
一
者
開
二
成
仏
於
刹
那
一
実
況
】
此
霊
地
収
一
歳
肉
身
之
一

タ
ハ
イ
シ
メ

ワ
ノ
ニ
ラ
ン
ヤ
七
二

毛
分
骨
一
塊
一
記
二
留
俗
名
法
名
命
一
日
一
者
豈
不
レ
期
二
現
生

ワ

成
仏
一
乎
今
般
当
山
諸
堂
伽
蔭
］
再
建
立
之
卿
日
本
国
中
諸

シ
リ
ヨ
ク

州
一
同
金
銀
米
銭
寸
鉄
二
尺
木
資
費
識
力
寄
附
施
入
之
面
く

《
マ
マ
》

シ
メ
ァ
ヅ
カ
ラ
ン
ト

先
祖
精
霊
見
聞
二
覚
知
霊
魂
俗
名
法
号
命
日
等
欲
し
簿
レ

ヲ
ク
ノ
ム
テ
ヲ

之
級
レ
斯
造
二
作
一
大
過
去
帳
三
冊
一
頒
一
二
月
三
旬
一
以
書
二

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(18ウ）(19オ） (18オ）

イ
ソ

記
之
一
日
日
会
二
乎
満
山
】
大
衆
一
千
余
員
之
浄
侶
一
笑
万
代

テ

ヲ

不
易
之
回
向
謹
二
修
二
行
之
一
祈
二
乎
諸
霊
魂
得
三
菩
提
一
以

毛
ル

シ

擬
一
手
施
恩
報
二
謝
一
耳
抑
回
向
為
し
利
也
唇
如
下
以
レ
水
合
し
水

テ
ワ
ス
企
力
ユ

ナ
レ
ハ

以
二
虚
空
．
合
中
虚
空
上
也
所
以
何
者
夫
妙
法
蓮
華
経
者
十

ノ

ノ
ニ
シ
テ
ミ
リ
ン
ニ
シ
ナ
二

界
二
心
体
也
万
法
主
宰
而
心
体
弥
一
緒
十
方
一
周
二
遍
一
三
世
一

（
マ
マ
）

《
〃

ロ
ｆ
Ｏ

シ
卜
云
コ
ト
ヲ
ノ

錐
二
日
月
所
し
不
し
照
風
雨
之
所
レ
不
し
至
一
亦
無
し
不
有
二
是
ヨ

（
マ
マ
）

ロ
ノ
ュ
リ
ノ
モ
ナ
リ

シ
テ
モ

ニ

心
一
此
心
既
然
彼
心
亦
然
心
心
互
具
互
融
刹
那
］
不
し
離
故
回

ノ

壺
一
。
一

向
一
念
遍
レ
明
遍
レ
幽
通
レ
凡
通
レ
聖
芙
彼
此
二
心
心
元
来
一
体

タ

ワ

ー
リ
ブ

不
二
也
故
如
下
以
レ
水
合
し
水
以
二
虚
空
一
合
中
虚
空
邑
爾
突
然

ニ
ラ
ソ
ヤ
セ

ノ
カ
レ

者
今
経
廻
向
豈
不
レ
通
乎
然
則
諸
霊
魂
］
即
身
成
仏
何
疑
之

ン
ニ
シ
ン
渓

ニ
ハ
ブ
苧
卜
ニ
キ
テ
フ
コ
ト
二

有
耶
故
知
非
二
成
仏
之
難
．
値
一
庇
経
一
難
也
得
レ
値
一
庇
経
一

ハ
シ
テ
シ
ラ
ウ
カ
ワ

ソ

タ

成
仏
備
如
レ
拾
一
塵
芥
．
突
凡
読
一
諭
此
経
一
資
二
幽
冥
一
其
霊

《
と
ワ

キ
ワ
ッ
カ
ニ
テ
ニ
シ
ニ
テ

跡
云
一
二
二
一
者
二
如
二
妙
題
才
唱
地
獄
頓
空
経
紙
既
成
天
堂

チ
ス
ル
カ
シ
テ
リ
ユ
タ
ヘ
ス
ハ
イ
キ
ヨ

ル
ノ

忽
二
現
一
散
在
一
乗
典
一
今
也
耐
二
枚
挙
一
焉
正
知
心
之
二
妙
用

七
ヲ
ル
コ
ト
ワ
ワ

ヲ
仏
ヒ
ナ
ル
ノ

経
之
神
力
不
レ
論
二
今
古
一
不
し
分
一
蜜
遇
一
鳴
呼
三
侭
哉
経
王
カ

ノ
ワ
ル
ノ
ー
ノ
ニ

シ
テ
ク
ハ

用
今
経
不
レ
論
一
罪
多
少
一
但
依
一
コ
信
心
強
弱
一
而
已
伏
翼
永

夕
メ
レ
テ
ユ
ル
カ
セ
ニ
ス
ル
コ
ト

ミ
後
代
之
衆
徒
】
早
晩
無
一
癖
怠
一
永
勤
レ
之
勿
二
以
忽
一

ニ
ハ
ハ
ラ
ヒ
サ
イ
《
ウ

ニ
昼
《

諸
回
向
功
徳
ヨ
カ
者
今
世
嬢
二
災
映
於
千
里
之
外
一
将
来

シ

ヲ
ノ
ユ

ヲ

ノ

得
一
コ
法
楽
於
二
転
之
塁
如
レ
反
し
掌
突
今
也
記
二
乎
ヨ
事
始
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(19ウ）(20オ）

ヲ

ヲ
ハ

キ
ヤ
ウ
ノ

ノ

卒
一
所
し
唱
如
し
是
若
然
当
山
永
代
無
彊
二
回
向
其
功
徳
広
大

ナ
ラ
ン
コ
ト
リ

無
辺
而
已
突
云
爾
三

皇
和
文
政
十
一
竜
集
戊
子
年
五
月
二

賜
紫
身
延
五
十
八
代
二

（
朱
）
（
朱
）

日
環
圏
國
当

大
天
蓋
編
窄
剪
謹
詑
騨
鯛
難
論
級
当

施
主
野
州
栃
木
信
者
中
板
本
尊
有
皇

樋
師
板
本
尊
婚
釦
藝
函
喧
鋸
琴
錘
率
轆
”
密
訴
蹄
露
唾
犀
掘
蛎
域
走
軸
鋤
郵
郡
も

（
マ
マ
）

野
州
栃
木
新
田
随
喜
構
大
発
願
主
一
慈
近
日
恵
田
代
善
兵
衛

斉
藤
源
兵
衛
野
口
磯
吉
二
増
田
岩
吉
片
野
幸
兵
衛

大
塚
長
五
郎
］

（
マ
マ
》

奥
州
白
川
信
力
簿
大
竹
重
三
郎
三
国
秀
吉
内
山
金
兵
衛
内

山
久
蔵
二
安
田
六
助
清
野
伝
兵
衛
尾
崎
徳
兵
衛
三

（
マ
マ
〕

奥
州
須
加
川
要
法
搦
渡
辺
伝
之
助
丸
井
常
吉
渡
辺
寅
蔵
ゴ

ー

同
裏
書
二

季
宛
辨
癖
池
上
伊
織
宗
治
二

祖
師
堂
大
天
蓋
発
起
本
願
主

井
普
舗
奉
行

謀
議
智
順
院
日
逗
聖
人
率
鞠
輌
権
現
堂
文
左
衛
門
貞
至

唾
都
住
獅
万
七
］

普
舗
方

孝
塑
鋤
智
逗
院
日
陳
燕
都
鏥
浅
井
庄
兵
衛
二

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(21オ） (20ウ）(21ウ）

以
上
二

〈
マ
マ
）
●
夕
ノ

栖
神
法
窟
額
裏
書
鯉
嶋
院
日
華
ノ
藍

今
絃
天
保
二
年
辛
卯
冬
十
月
十
三
日
正
当
垂
旦

キ
シ
ン

高
祖
大
菩
薩
五
百
五
十
回
之
諄
辰
諸
山
諸
寺
之
］
僧
徒
各
盈

募
縁
無
修
法
会
不
擬
報
恩
也
於
ヨ
此
乎
小
比
丘
日
華
欲
奉
納

大
額
於
身
延
山
一
祖
師
堂
前
報
鴻
恩
万
一
回
恭
聞
吾
水
戸
上

（
マ
マ
）

公
皇
乞
揮
仙
毫
公
許
之
八
月
十
四
日
書
栖
神
法
窟
二
之
四
大

字
賜
之
其
紙
中
也
横
一
丈
有
八
尺
堅
七
二
尺
其
四
縁
増
一
尺

シ
ロ

其
色
也
朱
黒
金
以
彩
之
二
文
字
亦
以
金
塗
之
地
則
素
木
也
令

工
林
蔵
一
作
之
其
彫
刻
也
則
余
与
伊
東
丈
信
篠
氏
兄
二
弟
岸

氏
同
刻
之
又
永
井
介
用
幹
事
之
令
ご
漆
工
池
松
塗
之
本
月
五

日
始
其
更
九
月
十
日
二
落
成
焉
翌
十
一
日
入
之
於
小
石
川
富

（
マ
マ
）

士
見
御
殿
］
之
正
寝
以
皇
峯
寿
院
大
夫
人
公
主
峯
姫
君
］
上

公
及
天
人
登
美
姫
宮
之
尊
覧
而
上
公
雄
二
賞
謂
余
日
卒
業
之

速
而
且
夫
琶
彫
刻
］
美
乎
両
日
行
装
已
調
十
四
日
発
江
戸
十

九
日
二
到
身
延
山
廿
日
掛
於
大
堂
之
向
拝
調
経
唱
昌
題
専
祈

一
天
四
海
皆
帰
妙
法
末
法
万
年
ご
広
宣
流
布
仰
翼
上
公
宝
葬

長
久
御
子
己
孫
繁
栄
臣
僧
日
華
大
願
成
就
本
山
永
昌
二
檀
林

繁
茂
能
所
之
僧
侶
自
行
化
他
具
足
ご
円
満
者
也
ご

法
華
三
索
樋
林
能
所
生
入
費
東
都
駒
寵
二
難
声
窪
十
行
山
大

乗
寺
兼
水
戸
靖
定
二
僧
録
司
霊
端
日
華
識
以
上
裏
当
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(31オ） (22オ）

本
堂
十
三
間
四
方
橡
各
一
丈
宛
二

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

謡
諸
鵠
瀞
鰯
轆
雛
鑿
譲
謡
蕊
護
壊
筵
醤

棚
間
が
、
ス
軸
驫
華
窄
緬
岬
癖
寧
神
函
麺
硫
母
癖
睡
銅
崎
出
雪

朱
柱
塗
地
井
大
格
子
黒
塗
地
薩
師
代
麓
師
甲
府
確
鄙
雪

施
主
西
京
信
圭
写
凹
を
発
起
本
顧
主
西
京
麺
唖
龍
謝

夕

明
治
七
甲
成
年
八
月
企
之
未
し
潤
而
途
中
『
包

同
八
年
乙
亥
一
月
十
日
焼
失
ス

戸

Enn33？？？？93'r畦
一一曹嘗一曹一当一一四一

一
ノ
十
三
、
三
ノ
ー
〈
朱
字
〉

主
水
〈
朱
字
〉

舎
人
〈
朱
字
〉

図
醤
〈
朱
字
〉

頼
母
〈
朱
字
〉

こ
の
一
項
は
欄
外
上
部
に
あ
り
。

七
条
ナ
リ

施
入
面
々
志
ノ
霊
過
去
帳
二
冊
ア
リ
〈
頭
註
〉

「
明
治
五
」
よ
り
「
附
腫
之
」
は
脚
註
で
あ
る
。

「
施
主
」
を
「
世
話
方
」
と
訂
正
。

下
ノ
印
、
掛
札
有
之
之
印
也
〈
頭
註
・
朱
字
〉

「
是
ヨ
リ
」
よ
り
「
本
願
人
」
は
朱
字
で
あ
る
。

(上段） (31ウ）

前
ノ
本
堂
者
文
政
七
甲
申
年
八
月
廿
七
日
回
禄
ス
（
１
）
」

二

第
六
十
一
世
日
心
師
代
再
建
企
之
心
師
板
本
尊
ヨ

天
保
十
一
庚
子
正
月
十
三
日
本
堂
再
建
斧
初
之
卿
日
心
判
雪

二

第
六
十
六
世
日
薪
師
代
本
堂
上
棟
薪
師
棟
札
］

嘉
永
三
庚
戌
十
月
十
一
日
柱
立
同
四
辛
亥
十
一
月
十
日
吉
辰

二

上
棟
三
日
薪
判
形
同
裏
書
］

六
十
一
世
日
心
尊
師
伝
李
叶
砕
唖
需
癖
正
月

時
之
跨
健
癖
嘩
率
申
率
唖
“
率
瞬
極
垂
春
野
沖
朋
幟
呼
申
七
十
九
歳
］

六
十
二
世
日
扇
尊
師
伝
認
叶
唖
潅
麺
一
月

時
之
院
代
妙
侶
院
日
法
聖
人
慶
応
元
乙
丑
十
二
月
廿
九
日
六
十
九
戯
ざ

六
十
三
世
日
閲
尊
師

時
之
犀
罐
鉢
認
罷
卵
識
蕊
仏
毒
率
卦
壺
岬
娠
恥
繩
識
匪
日
二

六
十
四
世
日
仲
尊
師

時
之
蒔
健
”
朝
露
申
蝉
壁
必
雍
錘
垂
奉
娠
狸
卵
峅
聿
叩
僻
十
四
歳
二

六
十
五
世
日
桂
尊
師

時
之
院
代
一
真
院
日
治
聖
人
明
治
十
三
庚
辰
八
月
三
十
日
八
十
四
戯
］

一
老
潮
心
院
日
陽
聖
人
安
政
六
己
未
四
月
十
一
日

院
代
妙
信
院
日
法
聖
人
鯉
睡
極
錘
雍
十
睦
咽
識
九
日
六
十
九
国
化

三
老
太
堂
院
日
棟
聖
人
窪
永
六
癸
丑
三
月
十
八
日
五
十
七
戯
化

四
老
太
善
院
日
大
聖
人
明
治
十
五
壬
午
三
月
並
ハ
日
八
十
一
歳

中
頭
潮
円
院
日
遊
聖
人
”
錨
誌
岬
華
四
月
七
日
六
十
七
鯉
化
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、
ノ
当
番
全
中
院
日
恵
聖
人
一
落
元
甲
子
五
月
五
日
六
十
二
歳

段壮
同
太
秀
院
日
忠
聖
人
安
政
二
乙
卯
二
月
十
一
日
四
十
五
戒

２３く勘
当
番
妙
覚
院
日
誠
聖
人
安
政
六
己
未
十
月
十
五
日
四
十
五
皇

赤
同
是
感
院
日
行
聖
人
明
治
二
己
巳
四
月
朔
日
五
十
三
皇

瓢
同
顕
正
院
日
光
聖
人
明
治
四
辛
未
七
月
十
七
且

く

同
音
中
院
日
願
聖
人
明
治
八
乙
亥
一
月
世
日
七
十
三
皇

同
智
順
院
日
逗
聖
人
二

同
妙
俊
院
日
寿
聖
人
勅
賜
梱
律
堅

函
普
請
奉
行

杜
静
租
壷
五
錐
太
彦
院
日
等
聖
人
安
政
三
丙
辰
五
月
廿
一
日
五
十
一
韻

“
哩
覗
二
豐
中
院
日
顕
聖
人
闘
治
十
丁
丑
二
月
緋
三
日
七
十
成

嘩
藥
緬
英
中
院
日
孔
聖
人
姦
永
四
辛
亥
四
月
三
十
日
三
十
一
歳

麓
房
鑑
乗
院
日
逢
聖
人
安
政
二
乙
卯
九
月
五
日
三
十
七
霞

同普
請
方

妙
音
藤
了
乗
院
日
恵
富
永
七
甲
寅
正
月
十
三
日
三
十
五
歳

円
台
房
廿
七
世
妙
定
院
日
翁
文
久
一
一
葵
亥
五
月
十
四
日
四
十
三
戯

ｊ段
会
所
結
世
話
人
一

汗
春
米
村
小
林
小
太
郎
喜
五
轌
蝿
奉
罰
認
拓
恕
躯
桂
六
日
六
十
八
歳
二

２⑬
針
山
村
市
川
三
右
衛
門
二

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(32ウ）G3オ）

当
上
町
池
上
重
兵
衛
守
一
窪
蕊
鞘
篭
禁
熟
十
威
名

同
所
佐
野
伊
兵
衛
皇

狐
町
阪
上
万
七
却
嘩
聿
認
唾
相
海
施
畦
乙

同
葉
山
十
之
亟
臣
晨
酔
罐
纒
魂
麺
却
施
調
畦
七
十
四
色

岡
望
月
善
左
衛
門
蕊
蕊
蕊
鰡
埜
ハ
日
八
十
四
色

小
田
村
志
村
太
兵
衛
癖
趣
率
華
轆
相
醍
掘
詮
日
も

大
工
棟
梁
桧
皮
家
根
師
三

当
中
町
池
上
図
書
宗
員
中
町
小
倉
久
右
衛
門
ヨ

上
町
池
上
内
匠
玄
諦
下
町
佐
野
恒
兵
衛
ヨ

宮
）

中
町
池
上
伊
織
宗
治
瓦
師
〕

ず
）
命
）

下
町
池
上
頼
母
宗
武
伊
沼
村
望
月
平
八
二

彫
工
杣
木
挽
頭
皇

東
都
和
泉
小
三
郎
中
町
池
上
徳
之
助
三

大
工
肝
萸
下
町
佐
野
友
蔵
二

中
町
望
月
藤
左
衛
門
左
官
ヨ

下
町
池
上
定
右
衛
門
下
山
村
遠
藤
常
八
郎
三

同
望
月
幸
左
衛
門
建
方
三

上
町
川
口
彦
次
郎
下
新
町
高
井
善
次
郎
二

中
町
遠
藤
儀
右
衛
門
下
町
柿
島
太
士
旦

同
吉
野
勝
兵
衛
地
形
二

(I34)



(34オ） (33ウ）

文
殊
師
利
普
賢
菩
薩
像
ご

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

同
深
沢
佐
平
治
妙
法
堂
世
話
人
中
三

上
新
町
佐
野
平
次
郎
手
打
翌
棡
深
沢
儀
右
衛
門
ヨ

上
町
望
月
祐
右
衛
門
楯
恨
村
久
保
田
蔵
右
衛
門
ヨ

間
池
上
兵
蔵
椛
草
里
村
早
川
徳
之
亟
雪

狐
町
樋
口
勘
右
衛
門
普
請
方
下
役
二

片
隈
町
小
倉
源
八
梅
平
村
武
田
要
兵
衛
ヨ

下
新
町
芦
川
彦
三
郎
相
又
村
千
頭
和
惣
兵
衛
ヨ

中
町
望
月
幸
二
郎
ヨ

ノ

以
上
棟
札
裏
書
写
］

嘉
永
五
年
壬
子
七
月
七
日
本
堂
開
堂
供
養
井
二
諸
尊
御
遷
座

入
仏
供
養
六
十
六
世
薪
師
代
ヨ

宝
塔
両
仏
四
天
王
無
辺
行
サ
サ
安
立
行
サ
サ
ノ
像
当

施
主
当
国
青
柳
村
中
］

発
顧
主
同
村
昌
禍
寺
閑
居
遠
寿
院
日
命
聖
人
悪
永
五
壬
子
年
七
月
廿
五
日
も

天
保
二
辛
卯
年
十
月
五
十
八
世
日
環
師
開
光
］

京
都
大
仏
師
法
橋
林
如
水
作
之
二

上
行
浄
行
菩
薩
像

施
主
大
坂
蕊
騨
世
話
禽
識
鷆
轆
夢
難
増
制
続
監

七
二嘉
永
七
甲
寅
年
六
土
往
日
薪
師
開
光
二

(35オ） (34ウ）

施
主
大
坂
癖
》
両
講
中
ヨ

安
政
四
丁
巳
年
正
月
六
十
七
世
日
樋
師
開
光
雪

宝
塔
両
仏
金
子
五
百
両

四
サ
サ
四
天
王
文
殊
普
賢
拾
躰
金
子
五
百
両
合
而
一
千
両
寄
進
也
ヨ

鵬
趾
鵬
諦
罐
諦
迩
鐸
猿
位
牌
両
基
一

嘉
永
五
壬
子
年
七
月
吉
辰
六
十
六
世
日
薪
師
筆
］

施
主
再
建
会
所
結
合
中
］

御
拝
所
天
井
ノ
竜
ノ
画
井
後
門
張
附
獅
子
ノ
画
者
二

甲
府
玉
亭
等
朝
ノ
鉦
二

後
門
竜
虎
羅
漢
ノ
画
者
ヨ

ト
ク

蕊
轄
蕊
恥
瀞
談
議
唖
識
穐

天
蓋
嘉
永
六
癸
丑
四
月
仏
工
東
製
蛍
二

施
主
野
州
宇
都
宮
崎
尾
新
右
衛
門
余
五
拾
両
寄
且

ノ

貫
首
礼
盤
井
御
経
日
蛎
率
同
机
箱
鑿
同
台
棒
〕
過

去
帳
細
癖
同
台
蚕
永
六
癸
丑
三
且

施
主
江
戸
巣
鴨
町
石
場
文
右
衛
門
］

花
天
井
為
手
伝
金
子
百
両
嘉
永
五
壬
鷺
蕃
附
有
皇

施
主
江
戸
南
茅
場
町
鴻
池
儀
兵
衛
二

須
弥
壇
一
式
ヨ

施
主
当
国
西
河
内
福
士
邑
真
篠
望
月
五
兵
衛
垂
函
誕
函
奉
華
躯

(お）



(35ウ）(36ウ） (36オ）

叩
蝿
麺
蛙
十
七
放
己

行
道
橡
擬
宝
珠
拾
四
弁
金
具
二

施
主
江
戸
谷
中
三
河
屋
斉
藤
権
右
衛
門
ヨ

嘉
永
二
己
酉
年
秋
世
話
井
取
次
鑑
榊
融
賑
跨
盟
人
二

釘
隠
シ
ニ

施
主
越
中
国
二

打
鳴
シ
同
台
蒲
団
二
枚
棒
共
喜
永
二
己
酉
七
ら

（
マ
マ
〕

施
主
江
戸
深
川
一
乗
描
中
ヨ

金
灯
篭
一
対
文
化
四
丁
卯
七
＆

（
マ
マ
）

施
主
両
国
東
西
描
中
己

常
香
盤
呈

燭
台
一
対
真
鋤
文
化
人
辛
未
九
Ｌ（マ
マ
）

施
主
江
戸
深
川
浄
心
寺
摺
中
］

花
瓶
一
対
真
鐡
文
政
十
三
庚
寅
十
月
十
三
国

施
主
渋
谷
大
奥
二

造
り
花
参
筏
騨
脊
一
建
替
〕

《
マ
マ
）

施
主
江
戸
身
延
御
花
描
中
ご

花
瓶
一
対
蛾
幟
》
柳
も

施
主
備
前
国
御
野
郡
上
伊
福
村
中
】

瓶
子
丼
三
方
共
一
対
文
政
十
三
座
寅
七
＆

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(37ウ）(38オ）

施
主
江
戸
芝
ｑ
撫
唯
ノ
内
唖
島
屋
錘
率
雨
凹

過
去
帳
全
冊
日
轆
形
同
台
皇

羅
溌
識
譲
鋤
欝
蜜
競
瀦
識
増
翌

ノ

本
堂
前
金
灯
龍
二
基
六
十
七
世
樋
師
代
当

施
主
泉
州
堺
中
村
富
十
良
騨
雄
東
峪
本
甦
永
代
為
油
料
金

子
拾
五
両
納
之
ヨ
嘉
永
七
甲
寅
十
月
吉
日
鋳
工
東
都
大
門
通
銅
屋
元
次
里

《
マ
マ
》

欄
間
秘
《
ス
鞭
慶
罐
綴
穂
篭
鵬
綴
繕
騨
群
Ｊ

本
堂
再
建
大
本
願
人
ノ
掛
札
同
本
願
人
ノ
掛
幽

蝉
蝋
雑
憲
性
院
日
明
聖
人
醒
島
裾
大
森
作
右
衛
園

圃
寺
題
黙
鮮
鐺
腎
錘
噸
雲
藤
源
兵
琶

鮮
融
長
谷
川
儀
左
衛
門
謬
識
安
部
屋
喜
兵
画

筆
米
纒
小
林
小
太
郎
同
所
吉
田
三
郎
右
衛
門
二

銅
島
村
片
田
伝
三
郎
榊
田
船
原
志
村
太
兵
衛
二

言
）

率
宿
村
宮
川
紋
蔵
同
所
松
田
駿
兵
衛
二

銅
士
村
望
月
五
兵
衛
福
士
村
内
田
新
之
亟
二

（
マ
マ
》

西
郡
北
組
大
題
目
構
中
初
鹿
島
村
望
月
喜
兵
衛
ゴ

当
所
狐
町
望
月
善
左
衛
門
輝
又
岬
市
川
三
右
衛
門
】

(136)



(44ウ） (44オ）

ノ

貫
首
礼
盤
］

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

位
牌
堂
確
挙
輌
幸
墾
一
雨
率
蛎
迄
八
丈
三
尺
“
》
》
骨
《
蓉
蕨
評
錆
蝿
一

前
ノ
位
牌
堂
者
文
政
七
甲
申
八
月
廿
七
日
回
禄
（
１
）
］

丈
六
釈
尊
座
像
六
土
笹
日
薪
開
光
二

発
願
人
当
山
上
ノ
山
鬼
子
母
神
堂
削
ノ
別
当
法
達
院
日
久
法
師
弘
化
五
戊

申
二
月
四
日
化
ス
ヨ

施
主
者
当
国
猪
根
村
正
行
寺
社
峨
閑
鋸
不
退
院
日
住
上
人
万
廷
元
庚
申

九
月
廿
一
日
化
六
十
八
皇

弘
化
五
戊
申
四
月
九
日
御
開
眼
千
部
執
行
勤
之
一

同
別
当
春
教
日
恵
ヨ

東
都
大
仏
師
奥
村
雲
開
作
し
之
ヨ

過
去
帳
十
五
冊
各
二
日
宛
同
台
黒
畠

施
主
江
戸
本
所
柳
僅
僅
寺
並
代
貫
華
日
香
】

天
保
十
二
拳
丑
籠
詳
詳
礎
畿
騨
璽
と

戸

倉？5，3Tき
ｰｰｰｰ曹

一
ノ
十
一
〈
朱
字
〉

名
体
院
宗
用
日
数
侭
士
〈
頭
註
〉

嘩
驍
騨
躍
認
七
日
七
十
二
歳
〈
頭
註
〉

明
治
七
甲
戌
九
月
九
日
八
十
一
成

福
緊
院
円
海
日
趾
侭
士

「
儀
右
衛
門
」
を
「
儀
兵
衛
」
と
訂
正
。

(45ウ） (45オ）

同
御
経
机
麺
率
括
垂
”
軍
十
月
吉
日
工
人
蓉
具
輌
塞
唾
響

同
御
経
箱
寄
附
主
璽
州
今
市
遠
藤
姦
右
衛
且

同
馨
井
台
施
主
不
知
ヨ

大
打
鳴
シ
井
台
唾
錘
母
屋
庚
錘
畦
輌
率
翻
羊
有
も

金
灯
篭
一
対
趣
却
皿
再
諏
註
琿
斑
露
笛

燭
台
一
対
施
主
開
運
鼠
聴
奮

造
花
一
対
繕
塞
江
雛
溌
鱈
一

前
机
二

常
香
盤
趣
率
隼
輕
稗
恥
却
酷
坤
也

瞳
旙
一
対
露
華
五
壬
子
四
月
蕊
達
昌

ノ

三
堂
之
内
釈
迦
堂
再
建
加
入
勧
信
牒
序
］

抑
甲
斐
国
身
延
山
久
遠
寺
〈
真
の
霊
鷲
山
事
の
寂
皇
光
士
に

し
て
高
祖
日
蓮
大
菩
薩
尽
未
来
際
ま
で
］
御
魂
を
留
ま
し
ま

し
か
の
§

す
と
云
云
乃
至
な
ら
す
一
度
参
詣
の
輩
ヨ
ハ
無
始
の
罪
障
を

消
滅
す
と
遊
さ
れ
御
遺
言
に
も
ご
日
蓮
が
弟
子
檀
那
と
し
て

た
つ
と

〈
身
延
山
を
一
宗
の
本
山
と
］
崇
ぴ
志
を
運
く
し
身
延
山
を

疎
略
に
心
得
人
く
旦
日
蓮
が
弟
子
に
は
あ
ら
す
と
の
玉
ふ

（
で
マ
）

依
し
之
五
百
年
来
ご
日
本
国
中
の
崇
敬
信
仰
の
志
し
あ
っ
て

法
灯
日
に
］
輝
を
増
の
霊
場
也
髪
に
当
山
三
堂
の
内
万
善
ヨ

リ
シ

宝
殿
ハ
教
主
釈
迦
尊
を
奉
二
安
置
一
左
右
に
日
本
二
国
中
諸
檀

(お7）



(46オ）(46ウ）

（
マ
マ
）

越
精
霊
の
位
牌
を
起
立
し
毎
日
二
日
月
杯
の
霊
供
を
備
て
読

調
回
向
の
所
在
な
り
三
右
釈
迦
堂
大
破
に
及
び
今
般
再
建
を

企
不
当
断
香
華
灯
明
を
さ
坐
げ
読
諦
唱
題
報
恩
謝
皇
徳
の
修

行
を
な
さ
ん
事
を
発
願
す
価
て
信
力
の
ご
諸
檀
越
に
告
し
ら

し
め
多
少
に
よ
ら
す
是
が
施
入
皇
た
ら
ん
事
を
乞
の
ミ
ヨ

む
く
ひ

高
祖
大
菩
薩
の
恩
山
の
一
塵
に
報
徳
海
の
一
滴
を
］
謝
し
奉

ら
せ
現
当
二
世
の
大
願
を
成
就
せ
し
め
こ
む
と
欲
す
よ
っ
て

勧
進
の
意
趣
し
か
り
二

安
政
五
年
戊
午
歳
春
身
延
当
番
】

仮
位
牌
堂
再
建
吐
一
劉

文
政
七
年
甲
中
年
九
月
成
就
鋪
瀞
蕊
一
惑
龍
両
鯛
皇
五
十
五

世
暹
師
棟
札
有
之
ヨ

鞭
鶏
鰐
鱸
識
鵡
溌
鰻
鐸
鴎
塞
一
辛
卯
四
月
二
日
豊

毒
峠
挙
越
雫
諏
唾
幽
津
鐸
医
辨
醒
張
郵
廻
湖
逢
調
趨
痙
郡
錘
率
錘
揖
鍾
率
評
華
華
謹
罐

月
七
日
本
堂
成
就
遷
座
也
二
十
二
年
之
間
］
仮
本
堂
也
三

亦
次
二
位
牌
堂
ノ
仮
堂
ト
ス
ル
悪
永
五
壬
子
年
本
堂
醗
尊
遜
座
ヨ

シ
テ
其
跡
同
年
七
月
固
り

家
根
更
柿
板
嘩
癖
酎
睾
岻
麺
栫
叶
距
細
企
皇

〔
許
廷
〕（
１
）
一
ノ
十
五
〈
朱
字
〉

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(47オ）(47ウ）(48オ）

六
十
二
世
扇
師
代
院
代
妙
信
院
日
法
聖
人
丹
情
也
己

入
用
金
百
廿
五
両
二
朱
卜
六
十
五
文
也
葺
替
入
用
二
集
金

百
廿
六
両
也
残
り
金
三
歩
卜
七
百
三
十
七
文
ヨ

右
勘
定
帳
有
之
当
中
町
葺
師
小
倉
両
右
衛
門
一

認
根
更
柿
榎
蕊
鑿
韓
藷
熱
罐
謎
誉

板
本
尊
舞
跡
誕
酎
畦
錨
大
教
正
鐘
十
一
画
日
健
判
迄
ノ

当
山
釈
迦
堂
仮
殿
柿
板
葺
宝
形
屋
根
更
成
就
勘
ご
施
入
之
面

く
現
当
二
世
安
楽
祈
者
也
維
時
明
治
五
壬
申
二
十
二
月
吉
辰

奉
図
之
為
安
泰
守
謹
之
本
尊
也
二

同
裏
宙
二
当
山
三
堂
之
内
釈
迦
堂
仮
殿
家
根
葺
更
者
望
明
治
四

辛
未
年
九
月
七
十
一
世
日
祷
師
代
始
之
二

時
院
代
聿
宝
磯
智
順
院
日
逗
聖
人
時
普
請
互
山
之
坊
廿
五

世
寛
智
院
日
伸
玉
泉
坊
三
十
三
世
要
義
日
理
一

明
治
五
壬
申
年
十
二
月
吉
辰
葺
更
成
就
二

時
院
纈
識
鋪
一
篭
遵
院
日
瑛
聖
人
時
当
番
役
轡
妙
俊
院

日
寿
鏡
間
院
日
賀
顕
妙
院
日
修
顕
隆
院
日
勢
二
詮
寿
院
日
周

事
遠
院
日
甲
普
請
方
玉
泉
房
三
十
三
世
三
俊
光
院
日
理
南
延

房
二
十
二
世
事
明
院
日
三
大
工
棟
梁
二
池
上
伊
織
宗
治
家
根

師
池
上
平
兵
衛
佐
埜
恒
兵
衛
望
杣
木
挽
望
月
忠
兵
衛
左
官
湯

平
村
伝
十
郎
日
雇
頭
三
石
積
勘
兵
衛
作
十
郎
源
助
以
上
裏

(138)



(50J-) (48ウ）
（
⑤
色
）仮
門
棟
も

書
也
ご

世
話
人
下
田
原
村
若
林
重
左
衛
門
二

祖
師
御
仮
堂
文
政
七
甲
申
年
十
月
上
八
日
樫
板
也
］

仮
堂
棟
札
釉
訣
痔
村
匙
蛎
郵
撫
窒
迦
日
遅
在
蟄

一
一

同
裏
書
当
番
普
請
奉
行
海
寿
院
日
量
聖
人
二
本
教
院
日
東

聖
人
海
運
院
日
端
聖
人
時
普
請
方
ご
法
雲
房
端
場
坊
常
栄
坊

松
林
坊
大
工
棟
梁
池
上
一
主
計
致
昆
池
上
織
衛
玄
明
桧
皮
師

小
倉
両
右
衛
門
栄
行
二
仕
手
当
町
諸
職
人
以
上
裏
遥

一
津
毒
歸
廊
皇
誰
議
鶏
蹴
羅
溌
十
二
日
成
就
供
豊

《
マ
マ
）

元
ト
ノ
三
門
ハ
慶
応
元
年
乙
丑
十
二
月
十
四
日
昼
仙
台
房
ヨ
リ
ヨ

出
火
頭
焼
失
二
王
像
〈
安
泰
十
六
紐
漢
像
ハ
焼
失
ナ
リ

昇
芭（
１
）
右
仮
堂
本
堂
ノ
地
ヨ
リ
今
位
牌
堂
ノ
地
江
建
地
其
儘
ニ
テ

引
入
ル
六
十
世
潤
師
代
夫
ヨ
リ
本
堂
ヲ
企
ル
〈
頭
註
〉

（
２
）
三
十
鈴
）
蕊
更
ナ
リ
〈
朱
字
〉

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

GOオ下段） (50ウ上･中段） (上･中段）

墾
恥
仁
銅
極
酔
邸
緬
轆
恋
二
王
尊
仮
門
成
就
上
棟
退
座
之
珂
納
之
安
泰
守
硬
ご

同
裏
書
↑
。

時
院
代
妙
衣
院
日
忍
聖
人
騨
綱
秘
小
林
八
右
衛
門

蝿
話
淘
是
感
院
日
行
聖
人
落
合
村
新
津
又
兵
衛

同
妙
俊
院
日
寿
聖
人
岡
村
新
津
唯
右
衛
門

同
執
事
顕
立
院
日
勢
聖
人
村
々
世
話
人
中

時
別
当
智
観
院
日
透
聖
人
蜘
話
崎
池
上
重
兵
衛

普
舗
方
詮
寿
院
日
周
佐
野
金
左
衛
門

智
宣
院
日
彰
同
苗
半
兵
衛

事
遠
院
日
甲
葉
山
十
之
亟

寛
智
院
日
伸
樋
口
勘
右
衛
門

励
明
院
日
染
望
月
善
左
衛
門

坂
上
万
七

佐
野
豊
之
亟
皇

柳
川
村
依
田
伊
右
衛
門

大
工
棟
梁
二

池
上
伊
織
宗
治
三

池
上
主
税
玄
士
昌

小
倉
源
八
郎
常
延
国

(I39)



(50ウ下段）(51オ）(51ウ）

家
根
屋
池
上
平
兵
衛
ご

佐
野
恒
兵
衛
二

杣
杏
錘
望
月
忠
兵
衛
浦
野
観
肺
日
忠
侭
も

深
沢
半
七
郎
深
農
蒋
日
観
侭
も

池
上
惣
右
衛
門
二

連
方
勘
兵
衛
三

日
届
頭
弥
兵
術
二

三
門
新
築
ノ
時
二
十
六
髄
日
通
上
人
勧
募
ノ
記
］

ア
ラ
タ
ュ
セ
ソ
ゴ
ト
ワ

誠
下
特
被
一
適
俗
貴
賎
助
力
一
令
於
一
コ
延
峯
一
新
建
中
立
三

ワ
門
上
之
状
ヨ

レ

レ
玉
フ
ノ
ノ
妙
カ
ヒ
ノ
ウ

夫
身
延
山
久
遠
寺
者
本
化
垂
し
化
之
地
衆
二
聖
降
臨
之
境
也
鍵

ノ
ク
ノ
ノ

ハ
ノ
ノ
ナ
リ
マ
ン
ノ
ー
ハ
ノ

祖
日
彼
月
氏
霊
鷲
二
山
本
朝
此
身
延
峯
也
望
二
此
靭
一
輩
無
始

〈
マ
マ
）
（
マ
マ
》

二
シ
シ
メ
ノ
ヲ
妙
ソ
ト
マ
や
墨
マ
ノ
』
一
《

罪
三
障
忽
滅
転
二
三
業
悪
一
成
二
三
徳
一
等
云
云
当
今
皇
此
寺
堂

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）
（
マ
マ
〉

シ
ユ
極
ウ
ナ
ク
セ
リ
ノ
《
キ
《
夕
ナ
シ
ノ
ミ
ソ
卜
《
夕

舎
鐘
楼
皆
悉
具
足
其
所
し
無
二
者
唯
三
門
而
已
凡
三
門
者
舐

リ

（
マ
マ
）夕
ヂ
ス
ル
郡
卜
卜
《
レ
チ
ュ
ニ
ン
ナ
リ
ス
ル

ワ

有
一
二
門
一
亦
三
呼
為
二
三
門
一
者
此
即
所
三
以
表
二
三
解
脱
一
也
（
マ
マ
）

二
ク
ニ
リ

ク

ナ
リ
ノ
ク
ノ
ン

大
論
二
云
浬
薬
城
有
二
三
門
一
謂
空
無
相
無
作
大
師
一
ろ
此
三

シ
テ
ル
コ
ト
ハ
卜

《
チ
レ
ナ
リ
《
ク
ナ
リ
ノ
夕

通
名
二
解
脱
門
一
者
解
脱
即
是
浬
藥
当
門
謂
能
通
此
三
法
能

以
上
棟
札
雪

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

（
マ
マ
》

ジ
テ
ワ
シ
ム
ル
ゴ
ト
ヲ
ニ
ロ
ー
ク

ト
タ
ク
ス
ル
ユ

通
二
行
者
一
得
し
入
二
浬
薬
．
故
名
二
解
脱
門
一
也
又
日
観
二
諸

ワ
カ
レ

ニ
ナ
リ
ツ
チ

ニ
ス
シ
ル
コ
ト

法
一
無
二
我
我
所
．
故
空
諸
法
従
二
因
縁
和
合
一
生
無
し
有
二
作

シ
コ
ト

ク
ク
ノ
ス
ル
ヲ
ハ
ワ
ク

ト

者
一
無
乙
有
二
受
者
一
能
如
レ
是
通
達
者
是
名
二
空
解
脱
門
。

（
マ
マ
）

ス
ル
ニ

ノ
ワ
ノ
ノ
ー
ん
二
ワ
ナ

ナ
リ
ク
ク
ノ

観
一
勇
女
相
一
異
等
相
一
是
相
中
求
レ
実
皆
不
皇
可
得
能
如
し
是

、
０
ノ
ス
ル
ヲ
《
ヲ

卜
シ
ノ
ナ
リ
ト
リ
武
レ
ハ
チ

オ
通
達
者
是
名
二
無
相
解
脱
門
菖
若
一
切
法
無
相
知
即

砲
（
マ
マ
）
シ
ナ
》
’
し
《
ハ
チ
テ
雲
り

く
馳
擬
一
所
作
一
若
於
レ
法
呈
有
二
所
得
一
者
即
於
二
三
界
一
而
有
二
願

（
マ
マ
）

ス
ル
ゴ
ト
ニ
ニ

ス
ノ
ヲ
シ
ム
ル
ノ
ワ
シ
テ
ナ
ナ
ヲ
二

求
一
因
し
是
二
造
一
作
三
有
之
業
一
令
三
切
相
皆
不
可
得
一
故
昌

（
マ
マ
）

千
テ
唖
一
ク
ロ
ス
ル
ス
ラ
ノ
ノ
ノ
ヲ

則
於
二
三
界
一
無
し
所
二
願
求
一
不
し
造
一
二
切
三
有
三
生
死
業
一

キ
カ
ニ
シ
ワ
ナ
ヅ
ク
ノ

ｏ
ｒ
ニ
ク
レ

無
し
業
故
無
し
報
是
為
一
蕪
作
解
脱
皇
門
一
経
云
三
空
解
脱
門

ヲ
シ
ト

ス

ヒ
ヌ
レ
ハ
ニ
プ
ト
ヲ
ナ
リ

正
念
為
二
防
守
一
四
道
二
為
二
正
路
一
遊
レ
之
出
二
三
界
一
金
文

ヤ
ゴ
ト
ナ
ル
カ
ナ
ク
ス
シ
メ
キ
ノ

セ
リ
ニ
イ
ト
マ

允
英
可
レ
信
二
可
レ
帰
如
レ
是
称
善
散
二
在
具
業
一
不
し
運
二

（
マ
マ
）

、
８
ノ
ソ
ナ
フ
ル
ス
ニ
ル
ニ
ノ
ノ
ミ
ノ

ロ
ナ
リ
ゴ
ハ
ク
シ

ウ
備
二
出
一
者
也
然
此
門
建
立
之
望
歴
代
之
諸
師
当
所
二
強
し

冗
夕
臼
《
マ
マ
）
（
マ
マ
）

巨
Ｊ
ヲ
フ
カ
グ
ス
ル
ワ

タ
シ
ノ
ヲ
ル
コ
ト
シ
ヒ
サ
ツ
シ
カ
ン
パ
チ
ス
ル
ニ

く
志
軍
レ
思
一
也
余
亦
志
一
念
此
興
隆
一
来
年
ヨ
尚
美
若
乃
案
ニ

ノ
ノ
ヲ
テ
ス

ニ
タ
ブ
ル
モ
ク
シ
テ
ヲ
レ
ハ

其
営
弁
之
功
一
曽
非
一
首
力
之
二
所
し
堪
一
而
恐
二
慮
多
功
一
欲
レ

セ
ン
ト
ノ
ツ
コ
ト

ノ
ワ
プ
ワ
ソ
。
Ｌ
ニ
キ
ハ
マ
ル

抑
一
正
此
情
一
空
一
宮
利
二
利
人
之
徳
一
如
レ
之
何
進
退
惟
谷

イ
フ
ナ
ヲ
ク
ヒ
テ
ッ
ク
ル
フ
ノ
プ
ホ
ウ
テ
キ
ヲ
テ
レ
ハ
ヤ
マ
ブ
ジ
ソ
ニ

響
聞
縦
三
有
下
為
二
大
山
一
者
上
覆
一
二
賛
一
以
不
レ
止
及
二
万
個
．

《
マ
マ
）
（
マ
マ
〉

夕
リ
ク
ト
ー
ノ
ト
リ
シ
テ
シ
躯
ヲ
テ
レ
ハ
ラ
ス
イ
タ
ル
二

又
有
下
赴
一
長
途
一
者
上
投
一
屈
歩
一
以
不
レ
留
必
届
二
千
里
．

(I40)



(53ウ） (53オ）

し
ひ
、
ワ
カ
妙
ネ
ヲ
イ
タ
シ
マ
ゴ
ト
ヲ
ス
レ
ハ
ヲ
ク
ト
シ
チ
ス
ト
云
宮
ト
セ
シ

焉
其
積
し
功
累
レ
徳
致
し
誠
専
レ
心
者
無
二
事
不
乙
成
無
ニ

ト
シ
テ
ト
云
コ
ト
ゲ
カ
ル
カ
ユ
ニ
ニ
ス
ヨ
ッ
テ
ニ
ノ
ロ
ス
ノ
ロ

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

願
不
レ
遂
一
建
将
欲
下
藷
一
衆
力
一
半
銭
所
し
施
三
一
粒
所
レ

ッ
ル
セ
ヲ
シ
ヲ
ッ
イ
毎
一
シ
テ

ワ
テ
シ

捨
漸
く
合
レ
カ
微
く
成
し
功
聿
造
二
立
三
二
空
解
脱
門
一
以
為
ニ

ト
セ
ン
ト
ノ
ヲ
キ
ハ
ノ

シ
カ

道
場
之
荘
厳
一
報
中
仏
二
祖
大
恩
上
仰
願
常
住
三
宝
増
二
益
我

ワ
シ
玉
フ
カ
ヲ
テ
プ
カ
イ
ブ
リ
ノ

願
一
助
二
成
二
我
願
一
重
乞
華
夷
遠
近
縄
素
尊
卑
扶
蔬
二
同
志

夕
画
ク
シ
テ
ノ
ー
ク
タ
モ
ッ
ノ

ヲ

之
人
同
浴
二
仏
海
之
無
辺
一
須
レ
保
二
寿
木
之
三
不
老
一
乃
至

シ
（
マ
マ
〉

ニ
ン
ジ
ク
セ
ソ
コ
ト
ヲ
ニ
ノ
ロ
ブ
シ
ノ
プ
ト
メ
コ

自
他
倶
安
同
帰
二
常
寂
一
愚
舟
］
所
し
思
啓
白
如
レ
斯
諸
君
勉

焉
ヨ

セ
イ
ヤ
ド
ル

寛
永
十
七
年
庚
辰
歳
次
二

正
月
如
意
珠
日
一
千
六
代
日
暹
郵
謬
二

至
岬
峠
或
奔
垂
秤
歸
調
蹄
矩
日
三
門
成
就
供
菱
也
割

三
門
前
石
宝
塔
惣
丈
四
間
三
尺
唾
莪
率
密

（
マ
マ
》

開
山
日
蓮
大
菩
薩
発
起
奥
州
白
石
僧
徒
畠

一
御
首
題
塔
十
四
“
日
鑑
判
形
惣
入
費
金
弐
千
五
百
円
昌

六
百
遠
忌
報
恩
塔
ご

明
治
十
四
年
十
月
十
三
日
盟
卑
五
年
七
月
三
十
日
落
畠

曇
芭（
１
）
一
ノ
四
〈
脚
註
・
朱
字
〉

（
２
）
明
治
廿
年
三
月
四
日
旧
二
月
十
日
午
后
二
時
中
町
姪
子
屋
ョ

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(54ウ） (54オ）

二
天
門
唖
駒
三

前
ノ
ー
天
門
者
三
堂
同
時
二
焼
失
（
１
）
」

ノ

再
建
立
施
入
帳
叙
ヨ

ヘ
マ
マ
ゴ

ニ
ク
レ
と
二
シ
テ
ソ
ノ
ヲ
フ
ム

ノ
二

法
華
経
云
我
亦
自
当
四
擁
下
護
持
一
是
経
一
者
上
令
二
言
由
旬
］
内

（
マ
マ
）
シ

ラ
ノ

タ
テ

ワ
セ
ソ
ソ

ワ

無
一
語
衰
患
一
亦
以
一
陀
羅
尼
神
呪
一
擁
下
護
持
二
法
華
経
一
者
凸

ト
ァ
リ
テ
霊
山
会
上
一
一
シ
テ
持
国
毘
沙
門
ノ
ー
天
何
レ
モ
末

法
二
今
時
ノ
本
化
道
場
殊
三
乗
ノ
行
者
ヲ
昼
夜
二
守
護
シ

（
守

其
ノ
ヨ
病
痢
ヲ
治
シ
怨
敵
ヲ
退
ヶ
罪
垢
ヲ
減
シ
法
ヲ
護
シ
人

寺
）

ヲ
セ
ン
ト
釈
ご
尊
ノ
御
前
二
誓
セ
ヌ
髪
ヲ
以
テ
吾
朝
往
昔
ノ

聖
帝
〈
四
天
ノ
像
ヲ
ゴ
造
リ
シ
ハ
専
ラ
是
ヲ
尊
信
シ
中
古
ノ

高
僧
ハ
盛
ニ
ニ
天
ヲ
蒲
シ
一
乙
山
門
二
奉
安
セ
リ
是
則
慈
悲

深
重
護
世
ノ
天
王
ナ
レ
・
ハ
ナ
リ
ヨ
抑
モ
当
山
〈
即
チ
天
竺
ノ

霊
山
ナ
リ
ト
高
祖
大
士
モ
自
ラ
脊
耀
シ
玉
上
三
九
箇
年
ノ
間

ヤ
ス
ノ
、
ト
法
華
経
ヲ
講
讃
読
諭
ノ
霊
窟
ナ
ヨ
レ
・
〈
堂
塔
莞

（
マ
マ
》

ヲ
並
へ
二
天
ノ
高
閣
亦
タ
有
し
之
ト
イ
ヘ
ト
モ
文
政
ノ
ヨ
火
災

一
二
時
二
焼
亡
セ
リ
宗
門
ノ
徒
誰
ヵ
是
ヲ
悲
歎
セ
ザ
ラ
ン

（
マ
マ
》
〈
マ
マ
）

ヤ
ヨ
然
二
今
般
東
都
信
者
ノ
輩
ラ
志
シ
ヲ
同
シ
カ
ヲ
合
セ
テ

再
ヒ
ニ
天
三
門
ヲ
造
営
シ
奉
り
遠
〈
仏
恩
ヲ
報
シ
近
ク
ハ
信

リ
出
火
焼
失
〈
頭
註
〉

(I4I)



(55オ）(55ウ）

心
ノ
老
少
男
女
一
コ
ソ
ノ
利
益
ヲ
蒙
ラ
シ
メ
倶
二
仏
慧
ヲ
期

セ
ン
コ
ト
ヲ
発
起
セ
リ
善
哉
望
真
実
ノ
念
願
感
賞
ス
ル
ニ
余

リ
ア
リ
定
メ
テ
仏
天
ノ
冥
慮
一
三
叶
上
現
世
安
穏
後
生
善
処

疑
ヒ
ナ
ヵ
ル
ヘ
シ
若
シ
其
ノ
伽
蕗
二
造
営
ノ
功
徳
広
大
成
ル

事
経
論
ノ
中
二
詳
カ
ナ
リ
豈
信
ゼ
ヨ
ザ
ル
ペ
ヶ
ン
哉

身
延
山
二

（
印
か
）

嘉
永
二
年
己
酉
九
月

役
僧
○
三

（
マ
マ
）

第
六
十
六
世
薪
師
代
再
建
立
施
主
〈
江
戸
惣
構
中
二

薪
師
板
本
尊
有
し
之
嘉
永
六
癸
丑
年
三
月
十
一
日
二
柱
立
同

年
十
二
月
再
建
成
就
同
裏
書
．

（
マ
マ
）

職
麺
陸
妙
信
院
日
法
聖
人
施
主
江
戸
惣
構
中
雪

（
マ
マ
）

本
行
房
是
感
院
日
行
聖
人
駒
込
構
中
皇

妙
仙
房
太
彦
院
日
等
聖
人

蝋
編
延

（
マ
マ
）

大
述
房
英
中
院
日
孔
聖
人
伝
馬
町
構
中
三

薪
師
随
身
顕
正
院
日
光
聖
人

認
蕊
謡
吐

（
マ
マ
）

南
之
阿
智
順
院
日
逗
聖
人
東
神
田
摺
中
二

（
マ
マ
）

浦
水
房
鑑
乗
院
日
逢
聖
人
馬
喰
町
構
中
皇（マ
マ
）

薪
師
団
身
妙
衣
院
日
忍
聖
人
新
吉
原
水
引
構
中
二

（
マ
マ
）

戒
善
房
妙
俊
院
日
寿
聖
人
小
石
川
構
中
］

（
マ
マ
）

普
請
奉
行
本
郷
構
中
己

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

Ｊ

（
マ
マ
）

オ
智
報
院
日
是
身
延
最
初
赤
坂
構
中
］

公
、
》
（
マ
マ
》

Ｐ
ｈ
Ｊ

了
乗
院
日
恵
芝
構
中
こ

ぐ

〔
マ
マ
）

妙
定
院
日
翁
江
戸
末
広
構
中
二

（
マ
マ
）

顕
智
院
日
勢
各
拾
構
世
話
人
】

世
話
人
杣
木
挽
頭
二

審
米
村
小
林
小
太
郎
池
上
徳
之
助
三

同
同
忰
八
右
衛
門
佐
野
友
蔵
二

荊
沢
村
市
川
文
蔵
遠
藤
喜
瀬
蔵
］

西
南
胡
村
安
藤
三
五
右
衛
門
石
工
望
月
幸
八
ご

め
当
狐
町
葉
山
十
之
亟
建
方
一

６＄
大
工
棟
梁
高
井
善
次
郎
二

池
上
図
書
宗
員
柿
島
太
士
巳

池
上
内
匠
玄
諦
地
形
三

池
上
伊
織
宗
治
妙
法
堂
］

池
上
頼
母
宗
武
世
話
人
中
二

唾
工
槐
解
和
泉
小
三
郎
普
請
方
下
役
二

家
根
屋
小
倉
久
右
衛
門
梅
平
村
武
田
要
兵
衛
皇

佐
野
恒
兵
衛
棚
又
村
千
頭
和
惣
兵
衛
藝

油
癩
沼
緬
望
月
作
兵
衛
二

Ｇ

以
上
棟
札
二
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(58オ） (57ウ）

持
国
毘
沙
門
二
天
ノ
像
六
十
一
世
日
心
開
光
鍛
礎
輔
摺
身

施
主
江
戸
芝
中
門
前
中
村
屋
平
兵
衛
同
母
幾
女
率
蔀
識
鍛
難

泉
日
行
侭
女

丑
正
月
廿
二
日
去
七
十
四
色
天
保
十
己
亥
年
六
月
吉
辰
仏
師
成
田
東

運
敏
胤
作
二

嘩
転
率
書
写
妙
経
巻
昨
醗
銅
患
峰
牽
銅
癖
川
此
両
人
之
密
写
ナ
ム

天
井
竜
ノ
画
者
ヨ

ト
ク

奉
寄
附
東
都
狩
野
永
恵
立
信
ノ
門
人
永
林
信
実
ご
嘉
永
七

甲
寅
年
四
月
上
旬
登
山
二
而
画
レ
之
奉
一
寄
進
ヨ

（
マ
マ
）

擬
宝
珠
弁
金
具
一
式
ヨ
施
主
江
戸
小
石
川
構
中
昌

金
網
四
枚
施
主
ヨ

鰐
口
一
シ
施
主
誕
鈩
醒
輌
函
霜
錨
趣
蛎
輔
郡
師
開
幌
ノ
刻
檀
師
御
も

（
マ
マ
》

同
一
シ
施
主
函
》
叫
麺
顎
榊
も

ノ

ア
キ
カ
ッ

久
遠
寺
額
者
裏
二
従
四
位
下
前
侍
従
間
部
下
総
守
藤
原
詮
勝

（
マ
マ
）
文
久
三
癸
亥
八
月
奥
院

書
］
額
之
施
主
江
戸
日
本
橋
十
三
日
構
中
祖
師
江
戸
開
幌
之
瑚
納

辱
耐
鋤
繩
］

釈
迦
尊
文
殊
普
賢
五
百
羅
漢
井
巻
属
共
ヨ
六
十
九
世
琢
師
御
開

光
彫
工
高
橋
尚
古
斉
鳳
雲
ノ
作
木
彫
ナ
リ
ョ

施
主
麺
戸
浅
蛎
伊
勢
屋
太
田
加
右
衛
門
寿
叡
発
起
彫
刻
ご
之

ノ

ノ
二

施
主
也
従
文
政
年
中
末
至
安
政
始
成
就
実
ヨ

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(59オ） (58ウ）

法
号
永
誉
覚
了
一
如
居
士
文
久
二
壬
蛎
鍼
緬
睡
窄
雪

施
主
江
戸
両
国
村
松
町
河
辺
惣
次
郎
藤
原
盛
善
ヨ

同
同
下
谷
河
辺
武
八
郎
藤
原
宗
親
ご

同
江
戸
浅
艸
旅
簡
町
伊
勢
屋
市
郎
右
衛
門
ご

右
極
唯
一
葵
亥
奥
院
祖
師
江
戸
開
帳
之
卿
納
之
琢
師
御
代
三

六
十
九
世
琢
師
板
本
尊
型
黙
弱
奉
鎮
座
五
百
大
阿
羅
漢
之
像
ご

皇
和
元
治
元
太
歳
甲
子
年
六
月
十
八
日
若
人
為
仏
故
○
皆
已

成
仏
道
雪

同
裏
書
二
当
山
白
毫
楼
安
置
五
百
大
阿
羅
漢
遷
座
之
靭
納

之
皇仏
像
世
話
方
発
起
彫
刻
之
施
主
三

麺
蠣
謬
音
院
日
声
聖
人
伊
勢
屋
加
右
衛
門
寿
遡

巍
蝋
麺
智
境
院
日
進
聖
人
施
主
河
辺
惣
次
郎
盛
蓋

時
之
院
代
潮
松
院
日
通
同
同
苗
武
八
郎
宗
親
ヨ

本
行
房
是
感
院
日
行
同
伊
勢
屋
市
郎
右
衛
門
望

志
摩
坊
妙
俊
院
日
寿
世
話
方
二

掻
井
坊
鏡
間
院
日
賀

華
筋
覗
増
田
力
蔵
皇

樋
沢
坊
智
章
院
日
鑑
同
轄
砺
池
上
伊
織
宗
治
当

麓
房
顕
妙
院
日
修
三

大
林
房
鏡
円
院
日
勤
ヨ
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(59ウ）⑯0オ）

搬
之
坊
智
運
院
日
顕
以
上
板
札
裏
書
皇

琢
師
棟
札
型
融
雪
垂
蒻

当
山
二
天
門
再
建
成
就

維
持
元
治
元
甲
子
年
六
月
十
七
日
上
棟
三
同
十
八
日
二
天
尊

《
マ
マ
）

遷
座
安
泰
守
護
之
当
棟
札
也
再
建
施
主
東
都
惣
構
中
登
山
三

（
２
）
同ウ
ラ
密
二

当
山
一
老
太
善
院
日
大
聖
人
普
請
奉
行
二

院
代
潮
松
院
日
通
妙
善
坊
智
山
院
日
登
二

三
老
智
文
院
日
遊
林
蔵
坊
詮
寿
院
日
周
皇

四
老
音
中
院
日
願
涜
水
坊
事
遠
院
日
甲
三

五
老
要
中
院
日
顕
再
建
世
話
人
二

（
唾
》
）

中
頭
智
妙
院
日
弘
春
米
村
小
林
八
右
衛
門
喜
祉
二

（
４
）
シ
ゲ
ト
キ

当
番
是
惑
院
日
行
当
所
狐
町
葉
山
十
之
亟
臣
農
三

智
順
院
日
逗
当

妙
俊
院
日
寿
大
工
槻
梁
池
上
伊
織
宗
治
三

智
運
院
日
顕
池
上
主
税
玄
吉
二

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

普
請
世
話
方
二

至
甘
房
智
文
院
日
遊
皇

妙
仙
房
要
中
院
日
顕
三

上
妙
坊
智
順
院
日
逗
二

搬
之
坊
智
運
院
日
顕
以
‐

⑯0ウ）⑯1オ）

言
）

鏡
間
院
日
賀
小
倉
源
八
郎
常
延
二

智
観
院
日
透
家
根
屋
池
上
平
兵
衛
ご

智
章
院
日
鑑
佐
野
恒
兵
衛
ご

鏡
音
院
日
随
杣
木
挽
池
上
徳
之
助
皇

曾
）

顕
妙
院
日
修
遠
藤
喜
瀬
蔵
二

（
７
）

鏡
円
院
日
勤
望
月
忠
兵
衛
二

（
寸
守
）

身
延
最
初
赤
坂
構
中
大
塚
屋
久
次
郎
慶
錘
転
唾
塞
銅
歴
翻
酎
垂
日

去
ご（
マ
マ
）
小
泉
百
肋
真
実
院
得
顕
功
由
日
啓
居
士

駒
込
構
中
繍
田
右
平
治
文
久
一
至
戊
八
月
十
八
日
七
土
〈
墓

伝
馬
恥
撫
奄
侭
極
醜
嘩
晒
門
三
河
屋
消
右
衛
型

〈
マ
マ
）

本
郷
構
中
妓
康
祐
悦
運
髄
院
法
樹
日
良
侭
士
慶
応
二
丙
寅
七
月
十

二
日
ヨ
（
マ
マ
）

馬
喰
町
構
中
江
戸
屋
錦
五
里

（
マ
マ
）

小
石
川
構
中
尾
弧
屋
卯
兵
圏

へ
マ
マ
）

東
神
田
構
中
建
具
屋
跡
豊

（
マ
マ
）

芝
蓮
台
描
中
上
建
屋
平
次
郎
松
寿
院
長
遠
日
栄
信
士
明
治
三
庚

午
六
月
二
日
ご
（
マ
マ
）

江
戸
末
広
構
中
大
和
屋
文
皇

〈
マ
マ
）

新
吉
原
水
引
構
中
雪

（
マ
マ
）

各
拾
構
元
方
世
話
人
二
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⑯3オ）

肇
井
台
雪

円
師
堂
唾
間
畔
各
橡
三
尺
五
寸
宛
二

前
ノ
円
師
堂
者
三
堂
卜
同
時
二
焼
失
（
１
）
］

第
六
十
一
世
日
心
師
代
再
建
成
就
露
轆
叶
権
畔
唾
鋤
密

一
式
ノ
施
主
者
江
戸
浅
艸
蔵
前
坂
倉
屋
酒
井
清
兵
衛
皇

御
鰕
蕊
謡
認
蕊
濡
盤
鰕
睦
鎮
鑑
蕊
劃
大
工
繍
繍

珪
鋼
“
霊
魂
二

前
机
貫
主
ノ
礼
盤
割

同
御
経
井
机
一

戸

？？？？33T芭
一曹一嘗一曹嘗身

延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

地
形
丹
精
妙
法
堂
結
世
話
人
中
一

以
上
棟
札
裏
書
雪

一
ノ
十
〈
朱
字
〉

欄
外
上
部
に
あ
り
。

宝
域
院
廷
喜
日
祉

阻
治
十
丁
丑
十
二
月
廿
三
日
六
十
重
去

一
実
院
逝
源
日
償

明
治
九
丙
子
六
月
二
日
七
十
四
成

低
明
院
常
廷
日
巧

体
心
法
喜
日
悦

涜
寿
観
即
日
忠

(64ウ） (64オ） (63ウ）

過
去
帳
同
台
二

御
経
井
机
円
師
前
巻
経
当

ム
ネ
モ
ト

波
木
井
影
堂
ノ
額
者
謬
琴
窯
鵜
篭
錘
雛
僅

六
十
八
世
実
師
板
本
尊
二

当
山
大
檀
越
法
寂
院
昌
日
円
聖
人
之
影
堂
嘉
永
七
甲
寅
年
十

一
月
四
日
大
二
地
震
而
破
壊
故
今
般
地
形
固
修
補
之
者
也
］

維
時
万
延
元
年
庚
申
十
月
穀
且
為
安
泰
守
護
当
図
而
以
納
置

之
者
也

同
裏
書
一
．

院
代
戒
修
院
日
確
普
珊
方
南
向
房
日
禎
ヨ

執
事
是
感
院
日
行
武
井
房
日
観
当

妙
俊
院
日
寿
戒
善
坊
日
周
］

妙
定
院
日
翁
常
住
坊
日
甚
包

大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
”
木
麹
池
上
徳
之
助
政
純
ヨ

池
上
主
税
玄
吉

佐
野
友
蔵
］

小
倉
源
八
常
延
遠
藤
喜
瀬
蔵
］

仕
事
師
験
州
諏
屡
但
和
泉
屋
半
次
郎
二

以
上
裏
醤
二

蕊
謹
軸
裂
誇
辮
謬
鰹
譲
鑿
砺
一
朱
卜
三
匁
五
分
五
身

(I45)



(66オ）(66ウ）

二
重
宝
塔
醒
間
一
番

前
ノ
ー
画
ノ
塔
《
三
堂
同
時
二
焼
失
（
１
）
当

第
六
十
一
世
日
心
師
代
再
建
企
し
之

六
十
二
世
日
扇
師
代
二
地
形
井
立
柱

六
十
三
世
日
閾
師
代
家
根
造
作

六
十
四
代
二
仲
師
代
九
輪
作
し
之

六
十
七
世
樋
師
代
彫
物
弁
造
作
二
須
弥
井
塗
銅
瓦
屋
根
成
就

御
本
丸
大
奥
ヨ
リ
金
二
百
両
下
ル
樋
師
代
二

値
州
高
遠
領
ヨ
リ
金
（
２
）

御
施
主
者
御
本
丸
二
之
丸
御
住
居
二

本
輸
院
妙
珠
日
真
大
姉
奉
恥
程
垂
砿
鉾
本
輪
院
二

水
野
ご

奥
津
二

経
定
院
三

征
夷
大
将
軍
家
斉
公
嘩
嘩
壁
蓉
畔
蕊
ハ
十
九
色
文
恭
院
殿
正
一

（
マ
マ
》

位
大
相
国
公
尊
儀
御
菩
提
ノ
ヨ
為
メ
ニ
御
内
§
御
造
立
也
塔

ノ
下
二
石
ノ
室
有
し
之
銅
金
ノ
ヨ
包
箱
裡
テ
有
り
御
本
丸
ヨ

リ
封
シ
下
ル
伝
へ
聞
ク
ヨ
文
恭
院
殿
ノ
御
爪
髪
歎
雪

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

墨
匿（
１
）
一
ノ
廿
〈
朱
字
〉

(67オ）(67ウ）(68オ）

宝
塔
両
仏
六
土
往
日
薪
開
光
当（
マ
マ
〉

施
主
者
江
戸
日
本
橋
十
三
日
構
中
ヨ

ノ

五
具
足
七
五
三
御
膳
二

二

嘉
永
二
己
酉
年
七
月
同
時
納
之
ご

施
主
ノ
面
§
祈
祷
回
向
ノ
位
牌
両
基
有
し
之
ご

鼈
蕊
蕊
鰭
尊
御
遷
座
実
師
御
卦

六
十
一
世
日
心
師
棟
札
二

六
十
三
世
日
間
師
棟
札
】

二
重
宝
塔
再
建
天
保
十
五
甲
辰
鯉
誹
十
一
月
如
意
吉
祥
日
ヨ

御
施
主
御
心
願
満
足
丹
情
世
話
面
々
信
力
増
進
一
切
無
障
畷

祈
者
也
二

裏
書
無
之
呈

六
十
四
世
日
仲
師
棟
札
三

二
重
塔
九
輪
成
就
之
処
昌

昏
弘
化
第
三
丙
午
竜
集
十
月
吉
祥
日
三

同
裏
書
二

三

天
保
十
二
丑
年
釿
立
一

心
尊
師
代
院
代
慈
磁
院
普
騎
奉
行
緬
繍
雛
一

六
十
二
世
日
扇
師
棟
札
当
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(70オ） (69オ） ⑯8ウ）

灯
主
皇
嚴
輌
万
灯
室
一
航
］

前
ノ
堂
室
者
三
盆
同
時
二
焼
失
（
１
）
一

第
五
十
八
世
日
環
師
代
天
保
二
辛
卯
十
月
十
三
日
再
建
立
大

工
棟
梁
蝿
蛙
睦
端
塞
雪

？
）

発
願
主
青
柳
村
昌
福
寺
隠
居
遠
寿
院
日
命
聖
人
ヨ

天
保
十
四
卯
年
地
引
下
之
遮
立
当

扇
尊
師
代
朧
代
妙
侭
院
奉
行
繍
螺
瀧
一

弘
化
元
展
年
上
之
、
家
根
成
三

闘
尊
師
代
院
代
本
敬
院
奉
行
愚
押
坤
麺
密

九
輸
成
就
二

伸
尊
師
代
麗
代
妙
寺
鯖
奉
志
燕
幽

御
施
主
二

取
次
滝
尾
御
女
性
大
工
棟
梁
唖
蛙
姻
唾
塞
哩皇

世
話
人
村
山
民
部
以
上
ウ
ラ
書
仲
師
棟
札
有
之
］

六
十
七
世
日
樋
師
棟
札
ご

当
山
二
重
塔
銅
瓦
屋
根
井
惣
造
作
令
周
備
者
也
雪

維
時
安
政
五
戊
午
年
十
月
十
三
日
吉
辰
】

〔
雪
江
〕
（
詞
Ｌ
）

（
の
必
）身

延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

一
ノ
十
六
〈
朱
字
〉

山
室
遠
照
寺
是
雄
院
日
琳
世
話

§
）
Ｔ
）

世
魂
福
雷
太
遠
院
日
聞
聖
人
》
”
顎
跡
部
妙
翁
院
日
聖
人
一

内

階
春
米
村
小
林
新
蔵
世
秋
山
千
弥
ご

人
青
翌
栂
礒
野
新
太
郎
砺
同
苗
佐
平
次
二
胃
）

同
所
井
上
太
良
八

鋤
蝿
酷
立
方
円
院
日
聖
人
当

駿
州
一
ケ
田
淵
八
人

奉
納
集
金
高
金
三
百
拾
七
両
弐
分
卜
銭
壱
貫
五
百
四
拾
九

文
ご

一
内
払
方
一
金
壼
雑
涛
＄
（
恥
議
難
色
入
用
二

の
一
０７
ゞ

一
金
謹
擢
舞
（
嘉
溌
鶏
入
周
童

く

一
金
七
両
弐
分
白
木
三
方
百
姐
井
紋
書
賃
共
二

一
金
三
両
盛
物
造
花
弐
百
本
代
】

一
金
八
拾
四
両
（
翌
蕊
鰡
譲
用
茸

一
金
蕊
鵯
鰯
↑
鑑
醗
篭
難
癖
鯛
越
後
佐
野

一
金
壱
両
世
猛
人
七
人
江
御
本
尊
御
初
魂
二

一
皇
一
雲
撚
御
＊
尊
三
鰯
誕
具
画

一
金
拾
両
高
祖
御
宮
殿
ヨ

ブオ
惣
〆
金
百
八
十
三
両
三
歩
也
ヨ

ー
ユ
ノ

。
残
り
金
百
三
十
四
両
也
此
金
祖
師
堂
再
建
入
用
江
加
レ

之
二
天
保
四
突
巳
年
四
月
九
日
三

(I47)



(71ウ）(72オ）

（
拳
）

灯
主
堂
再
建
施
入
面
§
志
之
諸
精
霊
過
去
帳
爾
二

右
此
ノ
序
文
二
有
之
〕

御
法
吏
七
円
簡
百
陰
丙
晶
融
影
緋
誌
浄
密

御
法
事
七
円
簡
万
畑
内
爆
珈
宗
緋
誌
浄
密

右
之
外
タ
ト
ヒ
一
銭
半
紙
タ
リ
ト
モ
志
次
第
施
入
可
有
之

候
二
文
政
十
二
稔
丑
十
一
月
日
当

祖
師
尊
像
功
徳
主
当
国
石
和
早
川
半
兵
衛
二

三
シ
具
足
施
主
江
戸
芝
露
月
町
常
盤
津
若
太
夫
］

打
鳴
シ
造
花
一
本
江
戸
麻
布
谷
町
妙
像
寺
一
真
院
日
治
聖
人
ヨ

ノ

万
灯
井
長
明
室
額
者
六
十
世
日
潤
師
筆
三

灯
主
堂
柿
板
聾
家
根
更
成
就
之
卿
明
治
三
庚
午
十
月
十
三
日
皇

城
本
蕊
謡
晋
祥
在
判
家
根
更
施
主
当
国
巨
摩
遜
舂
米
邑

小
林
八
右
衛
門
喜
祉
為
子
孫
長
久
也
二

同
裏
書
二
時
院
代
順
明
院
日
恵
聖
人
］
当
番
執
事
妙
俊
院
日

寿
顕
妙
院
日
修
観
樹
院
日
明
当
普
請
方
南
向
房
廿
九
世
俊
明

院
日
選
世
話
人
大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
二

灯
主
堂
家
根
土
瓦
葺
更
成
就
之
舸
明
治
五
壬
申
年
二
十
一
月

吉
辰
板
本
尊
鍵
、
卸
感
雪
空
誌
大
教
正
鐘
士
画
日
健
在
包
家

根
替
施
主
当
国
巨
摩
郡
春
米
村
小
林
八
右
衛
門
喜
祉
丹
精

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(74オ）

也
皇
同
裏
齊
二
此
土
瓦
者
嘉
永
七
甲
寅
十
月
六
十
七
世
日
樋
師
代
舞

台
二
之
古
瓦
用
之
不
足
分
新
規
足
し
之
葺
更
成
就
美
三

時
院
鑑
識
動
一
駕
遵
院
日
訣
上
人
簿
謬
俊
院
日
毒
顕

妙
院
日
修
顕
隆
院
日
勢
普
請
方
潅
郵
塗
一
壷
一
睡
轆
職
津
即
雪
世
話

方
池
上
伊
織
宗
治
土
瓦
師
犀
陥
村
望
月
作
兵
衛
以
上
ゴ

舞
台
唾
調
楽
屋
誌
皇

前
ノ
卸
台
同
楽
歴
井
廊
下
等
三
愈
同
時
二
焼
失
（
１
）
二

第
五
十
八
世
日
環
師
代
再
建
立
三

施
主
東
都
本
石
町
八
艮
撫
薙
繊
米
八
難
瀞
酸
欝
梺
二

（
マ
マ
）

同
五
十
九
世
日
詔
師
代
構
中
登
山
上
棟

ノ
二

詑
師
棟
札
一
う

舞
殿
再
建
立
成
就
天
保
五
甲
午
四
月
吉
辰
上
棟
之
卿
二
施
主

戸

8,9'Z'3'ETz
嘗一一一一一

一
ノ
十
九
〈
朱
字
〉

嘉
永
五
壬
子
七
月
廿
五
日
化

天
保
十
四
癸
卯
三
月
七
日
化

日
号
を
欠
く
。
十
八
世
日
護
上
人
。

同
右
。
二
十
二
世
日
有
上
人
。

モ
ミ
羅
一
窪
畷
愛
頭
註
〉

(I48)



(75オ） (74ウ）

（
マ
マ
）

東
都
本
石
町
八
日
構
中
割

同
裏
書
二
時
普
請
奉
行
二
蝋
場
房
太
林
院
日
建
蓮
侭
房
太
堂
院
日

棟
窪
之
房
太
運
院
日
勢
騨
鴬
潮
松
院
日
通
皇
大
工
棟
梁
中
町
主

計
致
昆
上
町
織
衛
玄
明
中
町
図
書
宗
員
以
畦
Ｌ

舞
台
家
根
土
瓦
葺
更
賑
諦
比
碓
日
樋
師
代
三

嘉
永
七
甲
寅
年
十
月
吉
辰
棟
札
有
之
二

（
２
）祥
師
代
板
本
尊
ル

舞
殿
井
楽
屋
去
嘉
永
七
甲
寅
年
十
一
月
四
日
之
大
地
震
皇
而

ユ
ル
ミ
シ
シ

シ
テ

キ
キ
ュ

地
形
弛
石
積
押
出
柱
根
傾
斜
橡
梠
差
脱
雨
漏
ヨ
難
し
凌
故
今

カ
タ
メ

ツ

ク
ケ
タ
タ
レ
ル
ニ
コ
ケ
ヲ
ブ
テ

般
地
形
固
修
補
之
又
四
柱
而
土
瓦
者
重
二
桁
垂
故
柿
板
以

（
３
）

葺
レ
之
者
也
維
時
明
治
元
戊
辰
年
二
十
月
吉
辰
為
安
泰
守
護

図
以
納
置
之
皇

同
裏
書
二
時
院
代
順
明
院
日
恵
聖
人
二

執
車
是
感
院
日
行
聖
人
大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
当

同
妙
俊
院
日
寿
聖
人
池
上
主
税
玄
士
旦

同
観
樹
院
日
明
聖
人
柿
家
根
師
池
上
平
兵
衛
ご

同
詮
寿
院
日
周
聖
人
佐
野
恒
兵
衛
一

同
事
遠
院
日
甲
聖
人
杣
木
製
魂
望
月
忠
兵
衛
皇

普
諭
方
俊
明
院
日
選
深
沢
半
七
］

同
励
明
院
日
染
日
屈
顔
勘
兵
衛
］

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

卸
罐
搭
誉

。
前
ノ
婁
三
堂
与
同
時
二
類
焼
（
３
当

第
六
十
六
世
日
薪
師
代
再
建
企
し
之
］

同
六
十
八
世
日
実
師
代
成
就
入
大
鼓
］

施
主
者
東
都
群
順
惣
癖
鰔
二
二
２
テ
ニ

窪
永
二
己
酉
年
二
天
門
与
同
時
綱
し
之
於
二
深
川
一
切
組
三
海
上
ヲ
砲
シ
当
山
江
運
送
再

（
マ
マ
）
テ
ュ

建
ノ
約
速
岡
三
庚
戌
年
春
於
己
深
川
一
手
釿
初
〆
致
シ
作
し
之
処
同
七
年
甲
寅
十
月
筵

《
一
荒
方
ご
出
来
致
シ
然
処
安
政
二
年
乙
卯
十
月
二
日
江
戸
大
地
震
二
而
当
火
事
出
来
ス

深
川
大
工
小
屋
二
於
テ
彫
物
組
物
タ
ル
キ
等
焼
失
〕
江
戸
棟
梁
岩
田
半
次
郎
坂
田
常
吉

岡
苗
治
助
三

安
政
七
庚
申
正
月
十
三
日
吉
辰
当
山
而
断
初
向
三
月
廿
七
日
立
柱
ヨ

同
六
月
上
葺
成
就
同
年
十
二
月
五
日
大
鼓
入

ゾウ
鼓
楼
堂
勧
化
帳
之
序
二

８ｃ
抑
モ
甲
斐
国
身
延
山
ト
申
者
宗
祖
大
菩
薩
御
退
隠
マ
シ
ヨ
マ

シ
本
化
別
付
三
大
秘
法
伝
灯
ノ
霊
地
ニ
シ
テ
四
方
二
四
大

ノ
ヨ
峯
鍵
へ
白
雲
路
ヲ
埋
ミ
寂
莫
ダ
ル
苔
ノ
扉
ソ
’
一
観
念
ノ

（
マ
マ
）

床
ヲ
〕
布
キ
テ
本
化
正
宗
根
本
ノ
戒
檀
ヲ
草
創
マ
シ
く
タ

以
上
七
十
世
祥
師
板
本
尊
会
所
下
役
源
右
衛
門
当

戸

33？琶
讐曹一

一
ノ
サ
三
〈
朱
字
〉

こ
の
一
行
は
欄
外
上
部
に
あ
り
。

（
目
）

地
震
ヨ
リ
十
五
年
メ
修
補
ナ
リ
〈
頭
註
・
朱
字
〉
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q9オ）匂9ウ）

ル
ヲ
ポ
ロ
ヶ
ヨ
ナ
ラ
ヌ
霊
跡
タ
リ
故
二
御
書
二
曰
月
支
ノ
霊

ラ

鷲
山
〈
本
朝
此
ノ
ヨ
身
延
ノ
嶺
二
不
し
異
日
蓮
ヵ
魂
塊
ハ
此

ノ
山
二
止
ル
ペ
シ
吾
力
二
弟
子
檀
那
等
此
ノ
山
ヲ
本
ト
シ
テ

２
タ
マ
ツ
イ

参
詣
セ
シ
ム
ヘ
キ
旨
仰
セ
ヨ
ヲ
ヵ
レ
此
ノ
山
二
御
霊
ヲ
止
メ

メ
グ
ｇ

サ
セ
玉
ヒ
シ
ヵ
ハ
千
早
振
神
ノ
恵
ヲ
雪
タ
レ
マ
シ
ノ
、
御
歴

ア
ヲ
カ
ジ

代
先
聖
丹
情
ノ
功
積
リ
テ
日
朝
上
人
ノ
ヨ
頃
ニ
ャ
伽
壷
予
メ

（
マ
マ
）
へ

成
就
ナ
シ
荘
厳
日
一
一
ソ
ヒ
歳
ニ
マ
シ
灸
テ
ヨ
幾
春
秋
ヲ
ヵ
経

（
マ
マ
〉

’
一
ケ
ル
ヲ
去
ル
文
政
ノ
頃
ロ
火
災
ノ
為
二
諸
堂
二
楼
閣
若
干

《
マ
マ
）

焼
失
シ
テ
一
遍
ノ
煙
リ
ト
成
シ
シ
ヵ
ト
モ
十
方
ノ
］
檀
越
ノ

フ
タ
タ

タ
カ
ラ

丹
情
二
依
テ
諸
堂
再
上
営
造
成
ト
イ
ヘ
ト
モ
未
し
全
二
有
シ

メ

昔
ノ
跡
モ
ナ
ク
浅
間
敷
焼
野
卜
成
テ
此
ノ
山
二
詣
ル
宴
二

見
ル
モ
イ
フ
セ
キ
ヲ
此
ノ
儘
ニ
ス
ゴ
サ
ン
事
仏
天
三
宝
ノ
照

覧
モ
ヨ
勿
体
ナ
ク
然
ル
ー
此
度
日
薪
尊
師
鼓
楼
堂
再
営
ノ
ヨ

御
心
願
難
黙
止
依
テ
同
志
ノ
人
ミ
ヲ
語
上
倶
二
丹
情
ノ
カ
ヲ

合
一
乙
諸
堂
再
営
ノ
資
補
二
備
ヘ
テ
施
主
ノ
面
§
永
代
過
去

（
マ
マ
）

帳
入
ノ
ヨ
法
号
ヲ
相
記
シ
性
名
ヲ
末
世
二
残
シ
宿
罪
消
滅
現

（
マ
で
）

ム
ダ

世
安
二
穏
後
世
菩
提
子
孫
長
栄
ノ
志
願
二
酬
ン
事
ヲ
欲
ス
ヨ

信
心
同
志
ノ
信
男
女
等
施
無
差
別
ニ
シ
テ
三
ヶ
年
ノ
間
三
多

少
ヲ
不
論
丹
情
寄
進
ヲ
希
而
已
一

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

$0オ）⑱0ウ）

群
順
惣
世
話
人
一

皆
嘉
永
二
己
酉
歳
十
月

身
延
山
役
僧
ヨ

深
川
浄
心
寺
ゴ

太
鼓
堂
者
六
十
六
代
薪
師
代
企
し
之
六
十
八
代
二
実
師
代
再

建
成
就
実
師
棟
札
一
．

当
山
鼓
楼
再
建
成
就
之
節
納
之
安
泰
守
二
護
之
本
尊
也
維
時

万
延
元
庚
申
六
月
吉
辰
三
施
主
東
都
跨
崎
惣
癖
学
現
安
後
善
三

同
裏
書
二
当
山
鼓
楼
再
建
者
日
薪
師
代
二
嘉
永
二
己
酉
年
秋

（
マ
マ
》
テ

東
都
本
所
深
川
惣
構
中
昌
頼
レ
之
同
三
年
爵
春
於
二
東
都

呂

貞

毎

一
一

深
川
一
手
釿
初
二
組
物
彫
物
垂
木
等
荒
方
出
来
然
安
政
二
年
ヨ

テ

乙
卯
十
月
二
日
江
戸
大
地
溌
之
節
出
火
於
二
深
三
川
大
工
小

二
ス
テ
昼

丞

屋
一
類
焼
依
し
之
組
物
彫
物
又
彫
刻
而
二
海
上
舟
廻
山
着
安
政

テ
ニ

メ

セ
壺
誕
庚
申
正
月
十
三
日
ご
於
二
当
山
一
手
釿
初
同
三
月
二
十
七

テ
ワ

ス

日
立
レ
柱
同
六
月
］
上
葺
成
就
笑普
請
方
】

院
代
戒
修
院
日
確
聖
人
南
延
房
日
禎
ヨ

発
起
丼
執
事
武
井
房
日
観
三

季
浄
”
是
感
院
日
行
聖
人
法
雲
房
日
琶

華
難
蠅
妙
俊
院
日
寿
聖
人
南
向
坊
日
園

(お'）



(81ウ） (81オ）

聿
浄
趣
妙
定
院
日
翁
聖
人
常
住
坊
日
菫

大
本
願
主
当
峯
大
工
棟
梁
二

（
ａ
母
）

東
都
深
川
大
石
弥
三
郎
池
上
伊
織
宗
治
二

同
伏
見
屋
清
助
池
上
主
税
玄
吉
皇

同
富
田
屋
半
兵
衛
家
根
屋
棟
梁
三

（
Ｒ
》
）

同
三
河
屋
伊
助
佐
野
恒
兵
衛
一

江
戸
大
工
棟
梁
杣
木
挽
棟
梁
皇

岩
田
半
次
郎
池
上
徳
之
助
政
純
三

飯
田
常
吉
佐
野
友
蔵
皇

同
苗
治
助
遠
藤
喜
瀬
蔵
包

鍜
治
工
建
方
頭
ヨ

権
現
堂
文
左
衛
門
貞
友
柿
島
太
士
昌

石
工
望
月
字
兵
衛
ヨ

望
月
幸
八
貞
治
日
雇
頭
二

以
上
棟
札
裏
書
志
村
七
五
郎
二

大
鼓
新
堂
江
移
シ
ハ
同
年
十
二
月
五
日
甲
子
吉
辰
ヨ
ニ
付
九

ッ
時
ヨ
リ
打
し
之
始
メ
安
泰
守
護
ノ
御
経
諭
し
之
二

入
用
金
鶏
瀧
鶏
諜
欝
艤
ス
合
金
弐
百
五
拾
九
両
二
分

也
二

釈
尊
畦
瞬
世
祥
師
開
光
慶
応
三
丁
卯
四
月

施
主
深
咋
蠅
呼
ヨ

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(82オ）(82ウ）

当
山
鼓
楼
再
建
立
成
就
今
般
柿
板
葺
家
根
更
成
就
之
靭
納

之
］
棟
札
桧
板
地
頭
庵
峰
趨
錨
十
一
確
大
教
正
日
健
在
判
ヨ

維
時
明
治
六
癸
酉
六
月
十
六
日
上
棟
施
主
東
京
癖
順
魁
擬

中
二
銅
醒

同
裏
書
当
山
鼓
楼
再
建
立
者
当
山
六
十
六
代
］
日
薪
師
代

嘉
永
二
己
酉
九
月
企
之
同
六
十
八
代
日
実
師
二
代
万
延
元
庚
申

六
月
再
建
成
就
今
般
明
治
六
癸
酉
一
六
月
十
六
日
家
根
葺
更

吉
辰
上
棟
令
周
備
畢
三

時
院
代
権
訓
導
日
珠
上
人
時
執
事
権
訓
導
日
寿
上
人
二
同
日

賀
上
人
同
日
鑑
上
人
同
日
修
上
人
鏡
円
院
日
勤
聖
人
】
顕
隆

院
日
勢
聖
人
時
普
請
方
玉
泉
房
日
理
本
願
主
皇
深
川
津
村
熊

五
郎
弁
世
話
人
中
大
工
棟
梁
池
上
伊
織
ご
宗
治
池
上
主
税
玄

吉
小
倉
源
八
常
延
家
根
師
池
上
ご
平
兵
衛
佐
埜
恒
兵
衛
杣
木

挽
望
月
忠
兵
衛
池
上
伴
右
衛
門
三
石
工
望
月
幸
八
日
雇
方

佐
野
勘
兵
衛
佐
野
源
助
紐
月
作
十
郎
以
甦
遙

局

T33'1､啓
一嘗嘗嘗

「
鼓
楼
堂
」
を
「
鼓
楼
」
と
訂
正
。

リ
ブ
江

大
鼓
者
従
し
西
打
し
東
〈
頭
註
〉

一
ノ
十
九
〈
朱
字
〉

暁
月
院
法
悟
日
住
侭
士
諒
嘘
評
岬
春
畔

(ISI)



(84オ）(90オ）⑲Oウ）

（
５
）
法
号
智
玉
院
顕
光
日
卸
値
士
毬
恥
潅
幸
畦

纏
鐘
堂
歸
番
部
皇
哩

前
ノ
堂
老
三
堂
同
時
二
焼
失
（
２
）
二

仮
堂
造
立
二

文
政
七
年
甲
申
九
月
吉
辰
五
十
五
世
遅
師
代
二
大
工
棟
梁
池

上
主
計
致
昆
池
上
織
衛
玄
明
ゴ

曇
芭

ハ
リ
グ

（
１
）
鐘
従
し
東
推
し
西
〈
頭
註
〉

（
２
）
一
ノ
廿
一
〈
朱
字
〉

本
地
塔
歸
二
匙

前
ノ
本
地
塔
者
三
堂
同
時
二
焼
失
（
１
）
］

第
六
十
六
世
日
薪
師
代
再
建
立
二

嘉
永
二
己
酉
年
正
月
十
三
日
吉
辰
手
釿
初
メ
ヨ

同
五
年
壬
子
三
月
廿
八
日
吉
辰
上
棟
三

同
日
開
堂
供
養
御
開
眼
井
御
遷
座
ヨ

ノ

上
行
菩
薩
像
者
厨
子
入
開
光
日
薪
判
型

Ｊ

造
立
之
趣
者
当
国
西
河
内
緒
根
村
正
行
寺
十
六
世
閑
居
ヨ

大
僧
都
不
退
院
日
住
上
人
壺
睡
録
糎
碑
鋤
傾
廿
奉
納
安
置
之
ヨ

藷
轄
騨
雛
轤
緊
需
騨
謝
鶏
呈

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(91オ）④1ウ）

中
古
上
行
サ
サ
ノ
像
者
京
都
大
仏
師
林
如
水
奉
納
之
像
〈

文
政
十
二
己
丑
年
九
月
六
日
方
丈
焼
失
ノ
翻
奥
ノ
経
蔵
二
於
焼
失
也
ご

棟
札
〈
筆
却
毒
鈍
準
輻
剰
畦
繩
哩
輌
一
口
辰
ご

同
裏
書

鯉
率
秘
武
田
栄
助
二

時
院
代
妙
信
院
日
法
聖
人
同
望
月
弥
右
衛
門
ご

督
舗
方
了
乗
院
日
恵
同
市
川
三
右
衛
門
ヨ

妙
定
院
日
翁
門
野
村
鴨
狩
与
市
左
衛
門
二

顕
智
院
日
勢

卿
鏥
船
志
村
太
兵
衛
三

発
願
主
侮
平
村
望
月
儀
兵
術
】

郵
鰕
賑
舗
法
達
日
久
波
木
井
村
藤
田
閑
兵
衛
ヨ

銅
当
錨
春
教
日
恵
内
船
村
四
条
吉
兵
衛
］

大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
当
町
佐
野
伊
兵
衛
一

池
上
頼
母
宗
武
池
上
重
兵
衛
二

杣
木
挽
清
源
兵
衛
古
谷
繁
右
衛
門
］

望
月
善
左
衛
門
ヨ

阪
上
万
七
一

以
上
棟
札
葉
山
十
之
亟
ヨ

ノ

本
地
塔
勧
化
序
ご

高
祖
仰
に
云
身
延
山
者
真
の
霊
山
事
相
の
浄
寂
二
光
土
也
と

い
へ
り
か
坐
る
霊
場
江
永
く
屋
疏
井
に
己
姓
名
等
を
書
駐
め

(お2）



(94ウ） ⑲4オ） ⑲2オ）

二

六
十
八
世
実
師
代
板
本
尊

身
延
山
諸
熾
記
外
（
北
沢
）

堂
前
石
ノ
水
鉢
井
雨
屋
士
筏
修
復
料
金
拾
両
納
之
（
１
．

一
式
之
施
主
当
国
有
野
邑
矢
崎
又
右
衛
門
昌

天
保
十
年
己
亥
十
月
六
十
一
世
心
師
代
新
造
営
之
二

鶏
鰭
蕊
篭
惑
謬
溌
腿
頚
謹
瀞
琶

二

六
十
八
世
実
師
代
板
本
尊
当
山
祖
師
堂
前
水
二
盟
雨
屋
柿

天
保
八
年
酉
六
月
日
発
願
主
法
達
日
久
］

柿
板
葺
替
明
治
十
二
年
己
卯
十
月
成
就
七
十
四
代
二
鑑
師
代

普
請
幹
事
里
見
日
映
】

御
施
入
所
希
也
二

御
宝
前
に
備
置
〈
自
然
と
昌
先
祖
両
親
の
菩
提
と
な
り
家
内

安
全
子
孫
二
長
久
の
祈
祷
と
な
ら
ん
我
も
人
も
と
も
ノ
、

に
ヨ
現
世
安
穏
後
生
善
処
ハ
こ
い
ね
か
ふ
所
な
れ
。
今
般

（
マ
マ
》

某
し
身
延
山
高
祖
御
本
地
堂
再
建
立
二
発
起
の
心
願
に
付
幸

ひ
と
存
し
広
く
諸
人
に
功
］
徳
善
縁
を
結
（
し
め
ん
と
ほ
つ

し
知
音
近
隣
の
皇
御
方
ノ
ー
江
披
露
い
た
し
物
の
多
少
に
か

き
ら
す
二
御
信
力
の
浄
施
を
奉
希
者
也
藝

（
マ
マ
）

亦
ｔ
御
銘
ｔ
御
親
縁
の
御
方
ノ
ー
江
御
披
露
被
下
ヨ
御
志
し

〔
註
瞳（
１
）
一
ノ
十
五
〈
朱
字
〉

①7ウ)(97オ） (96オ）

位
牌
堂
ヨ
リ
祖
師
堂
江
之
屋
根
柿
廊
下
跡
三

天
保
七
年
丙
申
二
月
吉
辰
六
十
世
潤
師
代
再
建
ヨ

弘
化
三
丙
午
年
六
月

仲
師
代
二
北
ノ
方
江
寄
テ
修
復
屋
根
替
三

祖
師
堂
江
出
仕
ノ
廊
下
鋤
三

毎
年
六
月
従
十
五
日
至
十
七
日
這
報
恩
修
造
簿
大
会
執
行
己

之
時
作
し
之
但
シ
常
一
天
丘
唖
之

通
本
橋
ヨ
リ
位
牌
堂
江
ノ
廊
下
跡
］

板
葺
今
般
改
士
瓦
葺
更
成
就
］
之
刻
維
時
万
延
元
庚
申
年
十

月
吉
辰
ヨヱ一

同
裏
書
替
璽
刀
南
向
房
日
禎
ヨ

院
代
戒
修
院
日
確
武
井
房
日
観
皇

執
砺
是
感
院
日
行
戒
善
坊
日
周
一

妙
俊
院
日
寿
常
住
坊
日
甚
］

妙
定
院
日
翁
睡
沼
緬
望
月
平
八
三

以
上
裏
書
］

〔
許
睡
〕（
１
）
一
ノ
廿
六
〈
朱
字
〉

(万3）



⑲8オ）(101オ）

祖
師
堂
ヨ
リ
本
堂
江
至
ル
ノ
屋
根
土
瓦
廊
下
跡
二

嘉
永
四
辛
亥
年
十
一
月
掛
之
六
十
六
世
薪
師
代
再
建
］

ノ

堂
前
唐
金
宝
塔
一
基
二

施
主
東
都
酒
家
惣
連
中
三

発
起
人
江
戸
駒
込
高
崎
屋
長
右
衛
門
二

同
千
住
町
伊
勢
屋
甚
兵
衛
二

一
一

嘉
永
二
己
酉
年
七
月
一
切
経
井
経
蔵
同
時
納
之
二

辮
瀧
鵠
諜
罰
鰹
疏
溌
羅
諾
鯉
讐

供
厨
距
剛
蓉
再
建
率
幽

雫
作
郵
雑
翫
到
奉
函
五
垂
計
輻
稚
癖
識
畔
認
糎
垂
池
誰
”
睡
壊
］

第
五
十
五
世
日
暹
師
代
再
建
立
嘩
罷
輌
瀞
焼
失
ニ
モ
此
４

施
主
東
都
蔵
前
相
磯
勘
兵
衛
一
式
ノ
寄
附
皇

（
誉
拙
鵬
辮
辮
瀞
圭
一

（
マ
マ
）

発
起
人
西
谷
匿
嘩
蛎
智
弁
院
日
諦
聖
人
涯
躯
に
酔
郵
管

岬
露
錘
率
戸
青
峪
潅
睡
銅
本
教
院
日
東
聖
人
画
恥
握
栽
酔
管

ノ

ノ

御
供
所
額
者
五
十
五
世
日
遅
師
筆
本
妙
日
臨
ノ
代
鉦
ナ
当

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(101ウ）(102オ）

御
供
所
一
式
之
丹
情
其
外
御
鱈
具
塞
仔
鋤
鎚
御
茶
璃
蓋
台
も

御
膳
具
入
箪
司
二
驫
露
御
膳
台
是
《
鵜
謬
鯖
失
ナ
と

唐
金
鍋
同
釜
等
二
至
ル
迄
一
式
ノ
丹
情
依
之
毎
月
廿
日
ヨ

テ
二

（
マ
マ
）
△
〃

於
二
宝
蔵
一
自
我
偶
ヲ
調
シ
テ
回
向
ス
又
タ
大
衆
斉
料
金

（
マ
マ
）

三
百
二
両
納
レ
之
古
ノ
会
合
所
縁
ノ
下
ヲ
フ
サ
グ
亦
タ

御
供
所
ヨ
リ
祈
祷
二
堂
ノ
下
迄
ノ
場
通
本
ノ
通
リ
ヲ
残
シ

（
マ
マ
）

ヘ
イ
ヲ
掛
ル
皆
ナ
相
磯
ノ
丹
情
ナ
リ
ヨ

金
三
拾
両
永
代
御
繕
米
料
東
都
相
磯
氏
納
之
ヨ

金
三
拾
両
永
代
修
復
料
近
村
中
納
之
］

右
祠
堂
金
方
江
預
ヶ
置
利
潤
有
之
右
一
式
智
弁
院
発
願
丹
情

也
己

御
椀
魂
岬
椀
平
坪
評
津
誌
銅
子
髄
逵
亜
鈩
挙
翻
走
続
町
騨
繩
錘
諮
匙

五
十
五
世
達
師
棟
札
維
時
文
政
五
壬
午
九
月
吉
辰
一
当
山
祖

供
所
棟
札
二

同
裏
書
東
武
浅
艸
相
磯
氏
金
三
百
両
出
資
ヨ

時
祖
供
所
玉
泉
坊
智
弁
院
日
諦
発
起
昌

〈
酔
奉
ハ
シ
ラ
ノ
御
歌
大
工
棟
梁
坂
上
宮
内
不
成
就
没
皇

同
忰
坂
上
四
良
兵
衛
一

以
上
棟
札
棟
梁
没
後
丹
情
起
立
ス
古
谷
繁
右
衛
門
ヨ

(お4）



(103ウ） (103オ）

二
天
門
前
水
鉢
一
対
ヨ

施
主
江
戸
釘
鉄
銅
物
問
屋
中
】

願
主
今
津
屋
平
右
衛
門
世
話
人
今
津
屋
平
兵
衛
二

御
鋳
物
師
江
尻
住
山
田
六
良
左
衛
門
藤
原
種
秀
ヨ

子
時
安
政
四
年
丁
巳
九
月
日
六
十
七
世
樋
師
御
代
ヨ

（
■
ａ
）本
堂
前
金
灯
寵
両
基
三

施
主
泉
州
堺
中
村
富
十
良
二

鋳
工
東
都
大
門
通
銅
屋
元
次
良
輝
雄
東
峪
本
邑

嘉
永
七
甲
寅
十
月
吉
日
密
識
蝿
傾
金
拾
五
両
納
皇

大
鼓
堂
前
石
灯
寵
一
基
ヨ

施
主
遠
州
長
上
郡
内
野
村
大
久
保
三
良
兵
衛
同
苗
熊
次

良
］
永
代
油
料
金
三
拾
両
納
之
】

率
率
邸
酎
↑
酷
癖
轆
起
世
話
人
糖
”
久
米
屋
藤
右
衛
門
］

子
孫
繁
昌
紐
有
之
（
融
距
騨
難
綜
離
鶚
同
シ
形
ナ
当

右
灯
篭
破
壊
二
付
再
興
施
主
皇

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

愚（
１
）
（
秘
緬
漆
跨
“
申
錘
唖
蛙

（
方
函
薙
坤
画
卵
率
”
雄

天
明
二
壬
寅
九
月
十
四
日

天
明
七
丁
未
八
月
六
日

文
政
十
一
戊
子
五
月
廿
日

文
化
十
四
丁
丑
八
月
二
日
先
斐

〈
頭
註
〉

(1随ウ） (106オ）

通
本
橋
に
恥
回
廊
三

前
ノ
通
本
栂
者
文
政
十
二
己
丑
年
九
月
六
日
戊
中
刻
方
丈
］
焼
失
之
珂
頚
焼
失
］

第
五
十
八
代
日
環
師
代
再
建
立
ヨ

施
主
当
山
惣
町
中
昌

一
金
弐
拾
両
上
町
鏥
唖
一
金
弐
十
両
中
町
ヨ

ー
金
四
両
弐
分
下
町
一
金
三
両
中
下
町
二

一
金
五
両
弐
分
大
下
町
一
金
弐
両
下
新
町
ゴ

ー
金
弐
十
両
狐
町
墨
鴇
醗
章
二
文
新
宮

一
稚
聿
滝
銅
走
嘩
針
塩
沢
九
口
合
而
金
九
拾
八
両
壱
歩
卜

十
弐
文
三

五
十
八
世
環
師
棟
札
］

】
一

天
保
二
辛
卯
年
通
本
橋
新
掛
之
］
大
工
棟
梁
池
上
主
計
致
昆

池
上
織
衛
玄
明
ご

五
十
九
世
詔
師
棟
札
ヨ

曇
一
』（

１
）

遠
州
長
上
郡
内
野
村
大
久
保
三
良
兵
衛
方
。
為
先
祖
代

ｔ
霊
菩
提
宿
房
志
摩
房
］

維
時
安
政
七
災
中
年
三
月
再
建
之
磯
燈

ハ
マ
垂
）

此
上
ニ
モ
有
之
〈
頭
註
〉

(お）



(107"-)(107ウ）(108オ）

ノ

天
保
三
壬
肢
年
通
本
橋
廊
下
再
建
立
二
大
工
棟
梁
右
両
人
二

六
十
六
世
薪
師
棟
札

弘
化
五
戊
申
年
十
二
月
吉
日
通
本
橋
回
廊
家
根
更
成
就
之
卿
］

通
本
ノ
額
〈
本
阿
弥
大
虚
庵
光
悦
墾

二

六
十
八
世
実
師
棟
札
当
山
通
本
橋
者
日
環
師
代
再
建
皇
立
也

嘉
永
七
甲
寅
年
十
一
月
四
日
大
地
震
而
破
損
ヨ
殊
柱
根
推
朽

基
陛
頽
毅
故
今
般
柱
根
継
三
修
補
成
就
維
時
万
廷
元
年
庚
申

畠

十
月
穀
旦
二
為
安
泰
守
謹
図
而
納
之
侭
者
也
同
裏
書
当

院
代
戒
修
院
日
確
執
那
妙
俊
院
日
寿
ご

執
事
是
感
院
日
行
何
妙
定
院
日
翁
己

普
師
方
南
向
房
日
禎
”
木
熱
池
上
徳
之
助
政
純
三

武
井
房
日
観
佐
野
友
蔵
ご

戒
善
坊
日
周
遠
藤
喜
瀬
蔵
二

常
住
坊
日
甚
仕
珈
色

大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
孵
原
酬
和
泉
屋
半
次
郎
］

池
上
主
税
玄
士
旦

小
倉
源
八
常
延
以
上
裏
書
二

通
本
橋
廊
下
柿
板
葺
更
薩
師
代
代
理
日
陳
も

タ
シ
テ

明
治
七
甲
戌
年
十
月
葺
初
未
し
満
同
八
乙
亥
歳
一
一
月
十
日
焼
失
三

右
葺
更
金
百
円
施
主
西
京
聖
護
院
村
石
田
音
吉
】

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(109オ）(109ウ）(110オ）

御
真
骨
宝
蔵
唾
間
密

前
之
宝
蔵
者
文
政
十
二
己
丑
年
九
月
六
日
戌
中
刻
焼
失
（
１
）
二

第
五
十
八
世
日
環
師
代
再
建
立
二

発
願
主
江
戸
癖
諏
跨
恥
錆
改
名
昶
真
院
日
倫
聖
人
穂
恥
仁
起
電
も

施
主
者
江
戸
本
所
入
極
蜘
勃
牢
秘
亀
屋
万
兵
衛
夫
婦
二

法
号
種
徳
院
諒
栄
日
寿
信
士
天
保
九
戊
戌
年
二
月
六
日
雪

同
妻
種
善
院
妙
栄
日
長
信
女
天
保
十
三
壬
寅
十
月
十
七
日
室

一
碓
暹
濡
詫
峠
』
緬
幸
螺
合
金
四
百
五
両
三
歩
納
之
雪

右
依
二
丹
情
有
し
之
一
毎
月
六
日
十
七
日
於
二
宝
蔵
一
自
我
偶
二

諭
し
之
回
向
ス
ヨ

御
宝
蔵
内
惣
金
極
採
色
金
張
付
華
天
井
等
ご

丹
情
ノ
趣
〈
駿
州
池
田
本
噸
驍
本
寿
院
日
行
聖
人
趨
聡
栖
奔
酵
凹

金
子
三
百
両
納
之
依
之
毎
月
廿
五
日
於
一
宝
蔵
一
自
呈
我
偶

諭
し
之
回
向
ス
湿
蝿
辨
鋤
諏
藥
稲
轆
岬
恥
唖
叫
棒
鈍
確
日
遵
聖
４

御
宝
蔵
家
根
銅
瓦
井
壁
上
塗
ノ
施
主
皇

（
マ
マ
）

江
戸
牛
込
三
構
二

法
嘘
撫
嗽
世
話
人
京
腿
弥
吉
赴
唾
痴
壷
轡

開
幌
癖
常
世
話
人
石
屋
四
良
右
衛
門
掘
酔
嘩
壁
兵
乞

八
艮
癖
嗽
世
話
人
和
田
睡
源
兵
衛
蝿
睡
認
鑑
癖
型
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発
起
本
願
江
戸
高
田
榧
調
醒
妙
守
院
日
護
聖
人
糎
癩
握
垂
畔
も

同
世
路
人
松
本
銀
次
郎
三

弘
化
三
年
丙
午
歳
企
し
之
六
十
四
世
日
仲
師
代
二

嘉
永
六
年
毒
年
八
月
廿
八
日
成
就
二

第
六
十
六
世
薪
師
棟
札
有
し
之
二

普
請
奉
行
智
報
院
日
是
三
顕
智
蝉
院
日
勢
ゴ

ブゥ
御
真
骨
ノ
宝
塔
京
都
大
仏
師
法
栂
林
如
水
塑

０伽
一
式
ノ
施
主
美
濃
国
大
垣
実
相
寺
檀
家
二
清
水
惣
吉
三
十
一

成
同
妻
円
女
二
十
四
豊

法
号
恥
率
龍
州
洲
卵
順
能
識
囎
謁
騨
卿
謂
脳
卒
二

鶏
金
蓮
讓
鍵
八
患
難
認
篭
雛
蕊
辮
轆
艤
哩
泉
等
日
行

取
次
三

（
寸
寸
）

同
蘭
剛
ノ
奄
井
須
弥
中
細
ノ
菊
水
ノ
彫
物
等
二

施
主
銘
這
別
記
二
有
し
之
彫
工
師
池
上
内
匠
玄
諦
必

同
入
ロ
ノ
戸
裏
ノ
彊
附
獅
子
ノ
画
亀

うォ
東
都
宗
巨
斉
素
彰
奉
寄
附
画
し
之
二

１伽
御
霊
骨
宝
塔
ノ
天
蓋
（
２
コ

木
品
天
竺
》
諺
蔀
諦
罐
懸
瀞
舜
碑
諏
雪

織
物
唐
土
饗
蕊
錦
幾
溌
擦
当

（
マ
マ
》

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

玉
物
阿
蘭
陀
福
野
擁
細
工
五
当

（
マ
マ
）

願
主
長
崎
構
中
一

嘘
起
癖
尾
州
鑑
孵
鞭
三

安
政
三
丙
辰
年
聡
諸
譜
六
十
七
世
日
樋
師
岱

宝
蔵
窓
東
西
ノ
障
子
弐
本
ギ
ヤ
マ
ン
睡
雪

、
、
Ｊ
ク

ニ

”
中
央
ノ
猩
盈
緋
鰻
稚
雑
云
一
鋤
二

１ｑ
右
天
蓋
同
時
納
当

古
作
ノ
持
国
毘
沙
門
天
王
ノ
両
像
］

（
３
）
リ
ノ
二

脹
鍵
無
雑
三
十
丁
○
鍾
所
大
日
堂
在
二
本
殿
南
東
向
コ

ス
二

本
尊
大
日
如
来
安
二
厨
子
一
脇
士
毘
沙
門
北
壇
持
国
天
ヨ
南
壇

ケ
長
七
尺
許
未
レ
考
以
上
作
者
琴
唾
痒
紳
ノ
頃
千
一
言
年
金

（
４
）

（
マ
マ
）

古
作
ノ
ー
天
ノ
像
者
京
都
松
尾
明
神
ノ
社
二
有
り
元
卜
両

部
ノ
神
道
也
此
度
唯
一
ノ
神
道
卜
改
ル
依
之
能
キ
便
リ
ヲ

得
テ
宗
門
ノ
書
堂
村
上
勘
兵
衛
宗
門
ノ
仏
工
石
見
源
七
二

（
マ
》
〉

人
相
上
議
シ
テ
御
影
識
江
頼
レ
之
以
テ
身
延
山
御
真
骨
ノ

中
央
江
奉
安
置
也

ミ
カ
ゲ
（
マ
マ
）

施
主
京
都
御
影
構
中
二

（
マ
マ
）メ

ノ

嘉
永
七
甲
寅
年
仲
秋
六
十
七
世
日
樋
師
為
一
藪
許
ヨ
御
礼
一

上
京
参
内
妙
伝
寺
二
於
テ
内
拝
ノ
刻
納
レ
之
二

(お7）



（
マ
マ
》

中
央
金
繍
ノ
慢
葵
紋
九
ッ
且

施
主
御
本
丸
大
奥
二
為
御
祈
禰
納
之
老
女
衆
連
名
ノ
添
文
有

之
ヨ

ブオ
御
真
骨
宝
蔵
再
建
立
此
裏
香
下
ニ
ア
Ｌ

２ｍ
天
保
二
辛
卯
年
十
月
十
三
日
五
十
八
世
日
環
判
形
諏
製
三

流
金
花
灯
篭
壱
釣
卵
”
蹄
轌
率
郊
鐸
榊
工
人
カ
ソ
ム
リ
凸

（
マ
マ
）

穂
撰
酔
隷
纈
寄
附
主
長
崎
異
篭
同
心
鑿

、
０
ダ

フ
ｏ
ｒ

”
蛙
雨
皿
唾
恕
謝
錨
幌
祖
錘
轆
醒
鋸
墨
錨
狸
検
井
”
榊
評
鞭
識
狸
々
緋
ナ
リ
ヨ

仙
我
祖
鴻
恩
施
折
伏
逆
化
不
顧
身
命
授
是
好
良
薬
如
育
赤
子
三

大
慈
大
悲
如
虚
空
無
辺
治
風
帷
鍾
匡
罎
討
總
溌
謡
屋

喜
八
二

五
十
八
代
環
師
棟
札
天
保
二
辛
卯
年
十
月
十
三
日
ご
御
真

骨
宝
蔵
再
建
立
二

二

裏
書
発
願
主
井
世
話
方
江
戸
本
所
本
畔
跨
智
善
院
日
調
聖
人
三

施
主
者
唖
》
酔
諏
入
江
町
住
人
亀
屋
万
兵
衛
三

普
請
奉
行
潮
運
院
日
恵
太
林
院
日
建
ご
太
堂
院
日
棟
学
翁
院

日
永
太
運
院
日
勢
ヨ

ガ
大
工
棟
梁
当
国
波
木
井
邑
佐
野
直
右
衛
門
以
上
棟
且

３①
左
官
当
国
下
山
邑
遠
藤
茂
七
包

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

、
Ｉ
グ

律

ウ
御
真
骨
宝
殿
棟
札
裏
書

３伽
当
山
御
真
骨
栖
神
宝
殿
中
央
者
二
尾
州
信
者
中
以
格
別
信
力

於
国
元
切
組
嶮
山
波
涛
之
運
送
其
三
上
従
当
五
月
信
者
惣
代

ヲ

与
而
布
目
正
兵
衛
諸
職
人
引
卒
登
山
之
処
］
於
国
元
六
月
廿

二
日
同
人
妻
錐
病
死
靭
不
愛
妻
子
只
惟
再
建
呈
守
心
無
援
惜

之
金
言
十
月
下
旬
中
央
奥
廊
下
宝
殿
渡
廊
下
皆
二
成
就
迄
不

散
寸
心
丹
情
之
豆
実
不
惜
躯
命
之
為
善
男
子
依
而
記
置
而

已
墨
獅
稚
繕
泰
心
院
日
遵
鶚
零
謬
定
院
日
翁
拶
豐

山
十
之
亟
躍
露
皇
醒
郷
錘
癖
醜
代
布
目
正
兵
衛
大
工
方
中
木
挽
方

中
日
雇
方
中
躍
昌

維
時
嘉
永
三
庚
戊
年
十
月
十
日
上
棟
遷
座
之
卿
納
之
日
薪

判
形
当

局

a'1,琶
一曹

へ

3
章

一
ノ
四
十
〈
生
公
子
〉
《
マ
マ
）

阿
蘭
陀
ギ
ヤ
マ
ン
ｎ
ｕ
四
拾
枚

広
東
錦
キ
レ
帳
糖
転
畦
弱

（
マ
マ
）

右
破
損
之
時
用
意
長
崎
描
中
ヨ
リ
預
リ
歴
右
預
リ
醤

差
出
ス
〈
頭
註
〉

以
下
、
「
千
二
百
年
余
」
迄
は
皿
丁
表
に
記
し
て
あ
る
が
、

指
示
箇
所
に
挿
入
し
た
。
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(114ウ） (114オ）

（
４
）
以
下
、
「
奉
安
腫
也
」
迄
は
欄
外
上
部
に
あ
る
為
、
行
末

施
主
丹
後
国
峯
山
住
板
垣
彦
次
郎
圭
兵
密

を
示
さ
な
い
。

前
机
ヨ

ブオ
施
主
越
中
国
泊
駅
小
沢
与
三
右
衛
門
昌

５

中
拳
鞠
廊
王
蝉
拝
驫
騨
各
繊
艘
誌
有
も

伽
訓
読
妙
経
三
十
部
折
杢

再
建
立
之
施
主
者
尾
州
惣
癖
討
二
施
主
三

了
）

発
起
大
本
願
主
尾
州
茶
屋
新
田
久
満
野
屋
正
兵
衛
二
御
経
机
三
十
脚
生
童
二《ママ
》

尾
州
御
林
山
木
曽
山
ノ
桧
海
上
ヲ
廻
シ
当
山
江
運
送
再
建
成
施
主
上
州
桐
生
描
中
取
次
大
采
房
住
慶
学
二

就
也
一
貫
主
ノ
礼
盤
ヨ

言
）嘉
永
三
庚
戊
年
十
月
十
日
吉
辰
上
棟
同
日
開
堂
二
供
養
弁
御
遷
御
経
痢
認
井
机
生
蚤
皇

僅
淵
一
ハ
十
六
世
日
薪
師
代
大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
掘
馴
三
婆
同
台
隼
霞
昌

掛
簡
板
弐
枚
中
央
凧
菖

過
去
帳
騨
撫
同
菖

３
）

吻
龍
腓
働
噌
輝
大
過
去
帳
二

束
ノ
方
宗
祖
当
山
開
關
文
永
十
一
甲
成
年
六
月
十
七
日
］

（
４
）

西
ノ
方
宗
祖
入
滅
弘
安
五
壬
午
年
十
月
十
三
日
雪

“
夫
霊
瑞
惑
通
嘉
名
早
立
誠
哉
抑
当
山
者
本
化
皇
上
行
再
身
高

金
灯
篭
一
対
天
保
二
辛
卯
年
春
潔
興
型
祖
大
菩
薩
至
尽
未
来
際
迄
ヨ
棲
神
之
霊
地
也
身
者
本
有
無
作

施
主
三
州
岡
崎
大
島
屋
伝
右
衛
門
鐸
鉢
鯲
響
三
身
也
延
者
無
二
始
無
終
本
有
常
住
之
義
也
故
高
祖
云
今
本

同
一
対
弘
化
二
乙
巳
年
七
月
上
塾
時
娑
】
婆
世
界
離
三
災
出
四
劫
常
住
浄
土
仏
既
過
去
ご
不
滅

施
主
当
国
内
船
村
寄
畑
近
藤
太
兵
衛
藤
原
長
克
三
未
来
不
生
所
化
以
同
盟
此
即
己
心
三
千
三
具
足
三
種
世
間
也

同
一
対
垂
催
皿
年
壷
恥
密
匪
帝
一
即
云
。

』
入
乎
其
境
憶
其
人
則
境
即
二
人
也
人
即
境
也
然
則
此
土
即
浄

施
主
武
州
豊
島
郡
吉
原
恥
唾
柿
猩
響

財
寂
光
土
例
如
釈
】
迦
尊
三
千
大
千
世
界
一
仏
化
境
土
故
云
我

１

宝
塔
一
基
天
保
十
己
亥
十
一
月
吉
日
心
師
色
ｑ
常
三
在
此
娑
婆
世
界
別
倶
出
霊
鷲
山
常
在
霊
ヨ
鷲
山
亦
云
常

宝
塔
一
基
天
保
十
己
亥
土
月
吉
日

身
延
山
諸
堂
記
外
今
北
沢
）
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在
耆
闇
堀
山
共
大
菩
薩
諸
二
声
聞
衆
囲
続
説
法
釈
云
霊
山

会
上
綴
然
未
散
二
突
是
則
寄
境
作
言
也
以
之
標
準
之
極
成
則

高
二
祖
棲
神
所
居
必
此
之
山
真
霊
山
浄
土
也
然
呈
此
過
去
帳

命
日
戒
名
記
之
日
日
為
回
向
突
其
二
霊
魂
即
身
成
仏
何
疑
之

有
哉
故
云
法
妙
故
ご
人
貴
人
貴
故
処
貴
突
経
云
当
地
是
処
即

是
雪
道
場
也
突
傭
可
信
也
皇

皇
和
文
政
十
二
竜
集
己
丑
年
賜
紫
身
延
五
十
八
代
二

十
二
月
如
意
吉
日
日
環
判
形
二

罐
（
唾

打
鳴
シ
同
台
蒲
団
共

施
主
誕
宇
認
垂
痢
垂
氏
文
政
諾
塞
輝
噸
拳
且

大
鼓
井
台
文
政
十
三
庚
寅
八
月
吉
日
現
師
酋

施
主
江
戸
坂
本
町
一
丁
目
植
木
店
世
話
人
岬
醒
幽
錨
兵
色

同
井
台
共
嘉
永
六
癸
丑
年
一
銅
詑
峅
且

施
主
江
戸
浅
草
新
町
丸
山
三
右
衛
門
四
十
二
畠

花
瓶
一
対
真
錨
文
政
卵
三
年
庚
辰
三
月
過
師
也

施
主
江
戸
細
町
田
中
卯
兵
衛
母
二

同
造
り
花
一
対
二

施
主
江
戸
御
祗
織
常
永
代
隔
年
二
立
菖

（
５
）木
花
金
蓮
華
一
対

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(117ウ）(118オ）

施
主
東
京

明
治
五
壬
申
六
月
深
川
開
帳
之
靭
納
之
健
師
御
代

燭
台
一
対
真
論
ナ
ム

施
主
萩
江
ひ
な
同
門
弟
中
二

香
炉
真
諭
嘉
永
二
己
酉
八
月
吉
日
日
薪
師
も

施
主
江
戸
箱
崎
一
丁
メ
銅
屋
惣
兵
衛
二

生
華
ノ
花
瓶
一
対
ご

蓮
華
形
常
香
盤
二

（
マ
マ
》

施
主
江
戸
京
橋
南
構
中
ヨ

大
燭
台
一
対
台
屯
ノ
当

施
主
江
戸
浅
草
仁
二
蹄
辮
埠
苫

拝
殿
掛
僻
砿
弐
枚
朱
油
嘉
永
五
壬
舞
露
岱

曜
矛
，
″
γ
，

東
ノ
方
吾
祖
棲
神
玉
骨
鮮
永
留
二
舎
利
一
資
二
人
天
一
鴎
紫
日
詫
色

（
朱
）

口
昌
ス
〃
（
患
（
＄

西
ノ
方
毎
拝
感
涙
懐
二
恋
慕
一
滅
後
霊
光
曜
二
幾
年
一
□
ロ
ヨ

再
興
之
施
主
堀
之
内
妙
法
寺
住
戒
厚
院
日
解
聖
人
皇

而
実
不
滅
度
ノ
額
者
彫
刻
師
小
沢
半
兵
里

村
雲
御
所
日
尊
師
筆
号
瑞
正
文
院
日
尊
宮
尊
儀
極
率
率
“
率
十

一
月
十
二
日
寂
三

誤
圭
醗
鶏
確
藝
避
鴎
菫
二
拝
壁
撞
節
も

御
鏡
一
面
井
台
天
保
八
酉
年
八
月
潤
師
色

(I60)



(119オ） (118ウ）

施
主
江
戸
大
平
春
女
昌

茶
湯
仏
器
二

施
主
江
戸
浅
草
蔵
前
伊
勢
屋
蕊
醒
密

同
三
方
井
蝿
張
附
嘉
永
二
酉
七
月
薪
師
代
三

（
マ
マ
）

施
主
江
戸
万
代
十
二
日
構
中
二

御
膳
仏
器
同
台
井
蝿
弧
附
施
主
不
し
知
ヨ

出
仕
ノ
半
鐘
文
政
九
丙
戊
四
月
吉
日
日
晴
師
も

《
マ
マ
）

施
主
江
戸
深
川
妬
店
身
延
構
中
ヨ

開
帳
ノ
節
供
養
ノ
小
香
炉
天
保
八
丁
晒
雄
輌
也

施
主
江
戸
八
丁
堀
鋤
釧
率
杣
詳
密

御
膳
具
一
式
雛
準
リ
至
レ
ー
三
方
姦
永
一
輻
詑
畦
浬

施
主
当

拝
殿
西
ノ
方
割
紀
伊
焦
御
先
祖
位
牌
仏
壇
一
式
二

紀
伊
菊
千
代
君
再
興
之
】

仏
壇
黒
塗
金
張
附
金
唐
紙
六
本
作
之
皇

嘉
永
四
辛
亥
年
夏
要
行
院
日
忠
ヲ
以
テ
御
屋
鋪
当
頼
レ
之

同
五
壬
子
年
春
成
就
二

（
屋
Ｕ
）三
シ
具
足
唐
金
前
机
辱
慶
迩
二

同
東
ノ
方
〕
左
京
侯
御
先
祖
代
ミ
ノ
仏
壇
一
式
一

松
平
左
京
大
夫
頼
学
卿
再
興
之
］

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

仏
壇
黒
塗
金
張
附
金
唐
紙
六
本
作
し
之
二

Ｊウ
嘉
永
四
辛
亥
年
春
正
月
要
行
院
日
忠
ヲ
以
テ
御
屋
国
鋪
江

９ｕ
頼
し
之
同
年
秋
成
就
二

く
（
７
）三
シ
具
足
唐
金
前
机
審
塵
昌

§
）三
シ
具
足
錘
蓮
犠
前
机
認
罐
院
殿
前
井
妙
経
一
部
白
木
箱
入
］

中
央
ノ
畳
弐
拾
壱
丑
拝
殿
ノ
畳
三
十
弐
当

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

施
主
尾
州
構
中
永
代
尾
州
構
中
二
而
表
更
ヨ

（
⑨
》
）三
シ
具
足
錘
蓮
燕
前
机
認
壷
院
殿
牌
前
二

香
炉
真
畑
角
ナ
リ
同
台
朱
畠

繊
合
議
三

神
鏡
一
面
ご

う

（
マ
マ
）

財
宝
塔
一
基
轆
澤
誌
華
函
誕
弘
和
鋤
酔
健
師
大
阪
説
教
之
翻
納
乙

、
″
“
（
マ
マ
〉

ｑ
過
去
帳
蕊
蕊
薙
驍
鶏
綴
鵬
捗
初
毫
簡
題
有
も

ゾウ

御
宝
蔵
廊
下
ノ
掛
札
三

側
狸
代
常
経
濃
州
今
尾
足
立
氏
］

（
、
）
（
狸
）

常
経
料
金
五
百
両
成
就
院
望
襲
大
坂
長
田
氏
〕

危
）同
金
百
両
文
化
三
辰
年
納
御
本
丸
浜
岡
老
女
］

同
金
弐
拾
両
是
凉
院
妙
松
日
坤
大
姉
捲
渋
谷
金
五
郎
三

（
Ｍ
）同
金
拾
両

極
噸
鑓
刎
依
田
妙
縁
尼
二

(I6I)



野
州
宇
都
宮
崎
尾
新
右
衛
門
同
亜
左
衛

同
金
五
十
両
同
忠
右
衛
門
同
政
兵
衛

門
二

《
マ
マ
）

同
金
五
十
両
東
都
北
品
川
構
中
昌

同
金
百
両
京
都
万
人
撫
奄
蹴
坤
屋
勘
些

幼
（
砥
）
金
弐
百
両
趣
恥
噌
ノ
堪
鍼
穂
誼
柵
癖
院
日
符
聖
人
］

１廻
命
）

／
１
永
代
毎
年
妙
経
一
百
部
輻
釧
率
轄
錘
藤
屋
妙
瑞
俗
名
リ
ノ
当

（
肥
）同
妙
経
一
百
部
尾
州
信
者
中
皇

常
経
料
金
八
両
極
恥
細
巳
ノ
大
坂
炭
屋
善
助
二

金
拾
両
江
戸
蔵
前
相
礒
勘
兵
衛
妻
皇

舜
代
大
鑑
金
三
百
両
嘩
躯
鮨
辰
同
相
磯
勘
兵
衛
二

〔
マ
マ
》

静
恥
嘩
陰
金
拾
六
両
武
州
川
越
構
中
ヨ

（
的
）鯛
餓
献
金
三
十
両

加
州
金
沢
蜘
醒
蝿
鋤
右
衛
門
一

（
釦
）蕪
蕊
金
十
恩
雛
贋
午
江
戸
小
石
川
依
田
妙
縁
昌

、
ノ
（
瓢
）
（
マ
マ
》
取
次

ゥ
永
代
油
料
金
百
両
尾
州
名
古
屋
構
中
笹
屋
伝
兵

１２

術
こ

ぐ１

同
金
十
三
両

加
州
金
沢
蜘
醍
翠
郵
二
郎
三

同
金
拾
両
三
州
岡
崎
大
島
屋
伝
右
衛
門
ヨ

（
狸
）
（
露
）

同
金
七
拾
両
尾
州
関
口
円
明
院
呈

罰
）同
金
三
十
三
両
遠
州
内
野
村
大
久
保
三
良
兵
衛
ヨ

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

墨
）同
金
三
十
両
江
戸
芝
ロ
河
内
屋
善
右
衛
門
皇

弱
）同
金
百
両
転
亜
権
巳
年
加
州
金
沁
羅
琴
弔
檸
裟
啓

分
）識
呑
辮
金
十
両
越
中
富
山
松
屋
清
蔵
三

（
マ
マ
）

齢
燭
雛
金
弐
十
両
越
前
福
井
構
中
】

Ｊ

《
マ
マ
）

オ
同
金
五
十
両
江
戸
京
橋
構
中
二

翠
箆
）

１
永
代
畳
料
金
弐
十
両
加
州
金
沢
綿
屋
源
助
皇

く

弱
）齢
復
雛
金
拾
五
両
嘩
確
娠
午
越
中
富
山
室
屋
治
右
衛
門
二

詞
）同
金
十
三
両

加
州
金
沢
識
醒
率
騨
二
郎
皇

罰
）油
料
金
弐
拾
両
貞
樹
院
皇

翁
）油
料
金
弐
拾
両
大
坂
河
内
屋
弥
兵
衛
］

（
調
〕
（
型
）

常
経
料
金
百
両
睡
眠
錘
卯
虹
伝
馬
牢
大
黒
屋
平
重
郎
三

翁
）油
料
金
五
拾
両
位
唯
二
寅
尾
州
名
古
屋
十
一
塁
庄
兵
術
安
田
屋
彦

笹
屋
伝
兵
衛

兵
衛
皇

弱
）油
料
金
五
拾
三
両
唾
恥
四
卯
江
戸
”
塞
柿
唇
響

Ｊ
罰
）

ウ
シ
筏
油
料
金
三
十
両
中
村
富
十
郎
ご

唖
緬
郵
識
羅
捌
百
両
極
妬
走
鋤
尾
州
藩
中
永
平
六
太
夫
二

翁
）

畦
銅
鋤
群
金
拾
両
銅
癖
坤
右
同
人
］
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（
掘
租
）
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

永
代
常
経
極
鉾
麺
瀝
謂
調
岼
詐
砂
執
識
納
ル
東
都
御
真
骨
常
経
構
中
皇

蕊
驚
錐
蹄
離
鮮
麗
静
騨
恥
同
譜
蝉
地
望
一
嬢
鯉

金
具
シ
ャ
ク
ド
ウ
ヨ

ー
蠅
鍛
瀞
鱸
鯉
纈
謹
蕊

再発
（
マ
マ
）
配也

Ｊ鍼
緬
淑
函
辮
金
五
拾
両
山
本
坊
前
住
要
中
院
日
顕
聖
人
ヨ

２１く

3,1､愚
一一身

延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

趣
鏥
計
涯
潅
群
準
朗
蹄
距
趨
七
十
八
成
去

東
面
身
延
御
真
骨
栖
神
宝
殿
等
普
請
小
屋
場

北
面
弘
化
（
赤
未
四
雫
十
一
月
二
日
釿
初
嘉
永
二
己
丙
三
月

（
マ
マ
）

十
九
日
於
当
地
上
棟
此
日
遠
近
僧
俗
群
会
調
軌
則
英

同
酉
九
月
廿
九
日
出
船
嘉
永
三
年
庚
戊
四
月
二
日
初

荷
山
着
同
年
十
月
十
日
於
身
延
山
令
上
棟
御
遷
座
者

也

南
面
当
山
御
真
骨
栖
神
宝
殿
等
再
建
主
者
以
於
国
産
之
桧

《
マ
マ
）

材
欲
奉
調
刻
既
越
遠
路
峨
々
嶮
山
凌
漫
を
海
上
風
波

無
蓋
到
着
笑
依
之
数
多
諸
職
人
引
率
而
正
今
再
建
成

就
畢
也
亦
為
凌
雨
露
子
妓
発
一
宇
号
寂
光
精
舎
是
全

前
代
無
比
類
以
丹
誠
故
為
信
力
増
進
面
々
祈
現
安
後

へへへへへへへへへへへへへへへ
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善
者
也
焉

鶴
鶴
日
薪
（
花
押
）

西
面
な
に
ゆ
ゑ
に
砕
し
ほ
ね
乃
な
こ
り
ぞ
と

思
へ
は
袖
に
た
ま
そ
ち
り
け
る

（
昭
和
）
三
十
四
年
七
月
十
六
日
樋
口
是
蝋
師
よ
り
見
せ
ら
れ
て
後
日
の

た
め
に
鉦
配
し
低
く
も
の
な
り
尾
州
重
正
寺
に
在
り
と
云
ふ
（
浬
日
・

林
是
幹
師
配
）

〈
押
紙
〉

暦
安
政
四
丁
巳
歳
至
五
百
八
十
四
年
金
否
寺

暦
安
政
四
丁
巳
歳
至
五
百
七
十
六
年
〈
朱
一
亭

こ
の
一
項
欄
外
上
部
に
あ
り
。

紀
伊
公
牌
前
〈
頭
註
〉

源
性
院
殿
牌
前
〈
同
〉

秀
徳
院
殿
牌
前
〈
同
〉

智
徳
院
殿
牌
前
〈
同
〉

御
真
骨
〈
同
〉

御
宝
蔵
〈
同
〉

金
二
百
両
先
方
二
預
ケ
利
十
両
シ
上
来
ル

御
宝
蔵
〈
頭
註
〉

祖
堂
毎
月
十
三
日
一
日
宛
施
主
〈
同
〉

祖
師
堂
ノ
〈
同
〉

小
湊
山

安
政
三
辰
七
月
一
一
日
六
十
六
化
今
禾
宰
診

御
真
骨

金
五
拾
両
文
化
十
四
丑
四
月
又
金
廿
五
両
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延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

祖
堂
ノ
〈
同
〉

祖
堂
前
外
常
夜
灯
〈
同
〉

祖
師
堂
前
常
夜
灯
〈
同
〉

「
円
妙
院
」
を
「
円
明
院
」
と
訂
正
。

円
明
院
妙
忠
日
高
大
姉

二
天
門
前
〈
頭
註
〉

三
門
金
灯
寵
常
夜
灯
〈
同
〉

祖
師
宝
前
常
夜
灯
〈
同
〉

御
真
骨
前
〈
同
〉

御
宝
蔵
ノ
〈
同
〉

祖
堂
ノ
〈
同
〉

廿
九
口
〆
千
八
百
八
十
五
両
〈
頭
註
・
朱
字
〉

御
宝
蔵
常
夜
灯
〈
頭
註
〉

御
宝
蔵
油
料
〈
同
〉

祖
師
堂
ノ
〈
同
〉

元
金
先
方
江
預
ヶ
利
足
毎
年
来
ル

御
真
骨
〈
頭
註
〉

同
所
〈
同
〉

本
堂
前
金
灯
舗
二
基
〈
同
〉

御
真
骨
〈
同
〉

御
供
所
ノ
〈
頭
註
〉

合
七
十
五
両
納
〈
頭
註
〉

御
経
料
毎
年
先
方
ヨ
リ
来
ル

(128" (128オ）(129オ）

古
仏
堂
一
一
間
畦

前
之
堂
文
政
十
二
己
丑
年
九
月
六
日
方
丈
同
時
二
焼
失
（
１
）
当

第
五
十
八
世
日
環
師
代
再
建
立
一

施
主
者
御
本
丸
於
屋
満
御
女
性
三
法
号
松
寿
院
二

天
保
二
辛
卯
年
五
月
四
日
良
辰
二
付
再
建
斧
始
二
同
年
十
月

十
三
日
古
仏
堂
上
棟
之
卿
日
環
判
逼
棟
札
有
し
之

一
一

同
裏
書
時
之
普
請
奉
回
率
妙
趣
太
林
院
日
建
趣
調
太
堂

院
日
棟
己
奉
罐
嘘
太
運
院
日
勢
糟
聿
癖
潮
運
院
日
恵
］
大
工
棟
梁

轄
輌
主
計
致
昆
銅
町
織
衛
玄
明
二
輌
町
図
書
宗
員
木
挽
棟
梁
中
町

惣
右
衛
門
二
以
上
棟
札
三

天
保
二
辛
卯
十
月
環
師
代
下
ノ
段
江
西
向
二
再
建
立
之
有
し

之
二
処
地
形
築
地
故
東
江
地
形
下
ル
故
二
嘉
永
五
壬
子
四
月
二

薪
師
代
上
ノ
殿
御
宝
蔵
与
並
へ
南
向
二
引
レ
之
頚
躍
糾
諦

耐
形
製
蝿
↑
普
請
方
妙
音
房
円
台
房
二
円
柳
房
会
所
結
世
話

人
葉
山
十
之
亟
雪

宝
塔
一
基
妙
経
一
部
八
轡
ご

（
マ
マ
）
《
マ
マ
）

施
主
者
奥
院
御
袈
裟
構
京
橋
北
構
中
二

（
調
）
合
而
百
十
両
春
米
小
林
預
ケ

（
鋤
）
御
真
骨
中
央
ノ
〈
頭
註
〉

(】“）



(130j-) 029')

蕊
蜑
羅
欝
鳴
腎
環
師
垈

（
等
）

寿
量
構
ノ
宝
塔
一
基
第
三
十
六
世
潮
師
筆
］

識
騨
藷
謂
再
建
詫
師
色

花
瓶
一
対
癖
舞
距
率
娃
輌
動
獅
哲

同
造
花
一
対
施
主
御
軽
錘
搾
永
代
隔
年
二
立
竺

香
炉
真
慰
蕊
流
議
呼
穏
さ

神
鏡
一
面
同
台
嘩
華
醒
河
雪
婚
蛙
輝
港
舞
翌
中
潤
師
畠

打
鳴
シ
弁
台
当
畿
鍛
韓
僻
攪
鵜
も

瓶
子
二
シ
三
方
共
感
罫
迄
記
麺
誌
麺
常
露
獅
誌
芭

祖
師
御
経
全
部
鵜
同
机
共
蕊
逵
霊
詣
）
も

蓮
華
形
香
炉
真
鰯
篭
鵠
唾
鑑
藷
右
爾
也

竜
之
巻
花
瓶
一
シ
唐
金
施
主
不
知
二

鶴
亀
形
燭
台
一
シ
同
施
主
不
知
三

燭
台
一
シ
真
鋤
願
主
深
川
仲
町
松
屋
藤
助
三

焼
物
宝
塔
一
基
同
大
香
炉
一
シ
雪

施
主
尾
州
名
古
屋
陶
本
屋
勘
治
郎
三
天
保
睦
耀
鋤
群
娠
鰯
新
七
色

仏
天
蓋
牽
嘩
四
丁
巳
年
秋
開
幌
之
剛
桓
師
御
も

六
十
九
世
琢
師
代
家
根
更
柿
板
葺
成
就
文
久
一
至
戊
年
三
月
下
雪

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(134ウ） (134オ）

奥
位
牌
堂
一
耐
二

前
之
堂
〈
方
丈
同
時
二
焼
失
（
１
）
二

第
五
十
九
世
詑
師
代
再
建
立
］

再
建
立
施
主
当
国
教
来
石
住
河
西
六
郎
平
三

夫
婦
法
号
郡
蝿
鑑
纒
鋤
叩
峨
準
帷
奉
酔
部
。
盟
邦
叶
仁
噸
跳
》
三

（の色）ク五十九世詫師棟札云

天
保
三
壬
辰
年
十
月
吉
辰
上
棟
之
靭
納
之
二

“

銅
”
麺
行
娼
場
房
太
林
院
蓮
佃
坊
太
堂
院
窪
之
房
太
運
院
ヨ
感
応
坊
潮
松

院
蝉
紅
中
町
主
計
致
昆
上
町
織
衛
玄
明
中
町
図
書
宗
員
】

釈
尊
座
像
厨
子
入
三
十
一
世
日
脱
開
光
二

（
マ
マ
）

元
卜
中
谷
仙
台
房
常
什
天
保
三
年
辰
十
月
再
建
】

成
就
二
付
奥
位
牌
堂
江
遷
座
安
匿
也

須
弥
壇
朱
塗
井
金
具
一
式
三

六
十
一
世
心
師
御
代
時
院
代
慈
謙
院
日
義
聖
人
豚
癖
酎
醒
侭
九
丹
情

也
ご

過
去
帳
天
保
十
三
壬
寅
春
王
正
月
改
六
十
一
代
日
心
判
迄

同
台
施
主
江
戸
蔵
前
坂
倉
済
兵
衛
一

貫
主
ノ
礼
盤
井
御
経
同
机
ヨ

〔
許
江
〕（
１
）
一
ノ
四
十
八
〈
朱
字
〉

(I65)



打
鳴
シ
井
台
輝
謹
鷆
囎
為

大
香
炉
二
シ
唐
金
施
主
不
知
己

鋤
花
瓶
一
対
真
諭
施
主
京
橘
北
錘
哲

５

（
マ

伽
燭
台
一
対
同
施
主
神
田
池
上
取
驚

香
炉
一
口
同
施
主
卯
年
女
性
外
喜

合
而
五
具
足
嘉
永
二
己
酉

燭
台
一
対
同
施
主
神
田
池
上
取
蜂
譲

(135ウ）

雪

香
炉
一
口
同
施
主
卯
年
女
性
外
連
名
二

合
而
五
具
足
嘉
永
二
己
酉
七
月
薪
師
代
二

造
花
一
対
施
主
江
戸
御
施
撫
暇
離
謹
呈
二

天
保
三
壬
辰
十
月
詫
師
代
再
興
有
し
之
処
築
地
ノ
故
二
東
ノ
ー

方
江
下
ル
依
し
之
嘉
永
五
壬
子
四
月
薪
師
代
古
仏
堂
ノ
引
三

跡
江
移
シ
少
シ
西
ノ
方
江
寄
テ
建
レ
之
鵠
蕊
叫
謬
暹
鋤

ユ

仏
堂
同
時
『
一
引
立
之
右
依
一
卉
傭
一
薪

師
ヨ
リ
三
枚
銃
ヨ
ノ
本
尊
遺
レ
之
雪

当
山
奥
位
牌
堂
家
根
土
瓦
葺
更
成
就
之
靭
一
嘉
永
七
甲
寅
年

二
月
吉
辰
六
土
ハ
世
日
薪
判
型
瓦
師
伊
沼
村
望
月
作
兵
衛
巳
上
棟

札
］
五
十
九
代
日
詫
師
代
再
建
ノ
奥
位
牌
堂
嘉
永
七
甲
寅
歳
十
．

畢

月
四
日
ノ
大
地
震
而
地
形
下
り
皆
潰
レ
ニ
相
成
将
軍
家
二

御
代
ミ
ノ
尊
牌
諸
大
名
方
御
位
牌
当
山
代
ｔ
ノ
先
師
二
御

位
牌
弁
仏
具
等
不
残
皆
潰
二
相
成
六
十
七
世
日
撒
師
代
雪

墨
色（
１
）
一
ノ
四
十
七
〈
朱
字
〉

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

燕
毒
罪
》
中
二

(139オ）(140オ） (139ウ）

一
切
経
蔵
醒
姻
各
像
六
尺
宛
四
塾

前
ノ
経
蔵
老
方
丈
同
時
二
焼
失
（
１
）
］

第
六
十
六
世
日
薪
師
代
再
建
立
二

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

一
切
経
黄
壁
顔
判
也
箪
笥
八
棹
一

同
経
蔵
餌
瓦
同
四
方
庇
土
聖

ブ傅
大
士
普
成
普
建
ノ
像
六
十
六
世
日
薪
開
光
昌

右
一
式
ノ
施
主
東
都
酒
家
惣
連
中
］

時
嘉
永
四
年
辛
亥
十
月
十
三
日
六
十
六
世
日
薪
獅
謬
榊
郷
旦
当
山

一
切
経
井
経
蔵
再
興
成
就
之
圃
同
裏
当

発
願
主
発
起
本
願
人
ヨ

奇
と
（
３
）

時
院
代
妙
信
院
日
法
聖
人
江
戸
駒
込
高
崎
屋
長
右
衛
門
酔
響

（
４
）

本
行
房
是
感
院
日
行
聖
人
同
千
住
伊
勢
屋
甚
兵
衛
二

（
５
）

本
粒
房
太
彦
院
日
等
聖
人
大
工
棟
梁
三

（
６
）

大
蓮
房
英
中
院
日
孔
聖
人
当
所
中
町
池
上
伊
織
宗
治
ご

（
旬
Ｊ
）顕
正
院
日
光
聖
人
産
山
龍
遠
藤
常
八
郎
三

以
上
棟
札
裏
書
ノ
写
シ
ヨ

薪
師
代
再
建
有
し
之
経
蔵
嘉
永
七
甲
寅
十
一
月
四
日
ノ
ヨ
大
地

震
而
壁
不
し
残
落
故
二
酒
家
連
江
頼
し
之
安
政
三
年
ノ
竺
冬

（
２
）
こ
の
一
行
欄
外
上
部
に
あ
り
。

(166)



同
戒
善
房
日
陳
銅
海
子

瓦
師

渡
辺
新
太
郎
皇

同
麓
房
日
修
伊
沼
村
望
月
平
八
以
上
棟
札
裏
旦

Ｊ瞳
施
主
東
都
酒
家
中
発
起
本
願
主
蕊
羅
讓
型

４ｑ
実
師
代
上
棟
之
札
二

四
方
ノ
庇
ヲ
掛
壁
塗
更
修
一
琶
之
一
樋
師
代
］

樋
師
棟
札
子
時
安
政
五
戊
午
年
九
月
吉
祥
辰
昌
当
山
一
切

経
蔵
者
薪
師
代
再
建
未
満
内
嘉
永
七
甲
寅
二
年
十
一
月
四
日

之
大
地
震
而
悉
破
壊
依
之
経
蔵
壁
塗
皇
替
四
方
庇
附
行
道
橡

廊
下
新
造
成
就
之
卿
三

で
）
雲

裏
書
院
代
智
禅
院
日
顕
鑑
趨
砺
池
上
重
兵
衛
杣
木
挽
璽

同
妙
音
院
日
声
同
佐
野
伊
兵
衛
池
上
徳
之
助
ヨ

巍
蹴
要
中
院
日
顕
同
葉
山
十
之
亟
同
佐
野
友
蔵
二

理
暑
是
感
院
日
行
同
望
月
善
左
衛
門
同
遠
藤
喜
瀬
蔵
ヨ

ブウ
当
番
智
順
院
日
逗
大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
碇
噸
画

０似
同
妙
俊
院
日
寿
同
武
田
頼
母
宗
武
遠
藤
常
八
郎
二

同
妙
定
院
日
翁
同
池
上
主
税
玄
吉
緬
郷
祀
清
七
二

同
鏡
闘
院
日
賀
家
根
屋
小
倉
久
右
衛
門
筆
冠
鼬

轄
痢
智
寂
房
日
運
同

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
） 佐

野
恒
兵
衛

望
月
幸
八
］

(142オ） Ｊウ
執
事
全
中
院
日
慧

１“
是
感
院
日
行

身
延
山
一
切
経
蔵
皆
成
就
上
棟
之
節
維
時
安
政
七
二
年
荻
申

四
月
二
日
吉
辰
蔵
経
共
一
式
之
施
主
東
都
酒
二
家
惣
連
中
発

起
人
高
崎
屋
長
右
衛
門
伊
勢
屋
甚
兵
衛
二

（
○
・
）
二

同
裏
書

経
蔵
再
建
之
始
替
璽
脊

函
諏
村
二

同
戒
修
院
日
確

院
代
永
寿
院
日
等

日
樋
尊
師

日
薪
尊
師

厚
濁
院
日
曼

鏡妙
閥定
院院
日日

賀翁

智
近
院
日
孝

妙
詮
院
日
静

智
運
院
日
顕

智
順
院
日
逗

智妙
妙俊
院院
日日

弘寿

武
井
房
日
観
杣
木
挽
里

法
雲
房
日
徳
池
上
徳
之
助
三

南
向
坊
日
周
佐
野
友
蔵
雪

常
住
坊
日
甚
遠
藤
喜
瀬
蔵
三

産
山
髄
二

普
舗
会
所

世
砺
人池
上
重
兵
術
遠
藤
常
八
郎
三

佐
野
伊
兵
衛
胴
日
市
豊
些

葉
山
十
之
亟
清
七
二

望
月
善
左
衛
門
奉
智

大
工
棟
梁
望
月
幸
八
二

池
上
伊
織
宗
治
銅
子
沢
包

武
田
頼
母
宗
武
渡
辺
新
太
郎
望

池
上
主
税
玄
士
旦

家
根
屋
以
上
裏
書
三

南
延
房
日
禎

望
月
平
八
三

(I67)



(143オ）

小
方
丈
劫
幽
ノ
ト

此
ノ
殿
云
二
古
法
眼
間
一
又
云
二
上
ノ
座
ト
モ
水
喝
楼
共
旦

前
ノ
小
方
丈
厨
司
与
同
時
二
焼
失
（
１
）

第
六
十
世
日
潤
師
代
再
建
立
］

智
俊
院
日
逢
小
倉
久
右
衛
門
二

智
観
院
日
透
佐
野
恒
兵
衛
二

一
雛
龍
蕊
曜
雲
付
嘉
永
二
己
画
年
；
璽
鰯
潤
露
翌

金
千
五
百
七
拾
五
両
卜
壱
貫
百
七
拾
弐
文
也
二

万
廷
元
年
庚
申
四
月
高
長
伊
勢
甚
登
山
二
而
目
録
帳
上
ル
ヨ

外
二
施
入
志
霊
法
号
帳
一
冊
上
ル
ョ

法
息
罷
鑑
歸
鑿
日
醗
窪
謡
蛎
謹
観
毒

戸

す§？？？？？a'i､芭
警嘗警一曹一嘗一一 身

延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

一
ノ
洲
七
八
一
ノ
六
十
七
〈
朱
字
〉

慶
応
元
乙
丑
十
二
月
廿
九
日
六
十
九
歳

五
代
目
趣
謎
津
羅
溌
窄
趣
吋
唾
鄙
士

醐
治
二
己
巳
四
月
朔
日
五
十
三
戯

安
政
三
丙
辰
五
月
廿
一
日
五
十
一
歳

嘉
永
四
辛
亥
四
月
三
十
日
三
十
一
歳

明
治
四
辛
未
七
月
十
七
日
化

こ
の
一
行
、
欄
外
上
部
に
あ
り
。

同
右
。

(144ウ） (144オ)(143ウ）

（
ワ
ご
）

施
主
者
当
国
巨
摩
郡
春
米
邑
小
林
小
太
郎
喜
五
］

天
保
六
乙
未
年
ノ
冬
再
建
企
し
之
同
七
年
丙
申
奪
成
当
就
ス
此
ノ
年
西
条
少
将
国
学
卿

シ
テ
ト

ノ
御
参
耐
二
付
俄
二
再
二
建
之
二
施
主
為
二
褒
美
一
小
林
氏
ノ
檀
那
寺
青
柳
邑
呂
福
寺

江
永
代
】
緋
紋
白
ノ
袈
裟
令
二
免
肝
一
早
尤
村
璽
御
所
ノ
御
免
状
モ
有
し
之
故
也
雪

コ
ケ
ラ

第
六
十
六
世
日
薪
師
代
家
根
更
柿
板
葺
也
ご
弘
化
五
年
戊
申

歳
院
代
妙
信
院
日
法
聖
人
↓

一
一

第
六
十
世
潤
師
棟
札
当
山
水
鳴
楼
再
建
立
二
令
成
就
之
者

也
天
保
七
年
丙
申
春
二
月
吉
辰
当

裏
書
時
院
代
相
寿
院
日
誠
聖
人
大
工
棟
梁
ヨ

誇
趨
群
潮
解
院
日
明
聖
人
当
町
二

華
難
函
太
量
院
日
考
聖
人
池
上
図
書
宗
員
二

率
爾
琴
行
”
太
堂
院
日
棟
池
上
舎
人
玄
宣
二

率
礒
地
鵬
鮴
器
卵
癖
棟
札
帳
頓
転
封
三
”
一

水
鳴
楼
一
宇
再
建
立
之
施
主
春
米
村
小
林
小
太
郎
姻
瞥

？
）水
鳴
楼
土
瓦
新
規
葺
更
嗣
安
泰
守
護
本
尊
謹
染
毫
之
二
維
時

明
治
七
甲
戊
四
月
八
日
奉
図
之
施
入
面
く
祈
二
世
安
楽
者

也
二
大
教
正
錨
十
一
唾
日
健
判
形

一

一

（
マ
マ
）

同
裏
書
当
山
水
鳴
楼
家
根
元
ト
ヨ
柿
板
葺
也
今
般
新
規
士

(I68)



(146オ） (145オ）

棟
札
碑
餓
嗣
壷
”
日
環
蜘
謬
二
参

辛
卯
年
十
月
十
三
日
三

（
＠
“
）
二

裏
書

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

大
方
丈
計
壼
幽
（
マ
マ
）

前
ノ
大
方
丈
者
厨
子
与
同
時
二
焼
失
Ｔ
）
当

第
五
十
八
世
日
環
師
代
再
建
立
三
施
主
松
和
田
谷
法
類
中

棟
札
識
黒
輌
日
璃
窒
大
方
丈
上
棟
之
砲
天
保
二
竜
集

二

瓦
葺
改
成
就
之
靭
納
之
］

時
院
代
執
事
雌
識
準
一
篭
遵
院
日
訣
聖
杢
時
一
老
執
事

華
難
謬
俊
院
日
寿
聖
△
普
請
方
玉
泉
房
俊
光
院
日
理

（
マ
マ
）

東
之
房
顕
光
院
日
瑞
］
元
ト
水
鳴
楼
一
宇
再
建
立
ノ
主
今

般
土
瓦
葺
金
百
円
二
寄
附
ノ
主
春
米
村
小
林
八
右
衛
門
喜

祉
大
工
棟
梁
当
池
上
伊
織
宗
治
同
子
息
亀
之
亟
柿
板
屋

根
師
ヨ
池
上
平
兵
衛
土
瓦
屋
根
師
伊
沼
村
望
月
作
兵
衛
房

冨
］
杣
木
挽
望
月
忠
兵
衛
己

〔
奔
廷
〕
（
勺
Ｌ
）

（
ワ
巳
）

（
匂
》
）

一
ノ
淵
五
〈
朱
字
〉

文
久
三
癸
亥
十
一
月
十
六
日
六
十
八
鼠

法
号
善
徳
院
了
智
日
恵
侭
士

（
棟
札
）
桧
板
型
尺
五
寸
九
駅
〈
頭
註
〉

動
時
普
請
奉
行
時
普
請
方

哺
燥
迄
認
太
研
院
日
梵
聖
人
蛸
場
坊
太
林
院
日
建

曾
〕

仕
岸
寺
房
本
寿
院
日
了
聖
人
蓮
侭
坊
太
堂
院
日
棟

麓
房
潮
諦
院
日
解
聖
人
喪
之
冴
太
運
院
日
勢

Ｊ段
大
工
棟
梁
二

作
下
山
宿
ヨ

佐
野
喜
内
正
標
ヨ

石
川
久
左
衛
門
源
宅
胤
郵
讐

Ｊゥ
第
六
十
世
日
潤
師
代
大
方
丈
造
作
ス
唐
門
玄
関
等
〕
建
し
之

６岨
天
保
七
丙
申
年
春
成
就
ヨ

第
六
十
六
世
日
薪
師
代
家
根
土
瓦
葺
更
成
就
一
之
砲
嘉
永
三

（
マ
マ
》

庚
戌
歳
八
月
吉
日
棟
札
日
薪
判
形
喪
貰
跡
江
記
。

大
方
丈
惣
座
鋪
ノ
画
者
ヨ

ト
ノ
モ

東
都
深
川
黒
鉛
稲
荷
之
別
当
鈴
木
中
務
改
名
主
殿
〕
画
名
宗
巨
斉
名
醗
観
素
彰
藤
原
国

久
鉦
一
寄
進
》
一
而
画
し
之
奉
納
姦
永
二
己
酉
年
九
月
江
戸
於
深
川
浄
心
寺
］
奥
院
祖
師

開
根
之
殉
成
耽
六
十
六
世
日
薪
師
代
発
起
人
本
行
冴
Ｊ
是
感
院
日
行
廻
人
天
台
大
師
ノ

像
同
時
画
寄
巡
之
此
ノ
表
具
当
施
主
〈
高
崎
屋
畏
右
衛
門
伊
勢
屋
益
兵
衛
ヨ

ノ

ノ
ノ

ノ

ロ
ク
〈

西
上
段
同
二
間
三
間
大
広
間
東
上
段
同
二
間
宗
巨
斉
筆
】

、
■
ノ
ノ
ノ

オ
東
三
間
竹
ノ
画
者
内
藤
彰
川
藤
原
昌
言
ノ
筆
］

写
Ｉ
ノ

“
同
三
間
竜
ノ
画
者
金
剛
右
近
藤
原
氏
成
ノ
筆
二

入
側
日
ノ
出
井
象
ノ
画
者
星
野
彰
心
藤
原
繁
是
ノ
筆
ヨ

ノ

シ
テ

右
惣
座
敷
張
附
井
手
引
等
安
政
二
年
乙
卯
九
月
ヨ
日
樋
師
為
二

(I69)



(147ウ）(148オ）(148ウ）

卜

自
普
請
一
営
レ
之
経
師
甲
府
町
住
人
ヨ

シ
ル
シ

需
率
薪
リ
神
号
徳
元
霊
神
補
岬
鍛
噸
諦
塞
訓
禮
馳
極
墾
掘
誕
孝
老
永
代
月
牌
卜

同
人
ノ
妻
信
彰
院
妙
邑
女
菩
提
寺
当
山
末
谷
中
長
運
謹

『
一

大
方
丈
葺
更
薪
師
棟
札
裏
書
ヨ

カ
プ
ロ

当
先
殿
者
為
賢
師
棟
札
施
主
羽
柴
武
蔵
守
一
路
之
二
室
殿
下

秀
吉
公
姉
関
白
秀
次
公
岐
阜
宰
相
秀
勝
公
二
母
堂
瑞
竜
院
殿

日
秀
尊
儀
也
秀
勝
公
天
正
廿
年
ご
趣
率
壬
辰
九
月
九
日
於
高

麗
国
他
界
法
号
］
光
徳
院
殿
前
参
議
清
巌
大
居
士
為
追
薦
文

禄
三
一
癸
巳
十
二
月
建
立
之
子
髪
自
然
天
災
文
政
十
二
年
ご

丑
稔
九
月
焼
失
時
環
師
松
徒
価
而
其
類
末
抽
寸
皇
志
再
建
之

今
此
大
方
丈
也
乍
然
家
根
柿
板
葺
当
故
近
年
及
大
破
今
嘉
永

二
戊
酉
歳
普
請
世
話
］
方
井
奉
行
錐
評
葺
更
更
惜
切
立
木
且

計
永
二
持
且
惟
時
軽
営
以
土
瓦
欲
葺
替
奇
哉
干
時
参
詣
二
之

信
士
伊
沼
村
平
八
幸
初
業
瓦
於
之
望
軽
引
請
二
猶
評
決
而
任

信
力
之
意
価
宝
黄
弐
百
両
相
渡
ヨ
之
其
余
家
根
地
之
外
大
工

作
料
瓦
駄
賃
等
方
三
金
百
両
惣
計
以
三
百
両
手
普
請
葺
更
成

就
二
髪
畢
皇

子
時
嘉
永
三
魔
成
年
八
月
吉
日
棟
札
跡
詮
蓋
ハ
智

世
話
方
奉
行
僧
麓
坊
鑑
乗
院
日
逢
］

時
院
代
妙
信
院
日
法
聖
人
妙
音
坊
了
乗
院
日
恵
三

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(149オ）

榊
瀦
勘
太
彦
院
日
等
聖
人
円
台
坊
妙
定
院
日
翁

錨
哩
蛎
英
中
院
日
孔
聖
人
隅
之
坊
妙
亨
院
日
受
二

北
之
坊
是
教
院
日
良
三

大
工
棟
梁
中
町
池
上
伊
織
宗
治
瓦
師
伊
沼
村
望
月
平
八
以
延
色

二

第
六
十
世
潤
師
棟
札
天
保
七
歳
丙
申
春
二
月
吉
日
一
当
山

大
方
丈
者
日
環
師
代
再
建
今
般
造
作
唐
門
一
玄
関
等
新
建
立

令
成
就
之
ご

同
裏
書
吟
院
代
相
寿
院
日
誠
聖
人
］

錨
蝿
琳
潮
解
院
日
明
聖
人
昌

幸
蕊
函
太
量
院
日
考
聖
人
二

群
諏
卵
太
堂
院
日
棟
皇

武
井
房
音
中
院
日
願
棟
札
曜
龍
迄
僅
一
密

感
応
坊
潮
松
院
日
通
皇

下
山
宿
佐
野
喜
内
正
標
二

大
工
棟
梁
同
所
石
川
久
左
衛
門
源
宅
胤
】

玄
関
棟
梁
理
爵
新
町
清
権
蔵
矩
懐
哩
瞥

局

？'i､苔
一一

一
ノ
刑
六
〈
朱
字
〉

こ
の
一
行
欄
外
上
部
に
あ
り
。

(〃0）



同
御
経
袖
檸
認
結
同
机
天
保
六
年
乙
未
十
一
＆

施
主
鑪
鋤
麺
漆
唾
零
軒
高
橋
仁
左
衛
門
重
蜂
］

同
鑿
井
台
文
政
九
丙
戊
二
月
吉
昌

（
マ
マ
）

施
主
江
戸
麹
町
播
中
］

真
諭
花
瓶
一
対
天
明
三
癸
卯
十
一
＆

施
主
当
国
荊
沢
邑
市
川
安
之
亟
己

、
．
Ｊ
ク

ニ

畦
同
造
花
一
対
施
主
江
戸
御
花
撫
奉
蕊
隠
チ
ヨ

伽
金
灯
篭
一
基
真
錨
小
形
天
保
二
辛
卯
九
凸

施
主
江
戸
連
名
灯
篭
有
し
之
］

（
⑤
“
）

大
打
鳴
シ
井
台
蝉
津
山
久
迩
麺
辮
鑑
咽
頭
雪

小
打
鳴
シ
井
台
身
延
山
久
遠
寺
常
什
ヨ（マ
マ
）

燭
台
一
対
ビ
ャ
ク
ダ
ン
趣
施
主
開
運
要
品
構
中
二

小
打
鳴
シ
井
台
身
延
山
久

燭
台
一
対
ビ
ャ
ク
ダ
ン
趣
施
主

(150ウ)(150オ）

常
香
盤
〕

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

貫
主
ノ
礼
盤
ヨ

会
合
所
仁
静
轡

前
ノ
会
合
所
《
厨
司
同
時
二
焼
失
（
１
）
ご

過
去
帳
上
中
下
旬
三
冊
同
台
熈
諭
井
桁
橘
ノ
紋
幽

（
マ
マ
）

年
暦
不
レ
知
相
伝
う
遠
師
代
ノ
頃
ロ
ヨ

（
３
）
後
二
（
日
）
光
ト
改

q60" (160J-)

奥
書
院
井
学
問
所
休
息
所
卦
哩

前
ノ
書
院
《
厨
司
卜
同
時
二
焼
失
（
１
）
ニ

シ
テ
ヲ

第
六
十
七
世
日
樋
師
代
安
政
三
丙
辰
年
秋
再
建
ヨ
合
二
三
所
一

一
棟
二
造
ル
安
篁
ハ
己
未
年
春
造
作
成
豊

二

極
師
棟
札
樫
板
勤
飯
拒
識
器
当
山
奥
書
院
再
］
建
立
荊
間

成
就
安
泰
守
護
之
棟
札
謹
染
毫
之
】
維
時
安
政
三
年
丙
辰
十

二
月
吉
辰
上
棟
納
之
ゴ

ー

同
裏
書
時
院
代
妙
音
院
日
声
発
願
主
井
執
事
昌
智
順
院

日
逗
執
事
丼
勧
進
智
文
院
日
遊
同
】
要
中
院
日
顕
是
感
院

日
行
妙
俊
院
日
寿
当
智
近
院
日
孝
智
運
院
日
顕
妙
定
院
日

翁
ご
鏡
闘
院
日
賀
普
請
方
要
運
院
日
順
智
逗
院
〕
日
陳
顕

妙
院
日
修
世
話
人
羅
堕
新
酬
久
満
野
屋
正
兵
昌
衛
露
郷
小
林
小

太
郎
喜
五
当
町
佐
野
伊
兵
衛
二
望
月
善
左
衛
門
大
工
棟
梁
池

上
伊
織
宗
治
同
皇
小
倉
源
八
常
延
家
根
師
小
倉
久
右
衛
門

出
仕
ノ
大
鼓
埜
渡
シ
嘉
永
三
年
庚
戌
九
諭
緬
雪

施
主
江
戸
浅
草
新
町
御
大
塗
癖
吋
班
鍜
有
畠

〔
許
莚
〕（
１
）
一
ノ
舟
一

（
２
）
年
数
を
欠
く
。
二
年
の
事
。
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(161オ）(164オ）

仮
厨
司
再
建
鍼
雌
執
聿
醍
睡
鈍
纒
狐
慰
撫
罪
細
辛
未
年
四
間
綱
メ
ゴ

文
政
十
二
己
丑
年
十
二
月
吉
辰
再
建
成
就
二

五
十
八
世
環
師
棟
札
有
之
杉
板
地
態
理
哲

闘
裏
躍
鞠
銅
麓
房
潮
諦
院
日
解
上
人

上

同
岸
之
房
本
寿
院
日
光

く

同
智
寂
房
潮
運
院
日
恵

池
上
ヨ
平
兵
衛
佐
野
恒
兵
衛
杣
木
挽
頭
池
上
徳
之
助
二
遠

藤
喜
瀬
蔵
以
上
裏
菖

上
段
床
柱
唐
木
イ
ス
木
也
施
主
春
米
村
小
林
小
太
郎
二

西
北
両
縁
側
板
鋪
張
ノ
施
主
羽
州
山
形
佐
く
木
甚
蔵
母
皇

（
マ
マ
）

金
両
慶
応
三
丁
卯
年
祥
師
代
ヨ

天
井
二
間
施
主
皇

柿
板
葺
屋
根
更
明
治
四
辛
未
年
七
十
一
世
祷
師
代
己

〈
ｏ
ｒ
ハ
・
ｒ
く
う

竪
誌
蕊
鷆
霊
智
節
裏
或
壼
ニ
ョ

ト
ニ
ト

前
ノ
厨
司
〈
文
政
十
二
己
丑
年
九
月
六
日
夜
焼
失
了
）
三

愚（
１
）
一
ノ
百
五
十
四
〈
朱
字
〉

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(下段）(164ウ）鋤
（
妃
門
垂
酸
半

司
Ⅱ
ユ

ニ
〃
〃

、
裏
門
家
根
桧
皮
葺
替
転
蹄
娃
碓
日
樋
師
棟
札
一
三

大
黒
天
ノ
木
像

文
政
十
三
年
庚
寅
年
再
彫
刻
五
十
八
世
環
師
開
光
二

地
震
災
蕊
弐
瀬
掌
麗
鵲
噌
溌
甥
三
尺
下
当

惣
修
復
明
治
四
年
辛
未
五
月
成
就
七
十
一
世
薦
師
二
代
時

院
代
智
順
院
日
逗
藝

局

'ETa
一一

同
端
場
房
太
林
院
日
建

鏥
嗣
蓮
信
房
太
堂
院
日
棟
一

同
光
精
房
善
察
日
永
皇

掘
珂
常
栄
風
鍵
明
院
日
清
二

蔵
方
志
摩
房
太
枢
院
日
玄
以
豊

大
工
棟
梁
岬
些
壁
耐
垂
蝿
］

一
ノ
州
四
〈
朱
字
〉

（
「
顎
明
院
」
の
「
顔
」
を
）
是
卜
改
ル

(〃2）



(174オ） ｊオ
新
土
蔵
雨
響

２伽
第
六
十
七
世
日
樋
師
代
新
建
立
華
独
岸
野

新
土
蔵
往
古
画
リ
無
し
之
処
近
年
二
及
諸
記
録
多
分
二
相
成
故
一
菖

南
谷
積
啓
房
ノ
土
蔵
ヲ
引
テ
建
立
也

認
諦
縦
溌
露
堆
銘
聴
鎧
譲
舞
七
世
豊
師
ノ
園
卜
云
Ｚ
二
十

五
十
八
世
環
師
代
焼
失
ノ
後
二
社
鳥
居
等
再
建
板
本
尊
ノ
御

（
マ
マ
）
二
二

身
禮
環
師
ノ
筆
］
有
し
之
及
二
破
壊
一
故
樋
師
代
再
建
樋
師

（
マ
マ
》

御
発
起
院
代
当
番
近
習
中
其
外
三
助
誠
成
就
ス
樋
師
板
本

尊
有
之
大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
三
永
守
稲
荷
大
明

神
社
再
建
成
就
御
遷
座
維
時
安
政
万
年
第
一
三
丙
辰
二
月
初

午
日
山
内
安
泰
施
主
銘
会
所
願
満
足
而
已
以
錘
迄

永
守
稲
荷
社
裏
一
穿
射
同
雨
星
哩

安
政
三
年
丙
辰
天
裏
門
家
根
替
造
作
手
入
普
罰
成
就
二

二
月
牡
八
日
納
之

呈

同
裏
画
菅
醗
奉
行
菅
購
方
三

津
蔀
”
纒
噸
露
顕
翫
蘂
“
”
露
”
霊
函
羅
叩
蝿
三

池
上
伊
織
宗
治

大
工
棟
築
池
上
頚
母
宗
武
柚
皮
聾
廊
懲
驚
雫

池
上
万
吉
玄
吉

〔
詮（
１
）
こ
の
一
行
欄
外
上
部
に
あ
り
。

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

以
上
ヨ

裏
醤
『

詞
五
重
宝
塔
牽
緬
聿
幸
二
尺
但
シ
九
翰
共
二
十
間
半
卜
成
竺

伽
鋤
蜘
権
極
藷
蓋
睡
錘
計
瑁
毎
年
九
月
六
日
厨
子
一
ヘ
マ
こ
焼
失
三

第
六
十
六
世
日
薪
師
代
再
建
企
し
之
皇

（
マ
マ
）

施
主
当
国
中
大
題
目
撫
中
ヨ

嘉
永
六
毒
年
四
月
八
日
再
建
釿
初
同
年
六
月
二
廿
六
日
地

〃

形
初
之
卿
安
泰
成
就
板
本
尊
有
之
三
六
十
六
世
日
薪
判
塑

九
輪
井
金
物
鈎
爵
儲
迂
摺
山
田
六
郎
巖
門
蕗
爵
雪

（
マ
マ
〕

銅
瓦
五
函
元
治
元
甲
子
七
月
成
就
癖
蝿
咋
一
軍
琴
乏
ニ
テ
聾
之
己

同
初
正

ノウ
六
十
六
世
日
薪
師
棟
札
桧
迦
一
聖
哲

５価
当
山
五
重
宝
塔
再
建
立
施
主
当
国
中
大
題
目
］
構
中
皇
和
嘉

（
マ
マ
）

永
六
年
癸
丑
四
月
八
日
釿
初
同
一
六
月
廿
六
日
地
形
鋪
建
之

卿同
裏
薔
ヨ

院
代
妙
信
院
日
法
噌
蕊
凰
董
月
五
右
衛
門
光
幽

執
事
掘
仙
唖
太
彦
院
日
等
春
米
村
小
林
小
太
良
喜
五
ヨ（
２
）

普
請
方
妙
普
房
了
乗
院
日
恵
同
子
息
八
右
衛
門
喜
祉
ヨ

同
円
台
冴
妙
定
院
日
翁
妹
工
棟
曜
池
上
伊
織
宗
治
ご

ｊ財
同
癒
智
房
顕
智
院
日
勢
下
町
池
上
頼
母
宗
武
】

７１く

以
上
裏
書
ヨ

(〃3）



六
十
七
世
日
栩
師
棟
札
樫
睡
一
頚
勤
哲

（
マ
マ
）
（
マ
可
）

当
山
五
重
宝
塔
再
建
立
施
主
者
当
国
中
大
題
目
皇
構
中
心
信

増
進
一
切
無
障
磯
之
彼
安
政
三
丙
辰
年
二
四
月
八
日
立
柱
同

五
戊
午
年
十
二
月
三
重
目
迄
組
一
建
成
就
之
刻
納
之

一
一

同
裏
書
］
（
Ｑ
Ｕ
）

院
代
智
禅
院
日
顕
舞
本
睡
田
員
桐
望
月
五
右
衛
門
光
朋
呈

Ｔ
）

同
妙
音
院
日
声
春
米
村
小
林
小
太
郎
喜
五
三
（
マ
マ
）

同
八
右
衛
門
喜
祉
雲

助
捧
総
要
中
院
日
顕
会
廓
餓
世
麗
人
池
上
重
兵
衛
守
．

是
感
院
日
行
佐
野
伊
兵
衛
二

７く１

智
順
院
日
逗
望
月
善
左
衛
門
］

妙
俊
院
日
寿
大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
二

妙
定
院
日
翁
同
頼
母
宗
武
二

同
万
吉
玄
吉
二

鍛
癖
”
要
順
院
日
運
杣
木
挽
池
上
徳
之
助
政
純
二

戒
普
房
智
逗
院
日
陳
佐
野
友
蔵
二

（
巨
凹
）

麓
房
顕
嶺
院
日
修
遠
藤
喜
瀬
蔵
》

ゾ

オ
石
工
望
月
幸
八
二

７

以
上
裏
雷
鍜
治
工
権
現
堂
文
左
衛
門
貞
友
一

７１
グ

六
十
八
世
日
実
師
棟
札
樫
板
曜
一
醒
亀
封

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(177ウ）(178オ）

当
山
五
重
宝
塔
再
建
立
成
就
之
節
万
延
元
年
三
庚
申
九
月
吉

辰
奉
図
皐
騨
議
熱
錘
鰡
響
再
建
造
立
之
大
施
主
当
国
中

（
マ
マ
）
（
負
Ｕ
）

大
題
目
構
一
結
信
力
二
増
進
現
当
二
世
大
願
満
足

卓
一

同
裏
書
二

当
山
五
重
塔
再
建
之
始
三

六
十
六
世
日
薪
尊
師
鴎
錘
鑛
垂
秤
麺
頭
趣
繩
緬
瞥

六
十
七
世
日
樋
尊
師
確
垂
産
鞆
娠
率
朋
郵
郡
恥
錐
成
堅

一
老知
恩
房
四
世
太
善
院
日
大
普
請
奉
行
ヨ

江
戸
浅
艸
玉
泉
寺
戒
修
院
日
確
当
賑
罐
房
二
十
七
世
妙
定
院
日
翁
呈

院
代

三
老至
言
房
智
文
院
日
遊
普
請
方
二

通
閑
脚
音
中
院
日
願
南
向
冴
二
十
七
世
妙
賢
院
日
禎
一

四
老山
本
房
三
十
二
世
要
中
院
日
顕
武
井
房
二
十
五
世
鏡
音
院
日
観
ヨ

五
老

中
顔竹
之
房
三
十
一
世
全
中
院
日
懇
法
典
房
三
十
二
世
遠
寿
院
日
徳
二

当
番本
行
房
三
十
七
世
是
感
院
日
行
戒
啓
房
三
十
二
世
詮
寿
院
日
周
二

南
之
図
一
千
二
一
世
智
順
院
日
逗
常
住
房
智
雄
院
日
甚
ご

志
墜
璽
千
五
世
妙
俊
院
日
寿
発
起
大
本
願
人
三

覚
林
国
一
千
一
世
智
妙
院
日
弘
田
§
価
望
月
五
右
衛
門
光
朋
二

消
水
国
一
孑
忍
智
近
院
日
孝
舂
米
村
小
林
小
太
良
喜
五
】
（
句
Ｉ
）

林
蔵
憂
一
千
一
世
妙
詮
院
日
静
同
子
息
八
右
衛
門
喜
祉
三

(〃4）



樋
沢
房
四
土
一
世
智
鮮
院
日
鑑
包

Ｊ酌
鋳
鐵
憧
鱈
維
上
重
兵
衛
守
一
囑
寮
倉
久
右
衛
園

７ｑ
同
佐
野
伊
兵
衛
池
上
平
兵
衛
二

（
Ｑ
⑭
）

狐
町
葉
山
十
之
亟
臣
晨
佐
野
恒
兵
衛
三

（
皿
）

同
望
月
善
左
衛
門
杣
奄
闘
塁

上
町
池
上
内
匠
玄
諦
池
上
徳
之
助
政
純
二

（
、
）

中
町
古
谷
善
右
衛
門
佐
野
友
蔵
ヨ

（
蛇
）

下
町
佐
野
豊
之
亟
遠
藤
喜
瀬
蔵
ヨ

（
週
）

小
田
舟
原
村
志
村
太
兵
衛
九
噸
轆
唖
緬
色

大
工
棟
梁

山
田
六
良
左
衛
門
唾
智

Ｊ

ｎ
）

オ
中
町
池
上
伊
織
宗
治
鍛
治
三

９７

（
お
）
（
躯
）

０
下
町
池
上
頼
母
宗
武
権
現
堂
文
左
衛
門
貞
友
二

上
町
池
上
主
税
玄
吉
石
三

（
Ⅳ
）
（
躯
）

片
隅
町
小
倉
源
八
常
延
望
月
幸
八
貞
治
三

大
工
肝
煎
佐
野
元
兵
衛
盟
月
常
七
建
方
頭
］

恵
善
房
四
世
智
観
院
日
透
三

随
身

観
之
房
三
十
一
世
智
運
院
日
顕
ヨ

松
井
房
三
十
一
世
鏡
間
院
日
賀
二

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

役
厚
濁
院
日
曼
三

(179ウ）

局

afi65､？？？？33'1,き
し嘗嘗嘗曹一一一嘗嘗一

樋
口
勘
右
衛
門
遠
藤
嘉
七
柿
島
太
士
昌

庄
村
喜
三
郎
池
上
友
兵
衛
望
月
宇
兵
衛
］

佐
野
銀
七
遠
藤
松
助
会
所
下
役
志
村
七
五
郎
呈

笠
井
伊
左
衛
門
千
頭
和
友
右
衛
門
以
上
裏
書
雪

（
聰
）逆
修
知
本
院
浄
恵
日
教
清
信
士
ご

田
島
村
五
右
衛
門
光
朋
ノ
法
号
也
ヨ

善
徳
院
了
智
日
恵
信
士
密
妹
弍
到
零
秒
誌
恥
毎
萢
融
ハ
十
八
亀

宝
城
院
延
喜
日
祉
信
士
輌
澪
掘
軸
歌
祐
壷
恥
聿
掘
垂
日
六
十
鼬

一
ノ
六
十
二
〈
朱
字
〉

「
征
」
を
「
祉
」
と
訂
正
。

安
政
三
丙
辰
十
二
月
廿
三
日
化

慶
応
四
戊
辰
五
月
十
二
日
化

（
「
顕
崩
院
」
の
「
頭
」
を
）
妙
卜
改

「
信
心
」
を
「
信
力
」
と
訂
正
。

註
（
２
）
に
同
じ
。

梨
潅
群
群
裕
六
十
趣
く
頭
等

明
治
九
丙
子
六
月
二
日
七
十
四
戯
〈
同
〉

一
実
院
迦
瀕
日
侭
僧
士

明
治
四
辛
未
四
月
廿
六
日
八
十
四
戒
〈
同
〉

実
相
院
法
真
日
如
侭
士

明
治
二
己
巳
八
月
十
一
日
五
十
七
歳
〈
同
〉

普
心
院
法
身
日
成
曾
士

(〃5）



(181オ）(181ウ）

高
祖
御
廟
八
角
堂
唾
間
一
睡

前
ノ
八
角
堂
《
文
政
四
年
辛
巳
八
月
九
日
夜
九
シ
時
焼
失
」

第
五
十
五
世
日
暹
師
代
再
建
立
三

文
政
五
壬
午
十
月
十
三
日
成
就
饗
砕
綴
鎧
蕊
総
上
驚
玄
咄

ノ

八
角
宝
寵
惣
修
復
塗
替
二

明
治
十
五
年
壬
午
八
月
十
三
日
落
成
妙
福
坊
内
野
日
型
発

起
浅
艸
玉
泉
寺
廿
五
世
前
住
職
鵜
川
日
行
聖
人
一
施
主

東
京
有
志
連
患
解
雇
薙
鵜
遮
当

大
前
机
朱
堕
明
治
十
七
年
甲
申
十
月
内
野
日
豊

八
角
鼻
講
蕊
診
，
蓋
新
規
葺
明
治
茎
丁
翼
七
且

落
成
七
十
五
世
修
師
代
織
福
錘
海
徳
日
運
丹
精
也
二
施
主
者

へへへへへへへへ

1918 17 16 15 14 13 12
画一一誉嘗嘗画一 身

延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

明
治
八
乙
亥
九
月
廿
三
且
ハ
十
七
職
〈
頭
注
〉

澗
月
院
宗
英
日
如
侭
士

銅
率
庫
鐸
酔
叶
趣
錨
華
日
〈
同
〉

明
治
廿
三
年
庚
寅
七
月
土
一
日
七
十
七
歳
〈
同
〉

名
体
院
宗
用
日
教
僧
士

万
廷
元
庚
申
閏
三
月
廿
七
日
七
十
一
颪
〈
同
〉

餌
行
院
要
迦
日
得
侭
士

明
治
九
丙
子
年
五
月
四
日
八
十
四
政

深
入
院
法
悟
日
明
侭
士

明
治
十
一
百
卯
八
月
一
旦
ハ
十
二
歳
〈
頭
註
〉

侭
明
院
常
延
日
巧
僧
士

明
治
五
壬
申
五
月
二
日
六
十
八
歳

個
令
法
永
日
久
伯
士

実
師
ヨ
リ
ニ
枚
続
紺
紙
金
泥
本
尊
過
ス

(183オ）(183ウ）(185オ）

リ

ー
ー

帝
釈
堂
雨
鐸
西
谷
在
二
本
行
房
一
二

《
ユ

繍
篭
琴
鑿
鯵
鰯
蹴
潅
程
雛
蕊
鶚
ナ
当

堂
新
造
立
蕾
十
八
卸
実
師
棟
札
有
之
三

身
延
山
西
谷
帝
釈
堂
造
建
成
就
之
節
維
時
万
延
元
庚
申
年
］
九
月
庚
申
日
本
行
房
中
興
三

十
七
世
現
住
是
惑
院
日
行
聖
人
］
助
成
面
こ
現
安
後
啓

同
裏
凹
云
大
帝
釈
天
王
之
尊
像
者
当
往
古
弘
安
年
中
高
祖
大
士
自
開
眼
而
比
企
大
学
三

郎
能
本
江
授
ご
与
之
被
為
在
鯉
像
也
有
故
奥
院
安
座
去
ル
安
政
五
午
年
秋
二
日
檀
師
代
西

谷
本
行
房
老
大
学
三
郎
本
行
院
日
学
之
旧
跡
故
当
西
谷
本
行
房
江
奉
移
老
幻
婦
女
之
輩
令

易
参
寵
今
蚊
帝
］
釈
堂
造
建
成
就
安
泰
守
塵
之
棟
札
融
染
奄
之
ヨ
《
で
ご

御
宮
殿
施
主
者
当
狐
町
麻
屋
望
月
讐
左
衛
且

五
具
足
真
錨
ナ
リ
施
主
江
戸
二

仏
天
蓋
御
宮
殿
ノ
内
施
主
江
戸
】

唐
本
一
切
経
明
蔵
二

本
蔵
二
百
十
一
函
之
外
統
蔵
九
十
函
又
続
蔵
二
三
十
八
函
目

シ
テ

録
一
函
合
三
百
四
十
函
乃
是
唐
本
蔵
当

砺
咽
群
廻
岬
唾
空
罐
琿
津
壺
特
炉
率
蝦
却
額
峰
轆
峰
訴
窄
百
十
一
函
ナ
リ
ヨ

借
テ
此
ノ
度
納
ノ
蔵
経
ハ
本
蔵
二
百
十
一
函
ニ
テ
一
千
四

百
五
十
四
冊
ナ
リ
ニ
続
蔵
九
十
一
函
一
一
テ
六
百
五
十
三
冊

ナ
リ
叉
続
蔵
四
十
七
函
二
一
乙
四
百
十
九
冊
ナ
リ
合
シ
テ

聿
霜
墾
計
鍼
幸
母
但
挺
却
”
体
鐸
却
城
函
多
シ
ヨ

諸
所
信
徒
中
雪

(〃6）



(187オ） (185ウ）

Ｔ
）傅
大
士
普
成
普
建
ノ
像
亨
師
開
き

《
千
マ
》

厨
子
入
釈
迦
尊
ノ
像
厨
司
入
亨
師
ノ
像

右
五
躰
御
衣
更
鱸
罐
誕
鈩
癖
釧
鑑
臥
鑪
野
趣
華
零
蕊
墾
華
轆
癖
唾
垂
軽
率
牽
露
》

丁
巳
七
月
吉
辰
雪

安
政
四
丁
巳
歳
八
月
良
辰
武
州
江
戸
谷
中
領
玄
寺
江
当
山
亨

師
二
納
之
唐
本
一
切
経
今
般
奉
納
領
玄
寺
毘
痙
良
雅
日
感
代
二

良
雅
日
感
〈
駒
込
曇
元
寺
澗
照
院
日
均
題
人
弟
子
也
師
弟
共
ニ
相
上
鴎
シ
テ
当
山
］

二

江
紬
之
右
之
依
レ
功
倒
玄
寺
永
代
其
法
瓢
ニ
テ
相
銃
之
旨
免
な
遼
之

古
仏
堂
ノ
祖
師
江
戸
深
川
於
浄
心
寺
開
帳
ノ
卿
六
十
七
世
日

樋
師
代
包

墨
芭（
１
）

鍵
率
池
蓉
己
垂
醒
朋
ユ
粗
畦
日
七
十
三
戯
入
滅

（
マ
マ
）

御
首
題
南
無
当
来
解
脱
東
陽
善
慧
博
大
士

賜
紫
確
密
華
緬
聿
世
日
亨
判
形

〈
頭
註
〉

リ

ロ
ー

辰
師
堂
に
鋤
聿
睡
率
癖
巍
二
方
茅
蚕
家
根

束
谷
在
二
妙
仙
房
。

槻
札
明
和
三
丙
戊
年
十
一
月
吉
祥
日

賜
紫
身
廷
山
四
土
一
彊
日
見
判
形
三

で
）
師
範
鶚
識
識
琴
離
議
場
当

束
谷
樹
下
庵
舗
準
雑
尊
也
三

二

同
裏
宙

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(188オ） (187ウ）

束
谷
樹
下
庵
境
内
者
東
老
上
之
桓
根
迄
西
者
大
逝
迄
南
北
老
一
渓
境
也
古
来
了
璽
房
澗
閑

リ
グ
昼

房
有
一
庇
処
一
中
古
武
井
房
此
ノ
］
処
江
引
去
ル
壬
午
ノ
九
月
旧
地
二
帰
ル
故
二
七
面
山
五

ス
卜

十
五
代
之
別
当
当
寿
遠
院
日
長
初
而
一
宇
建
立
シ
共
ノ
名
ヲ
号
一
厨
下
庵
。
則
当
山
四
十
ル

ー
代
之
貫
主
日
辰
上
人
開
基
也
明
和
三
丙
戌
二
十
月
十
八
日
辰
尊
者
御
影
堂
建
立
之
奉
一
三
一

ノ

宝
高
祖
三
御
影
展
師
御
像
安
趾
し
之
署
也
］

大
工
棟
梁
当
上
町
同

照
王
佐
五
兵
衛
同
薗
喜
太
郎
屋
鼈
癖
嬬
轡
木
鎚
鯛
七
郎
皇

同
片
隈
近
藤
嘉
兵
衛
同
諏
評
衛
門
二
手
伝
上
新
町
同

藤
右
衛
門
孫
之
亟
以
上
棟
札
有
し

之
一
板
本
尊
束
谷
樹
下
庵
常
什
早
二
代
日
辰
判
塗

（
⑨
凸
）
辰
師
一
枚
本
尊
塞
銅
邦
奴
誕
鍾
窄
郵
騨
關
罎
馳
橇
琴
諦
轆
沢
樹
下
庵
常
什
本
尊
也

二
枚
続
本
尊
溌
雛
舞
識
瀦
蕊
剥
離
轌
率
綴
溺
鴎
諜

惟
輌
軒
蠣
常
四
十
二
世
日
辰
判
塗

本
尊
轄
搬
蕊
溌
蛎
溌
梁
礁
鑛
識
蕊
談
蕪
蕊
蕊
匪

与
之
山
本
畷
廿
四
世
一
妙
法
寺
二
世
大
翁
院
日
現
廻
人
醒
鰯
管
地
判
塑

本
尊
癩
剛
認
蝿
雌
諏
識
鋤
銅
鍔
郡
溌
塞
盤
雌
跨
当
世
鋪
轄
誹
蝦
野
率
確
認
睡
今
趣
癖

一
月
吉
辰
五
十
一
世
日
全
判
形
ご

寛
政
十
二
年
庚
申
十

一
孝
鵬
幟
窓
郷
糊
蝉
』
趣
…
代
｜
一
鯛
当

一
妙
灘
織
機
瀞
隙
雛
津
：

(〃7）



(188ウ）(189オ）

漣
師
堂
諾
蕊
裟
悪
評
御
拝
附
醍
醐
谷
有
二
林
蔵
陽
一
ヨ

リ
二

棟
札
嘉
永
六
萎
年
九
月
七
日
再
建
立
成
就
之
棟
］
札
六
十

六
世
日
薪
判
形
常
在
院
矩
識
蹴
碓
瞬
嘩
と

再
建
施
主
当
所
下
町
惣
若
者
中
二
大
工
棟
梁
池
上
頼
母
宗

武
以
上
棟
札
］

（
血
色
）
（
マ
マ
）
二
ｏ
ｒ

本
理
院
日
持
代
田
代
祖
堂
再
建
二
付
古
堂
興
師
堂
錐
し
運

『
一

ノ
ノ

朽
故
不
レ
用
須
弥
左
右
柱
二
本
耳
用
し
之

尊
像
作
不
知
御
丈
九
寸
緋
紋
白
袈
裟
紫
衣
珠
数
三

御
経
巻
経
八
巻
同
机
斗
帳
赤
地
雪
厨
子
木
爪
形
丈
四
尺
此
ノ
厨
子

智
進
院
日
静
代
志
謬
向

真
如
閣
ノ
額
者
誕
堪
誕
蕪
麺
伽
羅
他
額
也
此
ノ
堂
江
移
し
も

辰
師
尊
像
丈
紫
御
衣
葵
御
紋
附
袈
裟
托
峰
銅
訟
学
掴
誠
一
唱

御
厨
子
鉢
爪
形
エ
ビ
錠
附
大
鼓
同
菖
御
経
罐
擁
同
机
斗

帳
鯛
ソ
朱
塗
常
香
盤
篭
調
溌
ニ
ー
ッ
具
足
唐
金
ナ
ー
前
机

打
鳴
シ
岡
台
布
且
旛
二
流
三

舜
芭（
１
）
四
十
二
世
耐
慈
院
日
辰
上
人
字
修
海

明
和
二
乙
酉
十
月
十
八
日
八
十
歳
遷
化
〈
頭
註
〉

（
２
）
こ
の
一
行
、
欄
外
上
部
に
あ
り
。

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(189ウ）(190オ）(191ｵｰ）
（
■
且
）朝
師
堂
聿
間
鏑
東
谷
在
覚
林
星

前
ノ
堂
者
廷
享
四
丁
卯
七
月
七
日
下
之
坊
ヨ
リ
出
火
之
節
類
焼
一

明
和
三
丙
成
年
十
二
月
再
建
立
善
翁
院
日
菱
代
一

朝
師
御
宮
殿
罐
彗
畦
地
》
癖
耽
酩
明
認
罐
離
日
高
大
塾

同
前
机
罐
識
珪
維
津
蹴
睡
伝
知
罐
必

朝
師
堂
額
者
雄
諏
型
畦
恋
年
謹
賑
主
麸
唾
菫
袖
穂
極
世
日
塁

リ

ユ

妙
見
宮
一
計
銅
中
谷
在
二
松
井
厨
一
一

尊
像
〈
北
辰
也
伝
教
大
師
御
作
木
爪
厨
子
入
三

墨
色（
１
）
六
老
個
伯
耆
阿
閣
梨
日
興
上
人

正
慶
元
年
壬
申
二
月
七
日
八
十
八
歳
化
〈
頭
註
〉

（
３
）
「
本
理
院
」
よ
り
「
用
し
之
」
は
欄
外
上
部
に
あ
り
。

〔
睦（
１
）
率
蛎
妾
趣
加
賀
阿
閣
梨
行
学
院
日
朝
上
人
字
鏡
澄

明
応
九
年
庚
申
六
月
廿
五
日
七
十
九
歳
化
〈
頭
註
〉

（
マ
マ
〉

妬
甦
麺
雄
卸
蝿
吾
誌
蝿
銅
鐸
唾
郷
謝
前
机
常
香
盤
釣
金
灯
寵
劃

大
鼓
同
台
包

(〃8）



同
］
御
尊

ｊウ
前

５伽
鳥
居
御
経
御
堂

（195オ）

永 松松
代日尾尾

(194オ） (193オ）

松
尾

ノ
リ
二

松
尾
大
明
神
ノ
社
爵
廻
揮
響
ン
三
方
茅
野
屋
根
御
拝
附西
谷
在
二
法
狐
房
ユ

二
十
三
夜
堂
嘩
細
把
訪
織
垂
姉
板
フ
キ

尊
像
皇

厨
子
雪

リ

ユ

尊
賀
堂
帝
群
西
谷
在
二
常
住
瓦
一
二

蕊
霊
驚
駕
蕊
弐
雲
篝
篝
篝

一

一

月

〈

大
明
神
勧
請
寛
政
十
戊
午
九
月
吉
祥
日
当
山
五
十

沽
師
板
本
尊
有
之
華
蜘
幽
教
秀
院
日
如
代
皇

（
マ
マ
）

毎
年
九
月
十
二
十
三
日
祭
礼
塞
寺
掘
酔
旧
剰
雛
劫
十
三
・

神
社
再
建
立
罐
垂
峨
要
善
院
日
光
代
文
化
五
年
ヨ
戊

吉
祥
当
山
五
十
三
世
奏
師
棟
札
有
之

壷
一

（
マ
マ
）

裏
書
大
工
棟
梁
当
町
率
繩
睦
諦
輌
細
緬
癖
以
上
棟
辿

ノ

像
蝿
誤
酌
一
寸
七
分
斗
帳
紺
地
望
御
宮
殿
舗
騨

（
マ
マ
》

机
白
ラ
木
施
主
信
州
酒
造
関
兵
衛
一

一

（
マ
マ
）

料
甲
金
三
両
施
主
当
所
松
尾
構
中
］

茅
屋
根
葺
更
施
主
上
町
河
内
屋
重
兵
衛
稗
塑

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

ル
カ
十
三
日

片
隈
沢
山
本
房
ニ
ァ
リ
ヨ

故
二

地
】 辰

十
世
一

うオ
寿
量
院
社
一
雨
別
当
円
台
翌

７⑪
社
再
建
宝
暦
四
甲
成
歳
寿
量
院
文
殊
遷
宮
ご
陀
羅
尼
品
一
千

余
巻
成
弁
処
建
立
之
主
竹
之
房
一
日
教
代
木
札
有
之
三

浪
雨
再
建
当
山
五
十
五
世
日
達
謬
棟
札
有
之

文
政
八
乙
酉
年
三
六
月
如
意
珠
日
寿
量
院
文
殊
稲
荷
大
明

神
三
遷
宮

ウ
ラ
野
当
所
中
町
世
話
人
率
嘩
蔀
祁
癖
右
衛
習
別
当
円
台
坊
廿
五

世
憲
誠
院
日
遇
代
以
当

ｊウ
六
十
六
世
日
薪
郵
謬
板
本
尊
有
之
土
瓦
葺
更
三
成
就
嘉
永
五

７“
壬
子
九
月
日
土
瓦
施
主
伊
沼
村
二
望
月
平
八
時
別
当
妙
定
院

日
翁
判
形
裏
書
有
之
〕

明
治
九
年
丙
子
九
月
十
七
日
ノ
大
水
蕊
蝉
社
皆
潰
ナ
Ｌ

（
⑨
己
）更
地
再
建
訟
雌
寿
量
稲
極
走
縦
錨
十
践
日
鑑
判
形
依
水
災
当
堂

宇
破
損
再
建
落
成
謹
書
之

明
治
九
年
三
十
二
月
七
日
上
棟
遷
宮
祈
山
内
井
町
内
安
全
二

Ｊ
有
志
面
を
二
世
安
楽
者
也
桧
板
撃
墾
売
九
畷
四
分
五
匙

財
ウ
ラ
宙
寿
量
文
殊
社
或
鯉
再
建
成
就
上
棟
之
靭
三
明
治
九
丙
子
十

９１く
二
月
七
日
吉
辰
ヨ

鰐
口
一
シ
施
主
月
参
雪

(〃9）



(198ウ）(199オ）(200オ）

露
噸
嶬
鰄
東
京
蝋
篭
遵
院
里
見
日
珠
聖
△
塁
識
擁
俊

院
鈴
木
日
寿
聖
杢
時
別
当
聿
形
趣
教
明
院
要
恵
松
木
日

順
］
世
話
人
大
椚
村
河
住
宗
四
郎
中
町
池
上
与
兵
衛
二
上
町
遠

藤
佐
左
衛
門
中
町
一
ノ
宮
与
右
衛
門
上
町
田
中
勘
三
郎
二
蝉
麺

池
上
伊
織
宗
治
同
小
倉
源
八
常
延
杣
蚕
当
遠
藤
真
三
郎
同

青
柳
惣
八
幽
形
蒜
池
上
作
重
郎
一
同
佐
野
源
助
以
上
裏
書
ゴ

再
建
入
費
金
七
拾
四
円
也
内
華
計
程
招
跨
轆
廼
金
二
十
八
円
本
院
依
丹

情
落
成
也
ご

宮
殿
施
主
諏
獅
率
郵
誌
蝿
醒
月
妙
定
院
日
翁
も

９

．
一

清
正
堂
軸
聖
一
間
畔
遅
静
院
初
而
建
立

在
一
逵
泉
坊
。

避
果
珂
初
祖
遅
帥
院
日
泉
皿
人
浦
正
公
大
神
砥
初
而
安
匠

リ
ニ

地
神
宮
一
一
滴
畔
率
率
湖
ネ
南
谷
在
二
常
栄
房
一
皇

鋪
鐸
峨
是
明
院
日
清
趣
融
池
》
塗
り
在
位
廿
七
年
ノ
ヨ
間
地
神
堂

庫
裏
廊
下
其
ノ
外
不
残
再
建
立
有
之
ヨ

地
神
ノ
額
ハ
五
十
五
世
邊
師
ノ
筆
望

〔
詮
』（
１
）

（
２
） 身

延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

「
社
一
雨
再
建
」
は
欄
外
上
部
に
あ
り
。

「
更
地
再
建
ユ
唾
は
欄
外
上
部
に
あ
り
。

(200ウ）

其
ノ
後
当
山
］
六
十
六
世
薪
師
代
大
尊
像
鰍
沢
侭
者
ヨ
リ
納
之
薪
師
囲
光
初
一
兵
円
師

遮
二
安
匪
］
次
二
此
ノ
堂
江
雰
謹
座
一
也
］

二
夕

清
正
堂
宝
蔵
再
建
立
未
し
満
之
内
嘉
永
七
甲
寅
年
叶
賄
三
大

ツ
プ
レ

地
震
而
皆
潰
依
レ
之
又
再
建
企
し
之
］

清
正
堂
軸
和
唾
畑
鐸
癖
確
幽

逵
泉
坊
六
世
要
寿
院
蓮
性
日
栄
代
極
払
狸
酔
評
瞬
証
繩
吉
臓
成
型

率
確
睡
鰄
麺
癖
評
軒
矩
蝿
睡
郵
知
織
謹
認
酔
確
雨
噸
錘
鐸
鐸
ヤ
ヨ

清
正
堂
醒
銅
睡
浄
燕
雰
垂
雨
幟
暉
岬
蝿
理
睡
罐
密
響

健
師
棟
札
樫
板
卸
霊
形
射
七
十
二
代
大
教
正
日
健
御
塾

（
■
＆
）
聖
“
評
砿
報
睡
墾
率
銅
詔
睡
率
睡
池
錘
趣
翻
華
齢
窪
率
圭
調
鋤
却
畦
坤
鴎
也
三

（
２
）
ル
ヶ
ワ

当
山
浦
正
堂
者
去
元
治
元
甲
子
年
二
月
廿
三
日
地
形
井
釿
初
経
二
十
年
．
至
二
明
治
六
年
癸

二
一

酉
二
月
廿
日
一
成
就
上
棟
井
遷
座
令
二
間
蹴
羅
二
浬
泉
坊
弟
六
世
要
寿
院
日
永
代
再
建
立
本

願
人
中
世
話
人
中
当
依
丹
賊
者
也大
工
棟
梁
大
工
世
話
役
〕

発
起
本
圃
人
当
所
中
町
池
上
伊
織
宗
治
下
山
村
一
牛
奥
喜
兵
衛
三

“
木
赫
誕
確
諦
壼
率
郡
猛
秤
皿
榊
犀
利
錘
唾
認
識
豊
同
済
子
村
三

門
野
村
鎧
野
太
郎
左
衛
門
稚
鱸
欝
躍
鍵
需
木
齢
鋸
兵
璽

波
木
井
村
依
田
新
吉

以
上
喪
凹
釿
宿
望
月
菊
之
面
三

清
正
堂
土
瓦
成
就
棟
札
七
十
二
世
健
師
判
盈
頚
謡
甦
蕊
鶴
報

願
世
話
人
中
］
依
丹
精
者
也
浬
泉
坊
六
世
要
寿
院
日
永
授
与
之
丹
輔
面
迫
迎
名
有
之
一
瓦

師
伊
沼
村
望
月
作
兵
衛
左
官
八
日
市
鴇
若
尾
浦
七
以
上
裏
書
有
之
己

〔
辻
瞳（
１
）
ヲ
モ
テ
〈
頭
註
〉

(I80)



(201オ）(201ウ）

惣
門
桧
皮
葺
甦
梁
錨
拶
警
地
判
形
蕊
院
日
邑
普
請
方

妬
挙
函
卵
唾
大
工
坂
上
宮
内
家
根
屋
両
右
衛
門
三
寛
政
第
六

甲
寅
天
秋
七
月
大
吉
祥
日
以
上
棟
札
二

惣
門
桧
皮
家
根
更
棟
札
鍋
鰯
罐
勅
許
上
人
日
樋
判
迄

千
時
安
政
五
戊
午
年
十
二
月
吉
辰
小
林
小
太
郎
金
五
十
両
納
之
当

惣
門
外
西
ノ
方
石
垣
積
ミ
更
蕊
鰍
鼈
騏
塑
一
鮎
塑

露
率
唖
唐
金
ノ
宝
塔
一
基
準
華
私
記
確
啼
睡
弥
皐
緬
笠

糒
挙
亟
塞
嘩
癖
唖
砕
日
以
上
裏
窩
昌

媚
石
宝
塔
一
基
繧
轆
主
駿
州
小
島
善
銅
識
旅
円
邑

商
祖
五
百
五
十
遠
忌
御
報
恩
副
徳
包

開
会
関
ノ
額
修
復
端
鮮
雛
籠
球
奉
銀
率
西
諮
蛎
怒
雌

健
細
唐
金
宝
塔
一
基
皇

（
２
）
ウ
ラ
〈
頭
註
〉

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(I8I)



(1オ）(1ウ）(2オ）

（
朱
字
）

明
治
八
年
乙
亥
一
月
十
日
稲
垂
吟
漣
』
午
后
六
時
西
谷
本
種

坊
ョ
Ｌ
出
火
諸
堂
宇
鉾
歩
輌
支
院
十
二
ヶ
坊
町
三
戸
類

焼
一
棟
数
大
小
百
四
十
四
棟
二

明
治
十
五
年
壬
午
十
一
月
廿
四
日
『
湘
骸
燕
耀
岬
」
庫
裏

（
朱

天
井
上
ヨ
リ
出
火
二
講
究
所
小
書
院
生
徒
寮
玄
関
焼
失
昌

（
朱
宇
）

明
治
廿
年
丁
亥
三
月
四
日
掘
覇
午
後
二
時
中
町
蛭
子
屋

《
マ
マ
）

望
月
宗
五
郎
ヨ
リ
ョ
出
火
町
百
三
十
八
戸
仮
二
玉
門
妙
見

堂
松
井
坊
山
本
坊
円
台
坊
］
竹
之
坊
法
雲
坊
北
ノ
坊
善
学

院
寂
光
坊
円
正
坊
芳
春
坊
二
玉
泉
坊
類
焼
】

（
朱
）

祖
師
堂
計
仁
卵
画
二

明
治
八
年
丁
亥
一
月
ヨ
リ
記
之

第
三
之
巻
謝
蝿
馴
再
を
建
立
記
録

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

（
朱
×
朱
）

圃
阿

蓉
陦
盃
戸
風
山
感
応
寺
ノ
本
堂
也
天
保
年
間
新
寺
建
立
徳
川
二
十
一
代
文
泰
院
殿
家
斉

公
新
建
ノ
堂
廃
寺
二
付
相
模
国
像
倉
此
企
］
谷
妙
本
寺
江
引
取
夕
、
ミ
匠
今
回
明
治

十
丁
丑
年
柱
四
十
八
本
高
梁
一
彫
物
等
金
三
百
円
ヲ
以
テ
買
取
海
上
船
廻
シ
無
事
山
藩

外
陳
今
ご
経
一
座
ノ
分
ト
ス
ル
也
内
陳
今
ご
《
新
規
建
立
也
当

棟
札
樫
板
却
賎
詩
智
離
幽
日
鑑
判
迄

昼

衷
宙
今
此
三
界
○
能
為
救
謹
三

明
治
十
四
年
四
月
廿
五
日
祖
師
堂
再
建
落
成
謹
書
三
於
祖
山

本
院
東
軒
ヨ

ユ

同
裏
書

開
山
宗
祖
日
蓮
大
菩
薩
御
影
安
置
之
祖
師
堂
ご
郵
痂
計
仁
輌
明

的
治
十
一
年
戊
寅
二
月
十
四
日
再
建
立
釿
初
己
同
十
二
年
己
卯

⑫
二
月
三
日
立
柱
同
十
四
年
辛
巳
歳
二
四
月
廿
五
日
吉
辰
上
棟

同
月
廿
九
日
宗
祖
大
士
ご
遷
座
開
堂
供
養
同
月
従
三
十
日
至

五
月
十
三
日
二
六
百
遠
忌
万
部
経
読
諦
供
養
令
落
成
者
也
三

安
泰
守
護
之
棟
札
也
］

普
請
幹
事
世
話
人
ヨ

下
総
国
旗
商
村
墹
魂
村
小
林
小
太
郎
］

飯
高
寺
住
職

髄
遵
院
日
扶
聖
人
費
月
新
津
又
兵
衛
二

当
国
増
鞄
村
墹
魂
村
井
上
五
左
衛
門
一

善
住
寺
住
戟

遠
藤
日
寿
聖
人
同
村
川
住
宗
四
郎
雪

ｊオ
大
工
棟
梁
当
中
町
池
上
与
兵
衛
宗
直
二

⑬
当
中
町
池
上
伊
織
宗
治
同
所
一
之
宮
与
右
衛
門
呈

(182)



(3ウ）(4オ）

同
上
町
小
倉
源
八
郎
常
延
家
根
師
三

同
中
町
池
上
亀
之
亟
宗
正
当
下
町
池
上
平
兵
衛
ご

同
狐
町
樋
口
勘
十
郎
義
高
彫
工
三

仏
師
兼
塗
師

癖
順
後
藤
功
祐
一

錘
勇
噸
奥
村
雲
開
杣
方
頭
ご

同
奥
村
眠
開
当
下
町
青
柳
惣
八
皇

錺
師
蚊
銅
家
根
師
同
狐
町
遠
藤
定
右
衛
門
二

同
水
遡
町
鈴
木
兼
吉
同
所
同
苗
新
三
郎
】

木
挽
頭
左
官
二

同
下
町
志
村
安
蔵
同
中
町
池
上
伝
吉
二

鍛
治
工
墹
聾
欄
深
沢
忠
兵
衛
呈

同
下
町
鈴
木
嘉
兵
衛
畳
師
二

同
所
今
村
源
兵
衛
同
狐
町
田
中
万
右
衛
門
三

石
工
建
方
ヨ

豊
岡
村
小
林
平
之
亟
同
上
町
池
上
作
重
郎
三

同
中
町
佐
野
源
助
ご

以
上
裏
書
や
条
輌
遠
藤
文
七
ご

（
マ
マ
）

宗
祖
御
宮
殿
蓉
趣
哩
懸
唾
誰
仏
師
東
京
浅
岬
吋
報
細
哩

蕊
謹
譲
謡
認
鮮
廿
五
世
鵡
川
日
行
聖
と

施
主
東
京
有
志
連
中
入
費
金
六
千
円
也
二

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(4ウ）(5オ）

伊
東
茂
右
衛
門
田
口
庄
七
高
橋
安
右
衛
門
三

大
塚
丸
屋
藤
八
滝
沢
巳
ノ
吉
大
黒
屋
平
十
郎
ヨ

同
藤
七
鈴
木
由
兵
衛
鈴
木
鉄
五
郎
三

同
吉
兵
衛
伊
東
長
三
郎
吉
野
甚
三
郎
二

群
郷
池
田
忠
兵
衛
鈴
木
新
次
郎
沢
崎
徳
兵
衛
皇

同
田
中
芳
兵
衛
谷
口
熊
五
郎
山
本
文
女
二

右
世
話
人
十
八
名
也
当

人
天
蓋
瞳
幡
大
打
鳴
シ
同
台
二
率
澤
秣
醒
》
嘩
碓
蝿
雪

大
常
香
盤
明
治
十
四
年
四
月
納
之
」

施
主
大
坂
年
参
結
社
ノ
内
ウ
ツ
ボ
白
藤
嘉
助
〕

前
机
朱
迩
明
治
十
四
年
四
且

（
マ
マ
）
本
願
主
神
田
平
井
安
右
砺
門
侶
吉

施
主
東
京
前
机
構
中
二
修
復
金
百
五
十
円
ノ
田
地
ヲ
附
腫
此
ノ
稜
金
ヲ
以

再
造
ス
ニ

五
具
足
厭
金
金
蓮
華
一
対
細
雛
什
秘
岼
肥
銅
聖
人
此
ノ
施
主
名
下
ニ
ア
リ
十

一
名
二

（
マ
マ
）

造
華
井
華
瓶
鉄
二
施
主
東
京
最
初
御
花
構
中
］

木
華
金
蓮
華
一
対
弁
花
瓶
己

施
主
東
京
嘩
順
南
北
癖
萌
明
治
八
年
五
月
塾

金
灯
髄
一
対
真
鮪
明
治
十
年
一
月
納
当

施
主
能
登
国
羽
喰
郡
信
徒
中
］

焼
物
灯
寵
一
対
盟
早
四
年
辛
巳
十
月
吉
旦
建
皇

(I83)



(5ウ）⑯オ）

施
主
肥
前
国
有
田
皿
山
法
元
寺
信
徒
中
二

山
主
ノ
礼
盤
弁
御
経
机
馨
同
台
過
去
帳
同
台
ヨ

施
主
大
坂
山
家
屋
孝
女
］
明
治
十
四
年
四
月
三

御
経
机
百
脚
鵠
梨
型

《

内
五
十
机
施
主
播
州
明
石
郡
大
蔵
谷
村
三
国
茂
三
郎
邦
義
ヨ

ハ

内
五
十
脚
施
主
越
後
上
州
野
州
堺
町
信
徒
中
二

姓
名
経
机
有
之
明
治
十
四
年
四
月
三

御
経
井
机
共
百
脚
ク
リ
足
辱
慶
逓
一

施
主
美
濃
国
笠
松
蓮
国
寺
檀
中
］

行
道
橡
擬
宝
珠
井
釘
隠
二

施
主
越
中
国
信
徒
中
明
治
十
四
年
三
些

小
打
鳴
シ
同
台
朱
塗
明
治
九
丙
子
乞
施
主
当

前
机
朱
塗
明
治
八
年
亥
九
Ｌ

施
主
東
京
本
八
丁
堀
五
丁
目
松
屋
田
中
芳
兵
衛
】

木
花
金
蓮
華
一
対
明
治
八
年
九
且

施
主
千
住
南
組
田
中
屋
畦
燭
籾
雪

五
具
足
三
施
主
二

祖
師
御
膳
具
誇
盤
瀦
閲
潰
八
亥
五
Ｌ

施
主
東
京
桜
祗
撫
常
世
嵯
秘
舗
細
衛
邑

桜
花
明
治
八
亥
五
月
亘
当
永
代
施
主
右
風
錘
暇
世
需
恥
と

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

太
鼓
唾
羅
金
箔
グ
キ
関
瀦
九
年
丙
乙

施
主
東
京
浅
草
亀
岡
町
団
直
木
寄
附
三

、
リ
グ
（
マ
マ
）

《
マ
マ
）

㈹
弔
太
鼓
埜
渡
シ
盟
晦
九
丙
子
年
四
＆
施
主
大
坂
妙
鬼
摺
中
一

蝋
燭
台
拾
二
本
函
蕊
用
明
治
十
七
年
四
Ｌ

施
主
東
京
浅
草
年
灸
猟
難
溌
鰐
密

（
マ
マ
）

饗
銭
箱
〕
施
主
横
浜
構
中
二

（
マ
マ
）
栖
神
閣
三
室
子
額
七
十
四
世
鑑
師
ノ
筆
二

靭
治
十
六
年
十
月
奉
掛

彫
エ
ノ
施
主
東
京
駒
込
大
工
職
飯
田
秀
次
郎
ヨ

蝉
上
癖
前
机
惣
金
箔
皇

燭
台
一
対
真
勤

㈹
奎
恥
焼
物
錦
手
花
瓶
一
対
二
施
主
ヨ

（
刃
▲
）

鋤
離
羅
毅
蕊
蝶
賑
騒
歎
輻
騨
一
出
乙

岡
田
富
三
郎
福
井
菊
三
郎
蝉
辞
順
町
建
石
三
蔵
一

矢
沢
菊
蔵
有
泉
又
蔵
八
シ
橋
辰
五
郎
］

醗
豆
鈴
木
伊
兵
衛
竹
田
治
兵
衛
村
松
善
五
郎
一

木
村
豊
吉
高
橋
恒
七
以
上
十
一
名
一

永
代
畳
表
二
施
主
備
前
備
中
備
後
三
ヶ
国
信
徒
中
ご

ゾウ
焼
香
ノ
香
炉
雨
屋
共
一
式
ご

ｃ
施
主
東
京
銀
座
秋
葉
大
助
】
明
治
十
四
年
六
百
遠
忌
際
納
皇
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(8ウ） ⑱オ）

石
ノ
水
盛
修
復
先
年
天
保
十
亥
年
寄
進
破
壇
二
付
修
翌

明
治
十
四
年
御
遠
忌
際
修
復
有
野
村
矢
崎
又
右
衛
門
一

麺
蛾
雲
二
蓮
華
ノ
画
左
右
天
人
ノ
画
井
岩
二
牡
丹
獅
子
ノ
画
三

姪
門
羅
漢
ノ
画
等
尾
州
名
古
屋
源
道
恭
敬
筆
］

銅
瓦
葺
荊
零
錺
畦
雰
瞬
玲
鴇
奉
や
垂
鰐
麸
唖
浄
獅
唯
睦
も
明
殿
端
輝
舞
擁
酉

九
月
二

金
牡
丹
一
対
丼
花
瓶
雪

明
治
十
九
年
一
月
十
四
日
山
着
三

施
主
東
京
世
賭
人
両
国
木
具
屋
小
沢
箆
乙

金
灯
髄
一
対
暦
銅
施
主
内
鎖
村
近
藤
太
兵
衛
］

（
２
）

明
治
十
四
年
六
百
遠
忌
二
付
鑑
師
代
修
復
ス
ヨ

大
打
鳴
シ
井
台
全
農
蒲
団
二
枚
捧
ヨ

明
治
十
八
年
乙
酉
五
月
東
京
開
帳
ノ
際
鑑
師
代
ヨ
納
ル
施

主
東
京
府
二

土
瓦
蕃
擢
謹
羅
吐
一
月
落
成
保
存
会
ノ
金
ヲ
以
テ
聾
身

向
拝
所
敷
石
明
治
廿
二
年
己
丑
四
月
成
戯
修
師
色

施
主
信
徒
之
面
§
発
願
人
東
京
芝
区
田
町
一
丁
目
ご
井
之

口
弁
五
郎
弁
信
徒
連
中
二

単
拝
諏
釣
大
金
灯
寵
一
シ
ご

明
治
廿
二
年
三
月
納
之
修
師
代
一

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

⑲ウ） ⑲オ）

施
主
大
阪
年
農
撫
管
徒
中
三

割
所
理
釣
小
金
灯
篭
ニ
ッ
ヨ

明
治
廿
二
年
四
月
納
之
修
師
代
〕

施
主
東
京
浅
艸
区
本
所
通
横
川
町
皇
能
勢
妙
見
山
連
中
己

唐
戸
拾
六
本
マ
イ
ラ
戸
四
本
代
金
二
百
円
皇

施
主
東
京
本
町
四
丁
目
ヨ
大
倉
金
印
店
萩
原
弥
士
旦

明
治
廿
二
年
ヨ
リ
同
三
年
四
月
成
就
修
師
岱

大
打
鳴
再
鋳
二

明
治
舟
二
年
三
月
舟
一
日
奉
納
ヨ

（
マ
マ
）

大
坂
年
参
構
中
良
師
代
二

瞳
幡
木
製
総
金
箔
二

明
治
四
拾
参
年
五
月
廿
八
日
慈
師
御
代
】

施
主
京
都
真
浄
講
全
鮮
罐
晒
茂
も

隠
顕
灯
篭
］

明
治
四
十
四
年
五
月
慈
師
御
代
二

施
主
京
都
真
浄
講
］

紫
縮
緬
大
幕
三

（
マ
守
》

明
治
四
十
年
全
三

施
主
真
浄
講
］

青
地
金
澗
御
戸
帳
率
垂
当
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(10オ）(10ウ）(11オ）

青
銅
灯
龍
壱
対
雛
禦
幸
蕊
昏

大
正
三
年
宗
祖
六
百
五
十
遠
忌
為
御
報
恩
二

施
主
京
都
日
魑
寺
土
谷
日
察
師
ご

祖
師
堂
前
石
垣
軸
函
壺
拾
弐
間
聴
翠
歩
二
間
三
も

大
正
五
年
三
月
竣
工
二

施
主
東
京
青
山
南
町
六
丁
目
望
月
軍
四
郎
皇

費
壱
千
五
百
五
拾
円
ノ
内
露
鐸
癩
班
諦
郵
岬
寄
封

石
工
甲
府
相
生
町
星
野
完
吉
請
負
］

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

祖
師
堂
裏
石
垣
東
西
間
高
当

（
守
マ
）

《
マ
マ
）

明
治
厳
師
御
代
】
施
主
舂
米
小
林
二

（
マ
マ
）

祖
師
堂
前
高
灯
寵
龍
銅
柱
高
拾
丑

明
治
冊
九
年
日
露
戦
役
記
念
良
師
御
代
ヨ

施
主
東
京
新
宿
勢
州
楼
福
井
豊
蔵
盆

礼
盤
蒲
団
二
大
青
地
殿
子

大
正
五
年
八
月
］
施
主
仙
台
市
東
郷
正
作
二

小
赤
地
給
子

（
マ
マ
）

大
正
三
施
主
大
津
市
羽
賀
静
子
】

打
鳴
蒲
団
一
紋
縮
緬
白
一
紅
白
腹
合
．

（
マ
寺
〕

明
治
四
十
年

施
主
真
浄
講
菖

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

（
マ
寺
〕

治
四
十
年
全
二

(14オ）(14ウ）

御
真
骨
ノ
宝
蔵
八
角
五
間
四
方
ノ
土
蔵
銅
瓦
当

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

本
卜
祈
詞
堂
ノ
旧
地
江
新
二
連
立
施
主
尾
張
国
惣
構
中
二

明
治
人
年
乙
亥
十
一
月
九
日
再
建
釿
初
七
十
三
世
醗
師
代
］

同
九
年
丙
子
三
月
十
一
日
地
形
鍵
立
一

同
年
九
月
十
日
宝
蔵
柱
立
当

同
十
四
年
辛
巳
三
月
廿
一
日
上
棟
同
廿
二
日
遷
座
同
廿
三
日
供
養
一

一
一

表
凹
当我
此
土
安
穏
賭
天
昼
夜
常
為
法
故
而
衛
謹
之
］

熟
鱸
鰈
恥
蕊
澱
雛
瀦
率
一

此
板
札
七
十
三
世
薩
師
ノ
鉦
也
九
州
巡
教
価
守
中
前
住
薩
師
登
山
当
上
棟
式
遷
座
勤
之

此
堂
閣
師
代
企
鑑
師
代
上
棟
落
成
也
二

一
一

裏
宙
宗
祖
大
菩
薩
御
真
骨
唾
姻
八
角
之
宝
蔵
一
式
二
寄
附
之
主
尾
張

国
惣
信
徒
中
維
時
明
治
八
年
雪
乙
亥
十
一
月
九
日
再
建
釿
初

同
九
年
丙
子
三
月
十
一
日
二
地
形
鍵
立
同
年
九
月
十
日
柱
立

同
拝
殿
壺
噸
轡
拝
所
睦
恥
群
武
蔵
国
堀
之
内
村
妙
法
寺
扣
同
国

荏
原
三
郡
洗
足
村
御
小
庵
之
祖
師
堂
也
当
山
真
骨
堂
ノ
拝
殿

R

a'1,芭
一一

《
マ
マ
）
ご

施
主
京
都

「
六
百
円
」
を
「
八
百
円
」
と
訂
正
。

「
買
求
ル
」
を
「
修
復
ス
」
と
訂
正
。
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(15ウ） (15オ）

｝
．
寄
附
依
而
明
治
十
一
年
戊
寅
六
月
海
上
船
廻
無
事
］
山

着
同
年
八
月
廿
六
日
柱
立
同
十
四
年
辛
巳
三
月
廿
一
日
ご
上

棟
同
廿
二
日
遷
座
同
廿
三
日
惣
供
養
令
落
成
者
也
二
安
泰
守

護
之
棟
札
也
三

普
請
幹
事
当
国
世
話
人
ヨ

篭
遵
院
日
狭
聖
人
井
上
五
左
衛
門
ご

尾
州
元
方
世
話
人
川
住
宗
四
郎
ご

鈴
木
勝
蔵
池
上
与
兵
衛
宗
直
二

時
田
吉
蔵
大
工
棟
梁
皇

鷲
見
弥
七
池
上
伊
織
宗
治
二

河
本
惣
助
小
倉
源
八
常
延
］

村
上
治
兵
衛
池
上
亀
之
亟
宗
正
ヨ

水
野
弥
七
樋
口
勘
十
郎
義
高
ヨ

尾
州
大
工
棟
梁
杣
方
頭
青
柳
惣
八
ヨ

柴
田
健
左
衛
門
遠
藤
定
右
衛
門
ご

木
挽
頭
志
村
安
蔵
同
苗
新
三
郎
雪

家
根
屋
池
上
平
兵
衛
〕

左
官
池
上
伝
士
昌

石
工
小
林
平
之
亟
当

建
方
池
上
作
十
郎
呈

佐
野
源
助
三

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(16ウ） (16オ）

世
話
人
岡
本
清
七
林
為
三
郎
一

宮
崎
政
吉
落
合
与
兵
衛
］

蔵
原
為
三
郎
万
屋
花
晃
二

中
村
丈
右
衛
門
唐
木
師
中
村
守
五
郎
ヨ

ノ

キ
ツ
イ
ン

宣
徳
香
炉
丼
台
柴
且
寄
附
主
長
崎
平
井
橘
蔭
昌

御
真
骨
拝
殿
前
上
り
石
ノ
階
段
二

明
治
廿
三
年
一
月
成
就
日
修
師
代
代
金
百
円
畠

施
主
浅
艸
今
戸
町
平
井
清
次
郎
三

《
マ
マ
》

御
真
骨
堂
打
鳴
蛭
壱
尺
。

（
マ
マ
）

大
正
五
年
十
月
二
施
主
岐
阜
県
大
垣
身
延
年
参
構
中
］

御
真
骨
堂
宝
殿
銅
屋
根
葺
替
二

大
正
六
年
八
月
九
日
溌
捲
総
頻
辮
雰
裁
諜
鰭
島

以
上
裏
書
三

真
骨
ノ
宝
塔
型
唖
於
同
国
二
造
立
シ
テ
当
山
江
持
雪
（
マ
マ
）

尾
張
国
惣
信
徒
中
確
諏
”
礪
郵
舞
唾
露
跡
ナ
リ
窪
鏑
率
詐
誇
輔
寄
附
ナ
も

Ｔ
）

世
話
方
茶
屋
新
田
村
久
満
農
屋
布
目
正
兵
衛
二

明
治
十
三
年
庚
辰
四
月
十
四
日
山
着
］

仏
天
蓋
木
品
天
竺
木
也
織
物
暦
土
玉
物
阿
蘭
些

（
マ
マ
》
明
治
九
年
第
二
月
発
願
同
十
一
年
館
四
月
成
就
依
而

長
崎
長
照
寺
構
中
三
同
年
五
月
廿
六
日
山
蒲
同
廿
八
日
奉
掛
同
廿
九
日
供
饗

ナ
リ
ヨ
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(17オ）(17ウ）(19オ）

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

名
古
屋
伝
灯
構
服
部
増
蔵
鷲
野
久
助
二
尾
張
千
人
構
林
忠

三
郎
ノ
三
氏
屋
根
職
人
二
数
名
引
卒
登
山
十
一
日
着
手
旧

屋
根
銅
板
二
全
部
削
取
り
土
居
葺
ノ
代
り
｝
一
杉
赤
味
六

分
ヨ
板
ヲ
以
テ
裏
板
ノ
上
へ
張
り
詰
メ
新
旧
ノ
銅
板
ヲ
当

（
マ
マ
）

以
テ
葺
替
ヘ
ヲ
了
セ
リ
此
間
監
督
諸
氏
ハ
修
皇
善
中
日
ｔ

現
場
二
臨
ミ
テ
職
工
ヲ
督
励
ス
而
シ
テ
宝
珠
ノ
ー
下
二
空

気
抜
キ
ー
個
ヲ
調
へ
通
風
ヲ
計
リ
テ
酵
皇
腐
ヲ
防
グ
葺
替

竣
成
棟
札
〈
檜
材
壱
尺
二
弐
寸
巾
六
寸
ノ
モ
ノ
ヲ
土
屋
根

銅
屋
根
ノ
中
間
二
納
ム
ョ

宝
殿
入
口
坤
圷
狸
碑
湖
彌
輌
滑
も
ヲ
樫
壱
寸
板
ヲ
以
テ
内
陣
ノ

廻
廊
卜
同
様
研
ギ
ヨ
出
シ
’
一
テ
張
り
替
ヘ
タ
リ
ニ

拝
殿
向
拝
ノ
銅
屋
根
モ
同
時
二
修
理
ス
ヨ

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

監
督
伝
灯
撫
服
部
増
蔵
鷲
野
久
助
二
千
人
描
林
忠
三
郎
丹

羽
清
五
郎
二
大
工
当
所
池
上
保
治
外
弐
名
木
挽
佐
野
仁

蔵
外
三
屋
根
職
工
名
古
屋
中
区
大
池
町
壱
丁
目
廿
五
番
地
桂
川
清
一

郎
盆

真
骨
堂
ノ
拝
驫
窒
鯉
御
墓
弾
）
盤
密

〔
芭（
１
）
認
諦
計
渥
犀
蓉
狸
覗
繩
犀
趨
七
十
八
歳
去

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(19ウ）(20オ）

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

本
武
州
堀
ノ
内
妙
法
寺
持
池
上
洗
足
御
小
庵
ノ
祖
師
堂
也
一
建
立
ノ
時
ノ
櫛
中
江
依
飼

当
山
江
寄
附
海
上
熟
廻
無
事
当
山
藩
明
治
十
一
年
戊
寅
八
月
廿
六
日
拝
殿
柱
立
同
十
四

年
辛
巳
二
三
月
廿
一
日
上
樟
同
廿
二
日
遍
座
岡
廿
三
日
供
養
令
周
伽
老
也
］

抑
札
〈
宝
蔵
拝
殿
一
枚
ナ
リ
ヨ

讓
驚
下
賎
酎

前
机
止
溌
五
具
足
宜
徳
木
金
蓮
花
一
対
ヨ
金
灯
寵
一
対
三

《
マ
マ
〉

寄
附
尾
州
名
古
屋
無
上
撫
中
皇

礼
盤
御
経
机
過
去
帳
同
台
馨
同
台
］

（
マ
マ
》

寄
附
尾
州
海
東
郡
栄
唱
構
中
ご

（
マ
マ
》

釣
り
金
灯
寵
一
対
明
治
九
年
丙
子
三
月
塾
名
古
屋
題
目
構
中
ヨ

同
一
対
明
治
九
年
丙
子
三
月
塾
名
古
屋
大
野
紋
一
郎
］

同
一
対
名
古
屋
鈴
木
正
七
奥
田
清
兵
衛
皇

拝
所
鏡
天
井
ノ
千
羽
鶴
ノ
画
井
宝
蔵
内
彩
色
等
二

尾
州
名
古
屋
源
道
恭
敬
筆
三

金
灯
寵
一
対
施
主
尾
張
国
］

一
油
料
金
弐
拾
円
名
古
屋
］

打
鳴
シ
一
個
大
野
茂
三
郎
包（
マ
マ
）

霧
熟
螺
犠
繍
…

明
治
十
四
年
辛
巳
四
月
再
興
シ
テ
納
之
稀
岬
融
瀦
二

伊
囲
庄
右
衛
門
剖
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ブオ
時
ノ
鐘
楼
二
間
四
方
二
階
付
土
瓦
屋
盈

伽
施
主
南
条
組
題
目
結
社
中
二

（
マ
マ
》
（
マ
マ
）

元
卜
褒
門
下
二
有
之
替
地
シ
テ
元
卜
会
合
所
ノ
西
江
再
建
う
此
ノ
鯉
楼
南
巨
摩
郡
小

林
村
南
明
寺
接
也
一
新
陳
払
二
出
ス
ヨ
春
米
村
小
林
八
右
衛
門
南
条
魁
江
醗
シ
質
取
当

山
江
寄
附
当

明
治
九
年
丙
子
十
一
月
地
形
初
同
十
年
丁
丑
一
月
八
日
柱
立
ヨ

同
年
四
月
八
日
落
成
昌

燕
癖
織
露
坪

裏
密

ｊゥ
時
之
鐘
楼
施
主
者
当
国
南
巨
摩
郡
南
条
組
題
目
当
結
社
中
明

鰹
治
九
丙
子
十
一
月
地
形
初
同
十
年
丁
当
一
月
八
日
柱
立
同

年
四
月
八
日
落
成
同
十
五
年
二
六
月
十
八
日
上
棟
普
請
幹

事
魁
遵
院
日
狭
聖
人
三
本
願
人
春
米
村
小
林
八
右
衛
門
同

(20ウ）

御
経
机
率
藤
解
蕊
蕊
謬
三
十
八
堅

二

（
マ
マ
）

施
主
書
銘
々
机
書
付
有
之
明
治
雪

（
マ
マ
）

打
鳴
シ
同
台
坐
霞
同
棒
同
蒲
団
ヨ
施
主
ご

錘
鰄
鍵
癖
遮
胆
リ
廊
下
幟
噺
垂
卸
唾
針
猴
醐

明
治
十
四
巳
年
三
月
落
成
三

打
鴫
シ
一
個
尾
張
国
名
古
屋
世
話
方
中
型

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

Ｊオ
大
鐘
楼
輻
蜘
梱
読
本
も

５⑫
施
主
南
巨
摩
郡
南
条
組
題
目
結
社
中
二

（
拳
）

明
治
十
三
年
庚
辰
三
月
廿
六
日
「
塑
鮪
」
再
建
釿
初
二

（
嘩
舎
子
）
ツ
キ

同
十
四
年
辛
巳
十
二
月
三
日
梱
卦
邸
大
鐘
椎
初
一

（
拳
）

同
十
五
年
壬
午
五
月
二
十
四
日
耐
率
月
」
落
成
上
棟
二

一
州
朏
鮴
繩
黙
轆
雛
螺
串
迄

裏
出
］

普
請
幹
事
一

魁
遵
院
日
珠
聖
人
ヨ

ブゥ
本
願
人
大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
二

５＠
春
米
村
小
林
小
太
郎
同
子
息
亀
之
亟
宗
正
三

同
村
土
屋
七
郎
右
衛
門
同
樋
口
勘
十
郎
義
高
］

村
土
屋
七
良
右
衛
門
二
落
合
村
新
津
又
兵
衛
三

大
工
棟
梁
杣
木
挽
望
月
忠
兵
衛
］

池
上
伊
織
宗
治
土
瓦
師
望
月
作
兵
衛
一

小
倉
源
八
常
延
柿
屋
根
師
池
上
平
兵
衛
二

以
上
裏
書
『

(”9）



(27オ）(27ウ）

（
マ
マ
》

釈
迦
堂
醜
輌
蛙
銅
奔
尺
宛
痙
睡
噛
睡
罐
当

（
マ
マ
〕

啄
鋤
晒
密
調
称
牌
銀
韓
地
奉
痢
幻
礪
鞭
嘩
轆
群
睾
酎
蝉
弛
宗
祖
ノ
ヨ

右
講
堂
〈
寛
文
九
己
酉
歳
郵
韮
鄙
唾
轄
奔
第
二
十
九
世
ヨ
日
莚

師
棟
札
善
学
院
第
八
世
興
源
院
日
遼
代
江
府
二
安
藤
壱
岐

毎

守
重
常
為
二
慈
父
伊
賀
守
重
一
雪
誰
蓮
行
院
道
円
日
覚
居
士

シ
テ

ロ

ク

ス
ヲ

追
臘
一
擬
離
苦
喜
二
捨
黄
金
一
千
両
建
二
立
之
一
右
従
星
遮

壷
一

立
一
至
三
一
百
七
年
二

（
１
）明
治
八
乙
亥
年
三
月
廿
一
日
移
二
此
地
一
柱
立
同
五
月
十
日
］

祖
師
遷
座
十
二
十
三
十
四
日
開
堂
供
養
令
二
落
成
一
也
皇

（
マ
マ
）

鋤
摘
郵
舞
唾
朋
肘
湘
昨
郵
七
ヶ
年
間
祖
師
仮
堂
也
癖
鍵
琶

釈
迦
尊
像
安
置
座
像
豊

東
京
青
山
仙
寿
院
里
見
日
珠
寄
進
ス
］

落
合
村
新
津
又
兵
衛
杣
木
挽
青
柳
惣
八
二

世
話
人
屋
根
師
池
上
平
兵
衛
二

大
椚
村
井
上
五
左
衛
門
石
工
小
林
平
之
亟
三

同
村
河
住
宗
四
郎
二

当
中
町
池
上
与
兵
衛
以
上
裏
書
二

大
鐘
楼
家
根
土
瓦
葺
三

明
治
廿
年
丁
亥
四
月
落
成
七
十
五
世
修
師
代
己

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(28オ）(28ウ）

鰐
口
皇
右
仙
寿
院
ヨ
リ
納
之
二

左
右
江
当
山
歴
代
安
置
一

日
向
日
進
日
善
上
人
木
像
厨
子
入
食
溌
二

台
師
ヨ
リ
七
十
四
代
迄
金
位
牌
各
厨
子
入
誌
翌
当

前
机
蓉
一
五
具
足
善
一
組
木
金
蓮
華
垂
一
対
二

明
治
十
五
年
午
四
月
新
二
彫
刻
七
十
四
代
鑑
師
代
当

山
主
ノ
経
机
同
箱
盤
同
台
過
去
帳
同
台
篭
雷
ご

（
マ
マ
）

明
治
九
年
丙
子
四
月
納
二
施
主
東
京
三

山
主
ノ
礼
盤
明
治
十
四
巳
年
朱
一
霊
替
。

下
山
本
国
寺
ヨ
リ
納
明
治
八
年
乙
亥
五
月
二

釈
尊
前
前
机
惣
金
誼
明
治
十
七
年
甲
申
十
一
月
新
圏
五
具
足
金
蓮

華
一
対
二

生
花
ノ
花
瓶
一
コ

金
灯
髄
真
鋤
台
朱
盈
嘩
率
酔
轌
痔
麺
畦
唖
助
遡

御
経
机
同
函
誕
酔
卵
封
畔
朱
誼
五
拾
脚
二

（
マ
マ
）

施
主
雌
澤
机
毎
雫
趨
諦
電
身

（
マ
マ
）

打
鳴
シ
同
台
二
施
主
二

出
仕
ノ
半
鐘
三

同
太
鼓
二

率
鰡
銅
欝
渡
り
廊
下
勝
電
拾
五
型

(I90)



(32ウ） (32オ）

日
月
牌
ノ
位
牌
］

礼
盤
黒
塗
明
治
十
四
年
二
新
豊

御
経
机
同
函
婆
同
台

西
谷
鰯
堂
ノ
具
也
一

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

奥
位
牌
堂
離
京
塞
踊
噸
］

〈
マ
マ
）
シ
ノ
ニ

擦
麗
鰐
灌
蕊
調
謡
袈
擬
競
畿
岸
譲
装
掻
十
月
六
十

（
勺
＆
）

翻
永
七
甲
寅
誓
リ
距
潜
八
年
乙
亥
四
月
七
日
移
二
此
三
地
一
柱
立
同

シ
ノ
ー

至
一
三
十
二
年
一

五
月
十
日
落
成
御
真
骨
ノ
仮
殿
ト
ス
ル
ヨ

暦
賦
二
十
四
本
ノ
画
《
東
京
深
川
宗
巨
斉
素
彰
ノ
箪
当

位
牌
檀
四
箇
所
叩
識
篭
緬
磯
蕊
謡
粋
且

珊
治
九
年
丙
子
八
月
落
成
両
漉
ノ
位
牌
安
吐
ス
ヨ

宝
塔
一
基
卿
治
八
隼
亥
六
月
瀕
認
瀧
彗

蠅
鶴
認
雛
籠
騨
課
論
議
鞠
羅
琶

函
稲
唖
鐸
垂
朋
計
詔
騎
テ
御
真
骨
仮
殿
也
其
後
位
牌
堂
ト
ス
］

納
骨
長
持
黒
塗
明
治
十
四
年
二
塗
営

明
治
十
四
年
巳
二
月
落
成
］

自
然
石
水
蝿
雨
屋
稚
習
明
治
八
年
乙
亥
五
月
十
日
成
就
三

〔
詮
』（
１
）
明
治
九
年
四
月
八
日
上
棟
〈
頭
註
〉

過
去
帳
台
坐
霞
］

(36オ） (35オ）

大
書
院
新
造
立
壷
剛
橡
左
右
四
尺
五
寸
ッ
坐
瓦
家
邑

（
マ
マ
）

諌
認
幣
溌
鶚
向
雲
遥
丑

明
治
九
年
丙
子
四
月
十
四
日
立
柱
同
年
八
月
二
土
瓦
葺
落
成

奥
書
院
銅
”
井
山
士
書
眉
間
唾
間
五
鯛
新
造
令
端
圭
恥
丞
雪

（
マ
マ
》
シ
ユ

右
奥
泌
院
〈
元
卜
澗
水
坊
ノ
凹
院
ヲ
引
二
移
此
地
一
再
典
う

文
政
七
甲
申
年
五
十
五
世
遥
師
棟
札
澗
水
坊
第
二
十
七
世
当
甑
証
院
日
修
理
新
建
立

也
］

（
マ
マ
）
ス

此
ノ
地
元
卜
御
真
付
宝
顔
ノ
跡
江
移
し
引
文
政
七
甲
申
年
ヨ
リ
五
十
三
年
二
至
ル
ヨ

明
治
九
年
丙
子
三
月
一
日
柱
立
同
四
月
廿
五
日
落
成
三
移
徒

也
同
五
月
一
日
叩
躯
月
上
棟
薩
師
代
ご

大
工
棟
梁
池
上
伊
織
宗
治
小
倉
源
八
郎
常
延
望

過
去
帳
一
塾

渡
り
廊
下
溌
謹
画
，
嘘
叫

明
治
八
年
乙
亥
五
月
十
日
落
成
】

雰
匿（
１
）
明
治
二
年
己
巳
四
月
朔
日
五
十
三
歳
化

（
２
）
明
治
九
年
四
月
八
日
上
棟
〈
頭
註
〉

雰
匿（
１
）
弘
化
二
乙
巳
年
五
月
二
十
八
日
化

(I9I)



(37オ）

（
マ
マ
）

側
（
細
灘
淵
鱸
縄
蝿
諏
蹄
鱈

ノ

右
妙
玄
庵
〈
玄
義
蕊
釈
ノ
寮
也
宝
永
年
中
三
十
三
世
亨
師
ノ
ゴ
概
札
有
之
」

明
治
八
年
乙
亥
六
月
十
六
日
柱
立
同
年
九
月
上
葺
落
成
二
同

年
十
二
月
八
日
吉
辰
移
徒
也
皇

（
２
）生
徒
寮
井
廊
下
新
造
程
叩
苦
同
時
二
移
徒
也
二

大
工
織
染
鯉
蝿
蕊
呈

上
ノ
間
床
丼
唐
紙
鑑
誌
極
極
獅
露
症
蝿
迦
準
埋
土
蔵
二
有
此
度
も
ト
ク
ノ

ニ
ノ
間
三
ノ
間
ノ
唐
紙
ノ
絵
ハ
嬰
串
樹
狩
野
永
恵
立
信
筆
二

欄
間
四
枚
ノ
彫
蕊
駐
鑿
午
十
月
成
罫

廊
下
率
蘇
函
露
帷
鎚
電
恥
明
治
九
年
子
四
身

（
■
＆
）小
書
院
酎
間
四
岬
第
七
十
四
世
鑑
師
代
三

（
マ
マ
）

元
卜
山
主
ノ
居
間
ノ
旧
地
江
西
谷
本
是
院
頭
寮
以
テ
再
興
ス
ヨ

此
ノ
寮
天
保
年
間
新
造
ナ
リ

明
治
十
四
年
辛
巳
歳
六
百
遠
忌
手
狭
二
付
此
ノ
地
当
造
立

同
十
五
壬
午
年
造
作
大
工
棟
梁
恥
畦
奉
率
霊
密

（
２
）
大
智
院
ヨ
リ
小
瞥
院
江
帳
誹
一
噸
望

廊
下
泉
水
ノ
上
ヲ
渡
ル

墨
色（
１
）
（
２
）
焼
失
〈
頭
註
・
朱
字
〉

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(38ウ）(39オ）(40オ）

漣
廊
下
誌
海
謡
曜
習
同
時
二
落
盛

郎
廊
悪
灘
裁
帷
鯖
閲
治
九
年
丙
子
四
月
ョ

明
治
九
年
丙
子
五
月
一
日
噸
昭
月
上
棟
薩
師
代
】

（
利
凸
）
二
（
マ
マ
）

仮
厨
司
即
喪
ナ
リ
皿
剛
庇
城
脈
錘
跡
琴
響

（
２
）受
附
所
唾
噸
畔
内
玄
関
式
台
に
剛
新
造
］

（
マ
マ
）
メ
ノ
ユ

元
卜
厨
司
ノ
上
〃
檀
江
建
ル
西
谷
啓
学
院
ノ
庫
裏
ヲ
引
二
移
一
此
地
一

右
凪
裏
〈
宝
暦
年
間
四
十
一
世
妙
師
判
形
棟
札
有
之
］

明
治
八
年
乙
亥
十
月
廿
二
日
柱
立
同
年
十
二
月
八
日
二
移
徒

落
成
也
同
九
年
丙
子
旧
四
月
八
日
上
棟
薩
師
代
二

９
）物
置
長
屋
仁
輌
霊
鰄
稗
禰
轤
識
迩
蝿
響
明
治
八
年
十
二
月
雪

〔
き（
１
×
２
×
３
）
焼
失
〈
頭
註
・
朱
字
〉

普
請
会
蕊
鯛
謄
綴
娠
論
蕊
鍛
緊
婆
方
丈
ノ
西
江
連
之
二

同
会
所
井
本
願
人
詰
所
建
替
謎
二
間
四
醤

（
マ
マ
》

替
地
元
卜
御
供
所
ノ
地
江
引
テ
立
之
ヨ

明
治
十
三
年
度
眼
ノ
秋

〔
寺
睡
〕（
１
×
２
×
３
）
（
４
）
焼
失
〈
頭
註
・
朱
字
〉

(192)



(53オ） (43オ） (41オ)(40ウ）

法
喜
堂
堂
一
蕊
鹿
共
厨
司
駆
褒
ォ

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

厨
司
駆
裏
ナ
リ

本
堂
十
五
間
四
方
三

明
治
十
五
年
壬
午
三
月
二
日
吉
辰
釿
初
］

峰
誕
池
上
伊
織
宗
治
銅
息
池
上
亀
之
亟
宗
正
樋
口
勘
十
郎
義

高
ゴ

尾
州
世
話
人
会
所
錘
間
習
燕
溌
椎
需
函
誇
醐
殿
舞
台
ノ
地
江
立
身

人
足
休
息
所
擢
幽
蝿
溌
秘
霜
”
詫
弐
躰
堂
ノ
西
江
立
身

普
請
作
事
小
邑
潔
螺
露
融
雪
立
身

（
マ
マ
）

作
事
小
屋
挿
哩
蘇
鵯
轄
鼈
泣
塔
迄
ノ
間
西
ノ
方
江
立
身

明
治
八
年
乙
亥
鑿
靜
八
日
移
捉
壷
一
ヶ
年
全

普
請
入
費
古
堂
宇
ヲ
以
建
之
三

一
金
千
百
五
拾
円
仮
祖
師
堂
金
六
十
七
円
会
所
三

一
金
七
百
五
十
円
仮
真
骨
堂
金
九
十
円
廊
下
二

一
金
二
千
三
百
円
講
究
所
金
七
十
円
小
聿
ケ
唾

一
金
千
五
百
円
庫
裏
金
五
百
円
地
認
塾

一
金
拾
三
円
水
鉢
雨
屋
当

右
九
口
計
金
六
千
四
百
四
拾
円
也
ご

明
治
八
年
乙
亥
十
二
月
十
日
等
包

ヨ

(56オ） (54オ）

大
客
殿
ヨ

ニ
ー

ヲ

東
京
於
深
川
奥
院
宗
祖
開
帳
以
集
金
初
之
二

（
拳
）

明
治
十
八
年
乙
酉
八
月
四
日
緬
嘩
邸
再
建
釿
初
鑑
師
代
ご

同
十
九
年
丙
戊
三
月
廿
八
日
立
柱
罐
翫
榧
化
二

同
年
六
月
柿
板
葺
成
就
右
同
竺

大
玄
関
式
台
】

内
玄
関
式
台
三

右
同
時
二
造
立
之
七
十
蚕
准
顛
十
九
年
七
月
十
三
日
入
当

建
具
障
子
雨
戸
等
明
治
廿
三
年
ノ
春
当
山
｝
一
テ
居
開
帳

ノ
ヨ
際
二
造
立
之
七
十
五
世
修
師
代
己

施
主
甲
駿
両
国
寺
院
弁
信
徒
中
］（
拳
）

明
治
十
六
年
癸
未
二
月
二
十
日
瓶
垂
即
再
建
釿
初
ヨ

（
拳
）

同
年
六
月
二
十
九
日
耐
垂
即
柱
立
一

同
年
十
一
月
十
日
蕊
』
落
成
御
移
塗

棟
札

錨
離
智
鑑
判
醤

法
喜
堂
三
大
字
ノ
額
七
十
四
世
鑑
師
ノ
筆
ヨ

明
治
十
七
年
甲
申
一
月
奉
掛
離
鯉
鱸
蛎
二

土
瓦
家
根
明
治
廿
三
年
庚
寅
旧
ノ
十
月
落
成
三

七
十
五
世
修
師
代
ヨ

(I93)



(56ウ）(63オ）(65オ）⑯8オ）

御
欄
間
大
正
六
年
五
月
東
京
本
郷
唱
導
結
社
］
施
主
ト
ナ

リ
御
料
林
払
下
奉
納
金
ノ
割
戻
金
ご
｝
二
般
寄
付
ヲ
募
り

（
私
云
）

七
尺
六
寸
三
尺
七
寸
三
枚
二
同
〈
七
尺
六
寸
〉
二
尺
八
寸

三
枚
二
総
桧
材
ヲ
以
テ
製
作
シ
七
年
五
月
五
日
取
付
ク
ヨ

（
マ
マ
〉

発
起
人
山
本
常
松
本
郷
四
町
且

製
作
人
金
子
吉
兵
衛
下
谷
瑞
豊
符
豊

ケ
イ

自
厚
山
清
号
寺
建
立
本
院
隠
居
所
也
三

〔
マ
マ
）

元
ト
樋
沢
坊
ノ
旧
地
江
新
建
立
也
皇

明
準
八
年
乙
酉
九
月
廿
二
日
『
蕊
釿
辺

同
十
九
年
丙
成
四
月
落
成
二

Ｔ
）

七
十
四
世
鑑
師
御
隠
居
所
自
普
請
也
御
移
り
無
之
遷
化
ス
ヨ

納
骨
堂
土
蔵
種
が
主
堂
ノ
地
江
造
皇

（
マ
マ
）

明
治
廿
二
年
造
王
鼈
鏡
錘
血
騨
鑛
蕊
穂
鑪
鶏
瀦
誕

建
之
二明
治
廿
三
年
十
月
銅
瓦
家
根
落
成
同
九
輸
ヲ
上
ル
ヨ

宗
祖
御
草
庵
之
旧
跡
二

愚（
１
）
（
明
治
）
十
九
年
一
月
十
三
日

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

(68ウ）①9オ付）

ｒ
）宝
物
館
建
設
二

一
大
正
十
四
年
五
月
六
日
起
工
大
正
十
五
年
四
月
十
三
日
竣

成
二

此
ノ
処
ハ
宗
祖
文
永
十
一
年
六
月
十
七
日
初
テ
入
山
在
ラ
セ

ラ
レ
ニ
当
山
最
初
御
建
立
十
間
四
面
ノ
堂
地
也
九
ヶ
年
読
調
こ

り

説
法
書
写
本
尊
著
述
諸
書
ノ
霊
地
也
従
二
往
古
。
真
俗
葬
送

ノ
場
ト
ス
山
地
狭
少
ニ
シ
テ
別
二
無
二
広
地
一
故
歎
皇
仰
キ
願

〃
ト
テ
ニ
ワ

ハ
後
代
ノ
貫
主
此
ノ
処
ハ
為
二
清
浄
霊
地
一
立
二
四
方
境
．
葬

ワ

場
ハ
別
二
可
レ
設
レ
之
一
套
右
三
十
三
世
亨
師
ノ
申
置
有
し
之
三

依
テ
今
般
明
治
廿
二
年
駿
州
内
房
本
成
寺
住
職
二
鵜
川
日
行

Ｔ
）

発
起
同
志
ヲ
集
メ
釈
迦
堂
ヲ
妙
福
坊
ノ
前
昌
引
移
シ
十
間

ミ
カ
ゲ

四
面
ノ
旧
跡
江
御
影
石
ヲ
以
テ
玉
垣
ヲ
新
二
建
立
雪
中
央
二

宝
塔
ヲ
建
立
ス
諸
国
鏡
ヲ
染
テ
鋳
立
唐
昌

拾
間
四
面
江
御
影
石
ニ
テ
玉
垣
明
治
廿
三
年
庚
寅
七
月
二
落

成
垂
齢
修
師
御
代
］

（
マ
マ
）

此
ノ
御
施
主
酒
井
家
御
隠
居
顕
寿
院
殿
二
入
用
金
ヨ

〔
識
』（
１
）
井
葬
場
共
ナ
リ

(〃4）



(76ウ）(76オ） (70オ）

祖
山
学
院
癖
輌
癖
一
間
三
醐

大
正
六
年
四
月
十
七
日
釿
始
メ
ヨ

小
檀
林
教
場
雪

仮
山
門
落
成
明
治
二
十
三
年
五
月
二
日
修
師
代
二

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

山
門
落
成
明
治
年
月
日
良
師
当

〔
註
〕（
１
）
こ
の
一
条
は
別
紙
に
記
入
の
上
貼
付
し
て
あ
る
。

一
棟
梁
池
上
鶴
三
郎
工
事
監
督
阿
部
多
朗
三

一
建
設
発
起
人
加
茂
日
養
富
川
玄
快
中
村
是
本
太

田
日
定
二
小
林
諦
照
小
林
八
右
衛
門
小
林
豊
蔵
】

一
建
設
費
金
七
万
円
也
二

内
金
弐
万
四
千
円
本
山
出
資
昌

金
四
万
六
千
円
小
林
八
右
衛
門
出
資
三

小
林
八
右
衛
門
出
資
二
対
シ
テ
ハ
向
う
十
ヶ
年
間
一
二
元
利

金
共
観
覧
料
ヲ
以
テ
償
還
シ
ヨ
不
足
ヲ
生
シ
タ
ル
場
合
ハ

本
山
会
計
ヨ
リ
補
給
ノ
約
二

身
延
山
諸
堂
記
外
（
北
沢
）

G0オ）
（
刊
＆
）電
灯
敷
設

雰
巴（
１
）
板
心
に
よ
る
が
、
本
文
の
記
載
は
な
い
。
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Ｔ
）

妙
石
庵
第
十
四
世
唯
完
院
日
恵
上
人
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
始
め

た
行
事
録
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
は
文
化
元
年
（
一
八
○
四
年
）

正
月
吉
日
よ
り
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
年
）
に
わ
た
り
、
厚

手
和
紙
の
袋
綴
四
十
二
枚
中
二
十
八
枚
に
書
か
れ
、
残
り
十
四
枚

が
加
筆
の
余
地
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
十
五
枚
が
、
唯

完
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
そ
こ
迄
を
報
告
し
、
そ
の
当

時
を
知
る
資
料
に
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

宮
）

又
、
妙
俊
院
日
寿
上
人
が
、
後
年
朱
に
て
追
加
・
補
足
等
を
加

え
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
註
に
て
記
す
。
今
回
読
む
に
あ
た
り
、
各

聖
こ
と
に
久
遠
寺
布
教
部
望
月
真
澄
師
に
御
教
示
を
受
け
ま
し

た
。
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

〔
詳
画（
１
）

【
資
料
】

寛
政
十
二
庚
申
年
隠
居
叉
享
和
元
年
辛
酉
極
月
五
日
再
住
文
化

二
乙
丑
正
月
十
三
日
交
衆
御
免

身
延
山
「
高
座
石
年
中
行
事
帳
」
（
奥
野
）

身
延
山
「
高
座
石
年
中
行
事
帳
」

Ｔ
）
？
）

一
、
高
座
石
本
堂
之
義
者
当
山
三
十
一
祖
一
円
院
日
脱
聖
人
御

（
”
。
）
（
ロ
③
）

建
立
也
則
本
堂
之
御
厨
司
右
脱
尊
前
当
所
江
送
り
給
ひ
候
由

（
２
）
鈴
木
日
寿
上
人
。
身
延
山
史
中
に
「
師
は
祖
山
貫
主
に
歴
仕
す

る
こ
と
十
八
代
、
…
：
・
現
存
せ
る
祖
山
の
古
記
録
は
、
実
に
師

が
丹
精
の
賜
物
と
云
ふ
く
し
」
と
あ
る
。

校
註
奥
野
本
洋

甲
文
化
元
年

年

行
事
帳

中子
正
月
吉
日

(〃7）



身
延
山
「
高
座
石
年
中
行
事
帳
」
（
奥
野
）

？
）

是
迄
者
右
唐
銅
高
祖
大
井
ハ
石
上
二
被
遊
御
座
候
由
夫
方
日

像
菩
薩
御
作
ノ
高
祖
大
菩
薩
ヲ
御
腹
篭
リ
ニ
い
た
し
開
帳
仏
二
被

仰
附
様
及
承
候
右
当
所
高
祖
大
士
之
義
者
宝
永
年
中
当
庵
主
（
マ
マ
）

宗
善
坊
日
顕
ト
申
僧
江
戸
表
一
雨
建
立
い
た
し
候
よ
し
唯
完
於

本
堂
一
一
お
い
て
大
位
杯
二
印
シ
有
之
候
ヲ
見
出
シ
是
迄
者
妙
石
庵

§
）

暦
代
不
相
知
レ
依
比
功
二
右
宗
善
坊
ヲ
元
祖
と
相
極
メ
愚
僧
懲
孔

一
代
と
定
ム

高
祖
大
士
ハ
脱
尊
前
御
開
眼
之
尊
像
也

雰
匿（
１
）

へへへへ

5 4 3 2
ｰ嘗嘗一

（
句
Ｉ
）

へ

6
ｰ

三
間
半
二
三
間
縁
三
尺
祖
師
堂
新
建
立
ハ
亨
師
代
宝
永
三
丙
戌

十
月
十
三
日
棟
札
有
之

金
像
ノ
祖
師
則
御
開
眼

祖
師
大
堂
ノ

亨
と
改
め
る

元
卜
奥
之
院
江
安
座
是
〈
脱
師
代
其
後
省
師
代
田
代
江
移
ス
石

上
也
其
ノ
後
亨
師
代
祖
堂
新
建
立
之
上
宮
殿
下
シ
開
帳
仏
ト
ス

レノ開
基
学
禅
院
日
逢
聖
人
也
、
宗
善
坊
〈
丹
精
ノ
主
ニ
テ
第
二
代

也十
四
世
の
誤
ま
り
、
三
世
了
達
日
因
、
四
世
法
蓮
日
緑
、
五
世

蓮
信
日
厚
が
欠
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
、
毎
年
節
分
之
夕
小
豆
麦
飯
之
御
膳
ヲ
本
堂
江
奉
備
也
比
義
者

六
老
僧
様
之
内
比
所
二
御
草
庵
ヲ
為
結
給
ひ
粟
ヒ
ヘ
ヲ
為
作
ラ
尤

田
作
等
茂
被
遊
候
て
我
祖
大
井
ヲ
為
育
ク
マ
給
ひ
候
由
夫
故
比

所
ヲ
田
代
と
申
候
也
其
後
節
分
之
夜
高
祖
被
為
入
何
も
差
上
候

品
な
く
右
之
麦
飯
ヲ
御
地
走
二
差
上
候
処
比
因
縁
ヲ
以
永
代
節

分
之
夜
右
之
麦
飯
ヲ
相
備
ル
者
也
寛
政
年
中
〃
当
所
上
町
河
内

屋
十
兵
衛
殿
ｊ
志
を
以
麦
壱
ぱ
い
づ
つ
被
送
之
勿
論
上
白
二
い
た

し
一
、
当
山
御
代
々
之
尊
前
御
入
山
之
靭
者
惣
門
迄
御
迎
二
出
ル

尤
唐
銅
宝
塔
前
二
而
平
伏
可
仕
者
也
翌
日
御
厨
司
様
迄
御
祝
儀
御

機
嫌
伺
之
礼
義
ヲ
申
上
下
山
い
た
し
夫
か
百
日
之
御
堂
参
相
済

七
面
山
江
御
登
り
西
谷
之
節
者
手
前
が
二
シ
目
橋
迄
御
迎
二
出
南

之
方
二
平
伏
ス
奥
之
院
通
り
御
登
り
之
節
〈
松
之
木
迄
御
迎
出
ル

（
マ
マ
）

但
シ
北
ノ
方
二
平
伏
い
た
し
其
節
御
傍
衆
二
申
上
先
江
欠
ヶ
貫
ヶ

又
々
手
前
御
上
り
場
二
而
平
伏
可
仕
也

差
上
候
品
者
高
付
き
上
御
菓
子
上
茶
ヲ
入
し
備
之
ヲ
御
傍
衆
江

者
外
二
上
落
が
ん
之
類
差
出
ス
御
取
肴
硯
蓋
壱
枚
鉢
之
肴
壱
シ
御

（
マ
マ
）

吸
物
先
御
傍
衆
迄
差
上
ら
る
べ
き
也
御
帰
り
之
節
者
先
江
欠
貫

ヶ
手
前
下
り
鳥
居
キ
ハ
北
之
方
二
平
伏
ス
尤
道
普
請
掃
除
所
二
破

損
場
繕
ひ
寄
廉
二
可
仕
者
也

一
、
御
院
代
様
七
面
山
江
御
登
り
之
節
者
毎
年
九
月
十
八
日
之
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一
、
本
院
年
始
之
事
元
朝
明
六
ッ
時
御
厨
司
迄
上
り
御
盃
頂
戴

夫
方
厨
司
御
宿
房
御
普
請
方
御
両
人
宿
房
自
身
宿
房
之
義
者
不
及

申
二
年
始
相
勤
く
く
者
也

（
１
）

一
、
歳
暮
之
義
御
本
院
江
長
湯
波
三
拾
本
御
厨
司
様
江
鳥
目
拾

身
延
山
「
高
座
石
年
中
行
事
帳
」
（
奥
野
）

朝
追
出
し
之
鐘
二
御
供
揃
イ
ニ
而
当
所
江
夜
之
内
御
出
追
出
シ
内

切
り
前
方
下
タ
之
橋
場
二
御
待
申
上
候
御
通
り
之
節
南
之
方
二
平

伏
ス
夫
方
先
江
参
り
祖
師
堂
戸
帳
ヲ
開
キ
置
御
経
之
舸
リ
御
開

帳
可
仕
者
也
差
上
候
品
者
上
ら
く
が
ん
高
付
キ
ー
乗
セ
可
備
者

（
菓
）

也
御
傍
衆
江
者
水
く
わ
し
之
類
二
何
ソ
ゾ
あ
し
ら
い
差
出
ス
尤

（
？
。
）

上
茶
ヲ
せ
ん
じ
不
残
差
出
ス
御
立
之
節
者
御
路
迄
御
送
り
可
申
也

（
の
ｒ
●
）

尤
上
江
満
が
り
迄
灯
明
て
う
ち
ん
之
者
者
十
八
ヶ
所
程
内
蝋

燭
八
ヶ
所
程
翌
日
御
帰
り
廿
日
二
至
而
御
厨
司
様
迄
御
機
嫌
伺
ひ

二
上
り
可
申
也

一
、
双
方
差
上
候
品
定
メ
置
候
事
道
下
り
我
レ
勝
テ
ニ
不
相
応

Ｔ
）

二
相
成
候
故
日
全
尊
前
御
代
御
上
ミ
江
御
く
わ
し
斗
り
之
様
比

義
者
道
下
り
之
者
依
時
二
難
義
之
者
可
有
之
趣
二
付
被
仰
渡
候
依

之
御
地
走
之
品
印
置
者
也
永
代
斯
之
通
り

曇
芭（
１
）
第
五
十
一
世
明
静
院
日
全
上
人

一
、
六
月
大
会
幕
ヲ
張
り
の
ぼ
り
可
立
者
也
十
月
会
式
茂
同
様
首

尾
能
相
済
十
九
日
一
一
御
祝
二
登
ル
十
月
者
十
四
日
一
一
登
ル

ー
、
当
庵
御
難
会
之
事
毎
年
九
月
十
二
日
十
三
日
両
日
御
出
家

十
人
神
力
品
二
千
巻
修
行
十
三
日
御
説
法
本
院
御
院
代
様
又
〈
御

了
）

能
化
様
右
御
両
所
之
内
御
請
待
申
御
礼
之
義
者
南
錬
一
片
所
化
衆

鳥
目
拾
疋
供
之
衆
五
十
銅
宛
御
院
代
様
之
義
者
日
地
尊
前
御
代

（
２
）

御
院
代
潮
文
院
様
初
而
御
説
法
二
被
為
入
御
礼
之
義
〈
庵
主
二
被

（
ひ
？
。
）

置
下
候
依
之
御
礼
二
上
り
候
節
者
御
く
わ
し
之
類
ヲ
ゑ
ら
ミ
時
之

宜
敷
二
斗
ひ
可
申
也

右
潮
文
院
様
方
御
院
代
様
請
待
之
義
初
ル

百
）

疋
持
参
寛
政
年
中
迄
〈
勤
斗
り
比
義
者
先
住
淳
善
代
冥
加
之
た
め

と
し
て
湯
波
三
十
本
差
上
ル
御
厨
司
様
拾
疋
之
義
者
唯
完
代
諸
事

伺
ひ
其
外
願
御
世
話
二
候
故
冥
加
之
た
め
初
ル
之
ヲ

戸

？T､琶
一一

戸

？？芭
嘗一

一
疋
は
十
文
。
一
両
が
四
分
で
十
六
朱
。
一
朱
は
二
五
○
文
。

十
三
世
淳
善
日
住
法
師
。

二
朱
銀
の
異
称
。
二
枚
で
一
分
。

四
九
世
日
地
代
の
院
代
。
潮
文
院
日
遅
聖
人
。
後
に
祖
山
第
五

(I99)



一
、
当
庵
会
式
発
起
人
之
義
者
寛
政
三
癸
亥
年
淳
善
院
日
住
初
而

大
原
野
村
か
麦
壱
俵
申
請
是
方
於
高
座
石
御
難
会
式
初
ル
勿

論
世
話
人
大
原
二
お
い
て
佐
野
左
五
右
衛
門
殿
同
名
吉
左
衛
門

殿
也
夫
方
淳
善
文
金
五
両
会
式
積
ミ
金
と
し
て
本
院
本
願
主
江

預
ヶ
置
ク
比
利
壱
割
二
し
て
金
弐
分
也
其
後
淳
善
急
病
二
而
死

去
い
た
し
時
二
寛
政
六
寅
十
一
月
朔
日
正
当
也
同
月
七
日
愚
僧

唯
完
二
後
住
被
仰
付
侯
尤
御
厨
司
端
場
坊
本
解
院
様
山
主
日

地
尊
前
御
代
也
右
唯
完
文
金
五
両
会
式
料
と
し
て
納
之
比
利
七

《
し
め
て
）

分
五
り
こ
而
壱
分
弐
朱
二
口
〆
元
金
文
拾
両
右
方
丈
本
願
江
預
ヶ

置
利
足
二
口
〆
文
金
三
分
弐
朱
也

池
上
与
兵
衛
殿

右
当
町
布
袋
屋
要
右
衛
門
殿

本
願
主
連
名
松
尾
弥
市
右
衛
門
殿

新
シ
屋
市
左
衛
門
殿

清
水
屋
平
右
衛
門
殿

ｒ
）

右
五
人
之
衆
中
か
証
文
壱
通
取
置
候
者
也

一
礼
文
言
之
趣
如
斯

預
リ
申
金
子
の
事

割
印
有
り

身
延
山
「
高
座
石
年
中
行
事
帳
」
（
奥
野
）

十
五
代
山
主
と
な
る
。

弄
巴（
１
）
此
証
文
今
〈
な
し
。

（
２
）
此
拾
両
坊
号
頂
戴
之
翻
本
院
へ
差
ル
上
。

（
１
）

一
、
右
会
式
料
先
年
当
庵
主
行
円
日
修
と
申
代
当
国
青
柳
村
磯
野

新
太
郎
殿
が
高
座
石
修
復
料
と
し
て
文
金
拾
両
方
丈
本
願
江
預
ヶ

有
之
比
利
文
金
壱
両
也
右
之
利
足
者
是
迄
年
全
ハ
月
十
八
日
二
本

（
２
）

合
拾
両
者
但
文
金
也

右
者
田
代
妙
石
庵
為
会
式
料
と
慥
二
受
取
預
リ
置
申
侯
然
ル
上

者
毎
年
九
月
会
式
之
卿
金
三
分
弐
朱
宛
相
渡
シ
可
申
侯
為
念
預

リ
手
形
価
如
件

寛
政
十
一
己
未
年
六
月

身
延
山本
願
人
印

田
代
妙
石
庵

先
住
淳
善

当
住
唯
寛

夫
か
寛
政
十
三
申
年
唯
完
隠
居
願
相
叶
後
住
二
相
渡
ス
又
を
享

和
元
酉
年
極
月
五
日
唯
完
再
住
被
仰
付
文
化
元
甲
子
年
極
月
八
日

弟
子
舎
弟
誠
玄
日
近
江
相
渡
ス
則
愚
僧
僧
義
翌
年
文
化
二
乙
丑
正

月
十
三
日
交
衆
御
免
也
被
仰
付
寺
之
義
追
而

(2〃）



一
、
会
式
御
経
之
朝
者
御
出
家
衆
十
人
江
平
壱
シ
香
之
物
茶
清
十

三
日
朝
方
参
詣
之
衆
迄
二
不
残
こ
わ
め
し
壱
盆
づ
つ
十
二
日
昼
過

胡
麻
之
ぽ
た
餅
壱
ぱ
い
程
こ
し
ら
へ
本
堂
江
備
可
申
但
シ
こ
わ
め

《
マ
マ
）
（
侭
諏
）

し
之
義
者
餅
米
大
升
五
升
梗
大
升
弐
升
小
豆
大
升
弐
升
〆
九
升
ふ

（
客
）
（
１
）

か
す
餅
大
升
四
升
搗
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言語小論③（大森）

小 論⑧言
菫
叩

孝大 森

Onrelationbetweenlanguageandsociety

◎言語と社会につ1,,て

我庵が住んでいる此の社会に於て，人々との関係をつくり出す言語の働きを

考える時，如何に言語と社会が，密接な関係にあるかを理解出来ると思う。こ

の事に関し，言語学者ピーター， トルージル(PeterTrudgilD及び，マデイ
（1）

ロソE・ヘザリングトン(MadelonE.Heathermaton), フィリップ， エス，
（2）

デｰﾙ(PhilipS.Da協等の説を参照しながら,論を進めて行く次第です。
一一一～一一一一

先ず， ピーター， トルージルの説を，参照しながら考えてみたいと思う。

彼は言語と社会の関係について，次の様に述べている。

Thetwoaspectsoflanguagebehaviourareveryimportantfroma

socialpomtofview: first, thefunctionof languageinestablishing

socialrelationships,and, second,therole~Playedbylanguageincon-

veyingmformationaboutthespeaker.

Weshallconcentrateforthemomentonthesecond℃luebearmg'

role,butitisclearthatboththeseaspectsoflmguisticbehaviourare

reflectionsofthefactthatthereisacloseinter-relationshipbetween

languageandsociety.

即ち，和訳すると， 「言語活動の二つの面は，社会的立場から非常に重要で

ある。即ち，第1に，社会関係を作り上げる事に於ける言語の作用であり，第

2は，話し手について情報を伝える事に於ける言語の果たす役割である。我を

（ 1 ）
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は少しの間，第2の‘手掛り提供，の役割について心を集中するが， しかし，

言語活動の此等の2つの面は，言語と社会の間に，密接な相互関係があろうと

云う事実の反映である。」

彼は，以上の様に述べて，言語と社会が，非常な密接な関係にある事を述べ

ている。

先ず， ダイアレクト （織爵) (dial"t)について考えてゑたい。

ダイアレクトには，地理的背景を持つ場合と，階級的背景を持つ場合とが考

えられる。現在の日本に於ても、地理的背景による方言は， しばしば認めると

ころであり，例えば、東北弁，九州弁， 甲州弁の如くである。階級的背景によ

る言語は，現在の日本に於ては，少数になって来ているが，未だ，多少残って

いると思われる。

尚，此のダイアレクトに関し，彼は， ドイツ語とオランダ語の例を上げて，

次の様に述べている。

DutchandGermanareknowntobetwodistinctlanguages. How-

ever, atsomeplacesalongtheDutch-Germanfrontier, thedialects

spokenoneithersideoftheborderareextremelysimUar. Ifwe

choosetosaythatpeopleononesideoftheborderspeakGermanand

thoseontheotherspeakDutch,ourchoiceisagainbasedonsocialand

politicalratherthanlinguisticfactors.

即ち， 「オランダ語とドイツ語は，はっきりと区別される言語であると知ら

れている。けれども，オランダとドイツの国境に沿う或る場所では，その国境

の両側で話されるダイアレクトは，非常に似ている。もし我だが，境界の一方

の側の人々がドイツ語を話し，他の側の人煮がオランダ語を話す理由を定めよ

うとするならば，その決定は，又，言語的要素よりむしろ，社会的，政治的要

素によって定められる。」

次に，彼等の理解(understanding)について，彼は次の様に述べている。

（2）
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Wecouldsaythatiftwospeakerscannotunderstandoneanother,

thentheyarespeakingdifferentlanguages・ Similarly, iftheycan

understandeachother, wecouldsaythattheyarespeakmgdialects

ofthesamelanguage.

即ち， 「我々は， もし， 2人の話し手が，お互いに理解出来ないならば，其

の時，彼等は違った言語を話している， と云えるであろう。同様に， もし，彼

等がお互いを理解出来るならば，同じ言葉のダイアレクトを話していると云え

るであろう。」

彼は以上の様に述べているが，では相互理解の基準は，如何になっているで

あろうか。彼はこの事について次の様に述べている。

Thecriterionofmutual inte皿gibility, andotherpurelylinguistic

criteria, are, therefore, oflessimportancemtheuseoftheterms

､language'and，dialect' thanareponticalandculturalfactorsofwhich

thetwomostimportantareautonomyandheteronomy.

即ち， 「相互理解の基準と，他の純粋な言語基準は，それ故， ランケージと

ダイアレクトの使用の場合，その自律と他律が最も重要である政治的文化的要
（4） （5）

素より，重要さは少ないのである。」

尚，言語を区別する場合の規準を如何にするかの問題の困難さについて，彼

は次の様に述べている。

Thediscussionofthedifficultyofusingpurelylinguisticcriteriato

divideupvarietiesoflanguageintodistmctlanguageordialectsisour

firstencounterwithaproblemverycommonmthestudyoflanguage

andsociety-theproblemofwhetherthedivisionoflmguisticandsocial

phenomena intoseperateentitieshasanybasismreality, or is

merelyaconvenientfiction.

即ち， 「様々な種類の言語を，はっきり区別出来る言語やダイアレクトに別

（3）
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ける為に，純粋に言語的基準を使う事についての困難さについての議論は，言

語と社会の研究に於ける非常に一般的な問題に，岐初に遭遇すると云う事であ

る。即ち，言語的及び社会的現象を，夫盈の実体に区別する事は，実体に何か

基準をもっているか，叉は，単に便宜的働まであるかどうかの問題である。」

以上の様に，彼は述べているが，結局，実体の性質そのものにより，言語及

び社会的現象が定まってくると云えよう。

更に， 具体的例として， カナダ英語と， アメリカ英語との違いを考えた場

合，その区別を見つける事は困難であるとして,･彼は次の様に述べている。

Wecantalk, forexample, about℃anadianEngnsh'and<American

EngUsh'asiftheyweretwoclearlydistinctentities,but, itismfact

verydifficulttofindanysmglelinguisticfeaturewhichiscommonto

anvarietiesofCanadianEnglish, andnotpressntmanyvarietyof
AmericanEnglish.

即ち， 「我々は，丁度二つのはっきり区別されたものであるように述べる事

が出来るが， しかし， カナダ英語の凡ての種類に共通であり， どんなアメリカ

英語の種類の中にも現われていない何か一つの言語の特徴を見つける事は，実
際非常に困難である。」

結局， ダイアレクトと云うのは，語と語の間の単語や，文法の違いに関係し

ていると思われるのであり，更に， ダイアレクトの中には，標準英語として知

られているダイアレクトもあるのである。この事に関し，彼は次の様に述べて
いるO

Inmanyimportantrespectsthisdialect isdifferent fromother

Englishdialects,andsomepeoplemayfmditsurprisingtoseeitrefer-

redtoasadialectatall・However,msofarasitdiffersgrammati-

callyandlexicanyfromothervarietiesofEnglish, itislegitimateto

consideritadialect:thetermdialectcanbeusedtoapplytoanva-

（4）
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rieties,notjusttonon-standardvarieties.

即ち， 「多くの重要な点で，此のダイアレクトは，他の英語のダイアレクト

とは違っている。或る人々は，其の語がダイアレクトに関係している事を知っ

て，全く驚くかも知れない。けれども，其れが他の種類の英語と，文法的に，

辞書的に違っている限り，其れをダイアレクトと考えるのは合法的である。其

のダイアレクトと云う語は，正に非標準的種類の語ではなくて，凡ての種類に

対して適用するのに用いられるのである。」

以上の様に，彼は標準英語として用いられているダイアレクトについて述べ

ている。

◎StandardEnglish(標準英語）について

では標準英語とは， どんな語であろうか，彼は次の様に述べている。

StandardEngnshisthatvarietyofEngnshwhichisusuanyusedm

prmt， andwhichisnormallytaughtmschoolsandtonon-native

speakerslearningthelanguage・Itisalsothevarietywhichisnormally

spokenbyeducatedpeopleandusedmnewsbroadcastsandother

SimilarSitUatiOnS.

即ち， 「標準英語は，平常，印刷に用いられ，又，普通，学校や，言語を学

ぶネイチブでない話し手に教えられる英語の種類である。其れは又，教育ある

人々に普通話され，そして， ニュース放送や，他の似た様な事柄に用いられる

種類である。」

では，標準英語は如何にして生れて来たのであろうか。この事について，彼

は次の様に述べている。

Historicanyspeaking, thestandardlanguagedevelopedoutofthe

EngnshdialectsusedinandaroundLondonastheseweremodified

throughthecenturiesbyspeakersatthecourt,byscholarsfromthe

（5）
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universitiesandotherwriters,andlateron,bythepubncgchools.

Astimepassed, theEngnshusedmtheupperclassesofsocietym

thecapitalcitycametodivergequitemarkedlyfromthatusedby

othersocialgroupsandcametoberegardedasthemodelforall

thosewhowishedtospeakandwritewell.

即ち， 「歴史的に述べれば，標準英語は宮廷に於ける話し手や，大学の学者

や，他の作家や，後にはパブリック， スクールによって，何世紀も修飾されて

来たが， ロンドン市内や，その周辺で使用された英語のダイアレクトから発達

して来た。時の経過と共に，首都の上流社会に於て用いられた英語は，他の社

会のグループによって用いられた英語とは，全く非常に離れるようになった。

そして，上手に話し，書こうと願う凡ての人々に対するモデルとして考えられ

るようになった。」

以上の様にして，彼の云うように，標準英語は発生して来ると考えられるの

であるが，後に印刷術等が発達するにつれて，更に，弘く用いられるようにな

るのであり， この印刷術の弘まりについて，彼は次の様に述べている。

Whenprmtingbecamewidespread, itwasmevitablytheformof

Engnshmostwidelyusedmbooks, andalthoughitwasundergone

manychanges,ithasalwaysretameditsCharacterasthemostwidely

acceptedfOrmoftheEngnshlanguage.

即ち， 「印刷が弘まって来た時に，其の英語は，必然的に本等に最も弘く用

いられる英語の形になった。そして，其れは多くの変化を経たけれども，其れ

は常に最も弘く受け入れられた英語の形として，其の性格を常に持っている｡」

以上のように，印刷の弘まりが標準英語なるもの，発達を非常に強くしたと

考えられる。しかし，標準英語の中にも，少こしの地域的差異が認められるの

であり， この事について，彼は具体的に次の様に述べている。

StandardScottishEnglishisnotexactlythesameasstandardEng-

（6）
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lishEnglish, forexample, andstandardAmericanEnglishissome

whatdifferentagain.

即ち， 「標準スコットランド英語は，例えば正確には，標準イングランド英

語と同じではない。そして， アメリカ標準英語は，又，少し違っている。」

そして，次のようなよく知られている語や文を上げている。

ブリティシュのリフトは， アメリカではエレベーターである。又，次の例を

上げている。

瞳:獣遍蔑.灘“ ｛駕糞麓鯆
又，同じイングランドでも次の差異がある。

North:Youneedyourhaircutting

South:Youneedyourhaircut.

以上のように彼は述べて居り，標準英語の云われているものの中にも，地域

的に多少差異が認められるのである。結局，標準英語について，彼は次のよう

に述べている。

StandardEnglishhasawidelyaccepted, codifiedgrammarandvo-

cabulary.Thereisageneralconsensusamongeducatedpeople,andm

particularamongstthosewhoholdpowerfulandinfluentialpositions.

即ち「標準英語は広く受け入れられ編まれた文法と単語を持っている。教育

を受けた人を，そして殊に，有力な，他に影響を与える地位ある人々との間に

は，一般的なコンセンサスがある。

以上のように彼は，標準英語を定義づけているが，では，標準英語の発音に

ついて考えてゑると，彼は，一般的に認められた標準の英語のアクセントはな

いが， しかし，地域的アクセントを持つ標準英語を話す事は，少なくとも理論

的には可能であるとしており，具体的に次のように述べている。

Inpracticetherearesomeaccent, generallyverylocalizedaccents
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associatedwithgroupswhohavehadrelativelynttleeducation,which

donotfrequentlyoccurtogetherwithStandardEnglish,butthereis

nonecessaryconnectionbetweenstandardEngnshandanyparticular

accents.

即ち， 「実際，比較的教育の低い人為に関係する一般的に，非常に地域的ア

クセントがある。このアクセントは，たびたび，標準英語と一緒に起る事はな

い。叉，標準英語と，何か特別のアクセントの間に，必要な関連はない。」

以上のように彼は,標準英語とアクセントとを分離して考えているが，ただ，

標準英語と丈け一緒に起るアクセントがあり， これはR・ P(receivedpro-

nounciation)と呼ばれ,別名,theBritishEnglishaccent,叉は, theEng-

lishEnglishaccentと云われて居り， この事について，彼は次のように述べ

ている。

ThisistheaccentwhichdevelopedlargelymtheEngnshpubnc

schools,andwhichwasuntnrecentlyrequiredofallBBCannouncers.

Itisknowncolloquiallyundervariousnamessuchas℃xfOrdEngnsh'

andcBBCEngnsh',andisstilltheaccenttaughttonon-nativespeak-

erslearningBritishPronounciation.

即ち， 「これは広く英国のパブリックスクールで発達したアクセントである。

そして，其れは最近迄，凡てのBBCアナウンサーに求められた。其れは国語

的に， オックスフォードイングリッシュ，叉は, BBCイングリッシュの様含

な名前で知られている。尚，其れは， ブリティシュ発音を学ぶ英語を母国語と

しない話し手に，教えられるアクセントである。」

R・Pについて，更に考えてゑると,R・Pは,彼の言葉を借りると次のように

云える。

R・PislargelyconfinedtoEngland・AsfarasEnglandisconcerned,

R・Pisanon-localizedaccent・ Itis,however,notnecessarytospeak
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R.PtospeakstandardEnglish.

即ち， 「R・Pは大部分イングランドに限られている。イングランドが関係し

ている限り,R・Pは，地域的なアクセントではない。けれども，標準英語を話

す為に,R.Pを必ずしも話す必要はない。」

尚，彼は標準英語については，次の様に考えている。

StandardEnglisharewidelyconsideredtobe℃orT"t', 0beautiful',

'nice',､pure'.

即ち， 「標準英語は広く，正確で，美しく，上品で， きれいであると考えら

れている。」

更に，標準英語が正確の英語であると述べている。当然，他の種類の英語に

ついては，規準から外れたものであると考えられている。しかし，言語の科学

的研究は，学者に対し次の様な確信をもたせるに至って居り，彼はこの事につ

いて，次のように述べている。

TheScientificstudyof languagehasconvincedmostscholarsthat

aUlanguagesandcorrespondinglyalldialects, areequallyogood' as

linguisticsystem.Allvarietiesofalanguagearestructured,complex,

rule-governedsystemswhicharewhollyadequatefortheneedsof

theirspeakers.

即ち， 「言語の科学的研究は，大低の学者に，凡ての言語と，それに相当す

る凡てのダイアレクトは，言語組織としては，同様に秀れたものである。と云

う事を信じさせている。凡ての種類の言語は，其れ等の話し手の必要に全く相

当する作られた複雑な，ルールに支配された組織である。」

以上のように述べているが，言語の種類と正確さと，純粋さについては，言

語的要素より社会的要素によって定まる， と云っており，次のように述べてい

るo

Inotherwords, attitudestowardsnon-standarddialectsareatti-
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tudeswhichreflectthesocialstructureofsociety・ Inthesameway,

socialvaluesmayalsobereflectedmiudgementsconcernmglmguistic
vaxieties.

即ち， 「云い換えれば，非標準ダイアレクトに対する態度は，社会の社会的

構造を反映する態度である、同じ様な方法で，社会的価値は又，言語種類に関

する判断の中に，反映されるかも知れない。」

尚，上文の具体的意味に於て, r音について， イングランドとアメリカを比

較して次のように述べている。

InEngland,accentswithoutpostvocalie'r'havemorestatusandare

consideredmore℃Om℃ct'thanaccentswith.R.P.theprestigeacceent,

doesnothavethis'r'.Andpostvocalicfr'isoftenusedonradio, tele-

visionandinthetheatretoindicatethatacharacterisrural, un-

educatedorboth・Ontheotherhand,althoughthesituationintheU-

nitedStatesismorecomplex,therearepartsofthecountrywherethe

exactreverseistrue.

即ち， 「英国に於ては，語尾rなしのアクセントは， より多くの地位を持っ

て居り, 'r'をもつアクセントより以上に正確であると考えられている。勢力の

あるアクセントのR・Pは，此のcr'を持っていない。そして語尾､r'は，俳優

が，田舎出であるか，教育がないか，叉は，両方である事を示す為に， ラヂオ

やテレビや，劇場でしばしば用いられる。他方， アメリカに於ける状態は，一

層複雑であるけれども，その逆が真実であるいくつかの場所がある。」以上の

ように述べているが，具体例として，

ニューヨークでは， 語尾､r'を持つアクセントが， より多くの勢力を有して

居り，語尾rr'なしのアクセントより正確であると，考えられているのと事で

あり，叉，英国に於ても，場所により両方の発音が聞かれる処もある， と述べ

て居り，結局，次の様に云える， と彼は述べている。
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Thereisnothingmherentinpostvocanccr'thatisgoodorbad,right

orwrong, sophisticatedoruncultured・ Judgementsofthiskindare

social judgementsbasedonthesocialconnotationsthataparticular

featurehasmtheareainquestion.

即ち， 「生来語尾《r'の中に， 良いか悪いか， 正しいか間違っているか，世

間ずれしているか，無教養であるかを示すような何物もない。此の種類の判断

は，特別の特色が，その地域で問題になっている社会的深い意味に基づいた社

会的判断である。」

以上のように述べて居り，結局, qrp音の中に本質的な意味はなく，社会的判

断により，その特色を規制していると，考えられる。

次に， カリフォルニア大学教授マダレン．E.ヘザリングトン(Madelon.

E，Heatherington)女史の説を参照しながら，考えて承る次第です。

先ず，彼女はダイアレクトには，二つの重要な性質があると云い，次のよう

に述べている。

Thefirstisthateverybodyspeaksadialect-orrather,manydia

lects.Thereisno､'pure'', ''nondialectic'' formofanylanguages.And

thereneverhasbeen・Alanguageiscomposedonlyofwhatitsusms

sayandwrite.Sinceeachindividual'sspeachisbothuniqueandshared

withotherspeakesofthesamelanguage, itismevitablethatnoone,

pureformofalanguagecanexist.Rather,manyformsexist・Those

formsarethedialects.

即ち， 「第一の点は，誰でもダイアレクトを，むしろ，多くのダイアレクト

を話すと云う事である。どんな言語も，純粋な，非ダイアレクトの形の言語は

ない。そして，今迄にもないのである。言語は，そのユーザーが云ったり，書

いたりする事柄からの象出来上っている。夫を個人の話は，特徴もあり，叉，

同じ言葉の他の話し手と共通するものもあるが故に， 1つの純粋な形の言語
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が，存在出来ない事は，必然的な事である。むしろ，多くの形が存在するので

ある。其れ等の形がダイアレクトである。」

以上のように述べているが，では第二の点とは何であろうか，彼女は次のよ

うに述べている。

Thesecondpomtisthatsocialjudgementisnotthesameaslin-

guisticiudgement・Linguisticallyspeaking,nodialectisbetterorworse

thananyother, alldialectsarelinguisticallyequal.Andialectsserve

perfectlywellasexpressiveandcommunicativedevicesfortheirusers

;allaresystematic, complex, functional,andcreative.

即ち， 「第二の点は，社会的判断は，言語的判断と同じでないと云う事であ

る。言語的に述べれば， どんなダイアレクトも，他のどんなダイアレクトより

良いとか，悪いとか云う事はない。凡てのダイアレクトは，言語的に同じであ

る。凡てのダイアレクトは，それらの使用者等に対し，表現的で，話の通じる

媒介物として，全くよく，仕えるのである。即ち，凡てのダイアレクトは，組

織的で，複雑で，機能的で，創造的である。」以上のように彼女は述べている

が，結局，言語は文化的現象と云えるので，言語の使用については，社会的意

味に於て制限されるようになると云える。そして，社会的に有力な人々の話し

方を，他の人々が真似るようになり， ここにスタンダート， ダイアレクトが生

れて来ると思われるのであるが， この生れる過程について，彼女は次のように

述べている。

TheprestigespeechbehaviorcomestoberegardedashavmgsUch

highsocialvaluethatitisheldupasamodeltousersofotherdia-

lects; itistaughtintheschools, intheself-helpmanuals, inthe

etiquettebooks; itbecomesthestandardbywhichotherformsof

speech,otherdialects,aremeasured.

即ち， 「有力な話し方は，他のダイアレクトの使用者等のモデルとして支持
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されるような社会的高い価値を，持つものとして考えられるようになる。其れ

は学校に於て， 自己の手引書に，エチケットブックの中に教えられ，それによ

って， 他の形の話し方や， 他のダイアレクトが測られる標準語となるのであ

る。」以上のように述べているが，更に， このダイアレクトが標準語として定

着する過程を，具体的に次のように述べている。

Eventuanytheprestigeformcomestobewidelyregardedasthe

onlyright, true,pure, correctwaytospeakorwrite、 lfaspeaker

doesnotusethatdialect, heisoftenlabeledanoutsider;nota

memberoftherightsocialgroup, andprobablystupidaswdl.

即ち， 「ついに，其の優勢な形は，話したり，書いたりする唯一の正しい，

真実の，純粋な，正確な方法として，広く考えられるようになる。もし1人の

スピーカーが，そのダイアレクトを用いないならば，其の人は， しばしば，正

しい社会上のグループの1員でなくて，多分，愚かな部外者として，分類され

る。」以上のように述べているが， この優勢なダイアレクトは標準語として定

着すると思われる。英語の場合は，標準英語になるのであるが， この発生経過

について，彼女は次のように述べている。

Dialect,viewedlinguistically,merelymeanscovariant''-notgood,not

bad, justdifferent・ Onevarientinanylanguagesusuallyacquires

prestigioussoclalstatus; thatoneisdefinedastheprestigedialect,

InAmerica, theprestigedialectiscalledstandardEnglish・ Often

shortenedtoS.E.

即ち， 「ダイアレクトは言語的に象れぱ，良くも悪くもない，単に異なる変

形を意味している。どんな言語の中の変形も，普通優勢な社会的地位を得ると

その物が，優勢なダイアレクトとして定められる。アメリカに於ては，勢力あ

るダイアレクトが，標準英語と呼ばれる。しばしば, S､Eと省略される。」

以上のように彼女は，標準英語の生れる過程について述べている。次に，標
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準英語にならないダイアレクトを，彼女は次のように区別している。

Non-S．E・dialectscanbeclassifiedmmanydifferentways,butfor

purposesofsimplification,wewmfocusonsix:historical, regional,

occupational,ethnic, age, andgender.

Ageandgenderdialectshavenotbeenstudiedextensivelyyet, so

heretheywillbecombinedintoasinglesection・ Fmally, weshall

returntoaconsiderationofthesocialvalueattachedtodialectswhen

wediscussthewaysinwhichspeakersaltertheirlinguisticbehaviors

indifferentsocialsituations.

即ち， 「非標準英語のダイアレクトは，多くの異なる方法で分類出来る。し

かし，整理する目的の為に，我盈は6種類に集める。即ち，歴史的，地域的，

職業的，人種的，年令と性別である。年令と性別のダイアレクトは，広くは，

学ばれていないが， ここでは， 1つのセクションに結びつけられる。終に，我

だが，話し手が異なる社会的状況の中で，彼等の言語行動を変える方法を論ず

る時， ダイアレクトに付着される社会評価を，考えるようになるであろう。」

以上のように述べて居り，いかに，言語行動が，社会評価に影響されるかが

理解出来るのであるが，上に分類された6項目について，夫々に考えてみる次

第である。先ず，歴史的な項目について，彼女は次のように述べている。

Bytheearlyl600s, theEnglishlanguagehadbecomeessentiany

analyticinitssyntax.Butmanyofthelexicalitemsweredifferent

fromourcontemporarylanguage.

即ち， 「1600年代の初期迄に，英語は本質的に，その統語法の中に分析的に

なって来た。しかし，辞書的項目の多くは，現代の英語とは違っていた。」更

に，彼女は次のように続けている。

PhonologicalpatternswerequitedifferentmEarlyModernEnglish

dialectspokenbythefirstAmericancolomsts.Stress, forexample,
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oftenoccuredelsewherethanwhereweareusedto. Itwason

thesecondsyllableofsuChwordsas，℃haracter'', '℃oncentrate'',and

‘℃ontemplate'', butonthefirstsyllableofmostpolysyllabicwords

endingm'0able''or'､ible'',suchas@℃ommendable''.

即ち， 「音声型は，最初のアメリカ植民によって話された初期現代英語ダイ

アレクトでは，全く相違していた。ストレスは，例えば， しばしば，我だが今

用いているより，他の所に起った。其れは， ､℃haracter'' ''concentrate'',

、℃ontemplate'',の様な語の第2音節の上にあった。しかし叉， 、Qcoln-

mendable''のような， 、｡able''で終る多音節語の履初の音節にあった。」

又， アメリカ英語とブリティシュ英語を，比べて考えてみると，そこには統

語上に余り変化はないが，発音には，かなりの相違がみられるのであり， この

事については，彼女は次のように述べている。

ThreehundredfiftyyearsandmanythousandsofmUeshavesepa-

ratedtheBritishandAmericandialectnow, somuchsothattwo

speakersofthesamelanguagefromdifferentsidesoftheAtlanticoften

havedifficultyunderstandmgoneanother. Syntaxhasnotchanged

muchsincethepuritansleftEngnshshores,butcontemporaryBritish

pronunciationisdifferentfromAmerica.

即ち， 「350年と数千マイルは，現在プリティシュとアメリカダイアレクト

を分離している。その結果，太西洋の異なったサイドからの同じ言葉を話す2

人の話し手は， しばしば，お互いを理解するのに困難を感じる。統語法は，清

教徒達が，英国の海岸を離れて以来，余り変っていないが，現代のブリティシ

ュ発音は， アメリカ発音とはちがっている。」以上のように，彼女は述べてい

る。以上の説は，我々も常に認めるところである。

次に,Regional(地理的）から来る相違について考えてみたい。

彼女は， ブリティシュ英語とアメリカ英語との相違は， ダイアレクトの相違
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として残ると云って居り，その理由は，言語は本質的に相互に理解出来るもの

であるからである。と云っている。

叉， アメリカ英語については，彼女は次のように述べている。

SouthernexsdonotsoundlikeNortherners,whodonotsoundlike

Midwesterners・Regionaldialects,however,maybeamongtheleast

suscreptibleofwide-rangingstudy,becauseAmericahasbecomesuCh

amobnesociety.

即ち， 「南部の人々は，北部の人々のように発音しない。又，北部の人盈は

中西部の人々のように発音しない。けれども，地域的ダイアレクトは，広い範

囲にわたる研究の中では，最も熱の入らないものの中にあるかも知れない。な

ぜならば， アメリカはこのように，移動社会になっているからである。」

以上のように述べているが，では移動社会とは，如何なるものであろうか，

この事を具体的に考えてみたい。先ず，彼女は次のように述べている。

Whenthepopulationisstable, itis正lativelyeasytodrawup

mapsoftheregionswhereaclearlydistmguishabledialectoccurs,

muchoftheMidwestandWest, settledbypeoplefromelsewhere,

isdifficulttomap.

即ち， 「人口が一定している時は，はっきりと区別出来るダイアレクトが生

ずる地域の地図を画く事は，比較的容易であるが， 他の所からの人々によっ

て，居住された中西部及び西部の多くは，言語地図を画く事は困難である。」

結局， アメリカ社会に於ける人口の移動性が大いにダイアレクトに影響してい

ると云えよう。

次にoccupational(職業的）な言語相違について述べてゑたいと思う。

職業的な差異は他の要素と違って，地域差等に余り影響がないようである。

特定の職業に従っている人々は，共通の特定語を有している。この事に関し，

彼女は次のように述べている。
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WhenoccupationaldialectisdesignedtoconveyspeciaUzedinforma-

tionmarapidandcondensedformfromonememberoftheoccu-

pationtoanother, itiscalledjargon・Althoughthemtentionbehmd

theuseofjargonistobeconcise,andnotnecessarilytoconfusenon-

membersof thegroup,sometimes jargoncanbeveryobscureto

thosenotfamiliarwithit.

即ち， 「職業的ダイアレクトは，速く，縮少された形で専門的情報を，其の

職業の1人から， 他の人に伝えるようにつくられる時，其れは， ジャーゴン

（特殊語）と呼ばれる。特殊語使用後の意志は簡略されるけれども，必ずしも

グループの人々を，混乱させるものではない。時々， ジャーゴンは，其の語に

慣れない人々には，非常に意味があいまいになるようになる。」

尚，具体的に考えてゑると， 日本に於てもスポーツにも特殊の用語があり，

又，病院で使う ．@クランケ”（患者)，警察で用いる‘，ケロスル”（白状する)，

、，ヤマ，， （事件） ，又，すし屋で使う語“ひかりもの"， 、‘とろ"， “あがり” ,,等

がある。尚，，やくざ社会”で用いる特殊の語もある。

次に， スラング(slang)について考えてみたいと思う， 彼女は， この事に

ついて次のように述べている。

Colorfullanguage-notswearwords,butneWtermsorlongusedwords

appmedmnewways-iscalledslang・ Slangiseasytorecognize,but

almostimpossibletodefinemsuchaspecificandpredictivewaythat

anyonecoulddetermmemadvancewhataslangwordwouldbe.

即ち， 「誓いの言葉ではなくて，新しい用語や，新しい方法で用いられる長

く使用される語である生き生きした語は， スラングと呼ばれる。スラングは認

知する事は容易であるが， スラングは何であるか，前以って，誰でも定める事

が出来るような特別な予見的方法で，定義する事は殆んど不可能である。」

以上のように彼女は述べているが，では，定義する事の困難さは，如何なる
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ところから来るのであろうか。 この事について， 彼女は次のように述ぺてい

るO

Perhapsthatdifficultymdefinitioncomesfromthefactthatslang

ismtimatelytiedtosocialrespectabnity, anddefinitionsof '､respect-

ability''changefromdaytoday.

即ち， 「多分，定義する事の困難さは， スラングが社会の関心度に，密接に

結びつけられているからである。そして，関心度の定義は日を代るのである｡」

以上のように述べて， スラングを定義する事の難しさを述べているのであ

る。しかし，標準英語スピーカーは， スラングを俗物視する傾向が強く，反

面， この事は或る程度，社会的要求に応じているかも知れないが， この事につ

いて，彼女は次のように述べている。

Althoughmanyslangtermsbecomepartofthemamstreamdia-

ectsfOrawhne,theywereoriginallymtendedtodivertmainstream,
S.Eattention.

即ち， 「多くのスラングは，しばらくの間,主流ダレアレクトの一部になるけ

れども， スラングは本質的に，主流や標準英語の注意から外れる傾向がある｡」

スラングについては，以上のように述べているが，外に，ブズ(buzz)があ

る。彼女はこの事について，次のように述べている。

LikeSlang, buzzwordsfrequentlybecomefashionableamongthe

generalpubncandareworkedtodeath・AnynationwideplEoccu-

pationwmproduceaspateofbuzzes,whichmayoutlivefashionand

entermtoS.E.

即ち， 「スラングのようにブスは， しばしば一般の人々の間で流行するよう

になり，そして，活動し消えてゆく。何か国民的に広く没頭する事は，ブスの

ほとばしりを生じ，そして，其れは，流行するのを長生きさせ，標準英語の中

に入るかも知れない。」
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次に人種的(Etlmic)なものについて述べて染たいと思う。先ず彼女は次の

ように述べている。

Ethnicdialectsareprobablythebestknownandpossiblythemost

ridicllled・ Theyarevulnerablyobvious intheirdifferenmessfrom

whateverthatmythnic,pureAmericanS・Eissupposedtobe,justas

theethnic-groupmembersaveobviouslydifferent,not '0American'',

somehow,buthybrids. :Spanish-American, Itaman-American, Japa-

neseAmerican,etc.

即ち， 「人種的ダイアレクトは，多分，最もよく知られて居り，そして，か

なり非常に廟笑されている。其れらは，あの神話的純粋なアメリカ標準英語が

如何にあるかを云う事から，其れらの違いに，神経質的にはっきりしている。

丁度1つの人種のグループの人々が， アメリカ人でなくて， とに角，雑種であ

ると，はっきり違っている如くである。即ち， スペイン系アメリカ人， イタリ

ア系アメリカ人， 日系アメリカ人等の如くである。」

以上のように彼女は述べているが， この人種的ダイアレクトは，各人が母国

語を，英語の上に重ねるので生れて来ると思う。日本人の場合は｡1'とqr'の音

の区別が難かしぐ，又，中間母音､露'の発音も下手である。

次に黒人の話す英語について考えてみたいと思う。先ず，彼女は次のように

述べている。

Foralongtime,thedialectspokenbymanyblackAmericans,itis

referredtoasBlackEnglish, orB．E,wasassunledtobeacorrupt

ordeficientformofEngnsh, asallotherethnicdialectswere

commonlysupposedtobe,Butmanystudiesundertakenmthepast

twodecadeshaveconvmcmglydemonstratedthefalsityofthatassump

tion.

即ち， 「長い間，多くの里人アメリカ人によって話されたダイアレクトは，
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これはブラック， イングリッシュと云われ,B.Eと略するが，凡ての他の人種

的ダイアレクトが，普通考えられている如くに，英語のなまりのある形が，不
● ● ●

完全な形であると考えられた。しかし，過去20年間にされた多くの研究は，其

の考えの間違いである事をはっきりと示している。」

更に現在のB.Eの発展過程について,具体的に彼女は次のように述べている。

B・Eisstrikinglydifferentfromotherethnicdialects.B・Eappar-

entlyhadtobebuiltfromscratChratherthanacquiredfromanal-

readyexistentspeechcommunity・Blackpeoplewhospokemanymu-

tuallyunintenigibleAfricanlanguageswouldbethrownontoslave

ships, unabletocommunicatewitheachotherorwiththewhite

overseers.Oncearrived, theslaveseventuanycontrivedapidigin(a

madeup, compromiselanguagecomposedofscrapsofthisandthat

languagの.Apidgmlearnedasone'snativelanguageiscalledacreole.

ThecreoleorpidgmmayhavebeenGunahandmayhaveformedthe

basisofpresent-dayBlackEnglishdialects・

即ち， 「B､Eは，他の人種的ダイアレクトとは，非常に違っている。B､Eは

明らかにすでに存在している言語社会から得る事よりも，むしろ，かき集める

事から作られねばならなかった。多くの相互に理解出来ないアフリカ言語を話

した黒人達は，互いに，又は白人の監督達と会話する事も出来ずに，奴隷船の

上に投げ出されたであろう。一度到着するや，奴隷達は， ピィジン（混成語）
（6）

を工夫してつくった。 （あれこれの言語の断片から組み立てられた，つくり上

げられた妥協語） 1つの母国語として覚えたピィジンは， クリオールと呼ばれ
（7）

る。クリオール又はピィジイは， ガーラアであったかも知れないし，そして，
（8）

現在のB.Eダイアレクトの基を作ったかも知れない。」

以上のように彼女は述べて居るが，更に,B.EとS.Eとの相違について，次

のように述べている。
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Likeothernonstandarddialects, ethnicorotherwise,B・Ediffers

fromS.E・phonemicanyandlexically.Thereare~comparativelygreater

differencesbetweenthesyntaxofB.E・andS.E.thanbetween

S.E.andothernonS.E.dialects・Thesesyntacticvariantsarequite

regular, ofcourse,asdialecticdifferen"salwaysare.

即ち， 「他の非標準ダレアレクトのように，人種的にも他の点でも,B､E.

は,S､E、とは音素的に，辞書的に違っている。B､E、とS､E・の統語法の間

には, S､E、と他の非S.E.ダイアレクトの間の相違よりもかなり大きい相違

がある。此等の統語上の変形は， ダイアレクトの相違が常にあるように，勿

論，全く規則的である。」

更に，彼女は具体的な例を上げて，次の様に述べている。

CharacteristicofB.E., forexample, istheensionofbe-verbcon-

structionsandpluralmarkerscommoninS.E・ asmB.E.'s，《They

gomg'' 、'wecool'',and9@Ihungry'',or､,twobrother'',and，.sevenday''.

即ち， 「例えば,B.E・の特徴は, S､E・に普通用いられているbe動詞構造

や，複数形Sの省略である。B､E.に於ては次の如くである。

､0Theygoing'', 、'Wecool'',and，《Ihungry'',or@@twobrother'', ､､seven

day''.

次に,AgeandGenderについて述ぺてゑたい。この事について，彼女は

次のように述べている。

Ageandgenderareprimarilybiologicalratherthanlinguisticcir-

cumstances,butpeopleofdifferentagesanddifferentsexesdolearn

differentdialects.Likeotherdialects,thesemtersectwitheachother

andwithnation, region, occupation, andethnicbackground.

即ち， 「年令と性は，元来言語的情況よりもむしろ，生物学的なものである。

しかし，異なった年令や，異なった性の人々は，異なったダイアレクトを習得
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する。他のダイアレクトの様に，此等は相互に，そして国家，地域，職業，そ

して人種的背景と交差する。」

以上のように述べているが，此等の具体的例については，別の機会に述べた

いと思う。

次に， ワシントン大学教授フィリップ，エス，デール(Philip.S.Dale)の

説を参考にしながら述べて承たいと思う。先ず彼は， ダイアレクトについて，

次の様に述べている。

AlllanguagesoftenservesasabalTier, ratherthanasaflexible

andefficientmeansofcommImi"tion・Wedonotallspeakthesame

language.Evenwithinaparticularlanguagecommunity,mdividualsdo

notspeakinexactlythesameway・ Suchvariationswithinasmgle

languagearecaneddialects.

即ち， 「全ての言語は，全くしばしば融通性のある有効なコミュニケーショ

ンの手段としてよりも，むしろ障害物として役立つ。我々は凡て，同じ言語を

話すわけではない。特別の言語社会の中でさえも，個人は，正確に同じ方法

で話しはしない。単一の言語の中の， このような変化をダイアレクトと呼ばれ

る。」

以上のように，彼はダイアレクトを説明している。尚， ダイアレクトの相異

については，彼は次のように説明している。

Dialectdifferencesarisewheneveragroupofmdividualscommunicate

moreamongthemselvesthanwithmdividualsoutsidethegroup,at

leastoncertaintopics・Thusdialectsofanmitedsortoftendevdop

onthebasisofmofession.

Diffmentoccupationshavedifferentthingstotalkabout.But, the

sameconceptswiUbelabeledwithdifferentwords.
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即ち， 「ダイアレクトの相異は， 1つのグループの各人が，少なくとも或る

話題について，そのグループの外側の各人とよりも，彼等自身の間でコミュニ

ケートする時は，何時でも起こる。この様な限られた種類のダイアレクトは，

しばしば，職業の基盤の上で発展する。異なった職業は，異なった話すべき物

を持つ。しかし，同じ概念は，異なった語で分類されるであろう。」

以上のように述べているが，更に，彼はダイアレクト相違をもたらす物とし

て，前述したような年令，社会的階級，人種等を上げているが，彼の所説につ

いては，別稿で記したいと思う次第です。

以上三人の学者の説を参考に論述を試ゑた次第ですが，如何に言語が，言語

的要素よりも，社会的要素によって強く影響されるかを，標準英語と非標準英

語， ダイアレクト等の問題を通して述べた次第です。

Notes:

（1）ピーター， トルージル(PeterTrudgill : 1943年英国のノールウイック(Nor-

wich)に生れる。1971年エジンバラ大学からPh.Dを得る。専門は社会言語

学。現在リーディング大学教授

（2）マダレン.E.ヘザリングトン(MadelonE・Heatherington) :カリフォルニ

ア大学ロスアンゼルス校英語科教授

（3）フィリップS・デール(PhilipS・Dale):ワシントン大学教授，幼児言語学専攻

(4)autonomy(自律) :一般にある文化領域が何か他のものの手段ではなくそれ自

身のうちに独立の意義と価値をもつこと。

(5)heteronomy(他律) :自律に対する語

(6)pidgin(ピジイン語，混成語) :外国人同士が互いの，あるいはいくつかの言語

を簡略混合して伝達に使う補助言語である。発

音文法は相当変差があり，各言語に共通な文法

を選んで使う事が多い。

(7)Creole(クリオール語):pidginを生れつき話し， 自分の母国語として使う言語

集団の場合に， これをcreoleと呼ぶ。

(8)Gullah(ガーラー):一般にはサウスキャロライナ州，ジョージア州， フロリダ

州北部にわたる海岸地域，その地域に住んで居る一部の黒
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人が話している言語。
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④
仏
教
文
化
研
究
所
活
動
報
告

○
公
開
文
化
講
演
会
の
開
催

仏
教
文
化
研
究
所
主
催
に
よ
る
文
化
講
演
会
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
一

月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
立
正
大
学
教
授
（
日
蓮
教
学

研
究
所
長
）
文
学
博
士
浅
井
円
道
先
生
の
御
出
講
を
請
い
「
四
箇
格
言
と

そ
の
心
」
の
演
題
に
よ
っ
て
二
時
間
二
十
分
に
亘
り
高
説
を
拝
聴
し
た
。

浅
井
教
授
は
以
下
の
論
旨
を
展
開
さ
れ
た
。
⑩
所
謂
四
箇
格
言
と
称
せ
ら

れ
る
内
容
を
有
つ
御
文
書
は
文
永
五
年
『
与
建
長
寺
道
隆
書
』
・
文
永
八
年

『
行
敏
御
返
事
』
・
弘
安
三
年
『
諌
暁
八
幡
抄
』
を
数
え
る
こ
と
。
③
宗

祖
の
四
箇
格
言
の
思
想
的
根
拠
は
「
爾
前
無
得
道
」
に
あ
る
こ
と
。
側
念

仏
浄
土
思
想
（
専
修
念
仏
）
で
は
成
仏
は
あ
り
得
な
い
こ
と
。
伽
叡
山
遊

学
の
成
果
（
立
教
開
宗
）
と
し
て
の
教
判
の
樹
立
の
基
準
を
「
教
法
浅
深
」

に
お
い
た
こ
と
。
側
法
然
は
浄
土
三
部
経
を
依
経
と
し
た
が
、
そ
の
依
経

の
論
拠
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
。
側
『
守
護
国
家
論
』
に
於
て
浄
土
批
判

・
権
経
批
判
を
体
系
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
末
法
時
に
法
華
経
の
広
ま

る
べ
き
こ
と
は
「
仏
眼
を
か
つ
て
時
機
を
勘
え
よ
」
（
撰
時
抄
）
と
の
教

示
を
素
直
に
享
受
し
て
、
仏
慧
を
も
っ
て
法
華
経
流
布
の
時
を
選
択
せ
よ

と
、
宗
祖
の
教
示
を
通
し
て
強
調
さ
れ
た
。
佃
四
筒
格
言
の
主
張
は
、
翻

◇
学
園
彙
報
（
昭
和
五
十
九
年
度
）

今
回
は
、
講
師
・
国
士
館
大
学
講
師
・
農
学
博
士
・
安
間
繁
樹
先
生
を

迎
え
昭
和
六
十
年
一
月
三
十
日
に
開
催
。

演
題
「
日
本
の
野
生
動
物
ｌ
特
に
イ
リ
オ
モ
テ
ャ
マ
ネ
コ
に
就
て
」

講
演
要
旨
を
箇
条
摘
記
す
れ
ば
、
側
日
本
の
哺
乳
類
は
種
類
が
多
い
こ

と
と
珍
種
が
多
い
こ
と
。
仰
我
国
の
陸
棲
動
物
の
分
布
は
海
峡
の
成
立
と

南
北
に
長
い
列
島
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
。
側
特
に
南
西
諸
島
（
屋

久
島
・
沖
繩
・
奄
美
郡
島
）
の
陸
生
哺
乳
類
に
特
色
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

ト
カ
ワ

仙
南
西
諸
島
も
屋
久
島
と
奄
美
諸
島
の
間
に
横
た
わ
る
吐
鳴
剛
列
島
と
海

洲
が
所
調
、
旧
北
区
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
）
と
東
洋
区
（
南
西
区
域
）
の

イ
リ
オ
子
テ

境
界
を
な
し
、
棲
息
動
物
の
諏
類
形
成
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
。
佃
西
表

島
の
「
イ
リ
オ
モ
テ
ャ
マ
ネ
コ
」
（
現
在
八
十
匹
の
棲
息
確
認
）
は
正
に

自
然
保
護
動
物
と
し
て
棲
息
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
珍
種
で
あ
る
こ
と
。

ｌ
安
間
先
生
は
早
稲
田
大
学
の
法
学
部
・
教
育
学
部
理
学
科
を
卒
業
、

東
京
大
学
農
学
系
研
究
科
博
士
課
程
に
在
籍
、
エ
ジ
ソ
バ
ラ
公
を
総
裁
と

○
第
二
回
文
化
講
演
会

え
せ
ば
立
正
安
国
と
云
う
こ
と
、
そ
の
立
正
安
国
と
は
上
求
菩
提
下
化
衆

生
の
菩
提
心
の
実
践
で
あ
る
こ
と
。
側
四
十
五
字
法
体
段
の
久
遠
の
生
命

の
世
界
、
更
に
は
「
事
」
の
宗
教
と
し
て
の
宗
祖
の
法
門
を
説
き
明
し
て

い
た
だ
い
た
。
⑩
宗
祖
は
大
曼
茶
羅
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
、
本
仏
と
感

応
道
交
で
き
る
礎
地
を
開
顕
さ
れ
た
こ
と
。
等
々
、
該
博
の
知
識
を
駆
使

し
て
、
当
日
の
聴
衆
（
身
延
山
短
大
教
職
員
・
短
大
生
・
一
般
聴
衆
）
に

訴
え
共
感
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
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す
る
国
際
自
然
保
謹
連
合
に
所
属
す
る
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
り
、
識
演
会

に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
育
Ｔ
Ｖ
で
も
全
国
放
映
さ
れ
た
貴
重
な
ス
ラ
イ
ド
を
使

用
し
、
学
生
・
生
徒
・
聴
衆
に
対
し
て
動
物
愛
護
を
強
く
訴
え
た
。
尚
安

間
先
生
は
、
本
学
の
中
條
暁
秀
助
教
授
と
高
校
が
同
期
で
あ
る
こ
と
を
付

記
し
て
お
く
。

学
会
活
動
報
告

○
日
本
仏
教
学
会

発
表
を
行
な
っ
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
学
術
大
会
は
、
六
月
九
日
（
土
）
十
日
（
日
）
の
両
日

に
わ
た
り
大
谷
大
学
（
京
都
市
北
区
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は

「
釈
尊
観
」
を
共
同
研
究
課
題
と
し
、
本
学
か
ら
奥
野
本
洋
講
師
が
研
究

日
蓮
聖
人
の
釈
尊
観
奥
野
本
洋

○
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
三
十
七
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
は
、
九
月
二
十
八
日
（
金
）
・
二
十

九
日
（
土
）
の
両
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
木
学
か
ら

左
記
の
四
氏
が
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。

維
摩
経
玄
疏
の
研
究
若
杉
見
龍

「
西
谷
草
庵
考
」
奥
野
本
洋

薬
王
品
の
一
視
点
高
橋
尭
昭

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
教
学

’
三
秘
を
中
心
と
し
て
Ｉ
上
川
本
昌

○
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
三
十
五
回
学
術
大
会
は
、
十
一
月
十
日
（
土
）
・
十
一
日
（
日
）
の
両

日
、
大
正
大
学
（
東
京
都
豊
島
区
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
学
よ
り
左

の
二
氏
が
研
究
発
表
さ
れ
た
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
五
義
の
成
立
と
展
開
上
田
本
昌

朝
師
御
雷
見
聞
の
一
考
察

ｌ
開
目
抄
私
見
聞
に
つ
い
て
Ｉ
中
條
暁
秀

身
延
山
第
八
十
九
世
法
主
・
身
延
山
短
期
大
学
燕
長
、
真
乗
院
日
康
上

人
に
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
十
六
日
午
後
四
時
五
十
二
分
水
鳴
楼
に
て

御
遷
化
さ
れ
た
。

上
人
は
静
岡
市
に
誕
生
、
立
正
大
学
史
学
科
を
卒
業
し
て
、
同
史
学
科

研
究
室
助
手
に
抜
擢
さ
れ
て
研
究
者
の
道
を
歩
む
か
に
思
わ
れ
た
が
、
昭

和
八
年
望
月
日
謙
法
主
（
八
十
三
世
）
の
招
聰
を
受
け
身
延
山
久
遠
寺
の

録
事
に
就
任
、
爾
来
、
身
延
山
の
枢
要
部
に
在
っ
て
才
幹
を
発
揮
さ
れ
る

事
と
な
り
ま
し
た
。
身
延
山
久
遠
寺
庶
務
部
長
・
身
延
山
総
務
・
身
延
山

短
期
大
学
を
園
理
事
長
・
身
延
山
八
十
九
世
法
主
睨
座
に
就
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
宗
祖
七
百
遠
忌
正
当
会
の
大
導
師
の
払
を
執
ら
れ
身
延
山
大

本
堂
の
建
立
を
は
じ
め
、
諸
堂
の
新
建
立
・
改
修
等
く
輪
典
荘
厳
の
美

真
乗
院
（
竹
下
）
日
康
法
主
・
学
長
狼
下
遷
化
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を
現
出
さ
れ
た
こ
と
は
日
康
上
人
の
法
功
と
し
て
後
世
に
遣
る
偉
業
で
あ

り
ま
す
。
昭
和
六
十
年
五
月
大
本
堂
入
仏
落
慶
の
祝
典
を
目
前
に
て
五
十

九
年
三
月
三
十
日
突
然
に
四
大
不
調
と
な
り
、
御
遷
化
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
身
延
山
並
に
学
園
教
職
員
一
同
に
と
っ
て
悲
痛
の
極
承
で
あ
り
ま

す
。
学
園
一
同
は
、
上
人
の
お
志
し
を
体
し
て
精
一
つ
ぱ
い
努
め
て
参
り

ま
す
。
謹
ん
で
日
康
上
人
の
増
円
妙
道
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

岩
間
日
勇
狼
下
・
身
延
山
第
九
十
世
狼
座
に
晋
董

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十
日
身
延
山
祖
山
会
は
、
万
場
一
致
を
以
っ

て
、
久
遠
寺
総
務
・
岩
間
日
勇
狼
下
（
山
梨
県
増
穂
町
昌
福
寺
山
主
）
を

身
延
山
九
十
世
法
主
に
推
戴
し
、
参
与
会
の
承
認
を
得
て
法
主
税
座
に
就

か
れ
ま
し
た
。

岩
間
狼
下
に
は
昭
和
三
十
四
年
、
藤
井
日
静
法
主
の
懇
請
を
う
け
て
身

延
山
布
教
部
長
に
就
任
し
、
身
延
山
布
教
隊
を
組
織
し
て
全
国
各
地
に
撃

鼓
宣
令
、
身
延
山
の
宣
揚
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
は
周
く
知
ら
れ
る
所
で
あ

り
、
ま
た
、
「
光
明
」
誌
を
通
し
て
、
或
は
優
雅
諄
灸
と
し
た
法
話
は
聴

衆
を
魅
了
し
た
。
身
延
山
の
承
な
ら
ず
宗
門
の
発
揚
に
貢
献
さ
れ
た
法
功

は
大
き
く
、
日
蓮
宗
総
合
財
団
賞
（
布
教
伝
道
部
門
）
を
受
章
さ
れ
た
こ

と
は
、
よ
く
狼
下
の
法
功
を
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
昭
和
六
十
年
五

月
は
宗
祖
七
百
遠
忌
悼
尾
を
飾
る
大
本
堂
落
慶
入
仏
大
法
要
が
厳
修
さ
れ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
何
卒
、
新
法
主
狼
下
に
は
法
体
愈
盈
健
か
に
、

為
宗
護
山
に
御
尽
力
下
さ
れ
、
併
せ
て
本
学
を
長
と
し
て
祖
山
教
学
発
展

の
為
に
一
臂
の
御
助
力
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
御
入
山

を
心
か
ら
表
賀
い
た
し
ま
す
。

尚
、
岩
間
法
主
狼
下
の
懇
望
に
よ
っ
て
、
身
延
山
総
務
の
職
に
は
、
望

月
一
靖
狼
下
（
東
京
都
善
性
寺
山
主
）
が
御
就
任
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
望

月
総
務
は
、
人
も
知
る
如
く
、
八
十
三
世
望
月
日
謙
上
人
の
法
孫
に
当

り
、
ま
た
八
十
七
世
望
月
日
雄
上
人
の
法
息
で
あ
り
ま
す
。
新
総
務
の
行

政
的
手
腕
は
、
立
正
大
学
常
任
理
事
長
、
日
蓮
宗
副
総
長
の
要
職
歴
任
が

語
る
所
で
あ
り
ま
す
。
新
総
務
に
は
身
延
山
短
期
大
学
舎
園
理
事
長
も
兼

任
さ
れ
ま
す
。
新
法
主
狼
下
共
々
に
祖
山
教
学
に
対
し
て
、
温
か
い
御
教

示
を
懇
願
し
て
、
御
就
任
の
祝
意
と
い
た
し
ま
す
。
（
文
責
町
田
）

身
延
山
短
期
大
学
々
頭
・
身
延
山
高
等
学
校
長
、
里
見
泰
穏
先
生
に

は
、
昭
和
六
十
年
一
月
十
三
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
本
学
園
に
在

っ
て
法
器
養
成
に
尽
痒
さ
れ
る
こ
と
四
十
有
五
年
の
長
き
に
亘
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
短
期
大
学
昇
格
運
動
と
そ
の
後
の
基
礎
固
め
に
尽
力
、
他

方
、
日
蓮
宗
教
学
審
議
会
委
員
、
日
蓮
宗
普
通
講
習
委
員
長
と
し
て
宗
門

行
政
に
業
綴
有
り
、
又
、
山
梨
県
私
学
振
興
会
理
事
、
山
梨
県
退
職
金
財

団
理
事
と
し
て
私
学
教
育
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
国
家
は
永
年
の
功
を

彰
し
て
、
文
部
大
臣
教
育
功
労
章
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
授
与
し
て
功
を
讃

え
て
い
ま
す
。

先
生
に
は
教
育
一
筋
に
傭
熱
を
注
が
れ
、
学
生
徒
に
教
授
す
る
に
木
調

諄
諄
と
し
て
学
徒
の
啓
発
に
努
め
、
ま
た
該
博
な
る
西
洋
哲
学
の
学
識
に

回
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本
年
も
図
替
献
本
運
動
に
同
窓
生
の
各
聖
よ
り
御
高
配
と
御
厚
志
を
賜

わ
り
ま
し
て
、
数
多
く
の
献
本
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
御
蔭
様
に
て
次
第
に
蔵
番
が
増
え
て
お
り
誠
に
有
難
度
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
何
卒
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
皆
様
方
の
ご
協
力
を
切
に
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

図
書
寄
贈
者
御
芳
名

１
灘
上
恵
教
師
『
高
麗
大
蔵
経
』
全
四
八
巻
『
卍
正
蔵
経
』
全
七

○
巻
『
卍
続
蔵
経
』
全
一
五
一
巻
『
仏
教
大
蔵
経
』
等
三

五
一
冊

裏
付
さ
れ
た
仏
教
哲
学
の
す
ぐ
れ
た
業
績
は
、
日
本
仏
教
学
界
に
周
く
知

ら
れ
る
所
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
学
恩
に
浴
し
た
宗
門
学
徒
は
幾
百
人
、

昨
年
同
窓
会
有
志
「
鶴
群
会
」
と
歩
を
合
せ
て
本
学
に
於
て
「
里
見
泰
穏

先
生
著
作
論
文
集
」
を
編
し
て
先
生
に
献
呈
せ
し
は
、
せ
め
て
も
の
学
恩

報
謝
で
あ
り
童
し
た
。

記
し
て
里
見
泰
穏
先
生
の
増
円
妙
道
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
法
号
泰
穏
院
日
南
上
人

○
学
園
葬
昭
和
六
十
年
二
月
十
四
日

午
後
一
時
・
身
延
山
短
期
大
学
大
講
堂
に
て

図
書
館
だ
よ
り

神
奈
川
県
横
浜
市
善
行
寺

２
新
川
日
見
師
『
日
本
の
歴
史
』
全
十
六
巻
等
三
一
○
冊

東
京
都
墨
田
区
太
平
陽
運
院
寓

３
戸
田
浩
暁
師
『
文
心
離
龍
』
上
下
等
六
冊

東
京
都
練
馬
区
大
乗
院

４
児
島
錬
戒
師
『
文
化
誌
日
本
徳
島
県
』
一
冊

徳
島
県
徳
島
市
妙
永
寺

５
坂
輪
宣
敬
師
『
仏
教
美
術
の
廻
廊
』
一
冊

東
京
都
港
区
白
金
台
３
１
Ⅳ
１
５

６
都
守
健
二
師
『
コ
コ
、
お
話
し
よ
う
』
一
冊

岡
山
県
岡
山
市
妙
広
寺

７
大
石
要
英
師
『
岩
波
国
書
総
目
録
』
全
八
巻
等
一
六
冊

静
岡
県
庵
原
郡
由
比
町
由
比
本
光
寺

８
原
光
可
様
『
神
道
大
系
』
全
一
二
○
冊
の
内
、
四
二
冊

大
阪
府
茨
木
市

９
本
田
敬
信
様
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
等
七
三
冊

千
葉
県
松
戸
市

血
今
井
昭
男
様
『
仏
教
大
辞
典
』
等
二
七
冊

千
葉
県
市
川
市
行
徳
駅
前

ｕ
永
岡
淳
正
様
『
龍
華
御
本
尊
集
』
一
冊

京
都
市
上
京
区
六
軒
町
通
灯
明
寺

哩
東
京
都
支
部
長
久
本
信
明
師
を
通
じ
て
東
京
瑞
輪
寺
小
林
顕
栄
師
御

紹
介
に
よ
り
、
東
京
都
文
京
区
湯
島
４
１
９
１
７
の
大
森
暢
久
様
よ
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③
同
窓
会
関
係

◇
同
窓
会
本
部
だ
よ
り
◇

身
延
山
教
学
の
振
興
・
法
器
養
成
の
施
設
の
充
実
の
た
め
に
、
身
延
山

学
園
図
書
館
の
建
設
が
最
も
ま
た
れ
る
所
で
あ
っ
た
が
、
同
窓
各
位
の
献

本
運
動
、
そ
し
て
建
設
推
進
の
運
動
が
も
り
あ
が
る
な
か
で
、
図
書
館
建

設
の
議
が
本
格
的
に
議
せ
ら
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
況
の
下

で
同
窓
会
本
部
役
員
会
を
昭
和
五
十
九
年
十
月
三
十
日
召
集
し
ま
し
た
。

図
謡
館
建
設
を
援
助
す
る
と
い
う
重
要
協
議
事
項
も
あ
っ
た
の
で
、
本
部

役
員
全
員
（
顧
問
・
正
副
会
長
・
理
事
・
幹
事
・
支
部
長
）
に
参
集
を
ね

が
い
、
継
々
と
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
殊
に
身
延
山
当
局
を
代
表
し
て
望

月
一
靖
総
務
様
の
臨
席
を
い
た
だ
き
、
総
務
様
か
ら
「
大
本
堂
建
立
落
慶

の
後
は
、
学
園
の
充
実
と
図
醤
館
の
建
設
を
最
優
先
の
事
業
と
し
ま
す
」

と
の
公
約
を
賜
わ
り
、
参
会
役
員
一
同
も
心
か
ら
諒
と
し
た
の
で
あ
る
。

総
務
様
の
御
熱
意
を
享
け
て
同
窓
会
本
部
と
し
て
も
早
々
に
建
設
勧
募
の

り
、
『
日
本
文
化
の
歴
史
』
等
八
七
一
冊
の
献
本
が
あ
り
ま
し
た
。

合
計
一
六
九
九
冊
そ
の
ほ
か
、

大
石
要
英
師
静
岡
県
庵
原
郡
由
比
町
由
比
本
光
寺
五
○
万
円
相
当

牛
居
一
教
師
大
阪
市
東
住
吉
区
西
今
川
町
妙
法
寺
一
○
○
万
円
相
当

の
贈
呈
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

献
本
運
動
に
対
し
ま
し
て
諸
氏
よ
り
御
高
配
と
御
厚
志
を
賜
わ
り
ま

し
た
こ
と
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
門
は
日
蓮
聖
人
七
百
遠
忌
を
円
成
、
身
延
山
に
於
て
も
世
紀
の
報
恩

諸
事
業
を
完
遂
、
就
中
、
そ
の
中
心
浄
業
で
あ
る
大
本
堂
の
建
設
も
成

り
、
昭
和
六
十
年
五
月
に
は
入
仏
落
成
慶
讃
大
法
要
を
厳
修
い
た
す
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
母
校
身
延
山
学
園
に
在
っ
て
も
先
年
来
よ
り
教
学
振
興
・
学
内

諸
施
設
の
充
実
へ
と
努
力
を
傾
け
、
殊
に
法
器
菱
成
の
大
目
的
の
た
め
に

図
書
館
建
設
の
機
運
を
高
め
て
参
り
ま
し
た
。
吾
等
同
窓
生
も
母
校
の
図

書
館
建
設
に
は
強
い
関
心
を
寄
せ
る
所
で
あ
り
、
既
に
献
本
巡
動
を
推
進

し
て
数
年
、
実
績
を
着
盈
と
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
。

身
延
山
当
局
に
於
か
れ
て
も
図
書
館
建
設
識
を
御
遠
忌
円
成
後
の
最
優

先
の
事
業
と
さ
れ
る
こ
と
を
公
約
く
だ
さ
れ
、
学
園
理
事
会
に
於
て
も
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
山
梨
県
支
部
で
は
昨
年
来
よ
り
勧
募
運
動
を
強
力
に
展
開

し
て
目
標
額
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
情
に
鑑
ゑ
て
、
吾
等

学
園
同
窓
会
本
部
と
し
て
も
左
記
要
項
に
よ
り
、
勧
募
活
動
を
推
進
し
て

い
く
事
を
決
し
ま
し
た
。

何
卒
母
校
の
発
展
・
法
器
養
成
の
大
眼
目
を
達
成
す
る
た
め
に
同
窓
各

位
の
格
段
の
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
懇
請
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

勧
募
期
間
自
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
一
日
至
昭
和
六
十
一
年
三
月

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
、
左
記
の
趣
意
書
を
全
国
同
窓
生
各

位
に
配
布
（
支
部
長
の
労
を
煩
わ
し
て
）
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

身
延
山
学
園
図
書
館
建
設
資
金
勧
募
趣
意
書
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三
十
一
日

目
標
総
額
一
億
円
（
一
口
五
千
円
二
万
口
）

身
延
山
学
園
同
窓
会
本
部

会
長
松
井
大
周

副
会
長
小
崎
龍
雄

副
会
長
林
是
幹

副
会
長
岩
田
日
成

副
会
長
大
石
要
英

副
会
長
中
屋
教
海

同
窓
会
を
員
各
位

尚
こ
れ
よ
り
早
く
、
山
梨
県
支
部
（
会
長
岩
田
日
成
師
）
に
於
て
は
勧

募
を
展
開
、
左
記
の
趣
意
番
を
配
布
し
て
協
力
を
呼
び
か
け
、
短
期
日
間

に
そ
の
目
標
を
上
回
る
成
果
を
収
め
た
の
で
し
た
。

趣
意
書

七
百
遠
忌
も
円
成
、
身
延
山
に
於
て
は
記
念
事
業
も
着
女
完
成
、
就

中
、
中
心
事
業
た
る
大
本
堂
建
設
な
り
、
去
る
九
月
十
日
に
は
新
刻
な
っ

た
三
宝
尊
も
奉
安
さ
れ
落
成
式
を
昭
和
六
十
年
に
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
母
校
に
あ
っ
て
は
予
て
四
年
制
大
学
昇
格
の
準
備
の
た
め
に
も
、
亦
法

器
養
成
と
云
う
大
目
的
の
た
め
に
も
、
身
延
山
学
苑
に
図
書
館
を
と
の
機

運
が
漸
く
高
ま
り
第
一
歩
と
し
て
献
本
運
動
が
行
わ
れ
、
既
に
数
万
冊
の

献
本
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
の
事
な
が
ら
そ
の
格
護
の
場
所
も
造
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
昨
今
吾
等
同
窓
生
は
母
校
充
実
の
た
め
図
書
館
建
設
蜜
金

の
一
分
で
も
拠
出
し
合
っ
て
、
推
進
の
基
盤
た
ら
し
め
よ
う
と
の
運
動
を

展
開
し
、
去
る
七
月
二
日
山
梨
県
支
部
総
会
に
於
て
、
勧
募
の
方
途
が
協

議
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
左
記
に
よ
り
勧
募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
御
了
承
、
御
協
力
を
賜
り
た
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

勧
募
期
間
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
一
日
よ
り

昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

目
標
総
額
一
千
万
円
（
一
口
五
千
円
二
千
口
）

同
窓
会
山
梨
県
支
部
長

岩
田
日
成

各
位

○
本
誌
諏
号
執
筆
者
紹
介
（
論
文
掲
峨
順
）

望
月
海
淑
本
学
教
授
仏
教
学
・
梵
文
学

上
田
本
昌
本
学
教
授
日
蓮
教
学
・
祖
書
学

中
條
暁
秀
本
学
助
教
授
日
蓮
教
学
・
祖
書
学

高
橋
尭
昭
本
学
教
授
哲
学
・
東
西
比
較
思
想
史

町
田
是
正
本
学
教
授
歴
史
学
・
中
世
仏
教
思
想
史

一
宮
嘉
孝
本
学
助
教
授
体
育
学
・
柔
道

北
沢
光
昭
本
学
学
会
員
札
幌
市
光
徳
寺
裡

奥
野
本
洋
本
学
講
師
天
台
学
・
日
蓮
教
学

大
森
孝
本
学
教
授
英
語
学
・
英
文
学
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◇
編
集
後
記
◇

◇
本
学
の
こ
の
一
年
の
研
究
活
動
を
願
り
承
る
と
き
、
日
本
仏
教

学
会
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
界
、
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
等
に
夫

々
研
究
発
表
者
を
送
り
、
そ
の
他
人
文
科
学
関
係
の
諸
学
界
に
も

参
加
す
る
な
ど
一
応
の
成
果
を
得
て
は
来
ま
し
た
が
、
身
延
山
教

学
の
発
展
の
た
め
に
も
、
よ
り
積
極
的
に
学
界
活
動
に
参
加
し
て

研
鐵
の
実
を
挙
げ
て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
資
料
「
身
延
山
諸
堂
記
」
（
北
沢
光
昭
師
校
注
）
も
本
号
で
完

結
し
ま
す
が
、
本
資
料
は
先
に
紹
介
を
終
っ
た
「
身
延
山
略
譜
」

と
併
せ
る
こ
と
で
、
身
延
山
史
の
基
本
資
料
が
揃
う
こ
と
に
な

り
、
斯
学
に
稗
益
す
る
所
が
大
き
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

◇
本
学
の
学
長
職
に
在
っ
た
竹
下
日
康
狽
下
が
御
遷
化
さ
れ
、
久

遠
寺
総
務
・
学
園
学
監
職
の
岩
間
湛
良
（
日
勇
）
貌
下
が
身
延
山

第
九
十
世
の
狼
座
と
学
長
職
に
就
か
れ
、
学
監
並
に
久
遠
寺
総
務

職
に
東
京
善
性
寺
山
主
望
月
一
靖
師
（
宗
務
副
総
長
）
を
招
待
し

清
新
な
気
風
が
吹
き
こ
ま
れ
ま
し
た
。
新
法
主
・
新
総
務
両
現
下

に
は
殊
の
ほ
か
身
延
山
学
園
の
充
実
と
発
展
に
意
を
用
い
ら
れ
、

学
園
図
書
館
の
建
設
を
優
先
事
業
と
す
る
と
の
公
約
を
賜
わ
り
ま

し
た
こ
と
は
、
学
園
一
同
の
よ
ろ
こ
び
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

我
等
教
職
員
は
、
両
狼
下
の
御
熱
意
に
応
え
る
べ
く
、
意
欲
あ
る

研
究
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

◇
仏
教
文
化
研
究
所
の
事
業
で
あ
る
「
身
延
山
史
年
表
」
を
本
年

五
月
の
大
本
堂
入
仏
落
慶
大
法
要
の
慶
讃
当
日
、
仏
祖
三
宝
の
宝

前
に
奉
納
で
き
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
諸
先
生
方
の
御
労
苦

を
謝
し
つ
つ
、
こ
の
悦
こ
び
を
先
生
方
と
分
ち
た
く
思
い
ま
す
。

◇
編
集
子
（
仏
教
文
化
研
究
所
長
）
と
し
て
お
詫
び
し
た
い
こ

と
、
そ
れ
は
「
学
内
研
究
会
」
の
開
催
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
、
僅

か
に
今
村
紀
子
先
生
の
「
生
成
変
形
文
法
の
基
本
的
な
考
え
方
」

を
一
回
開
い
た
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
諸
汎
の
事
情
が
重

な
っ
た
と
は
云
え
怠
慢
の
誇
り
は
免
れ
な
い
。
大
い
に
反
省
し
つ

つ
次
年
度
の
充
実
を
期
し
た
い
と
希
い
、
諸
先
生
方
の
絶
大
な
御

協
力
を
お
願
い
し
つ
つ
筆
を
置
き
ま
す
。

（
編
集
子
・
町
田
）
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